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平成２８年第４回名寄市議会定例会会議録

開会 平成２８年１１月３０日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 行政報告

日程第４ 議案第１号 介護保険法及び介護保険

法施行令の改正に伴う介護保険関係条

例等の整備に関する条例の制定につい

て

日程第５ 議案第２号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（和

寒町）

議案第３号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（剣

淵町）

議案第４号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（下

川町）

議案第５号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（美

深町）

議案第６号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（音

威子府村）

議案第７号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（中

川町）

議案第８号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（幌

加内町）

議案第９号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（西

興部村）

議案第１０号 定住自立圏形成協定の

一部を変更する協定の締結について

（枝幸町）

議案第１１号 定住自立圏形成協定の

一部を変更する協定の締結について

（浜頓別町）

議案第１２号 定住自立圏形成協定の

一部を変更する協定の締結について

（中頓別町）

日程第６ 議案第１３号 工事請負契約の変更に

ついて

日程第７ 議案第１４号 指定管理者の指定につ

いて（名寄市北国雪国ふるさと交流

館）

議案第１５号 指定管理者の指定につ

いて（名寄市畜産物処理加工施設）

日程第８ 議案第１６号 損害賠償の額を定める

ことについて

日程第９ 議案第１７号 平成２８年度名寄市一

般会計補正予算（第４号）

日程第10 議案第１８号 平成２８年度名寄市国

民健康保険特別会計補正予算（第２

号）

日程第11 議案第１９号 平成２８年度名寄市下

水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第12 議案第２０号 平成２８年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計補正

予算（第１号）

日程第13 議案第２１号 平成２８年度名寄市食

肉センター事業特別会計補正予算（第

１号）

日程第14 議案第２２号 平成２８年度名寄市病

院事業会計補正予算（第１号）

日程第15 議案第２３号 名寄市議会議員の議員

平成２８年１１月３０日（水曜日）第４回１２月定例会・第１号
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平成２８年１１月３０日（水曜日）第４回１２月定例会・第１号

報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部改正について

議案第２４号 名寄市特別職の職員の

給与に関する条例の一部改正について

議案第２５号 名寄市教育委員会教育

長の給与、勤務時間その他の勤務条件

に関する条例の一部改正について

議案第２６号 名寄市職員の給与に関

する条例の一部改正について

日程第16 請願

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 行政報告

日程第４ 議案第１号 介護保険法及び介護保険

法施行令の改正に伴う介護保険関係条

例等の整備に関する条例の制定につい

て

日程第５ 議案第２号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（和

寒町）

議案第３号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（剣

淵町）

議案第４号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（下

川町）

議案第５号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（美

深町）

議案第６号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（音

威子府村）

議案第７号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（中

川町）

議案第８号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（幌

加内町）

議案第９号 定住自立圏形成協定の一

部を変更する協定の締結について（西

興部村）

議案第１０号 定住自立圏形成協定の

一部を変更する協定の締結について

（枝幸町）

議案第１１号 定住自立圏形成協定の

一部を変更する協定の締結について

（浜頓別町）

議案第１２号 定住自立圏形成協定の

一部を変更する協定の締結について

（中頓別町）

日程第６ 議案第１３号 工事請負契約の変更に

ついて

日程第７ 議案第１４号 指定管理者の指定につ

いて（名寄市北国雪国ふるさと交流

館）

議案第１５号 指定管理者の指定につ

いて（名寄市畜産物処理加工施設）

日程第８ 議案第１６号 損害賠償の額を定める

ことについて

日程第９ 議案第１７号 平成２８年度名寄市一

般会計補正予算（第４号）

日程第10 議案第１８号 平成２８年度名寄市国

民健康保険特別会計補正予算（第２

号）

日程第11 議案第１９号 平成２８年度名寄市下

水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第12 議案第２０号 平成２８年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計補正

予算（第１号）

日程第13 議案第２１号 平成２８年度名寄市食

肉センター事業特別会計補正予算（第

１号）

日程第14 議案第２２号 平成２８年度名寄市病

院事業会計補正予算（第１号）
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日程第15 議案第２３号 名寄市議会議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部改正について

議案第２４号 名寄市特別職の職員の

給与に関する条例の一部改正について

議案第２５号 名寄市教育委員会教育

長の給与、勤務時間その他の勤務条件

に関する条例の一部改正について

議案第２６号 名寄市職員の給与に関

する条例の一部改正について

日程第16 請願

１．出席議員（１７名）

議 長 １７番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 靖 議員

２番 山 崎 真 由 美 議員

３番 野 田 三 樹 也 議員

４番 東 川 孝 義 議員

５番 川 村 幸 栄 議員

６番 奥 村 英 俊 議員

７番 高 野 美 枝 子 議員

８番 佐 久 間 誠 議員

９番 塩 田 昌 彦 議員

１０番 川 口 京 二 議員

１１番 山 田 典 幸 議員

１２番 大 石 健 二 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 高 橋 伸 典 議員

１６番 佐 々 木 寿 議員

１８番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

１番 浜 田 康 子 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 倉 澤 富 美 子

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 臼 田 進 君

参 事 監 松 岡 将 君

市 民 部 長 三 島 裕 二 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 川 田 弘 志 君

建設水道部長 中 村 勝 己 君

教 育 部 長 小 川 勇 人 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 局 長

こども・高齢者
馬 場 義 人 君

支 援 室 長

営業戦略室長 水 間 剛 君

上下水道室長 天 野 信 二 君

会 計 室 長 常 本 史 之 君

監 査 委 員 上 田 盛 一 君
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〇議長（黒井 徹議員） ただいまより平成２８

年第４回名寄市議会定例会を開会いたします。

本日の会議に１番、浜田康子議員から欠席の届

け出がありました。

ただいまの出席議員数は１７名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

６番 奥 村 英 俊 議員

９番 塩 田 昌 彦 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より１２月１６日ま

での１７日間といたしたいと思いますが、御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日より１２月

１６日までの１７日間と決定をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第３ これより行

政報告を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。本

日、平成２８年第４回定例会の開会にあたり、こ

れまでの主な行政事項について、その概要を御報

告申し上げます。

はじめに、本年度の文化賞等、各種表彰につい

て申し上げます。

１１月３日の文化の日に、名寄市文化賞条例に

基づき、中舘利通さんと向井和榮さんに文化賞を

授与いたしました。

「体育部門」、「スポーツ振興」で受賞された

中舘さんは、昭和５９年に風連町体育協会事務局

長に就任して以来、平成１０年から２８年まで会

長として、各種スポーツ大会の開催や道民スポー

ツ大会への積極的な選手団の派遣などを通して、

青少年の育成はもとより高齢者の健康増進と生涯

スポーツの基盤を築かれました。

これは中舘さんが「若者から高齢者まで皆がス

ポーツを楽しめる環境をつくりたい」という強い

信念を持ち、自らが先頭に立ち行動された賜物で

あり、現在では、全道・全国大会で活躍する団体

も多く、パークゴルフ場では多くの市民が汗を流

し、交流を深める光景を見ることができます。

また、行政との関わりも深く、風連町社会教育

委員長や風連町行財政改革検討委員会会長などの

公職を歴任され、特に平成１５年からは合併に関

わる各協議会で、そのリーダシップを遺憾なく発

揮され、合併後においても、風連町合併特例区協

議会会長などの要職を務めていただき、風連町の

リーダー的存在として合併前後の風連地区を牽引

し、スポーツの振興、地方自治の育成発展に御貢

献いただきました。

「芸術部門」、「写真」で受賞されました向井

さんは、昭和４０年代後半から写真作品の制作に

打ち込まれ、鋭い感性から生まれてくる作品は数

々のコンテストで優秀な成績を収めており、特に、

平成元年には、「ひまわり」が国内最難関の写真

公募展の一つである、ニッコールフォトコンテス

トにおいて最高賞であるニッコール大賞「長岡

賞」を受賞されました。

写真作品の制作は一人でも情熱を傾けられる芸

術であると考えられますが、向井さんは写真愛好

者との対話と連携を何よりも大切にされ、数多く

の写真団体を創設し、「自分の心の表現である写

真」の腕を磨くとともに、後進への指導にも力を

注いできました。

また、名寄文化協会役員をはじめ、町内会役員

や防犯パトロール巡視員なども長年務められ、そ
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の優しい人柄から地域の良き相談役としても御活

躍いただきました。

このように、個性豊かな作品を数多く発表し、

活躍されるとともに、市内のみならず道北の写真

文化の礎を築き、さらには地域文化の発展に御貢

献いただきました。

名寄市表彰条例に基づく各表彰については、自

治、教育文化、住民運動実践の各分野で市勢の発

展に寄与された１０個人に功労表彰を、多額の寄

附によりお力添えをいただいた１０個人、２３団

体に善行表彰を、芸術、文化、スポーツなどの分

野で輝かしい活躍をされた３個人に栄誉賞を、ま

た２個人に特別栄誉賞をそれぞれお贈りいたしま

した。

特別栄誉賞の授与は、平成２４年度の佐藤愛子

さん以来となりますが、本年２月にリレハンメル

で開催された第２回ユースオリンピック冬季競技

大会に出場し、混合ダブルスにおいて金メダルを

獲得された松澤弥子さんと、４位入賞を果たされ

た佐々木穂香さんに贈らせていただきました。

受賞された皆様には、今後とも本市の発展に御

尽力を賜りますとともに、より一層の御活躍と御

健勝を祈念いたします。

次に、総合計画について申し上げます。

平成２８年第３回定例会において、名寄市総合

計画（第２次）基本構想・基本計画の集中審議を

いただき、原案通り可決いただきました。

この間、まちづくり懇談会において話題提供し

意見交換を行ってきたところですが、今後、基本

構想・基本計画で示した分野毎の施策及び、重点

プロジェクトの実現に向けた実施計画を含め、わ

かりやすいダイジェスト版の作成などを通じて、

市民の皆様への周知に取り組んでまいります。

次に、地方創生について申し上げます。

国においては、地方版総合戦略に基づく自主的

・主体的な地域拠点づくりなどの事業について、

地方の事情を尊重しながら未来への投資につなが

る施設整備などの取組を推進するため、「地方創

生拠点整備交付金」を創設しました。

この交付金は、未来への投資という経済対策の

主旨に重点を置きつつ、ローカルアベノミクス、

地方への人材還流、小さな拠点形成などに資する

緊急性の高い施設整備などを対象としています。

本市においては、地方創生の取組を深化させる

ため、地方創生推進交付金事業に採択された「冬

季スポーツ拠点化推進プロジェクト」及び「名寄

市立大学を活用した地域のケア力向上プロジェク

ト」に取り組むとともに、関連したソフト事業と

の連携などにより地方創生への波及効果が期待で

き、未来への投資の基盤につながる施設整備につ

いて、地方創生拠点整備交付金の活用を検討して

まいります。

次に、まちづくり懇談会について申し上げます。

市民との協働によるまちづくりを進めるため、

町内会連合会との連携のもと、全９会場で「まち

づくり懇談会」を開催し、１５０人を超える市民

の皆様の参加をいただきました。

本年度は、第２次総合計画や災害への備えをテ

ーマに話題提供したほか、市政全般に関して意見

交換を行いました。いただいた貴重な御意見につ

いては、市政への反映に努めてまいります。

次に、男女共同参画社会の形成について申し上

げます。

平成２９年度からの新たな推進計画策定に向け

た取組では、男女共同参画に関する状況などを把

握するため、市民及び市内事業所を対象にアンケ

ート調査を行いました。

また、男女共同参画推進委員会においては、こ

れまでに５回にわたり熱心な議論を行なっていた

だいており、引き続き、計画策定に向けて議論を

進めてまいります。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

山形県鶴岡市との交流については、名寄・藤島

交流友の会が、１０月１５日から１６日まで鶴岡

市小真木原公園で開催された「つるおか大産業ま

つり２０１６」に出展し、藤島・名寄交流友の会
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会員や藤島庁舎職員などの協力を得て、なよろ煮

込みジンギスカンなどの特産品を販売しました。

東京都杉並区との交流については、１１月５日

から６日まで杉並区立桃井原っぱ公園で開催され

た「すぎなみフェスタ２０１６」において、なよ

ろ煮込みジンギスカンやいかめしなどの販売を行

ったほか、本市で８月に合宿を行った香川調理製

菓専門学校の学生が、ひまわりパウダーともち玄

米を活用して開発した商品を販売しました。

ふるさと会との交流については、東京なよろ会

の総会が１１月１３日に東京都内のホテルにおい

て、会員をはじめ約７０人の出席により開催され、

スキーやゴルフツアーなどの事業計画が承認され

ました。

姉妹都市カワーサレイクス市リンゼイとの交流

については、市内高校生２人を７月２６日から９

月２５日まで交換学生として派遣し、ホームステ

イを通じて交流を深めてきました。

友好都市ロシア連邦ドーリンスク市との交流に

ついては、名寄・ドーリンスク友好委員会が中心

となり、橋本副市長、黒井議長に市民公募の方な

ども加えた１３人が、９月７日から１１日までの

日程でドーリンスク市を訪問しました。残念なが

ら、悪天候によりドーリンスク市創立１３３周年

記念式典は中止となりましたが、歓迎会や公共施

設の視察などを通じ友好を深めています。

台湾との交流については、交流自治体中学生親

善野球大会が杉並区などで開催され、本市からも

中学生１２人が参加し、１０月８日から１０日ま

で、台湾の中学生などとの交流を深めてきました。

また、昨年１２月に参加した日台教育旅行交流

会の成果として、国立員林高級中学が１０月２３

日から２４日まで本市を訪れ、名寄産業高等学校

の生徒などと交流を深めてきました。

次に、移住の推進について申し上げます。

本年度から、風連地区のお試し移住住宅に加え、

名寄市移住促進協議会による名寄地区市街地の

「名寄まちなかお試し移住住宅」が供用されてい

ます。１０月末現在の利用状況は、両地区合わせ

て９件１７人の御利用があり、本市での生活を体

験いただいています。

また、首都圏でのプロモーション活動について

は、１０月２２日に「名寄市ＵＩターンＣＡＭ

Ｐ」と題して相談会を開催し、約３０人の参加者

には、道内移住経験者の体験談やグループ討議を

通じて、移住の目的や考え方、本市への認識を深

めていただきました。

さらに、１１月１２日、「北海道暮らしフェア

２０１６」にハローワーク名寄の職員とともに出

展し、移住希望者の相談に応じてきました。

次に、地域おこし協力隊について申し上げます。

平成２５年１０月から農業支援員として活躍さ

れていた第１期生２人が、１０月６日で３年間の

任期を満了しました。現在は、風連日進地区に定

住し、平成２９年春の就農及び経営開始に向けて

準備を進めているところです。

この地域おこし協力隊受入が、農業の新たな担

い手確保につながり、移住促進に一定の成果をあ

げたことから、今後は農業以外の分野も含め、そ

の活用策を検討してまいります。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺１１市町村で構成する「テッシ・オ

・ペッ賑わい創出協議会」については、本年度２

回目の会議が９月３０日に開催され、ダウン・ザ

・テッシ・オ・ペッ２０１６の事業報告や本年度

後期事業について協議がなされました。

また、北海道の命名者で天塩川地域を調査した

松浦武四郎生誕２００年及び北海道命名１５０年

である平成３０年に向け、協議会と連携しながら

記念事業などの準備を進めてまいります。

次に、定住自立圏について申し上げます。

平成２３年に名寄市、士別市を複眼型中心市と

する１３の市町村間において、北・北海道中央圏

域定住自立圏形成協定を締結し圏域を形成すると

ともに、共生ビジョンを策定し、広域連携の推進

を図ってまいりました。
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１１月１１日には定住自立圏構成市町村長会議

を本市で開催し、医療・福祉分野におけるさらな

る連携について確認されましたので、これに基づ

き協定の一部変更について、本定例会で提案させ

ていただきますので御審議のほどお願いいたしま

す。

また、共生ビジョンは本年度で計画期間を終え

ることから新たなビジョンの策定に向けて作業を

進めてまいります。

次に、行財政改革について申し上げます。

これまで、「新・名寄市行財政改革推進計画」

に基づき、組織機構や事務事業などの見直しに取

り組んできたところですが、当該計画の期間が本

年度末をもって終了することから、新たな計画の

策定に向けて現在作業を進めています。

この間、推進計画実施本部及び総合計画推進市

民委員会を経て、基本的な考えをまとめましたの

で、これに基づいて具体の計画策定を進めてまい

りたいと考えています。

次に、なよろ健康まつりについて申し上げます。

第２９回を迎えた「なよろ健康まつり」は９月

２４日、「みんなで広げよう健康の輪」をテーマ

に、名寄市立大学など各団体との協働のもと名寄

市総合福祉センターにおいて開催しました。

本年度も「スタンプラリー形式」による体内健

康測定、骨密度測定、ストレス測定などの体験や

抽選会に３９６人の市民の皆様に参加をいただき、

生活習慣の見直しや健康への啓発を図りました。

次に、第４８回がん予防道民大会名寄大会につ

いて申し上げます。

１０月１４日、がん予防に対する正しい知識と

がん検診の重要性について普及啓発を図るため、

市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールで開催し、

全道各地から多くの参加をいただきましたが、特

に若い世代から健康的な生活習慣やがんの知識を

身に付けてもらうため、市内・近隣の高校生や大

学生にも呼びかけを行いました。

当日は、北海道対がん協会常務理事兼センター

長の山口由美子氏による講演のほか、道民健康大

使で落語家の桂枝光さんによる落語などを通して、

がん予防と健康への意識を高めることができまし

た。

次に、名寄市立総合病院の本年度上半期の経営

状況について申し上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ５万６１４

人で前年比６７４人の増となり、外来患者数は延

べ１０万 ４８７人で前年比４０３人の減となっ

ています。

収支状況については、医業収益は４０億 ３５

７万円で、前年比１０ ７パーセント、金額で２

億 ３５５万円の増となりました。主な内訳とし

ては、入院収益が前年比１０ ０パーセント、金

額で２億 ２１０万円の増、外来収益が前年比１

０ ８パーセント、金額で６億 ５４４万円の増

となっています。

また、医業費用は４４億 ８１４万円で、前年

比１０ １パーセント、金額で２億 １１５万円

の増となりました。主な内訳としては、給与費が

前年比１０ １パーセント、金額で１億 ４３９

万円の増、薬品費・診療材料費などの材料費が前

年比１１ ６パーセント、金額で１億 ７１７万

円の増となっています。

この結果、上半期の医業収支は、差し引き３億

４５７万円の損失となり、これに医業外収支と

特別収支を加えた全体の収支では、１億 ２１３

万円の純損失となりました。

今後も、医業収益の確保や経費の節減に努める

ことにより収支の改善を図り、経営の健全化に向

け、より一層努力してまいります。

次に、院内保育所の改築工事について申し上げ

ます。

院内保育所については、本年４月から、新たな

施設の整備を進めてまいりましたが、１１月２４

日に工事が完了し、建物の引き渡しを受けたとこ

ろです。新保育所では、現在の定員から１０人増

の５０人の定員で運用を開始するとともに、新た
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に給食の提供及び２４時間保育を実施する予定と

なっています。

現在は、新保育所への移転作業を順次進めてお

り、１２月中を目途に移転を完了し、新保育所で

の保育を実施してまいります。

今後とも、職員の勤務環境の整備などを通じて、

医療スタッフの確保に取り組んでまいります。

次に、名寄東病院の本年度上半期の経営状況に

ついて申し上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ１万 ３４

３人で前年比１６８人の減となり、外来患者数は

延べ ５７２人で前年比３３人の増となりました。

また、収支状況では、事業収益は３億 ５２７

万円で前年比１０ ６パーセント、金額で ５９

８万円の増、事業費用は３億 ３０９万円で前年

比９ ５パーセント、金額で４９６万円の減とな

り、事業収支では差し引き ２１８万円の純利益

が計上されました。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

ファミリー・サポート・センター事業について

は、名寄市社会福祉協議会に委託し、１０月２日

に市内商業施設の１階テナントにオープンした多

分野・多世代地域活動拠点「ここほっと」におい

て事業を実施しています。

１０月３０日現在の会員数は、利用会員１００

人、提供会員２４人、重複を除く実会員数で１１

７人となっています。今後も、引き続き会員の募

集を行い、子育て支援の充実を図ってまいります。

次に、地域福祉の推進について申し上げます。

低所得の高齢者を対象とした年金生活者等支援

臨時福祉給付金事業については、７月１１日で申

請受付を終了し、 ８４９世帯 ５８２人に対し

１億７４６万円を給付いたしました。

また、平成２８年度の臨時福祉給付金事業につ

いては、９月６日から申請受付を開始し、１１月

２１日現在で、 ４１０人の方が申請を終えてい

ます。

さらに、臨時福祉給付金事業（経済対策分）に

ついては、一億総活躍社会の実現の加速に向けた

「社会全体の所得と消費の底上げ」の施策として、

年度内において申請受付ができるよう準備を進め

ているところです。

次に、高齢者の福祉施策について申し上げます。

平成２８年度「長寿を祝う会」については、市

内関係団体と実行委員会を組織し、９月１７日に

市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールで開催しま

した。

長年にわたり本市の発展に御尽力いただいた、

男性１０７歳と女性１０６歳の最高齢者をはじめ、

白寿、米寿を迎えられた方々２００人と金婚を迎

えられた７７組の御夫婦をお招きし、お祝いを申

し上げ、記念品を贈呈しました。

併せて「名寄市生きがい作品展」を９月１４日

から１９日まで開催し、市民の皆様に御覧いただ

きました。

また、町内会など７８団体が開催した「敬老

会」では、７５歳以上の方々 １５５人が温かい

祝福を受けました。

１０月２２日には、勤医協中央病院名誉院長で

ある伊古田俊夫氏を講師に迎え、「認知症の早期

発見と予防」と題した介護予防・認知症講演会を

開催しました。１５０人を超える市民の皆様に参

加をいただき、認知症への理解を深めるとともに、

生活習慣病の予防が認知症予防につながることを

学ぶ機会となりました。

次に、廃棄物処理対策について申し上げます。

循環型社会の形成には、廃棄物の適正な処理が

必要なことから、環境衛生推進員の協力により、

６月に風連最終処分場で、９月には内淵最終処分

場でそれぞれ一般搬入者に対する分別周知を実施

し、ごみの排出方法の啓発とごみ減量化、リサイ

クルの推進を図りました。

また、８月には、なよろ産業まつり会場におい

て、ペットボトルや空き缶などの資源ごみの出し

方、食べ残しなどの食品残渣や埋立ごみの分別周

知を実施したところ、来場された皆様の御協力に

平成２８年１１月３０日（水曜日）第４回１２月定例会・第１号
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より、快適で衛生的な環境のもとにイベントを実

施することができました。

次に、消防行政について申し上げます。

１０月末現在までの火災及び救急・救助出動状

況については、火災件数が７件で前年比１件の減

となり、１人の負傷者が発生しています。

また、救急出動件数は、８９４件で前年比４１

件の増、救助出動件数は、２６件で前年比１件の

減となっています。

住宅防火対策の推進は、「秋の全道火災予防運

動」期間中に、一般家庭と高齢者宅の防火訪問、

防火対象物や危険物施設の立入検査の実施、防火

ポスターの配布、大型店舗での火災予防広報など、

防火対策の啓発や火災予防のＰＲ活動を実施しま

した。

また、建築物の大規模化などに伴い、予防業務

が専門化していることから、本年１人を含む１８

人の予防技術資格者を養成し、予防要員の育成に

努めています。

次に、防災対策について申し上げます。

防災対策の一環として、本年１０月１８日と１

９日の２日間、本市において、天塩川流域自治体

１１市町村、約７０人の参加により豪雨災害対策

職員研修会を開催しました。

２回目の開催となる同研修会は、国の「水防災

意識社会再構築ビジョン」を受けて実施し、職員

や北海道地域防災マスターが研修や図上訓練を通

して、地域防災力や自助・共助力の向上を図りま

した。

また、水防法の一部改正及び８月の３つの台風

による影響を踏まえ、年度末に向けて地域防災計

画の修正を行ってまいります。

次に、消費生活の安定について申し上げます。

年々巧妙化する特殊詐欺や悪質商法などによる

消費者被害を未然に防止するため、広報などによ

る情報提供ほか、出前講座を５回開催し、主に高

齢者への啓発活動を進めています。

また、情報通信を悪用した犯罪被害を未然に防

止するため、消費生活セミナーにおいて、スマー

トフォン・インターネットのモラル講座を開催し、

小中学生及び教員・保護者など９３１人の参加を

いただき、情報機器を安全に利用するための啓発

を図りました。

今後におきましても、消費者の安全・安心を確

保するため、消費生活に関する啓発を推進すると

ともに、迅速な情報提供と適切な相談業務に努め

てまいります。

次に、住宅の整備について申し上げます。

北斗・新北斗団地建替事業については、昨年度

着手した北斗団地の鉄筋コンクリート造２階建て

１棟１０戸が１０月に完成、６月に着手した新北

斗団地のプレキャストコンクリート造平屋建て２

棟８戸の全面的改善工事が１０月に完成していま

す。

また、北斗団地の本年度着手分としては、鉄筋

コンクリート造２階建て１棟１０戸については９

月に着手し、１１月末現在の進捗率は約１０パー

セントとなっているほか、北斗・新北斗団地の平

成２９年度建設分の実施設計については８月に着

手し、平成２９年１月の完了を予定しています。

さらに、長寿命化型改善工事については、６月

に着手した風舞団地３棟２４戸が１０月に完成し

ているほか、ノースタウンなよろ団地の実施設計

については７月に着手し、平成２９年１月末の完

了を予定しています。

次に、都市環境の整備について申し上げます。

都市公園の長寿命化修繕計画による公園施設整

備工事については、本年度計画していた風連西町

公園の遊具更新を１１月に完了しました。

また、「ひと・ほし・環境にやさしい灯り事

業」については、本年度、環境省の「二酸化炭素

排出抑制対策事業費等補助金」を活用して、「Ｌ

ＥＤ照明導入事業」を実施しています。

具体的には、本市が設置している防犯灯約 ２

０７灯のうち、水銀灯 ３２２灯をＬＥＤ灯へ取

り替える計画で、１２月に着手し来年２月末まで
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に取替工事を完了し、平成２９年度から１０年間

のリース事業として取り組んでまいります。

これにより、街灯電気料金の負担軽減と二酸化

炭素排出量の抑制を図りながら、快適な環境整備

の推進に努めてまいります。

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事

については、中央東７号線老朽管更新工事ほか４

路線、延長 ２７９メートルを１１月に完成して

います。

配水管網整備工事については、風連新生１条線

配水管網整備工事ほか３路線、延長７６２メート

ルを９月に完成しています。

また、上水道第２期拡張事業に伴う、名寄地区

から風連地区への簡易水道統合整備送水管新設工

事については、延長 ５０８メートルを１０月に

完成しています。

次に、下水道事業について申し上げます。

名寄下水終末処理場沈砂池及び水処理設備更新

工事は、６月に着手し、来年３月上旬の完成を予

定しています。

また、個別排水処理施設整備事業については、

８基の合併浄化槽が供用開始され、今後、４基の

工事発注を予定しています。

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金により整備を進めてい

た西４条仲通、南１１丁目右仲通、風連東８号北

線の３路線については、工事を完了しています。

また、南３丁目通については、８月に工事発注

を終え、１２月初旬の完了を予定しています。

市道の維持補修にかかる防塵処理工事について

は、１９１路線、約３ ９キロメートルを完了し

ています。

次に、総合交通体系について申し上げます。

１１月８日、市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホ

ールにおいて、北・北海道に高速道路を実現する

住民の会と共催し、「北海道縦貫自動車道士別市

～稚内市間 北・北海道高速交通フォーラム」を

開催いたしました。約７００人の関係機関、地域

住民の皆様の参加のもと、この道北の地における

高規格幹線道路の必要性を強く主張する機会とな

りました。

本市においては、昨年９月の地権者への事業説

明会に続き、本日、風連庁舎において、用地説明

会が開催される予定となっていますが、引き続き、

関係機関などと連携を図り、早期開通に向けて取

り組んでまいります。

次に、地域公共交通について申し上げます。

去る１１月１８日、ＪＲから、当社単独では維

持することが困難な線区の発表が行われ、宗谷線

のうち名寄・稚内間がその対象とされたことは、

本市をはじめ道北圏域における極めて重大な課題

と受け止めているところです。

この間、本市が会長を務める宗谷本線活性化推

進協議会においては、新たに旭川市、比布町、幌

加内町、西興部村の４市町村と議会を構成員とし

て、また上川総合振興局、宗谷総合振興局をオブ

ザーバーとして迎え、１１月２日には、国土交通

省北海道運輸局、北海道及びＪＲ北海道へ、１４

日には国土交通省北海道運輸局及び道内選出国会

議員へそれぞれ宗谷本線の維持・存続に向けて要

望を行ったところです。

引き続き、市議会をはじめ沿線自治体や関係団

体と連携し、国、北海道の役割を求めながら、地

域を結ぶ鉄道交通網の維持・存続に向けて取り組

んでまいります。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

本年度の除排雪対策については、除雪延長４４

４キロメートル、排雪延長１４９キロメートルを

計画しています。

効果的な除排雪体制の確立と安全安心な冬期間

の道路交通網を確保するため、幹線道路の複数回

の排雪と積上げ除雪を実施し、車道の幅員確保に

努めるとともに、交差点の見通しを確保するため、

交差点排雪を引き続き実施してまいります。

また、市民と協働による除排雪事業を進めるた
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め、広報用パンフレット「なよろの除雪」で市民

周知に努めてまいります。

次に、主要農作物の生育状況などについて申し

上げます。

水稲については、１０月２８日現在で公表され

た農林水産省の作況指数は、全国で１０３、北海

道、上川ともに１０２となりました。本市の１１

月８日現在の出荷状況については、もち米１９万

８３９俵、うるち米１万 ４７９俵、合計２０

万 ３１８俵となり概ね７割の出荷率で、一等米

比率は１００パーセントとなり、品質・収量とも

に平年並みの状況となっています。

畑作については、春小麦、秋小麦、スイートコ

ーン、玉ねぎ、馬鈴しょ、てんさいは、「平年並

み」、大豆は「やや良」、かぼちゃは「やや不

良」となっています。なお、平年より早い降雪に

より、大豆の一部で収穫作業に影響が出ている状

況です。

次に、米政策について申し上げます。

本年度の米の生産数量目標は、前年比 ５パー

セント増の１万 ９４７トンの配分が行われまし

たが、本年度実施された自主的取組参考値では１

万 ８０９トンとなっています。また、加工用米

・備蓄米を含めた水稲作付面積は前年比 ０パー

セント増の ５６９ヘクタール、水稲作付耕作者

は１８戸減の３４３戸となりました。

次に、経営所得安定対策などについて申し上げ

ます。

まず、水田関係では、米の直接支払交付金につ

いては、対象農家３４３戸、対象水田 ５２３ヘ

クタールで、交付額は１億 ６４９万円となって

います。同じく転作部分では、対象農家５８９戸、

対象面積 ０１３ヘクタールで、交付額は、水田

活用の直接支払交付金が５億 ９２２万円、産地

交付金が地域枠で３億 ３２３万円、北海道枠で

４億 ８３４万円となっています。これに耕畜連

携加算が、３件１ ０ヘクタールで１６９万円を

それぞれ見込み、合計１５億 ８９７万円の年内

交付を予定しています。

畑作関係では、北海道が設定する畑地産地交付

金については、てん菜、でん粉原料用馬鈴しょを

対象に、３３戸１３ ５ヘクタールの交付対象を

見込み、年明けの交付を予定しています。また、

畑作物戸別所得補償交付金については、既に営農

継続払い３億 ８１４万円が交付されており、今

後は、数量払いの交付を見込んでいます。

そのほかでは、環境保全型農業直接支援対策に

ついては、２団体１９ ８ヘクタールで、２４５

万円の交付を見込んでいます。

また、総合的なＴＰＰ関連政策大綱において、

中山間地域等における担い手の収益力向上を図る

施策が位置づけられ、「中山間地域等担い手収益

力向上支援事業」として、高収益作物の新規導入

などに取り組む生産者に対し１２４万円の交付を

予定しています。

次に、農業・農村振興計画について申し上げま

す。

第２次農業・農村振興計画については、検討委

員会でまとめた素案にもとづき、関係機関・団体

などと協議を進め、年度内の策定に向けて取り組

んでまいります。

次に、労働力確保に向けた取組について申し上

げます。

農繁期における雇用労働力の確保に向けて、現

状の課題を明らかにするため、ＪＡや農業者、ハ

ローワーク名寄から聞き取りによる実態調査に取

り組んでいるところです。今後は、他業種の調査

に取り組むとともに、調査結果の分析に基づき必

要な対策について検討してまいります。

次に、名寄産農産物の消費拡大について申し上

げます。

８月３１日から９月２日まで、東京都杉並区役

所前において、道北なよろ農業協同組合による

「名寄とうもろこしまつり」が開催されました。

本市をはじめ、杉並区及び東京なよろ会の協力

をいただきながら、旬のスイートコーンのほか、
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かぼちゃや玉ねぎなどの特産品の販売を行うとと

もに、名寄産スイートコーンの取扱店を紹介する

など、産地ＰＲと販売促進を図りました。

次に、地産地消について申し上げます。

１１月１２日、市民文化センターにおいて、１

７団体の出展により「２０１６地産地消フェアｉ

ｎなよろ」を開催し、名寄産農産物の販売や催し

に多くの市民の皆様の御参加をいただきました。

今後とも、食育を通じた食生活の改善や食文化

の向上と併せ、地場農産物の活用による地産地消

を推進してまいります。

次に、「中山間地域等直接支払制度」及び「多

面的機能支払交付金」について申し上げます。

農村部においては、農業者や関係者の協定によ

り、集落における耕作放棄の発生防止と農道・水

路の保全活動を通じて、多面的機能が維持されて

おり、これらの活動に対し支払われる交付金は総

額で３億 ９５２万円となっています。

次に、有害鳥獣対策について申し上げます。

本年度のエゾシカ駆除については、４月１日か

ら９月３０日まで実施し、昨年より７９頭多い４

３３頭を駆除しました。また、アライグマ駆除に

ついては、１１月８日現在で３０頭となっていま

す。

次に、ヒグマの出没について申し上げます。

本年度のヒグマ出没情報は、１１月１５日現在

で４６件が確認されております。

当初、捕獲許可申請は９月３０日までとしてい

ましたが、１０月においても、数カ所で出没の形

跡があったことから、箱罠、銃器による捕獲許可

期間を延長するなど、関係機関と連携して対応し

ています。

次に、畜産振興について申し上げます。

公共牧野については、市内酪農家１９戸から、

名寄市営牧野では、５月２６日から１０月２０日

までの１４８日間に３０９頭、母子里地区共同牧

場では、６月６日から１０月２４日までの１４１

日間に７８頭を受け入れ、適正な飼養管理により

高い受胎率と個体の資質向上を図ってきました。

次に、商工業について申し上げます。

北海道が公表している７月から９月までの上川

北部の地域別経済動向調査によると、土木建設業

は本格稼働期に入り業況は回復傾向にあるものの、

宿泊業は前年をやや下回る状況となっています。

また、消費者の購買力は足踏み状態が続いており、

今後も同様の状況が続くと予想されますが、地域

全体の業況としては普通と判断されています。

市の融資関係では、１０月末現在、経営資金、

設備資金ともに融資件数は増加傾向で推移してお

り、経営資金については、融資件数で９６件、融

資額４億 ５８３万円となっており、前年比３件

の増、金額では ８パーセントの増となっていま

す。また、設備資金については、融資件数２７件、

融資額は２億 １９０万円となっており、前年比

１２件の増、金額では ４９８万円の減となって

います。

次に、名寄市住宅改修等推進事業について申し

上げます。

１０月３日から受付を開始し、１１月１８日現

在の申請件数は４６件で、申請をされた改修費用

の合計は約７千万円となっています。このことは、

施工事業者説明会や産官金連携「なよろ経済サポ

ートネットワーク」において情報共有を行った効

果のほか、降雪期を間近に控えて、早期の申請に

つながったものと分析していますが、引き続き制

度の周知を図ってまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における９月末現在の月

間有効求人倍率は １９倍で、９カ月連続で前年

同月を上回っており、依然として高い水準を維持

しています。職業別では、運輸業、製造業、公務

等、農林業、サービス業の求人が増加しており、

全体の求人数についても前年同月比で ３パーセ

ントの増となっています。一方、求職者について

は、前年同月比で ０パーセントの減で、特に４

５歳未満の若年層の求職者の減少が、求人倍率を
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引き上げた要因と考えられます。

また、９月末現在の来春の新規高等学校卒業予

定者の状況については、管内卒業予定者６６３人

のうち、就職希望者は２０５人で前年比３７人の

増、有効求人倍率は ７０倍で前年同月比 ２３

パーセントの増、職業別求人状況ではほぼすべて

の分野で増となっています。９月末の就職内定者

数は５３人で前年同月比１４人、３ ９パーセン

トの増、就職内定率は２ ９パーセントで前年同

月比 ７パーセントの増となっています。

次に、観光の振興について申し上げます。

市民地域資源モニター事業については、９月１

１日に名寄市グリーンツーリズム推進協議会との

共催による『なよろで「農」・「食」体験』を実

施しました。子ども７人を含む１９人の市民に参

加をいただき、農作物の収穫体験と収穫した野菜

を使ったピザ作りを通じて、名寄の魅力を実感す

るとともに食育の実践を行いました。

道の駅「もち米の里☆なよろ」については、９

月末までの上半期における入込客数が３５万 ５

５４人で前年度比１万 ０５８人の増となり、過

去最高だった昨年度を上回る入込となりました。

今後とも、地場特産品などの販売とＰＲにより、

指定管理者と連携した魅力ある施設づくりに取り

組んでまいります。

ふうれん望湖台自然公園については、４月下旬

から１０月下旬までの開園期間中の施設利用人数

は４７４人で、前年度比１１ ２パーセントとな

りました。

名寄ピヤシリスキー場については、ゲレンデや

リフトの整備のほか、一部照明のＬＥＤ化などを

行い、早期にオープンができ、安全で快適に御利

用いただけるよう計画的に整備を行なってきまし

た。１１月１７日の安全祈願祭では、シーズン中

における安全と無事故を祈願し、本格的なスキー

シーズンを迎えるにあたり、現在、全面オープン

に向け準備を進めています。

次に、物産振興事業について申し上げます。

道北観光連盟では、１０月１４日から１５日ま

で、道庁赤れんが庁舎前庭特設会場において「た

くさん！特産！きた北海道フェアｉｎ道庁赤れん

が」を開催し、多くの札幌市民や全国から訪れた

観光客に、上川北部地域９市町村の観光・特産品

のＰＲを行いました。

また、１０月２９日から１１月２日まで札幌市

内ホテルレストランにおいて、名寄産の食材を使

用したランチビュッフェを開催し、さらに最終日

の１１月２日には同ホテル特設会場にて「名寄市

物産展」を開催し、農産品や特産品の販売とＰＲ

を行いました。

首都圏では、１０月２１日から２２日まで、東

京都杉並区役所前などにおいて、「北海道名寄市

物産展」を開催し、生産者などが旬のじゃがいも

やかぼちゃ、トマトジュースなどの販売とＰＲを

行いました。

今後とも、民間を主体とした地場産品の知名度

の向上や魅力を発信する機会を提供してまいりま

す。

次に、学校教育について申し上げます。

確かな学力を育てる教育の推進については、１

１月１１日に名寄西小学校と風連中学校を会場と

して名寄市教育研究大会を開催しました。各会場

校では、北海道教育委員会の指定事業、名寄市教

育改善プロジェクト委員会の取組を踏まえた研究

発表や公開授業が行われました。

名寄西小学校では、児童の基礎学力の向上を図

るため、学習の見通しを持ち、振り返る活動を重

視した国語科の授業が公開され、指導過程や指導

方法などについて活発な協議が行われました。

風連中学校では、生徒の思考力・判断力・表現

力を育むため、生徒が互いの考えを伝え合う場面

を工夫した外国語や道徳などの授業が公開され、

各教科などの特質に応じた言語活動や発問のあり

方などについて活発な協議が行われました。

「学校力向上に関する総合実践事業」では、１

１月１４日に実践指定校の名寄小学校、１１月２
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１日に近隣実践校である風連中央小学校において、

公開授業、ワークショップ型の研究協議、道内外

のアドバイザーによる教育講演会が行われました。

「ほっかいどう学力向上推進事業」では、拠点

校である名寄中学校において、上川教育局と管内

の教育委員会、学校により地域の学力向上支援事

業協議会を開催し、全国学力・学習状況調査の自

己採点結果から明らかになった課題や家庭学習の

充実を図る取組の成果などについて協議を行いま

した。今後は１２月９日に、学力向上に係る講演

会や公開授業などの取組を進めてまいります。

なお、平成２９年度からスタートする第２次名

寄市教育改善プロジェクト委員会の組織や研究内

容については、名寄市教育研究所の所長や校長会

の会長など６人で構成する準備委員会を立ち上げ、

協議を重ね、１２月中に原案を決定する予定とな

っています。

豊かな心を育てる教育の推進については、１０

月７日に、児童生徒の豊かな情操を育むため、市

民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールを会場に、名

寄市小中学校音楽発表会を開催しました。

また、１０月１９日には、名寄中学校において、

「私たちの道徳」を活用した問題解決的な学習を

取り入れた道徳の時間の研究授業を行いました。

さらに、１０月２４日には、福島県で開催され

た文部科学省主催の道徳教育指導者養成研修に風

連中学校の教員が参加し、児童生徒の発達段階に

応じた指導内容の重点化や道徳教育推進教師を中

心とした指導体制のあり方について研修を深めま

した。

特別支援教育の推進については、１０月３日に

市民文化センターにおいて、名寄市立大学の教授

を招き、市内小中学校の管理職などを対象に研修

会を行い、参加した５３人の教職員らが特別支援

教育の視点を生かした学校・学級経営のあり方に

ついて学びました。

また、１１月１７日には、駅前交流プラザ「よ

ろーな」において、市内小中学校の特別支援教育

コーディネーターなどを対象に、校内におけるコ

ーディネーターの役割について研修を深めました。

信頼される学校づくりの推進については、名寄

市教育改善プロジェクト委員会の校内研修及び研

究の改善充実に関する研究グループが中心となり、

教職員の資質向上を図るために、１０月２６日に

児童生徒の学力・体力向上の取組に成果を上げて

いる石狩管内の江別小学校、江別中学校への視察

を行いました。今後、１２月には視察の成果を日

常の授業改善に生かすため報告会を開催します。

智恵文小学校、智恵文中学校における小中一貫

コミュニティ・スクールの実現に向けた取組につ

いては、１０月２１日札幌市で行われた「地域と

ともにある学校づくり推進フォーラム」に参加し、

コミュニティ・スクールの効果的なあり方につい

て学びました。

また、１１月１６日に智恵文中学校で行われた

第３回コミュニティ・スクール推進委員会では、

各学校の運営状況や小中連携の取組などを踏まえ、

目指す学校像や児童生徒像について意見を交流し

ました。

さらに、１１月２２日には、初山別小学校と初

山別中学校の小中一貫教育研究大会に参加し、算

数科と数学科の授業参観や講演会を通して、小中

連携による確かな学力の育成について研修を深め

ました。

次に、学校施設の整備について申し上げます。

名寄南小学校の屋外運動場整備工事と名寄東小

学校の改修工事については、降雪により工事の進

捗に若干の影響はありますが、予定工期内で完了

するよう工事が進められています。

風連中央小学校の改築については、基本設計に

引き続き、実施設計を行い、より良い教育環境の

整備を行うために検討を進めているところです。

次に、名寄市立大学並びに名寄市立大学短期大

学部について申し上げます。

大学教育に対する国の動向や本学を取り巻く情

勢などを踏まえて策定作業を進めている「将来構
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想」については、第２次総合計画に合わせて、平

成２９年度から今後１０年間における大学の目指

すべき基本的な方針を示すものであり、年度内の

策定を予定しています。

保健福祉学部再編事業に係る新棟の建設工事に

ついては、９月３０日から作業を開始しており、

付近を通行される市民の皆様に御不便をおかけし

ていますが、平成３０年２月末の完成に向けて、

安全対策に最大限配慮しながら工事を進めてまい

ります。

また、大学図書館の建設工事については、１０

月末で９ ９パーセントの進捗率となっており、

来年１月末の完成に向けて引き続き工事を進めて

まいります。

本年で１０年目となる名寄高校との高大連携事

業「大学授業体験」については１０月１２日に実

施し、名寄高校１年生１３６人が希望する学科の

模擬授業や学生との交流を体験し、進路選択の一

助としました。

次に、食育の推進について申し上げます。

学校給食においては、台風などの影響により野

菜の価格高騰や品不足が見られますが、納入業者

と連携を図り影響が最小限となるよう取り組んで

まいります。

また、１１月７日から１１日にかけて残食調査

を実施し、献立の改善を行うなど、今後も、子ど

もたちに喜ばれる給食の提供に努めてまいります。

次に、生涯学習の推進について申し上げます。

１０月２３日、市民文化センターにおいて生涯

学習フェスティバルを開催しました。体験ワーク

ショップブースでは、なよろ伝統文化伝承教室に

よる「お茶席」や、国立大雪青少年交流の家によ

る「缶バッジ作成体験コーナー」など１５件が出

展したり、サークルが発表を行う「出会いの広

場」では、本年８月に発足した「名寄市少年少女

オーケストラ」の初舞台を含む６団体が発表を行

うなど、市民の皆様に発表の場と鑑賞の機会を提

供することができました。

１１月２３日には、新たな取組として、講師に

カントリーキッチン四季菜の有田晋氏を招き、市

民講座「まちのプロに学ぶ！おいしい料理教室～

第１弾～」を開催しました。今後も、まちの料理

人を講師とし、地元食材を活用した講座として、

洋食やパン、デザートなど第４弾までの開催を予

定しています。

次に、市立名寄図書館について申し上げます。

本年で３８回目を迎えた文学講座では、「夏目

漱石その人と作品」をテーマに９月３日から全７

回開催され、延べ２０６人が受講し、漱石の人柄

や作品への理解を深めていただきました。

９月６日には、智恵文小学校の低学年と中・高

学年向けの「ブックトーク」を行い、読書に対す

る関心を高めることができました。

文化の日には、「特別開館」に併せて、「雑誌

のリサイクル」や「フィルムコートサービス」な

どを行い、とりわけ、本館では「図書館まつり」

として、乳幼児から小学校低学年向けに「おたの

しみ会」を開催し、多くの方々に参加をいただき

ました。

１１月６日には、読み聞かせ講演会を開催し、

絵本作家でもある名寄市立大学の堀川真准教授か

ら、「えほんをつくりながらかんがえたこと」を

テーマに講演をいただき、絵本が持つ楽しい世界

に触れることができました。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

９月１３日から５日間、毎年、十五夜に合わせ

て実施している「お月見観望会」を開催しました。

１７日には「きたすばる星と音楽の集い実行委員

会」が主催し、なよろもち大使の協力を得て、来

館者にお月見もちのお汁粉を提供しました。

９月２４日と２５日には、日本天文愛好者連絡

会による「天文愛好者ミーティング」が開催され、

本州、四国からの参加も含め４０人の愛好者が集

まりました。地元参加者からはライトダウンへの

取組が発表され、名寄と星空の関わりを大きくア

ピールすることができました。
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１１月３日から５日間、昨年度に引き続き、移

動式天文台車ポラリスⅡを東京都杉並区へ派遣し

ました。小学校２校での理科授業や桃井原っぱ公

園での観望会などに、延べ ８９４人の区民の皆

様に参加をいただきました。

また、本年で６年目となる「小学生による小惑

星発見プロジェクト」を１０月に行いました。残

念ながら小惑星の発見には至りませんでしたが、

国立天文台石垣島天文台からの技術的アドバイス

も受け、これまで以上に発見の可能性が高まる取

組となりました。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

第５９回市民文化祭は、市民文化センターを会

場に、展示発表を１１月１日から３日まで、芸能

発表を１１月３日に開催しました。展示発表では、

４０以上の団体や個人から短歌や俳句、書道、写

真、織物など １９３点が展示され、３日間で延

べ約２千人の方に観覧いただきました。また、芸

能発表では、名寄太鼓保存会の演奏を皮切りに、

ピアノやバレエ、舞踏、詩吟、合唱など、２５団

体３１３人が出演され、約１千人の市民が訪れま

した。

風連文化祭は１１月２日と３日に、ふうれん地

域交流センターを会場として、１７団体、５個人

から８００点を超える作品が展示されました。ま

た、演芸の部では、小学生から高齢者まで１８団

体、１３５人が演奏や踊り、歌などを披露し、会

場一杯に集まった３００人を超える市民と、楽し

いひと時を過ごしていただきました。

１０月１９日には、市民文化センターＥＮ―Ｒ

ＡＹホールを活用した市主催の文化芸術鑑賞事業

として、公益財団法人北海道文化財団との共催で、

ポップス歌手の渡辺美里コンサートを開催し、満

席近くの来場者が、その歌声に酔いしれました。

今年度も引き続き、「芸術文化の拠点」「市民

のコミュニティの醸成の場」として文化芸術に触

れる機会を提供するとともに、市民に親しまれる

ホールづくりに努めてまいります。

次に、北国博物館について申し上げます。

１０月２２日から１１月２７日まで、企画展

「オーロラ～天空の神秘～」を開催しました。極

地方の天空に神秘的な光のカーテンを現すメカニ

ズムを解説するとともに、市民が北欧やカナダ、

アラスカで撮影した約３０点の写真を展示しまし

た。

また、関連企画として１０月２９日には、「オ

ーロラの謎～その発生をアラスカで捉えた～」と

題し、北海道大学名誉教授の福田正己氏に講演を

いただき、市内外から２０人が集まりました。

北国体験講座としては、「樹木染めとアイヌ文

様刺繍」を２回に分けて実施し、身近にあるシラ

カバやクルミなどを染料としてエコバッグと糸を

染め、アイヌ文様の特徴を学びながら刺繍を施し

ました。完成した作品はロビー展として、市民の

皆様に観覧いただきました。

次に、スポーツの振興について申し上げます。

１０月７日に、風連町剣道スポーツ少年団並び

に風連町野球スポーツ少年団が、文部科学大臣が

表彰する平成２８年度生涯スポーツ優良団体に選

ばれ受賞となりました。これまでの取組に敬意を

表するとともに、市内少年団活動の弾みになると

考えています。

１０月１０日の体育の日には、「スポーツフェ

スティバル」を開催し、市内体育施設を無料開放

したほか、バブルサッカー大会、体力測定会、街

中ノルディックウォーキングなど、屋内外で様々

な大会や催しが行われ、約１千人の市民がスポー

ツを楽しみました。

１０月１４日から１６日にかけては、なよろ健

康の森及び名寄自動車学校のほか、国内初の試み

である駅前商店街通りを中心とする市街地を会場

として、独立行政法人日本スポーツ振興センター

が北海道へ委託した「ウィンタースポーツコンソ

ーシアム」事業の選手選考会を兼ねたローラース

キー競技会が開催されました。

平成２８年１１月３０日（水曜日）第４回１２月定例会・第１号
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本事業の開催にあたり、御理解と御尽力をいた

だいた多くの市民、団体、企業などの皆様に厚く

お礼を申し上げます。

なお、本市からは、中・高校生３人の選手が出

場し２人が選考会を通過し、１２月に開催される

国内キャンプ選考会に進みました。

また、１０月２３日と２４日には、公益財団法

人日本オリンピック委員会主催による、平成２８

年度ＪＯＣ地域タレント研修会が東京都にある味

の素ナショナルトレーニングセンターで行われ、

本市からクロスカントリー、ジャンプ、スノーボ

ード競技を行っている小中学生５人を派遣し、全

国から集まったタレント生とともに、将来、世界

で活躍できるトップアスリートを目指す意識を高

めました。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

子ども会育成事業では、１０月３０日に美瑛町

で開催された上川地区地域子ども会育成連絡協議

会主催の交流会に、本市の児童１０人が参加し、

管内市町村の児童と交流を行いました。

次に、放課後児童クラブについて申し上げます。

東児童クラブについては、建物の増改築工事が

完了し、１２月１日からの開設となります。また、

現在のところ２３人の申込みを受け付けており、

利用について保護者への説明を行っています。

次に、青少年センターについて申し上げます。

１０月３日に、平成２８年度名寄市青少年表彰

式を行い、学校や地域活動などにおいて顕著な功

績のある５個人、２団体を表彰しました。

また、小学生から高校生までを対象に、１０月

から名寄市青少年健全育成標語を募集し、１１月

１５日に最優秀作品の表彰を行いました。

次に、教育相談センターについて申し上げます。

ハートダイヤルでは、電話や面談による相談対

応のほか、月２回開催している夜間相談日にレク

リエーションを取り入れて相談業務の充実を図っ

ています。

また、適応指導教室では２人の児童生徒を受け

入れ、登校への支援指導に取り組んでいます。

以上、主な行政事項について、その概要を申し

上げ報告といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で行政報告を終わ

ります。

１１時２０分まで休憩をいたします。

休憩 午前１１時０７分

再開 午前１１時２０分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ただいまの平成２８年

第４回名寄市議会定例会行政報告の記載におきま

して、まことに申しわけございません。２カ所誤

記がございましたので、訂正させていただきたく

思います。

１カ所目でありますけれども、１１ページであ

ります。地域医療の充実から数えまして１０行目

になります。外来収益が前年比１０ ８％、金額

で６億 ５４４万円とありますけれども、この６

億 ５４４万円を １５５万円と訂正させていた

だきたいと思います。

それから、もう一カ所目でありますけれども、

２１ページになります。２１ページ、これは上か

ら１５行目でございますけれども、１４日には国

土交通省北海道運輸局とございますけれども、こ

の北海道運輸局の部分を鉄道局というふうに訂正

させていただきたく思います。

まことに申しわけございません。今後このよう

なことがないように取り進めてまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） それでは、日程第４に

移りたいと思います。議案第１号 介護保険法及

び介護保険法施行令の改正に伴う介護保険関係条

例等の整備に関する条例の制定についてを議題と

いたします。
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提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 介護保険法

及び介護保険法施行令の改正に伴う介護保険関係

条例等の整備に関する条例の制定について、提案

の理由を申し上げます。

本件は、平成２６年の介護保険法改正により、

同法第１１５条の４５第１項に規定をされ、本市

では平成２９年４月１日事業開始予定の介護予防

・日常生活支援総合事業について事業の概要が固

まったことから、関係各条例の文言整理を行うと

ともに、平成２８年９月７日公布の介護保険法施

行令の一部を改正する政令に基づき、平成２９年

度の介護保険料の段階の判定に関する基準の特例

を適用するため、名寄市介護保険条例ほか２件の

条例を一部改正するものでございます。

改正の内容といたしましては、介護予防・日常

生活支援総合事業の実施に当たり条例で規定をす

る介護予防通所介護を第１号通所事業に変更する

ことを初めとした文言や規定条文の変更等を行う

ものでございます。総合事業の実施に当たり事業

内容に変更はありませんが、根拠となる法の規定

が改正をされていることから、各条例の文言整理

を必要とするものであります。

２点目は、介護保険料の段階判定に際し、所得

をはかる指標として用いる合計所得金額に租税特

別措置法に規定される長期譲渡所得または短期譲

渡所得に係る特別控除額を控除して得た額を用い

ることができるよう介護保険法施行令の改正がな

されました。介護保険料につきましては、３年間

同一の保険料を用いることとされておりますが、

特例的に平成２９年度から新しい所得指標を用い

ることができるようになったために、名寄市介護

保険条例に附則を設け、保険料に係る規定を定め

ることとするものでございます。

よろしく御審議いただきますようお願い申し上

げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇５番（川村幸栄議員） 何点か確認をさせてい

ただきたいというふうに思います。

まず、提案説明資料にもありますが、議案第２

条の自立支援デイサービスの利用料について、１

回 １００円だったところをということで、１回

４００円に変更するというふうな御説明がありま

した。この部分について詳しくお知らせをいただ

きたいというふうに思います。

また、もう一つは、今回の条例制定の趣旨の中

で名寄市は２９年、来年の４月１日から支援総合

事業がスタートするわけですけれども、今行われ

ている介護の６期計画が２７年度から２９年度ま

で行われるわけですけれども、総合事業を国の制

度ではありますけれども、来年４月１日から新た

な制度の中で進めていかなければならない。そこ

との今行われていること、そして総合事業との関

連、それで文言整理を行うということですから大

きく変わらないという御説明はありましたけれど

も、その点についてやはり市民の皆さんからは非

常に大きな不安が寄せられているところでありま

すので、この時点でちょっと時間は足りないかも

しれませんけれども、わかる範囲で御説明をいた

だければというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 川村

議員からは２点御質問いただいたかと存じます。

１点目の高齢者自立支援事業条例の一部改正に伴

う料金の改定の内容でございます。これにつきま

しては、現在二次予防高齢者といいまして、チェ

ックリストというのがございますが、それに該当

する方と、あとその他高齢者自立支援事業条例の

自立支援デイサービス等に該当する方に対して自

立支援デイサービスを行っています。ただ、実際

内容的には二次予防高齢者の方がほぼ１００％と

いう状況になっておりますが、これの利用料金で
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ございますけれども、現在社会福祉協議会さんの

ほうに委託をさせていただいておりますけれども、

ここに書いてありますとおりサービスの利用単価

が一応６００円、それからほかに昼を挟むという

形になっておりますので、食事代の実費が５００

円というところでいただいているところでござい

ます。ただ、一般の現行の介護予防サービス、要

支援１、２の方々の利用料につきましては、それ

ぞれの事業所、市の場合につきましてはデイサー

ビス条例において定めさせていただいております

が、これ原則食費につきましては実費ということ

で対応させていただいておりまして、今回この改

正に伴いまして、食費については委託先の事業者

さんに実費を徴収していただくということで現在

予算協議も含めて対応させていただいて、おおむ

ねの協議が調ったところから、食事については実

費対応ということで抜かせていただきまして、あ

とこれに伴う要支援１、２の方々の利用料の１割

ということで、４００円ということで値段のほう

も若干御負担のほうは下げさせていただくという

ような対応をさせていただいたところでございま

す。

もう一点の総合事業について今後どのような流

れで進んでいくのかというふうな御質問だったか

というふうに思いますが、今回御提案させていた

だいたとおり要支援１、２の方々のサービスにつ

きましては現行相当に移行したいという事業者さ

んがほぼ１００％ということでございました。内

容につきましては、直接集まっていただいたりだ

とか、書面によって今後の御意向について取りま

とめさせていただいた結果、現行相当に移行した

いという事業者さんがほとんどというか、１００

％でございましたので、要支援１、２の今でいう

保険給付を行っている事業者さん方につきまして

は現行相当に移行するという形になります。

今申し上げました高齢者自立支援事業条例で行

っています自立支援デイサービス、これが国のた

てつけでいうところの通所型サービスＡといいま

して、現行の通所介護の内容を一部緩和した基準

によるサービスという形になるかと思いますけれ

ども、それを市が委託して行うというたてつけで、

２本の流れでいくというような形で、来年の４月

からは当初は現行の形でいくということで、現在

そういうことで予定を進めさせていただいている

ところでございます。ただ、いずれにいたしまし

ても御承知のとおり総合事業になりますので、現

在要支援１、２の現行型のサービスの方々が例え

ばチェックリストに基づいて二次予防サービスに

なった場合について、そちらも利用できますし、

反対に自立支援デイサービスの方々がいて要支援

１、２のサービスの方々がそちらの自立支援デイ

サービスを使うという相互利用は今後ケアマネジ

メントに基づいて可能になってくるというふうに

思っておりますが、いずれにいたしましても過去

に御答弁申し上げましたとおり現状のサービスは

現行使われている方については変わらないという

御答弁をさせていただいたと思いますけれども、

それについては一定担保できたかなというふうに

思っているところでございます。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 現状と変わらない内容

であるということでありましたけれども、やはり

６期計画が今実施される最中である中での総合事

業への移行、そして今後７期計画も、先ほど介護

保険料のことも出されていましたけれども、そう

いった部分で市民の皆さん、特に今利用している

人はいろいろな介護施設なりで御説明もいただい

ているかとは思うのですけれども、今後利用しな

ければならないという方々、そういった家族を抱

えている方々、非常に不安を抱いておりますので、

いつもお願いしているのですが、周知の徹底、計

画もこれから今言いましたように７期の計画が進

んでいくのだとは思うのですけれども、その途中

で総合事業が入ってくるわけですので、整合性の

ところも不安を大きくしていくのかなというふう
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に思いますので、周知の徹底をお願いして、終わ

りたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

議案第１号は、市民福祉常任委員会に付託をい

たします。

ただいま市民福祉常任委員会に付託いたしまし

た議案第１号については、１２月１５日までに審

査を終了するよう期限をつけることにいたしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号については１２月１５日ま

でに審査を終了するよう期限をつけることに決定

をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第５ 議案第２号

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締

結についてから議案第１２号 定住自立圏形成協

定の一部を変更する協定の締結について、以上１

１件についてを一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号から議案第１

２号までの定住自立圏形成協定の一部を変更する

協定の締結について、一括して提案の理由を申し

上げます。

定住自立圏構想につきましては、都市機能を有

する中心市と近隣の町村とが役割分担と連携、協

力のもとに、総体として生活機能を確保すること

を通じ定住促進を目指す構想でございまして、今

回医療、福祉分野においてさらなる連携した取り

組みを推進をするため、名寄市、士別市の複眼型

中心市と和寒町、剣淵町、下川町、美深町、音威

子府村、中川町、幌加内町、西興部村、枝幸町、

浜頓別町及び中頓別町の９町２村とのそれぞれの

間におきまして協定変更の協議が調いましたので、

名寄市議会基本条例第１０条第２項の規定に基づ

き議会の議決を求めるものでございます。

なお、協定の概要につきましては参事監から説

明させますので、よろしく御審議くださいますよ

うお願いを申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 追加説明を松岡企画担

当参事監。

〇参事監（松岡 将君） 定住自立圏形成協定内

容の一部変更につきまして、その内容を申し上げ

させていただきます。

今回の協定の一部変更につきましては、圏域の

住民が安心して地域に定住し続けることができる

ように、そのために必要な医療、福祉分野の人材、

こちらの人材育成を名寄市立大学あるいは名寄市

立総合病院などと連携をして、あるいはこれまで

以上に連携することで医療、福祉分野の人材育成

を進めることで圏域全体でその人材確保につなげ

ていくというものになっております。このため、

枝幸、浜頓別、中頓別の３町との締結しておりま

した協定につきまして、医療分野の一部を改め、

福祉分野については新たに追加をしております。

また、その他の町村との協定につきましては、医

療分野、福祉分野の一部を改めております。これ

により、圏域全体での医療、福祉人材の確保をこ

れまで以上に進めることとしております。

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） これより、議案第２号

外１０件について一括質疑に入ります。御発言ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。
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議案第２号外１０件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号外１０件は原案のとおり可

決されました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第６ 議案第１３

号 工事請負契約の変更についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１３号 工事請負

契約の変更について、提案の理由を申し上げます。

名寄市立大学図書館建設工事における建築主体

工事につきましては、平成２７年６月１５日に荒

井・大野組・新谷・坂下特定建設工事共同企業体

と１５億 ２８０万円で契約をし、現在施行中で

ございますが、本件は建物内部及び外部の仕様等

に一部変更が生じたため、設計を変更し、当初の

契約金額に７７４万 ６００円を加え、１５億

０５４万 ６００円で当該企業体と契約変更を締

結しようとするものでございます。

名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を求めるものでございます。

以上、提案の概要について申し上げましたが、

細部につきましては建設水道部長から説明をさせ

ます。よろしく御審議くださいますようお願いを

申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 追加説明を中村建設水

道部長。

〇建設水道部長（中村勝己君） 議案第１３号の

市長提案の追加説明を申し上げます。

名寄市立大学の図書館建設工事につきましては、

平成２７年６月１５日の議決後の翌日から工事に

着手し、現在平成２９年１月３１日の完成に向け

て施行中でありますが、このたび建築主体工事の

内容及び外部の仕様変更に伴う設計変更の概要に

ついて御説明を申し上げます。

初めに、建物内部の仕様変更についてでござい

ます。各諸室のうち１階講堂に隣接をしているコ

ミュニティケア教育研究センターについて、発注

時には運営方法や運営体制等が決定していなかっ

たため、昨年１０月に改めて検討した結果、運営

の基本である大学と地域の課題を産官学で研究し

ていく上で機能の充実を図る必要があると判断し、

面積をふやして対応しようとするものでございま

す。

次に、建物外部の仕様変更では、図書館東側の

出入り口に隣接する駐車場の舗装につきまして設

計では建物本体に関連する部分の舗装補修のみと

しておりましたが、工事後半において改めて調査

を行ったところ、舗装の劣化に加えて駐車場に設

置されている雨水桝が適切に雨水を処理できない

状態となっていることから、改修により水勾配を

確保するものでございます。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第７ 議案第１４
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号 指定管理者の指定について（名寄市北国雪国

ふるさと交流館）、議案第１５号 指定管理者の

指定について（名寄市畜産物処理加工施設）、以

上２件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１４号及び議案第

１５号 指定管理者の指定について、一括して提

案の理由を申し上げます。

議案第１４号及び議案第１５号の２施設につき

ましては、名寄市公の施設に係る指定管理者の指

定手続等に関する条例第２条による公募による施

設でございます。

本件は、名寄市公の施設に係る指定管理者候補

者選定委員会の報告を踏まえて、指定管理者の候

補者の選定を行いましたので、指定管理者の指定

をいたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決を求めるものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、議案第１４

号外１件について一括質疑に入ります。御発言ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号外１件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１４号外１件は原案のとおり可

決されました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第８ 議案第１６

号 損害賠償の額を定めることについてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１６号 損害賠償

の額を定めることについて、提案の理由を申し上

げます。

平成２５年１１月２０日に名寄市立総合病院に

おいて手術を受けた相手方の体内において残存ガ

ーゼが発見をされました。その後の調査の結果、

平成１０年７月に当院で実施をした開腹手術の際

のガーゼ残存であると判明をしたため、損害賠償

について御本人と話し合いを進めてきたところ、

合意に至りました。本件は、解決金である損害賠

償の額を２００万円に決定をするために、地方公

営企業法第４０条第２項及び名寄市病院事業の設

置等に関する条例第９条の規定により議会の議決

を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１６号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第９ 議案第１７
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号 平成２８年度名寄市一般会計補正予算（第４

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１７号 平成２８

年度名寄市一般会計補正予算について、提案の理

由を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費と事業

の確定に伴う事業費の調整を中心に補正をしよう

とするものでございまして、歳入歳出それぞれ

１０２万 ０００円を追加して、予算総額を２４

３億 ９８６万 ０００円にしようとするもので

ございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。３款

民生費におきまして臨時福祉給付金給付事業費

（経済対策分） ７２７万円の追加は、消費税率

の引き上げに伴う負担の影響を緩和をするため、

所得の低い方々に対し臨時的な給付措置を行うも

のでございます。

同じく３款民生費におきまして介護人材確保緊

急対策事業補助金８４万円の追加は、市内の介護

人材が不足していることを鑑み、市内介護保険事

業所への就職を促進をするため介護職員初任者研

修の受講費用または就職支度金を補助するもので

ございます。

６款農林業費におきまして新規就農者支援事業

補助金１９０万円の追加は、就農認定を受け就農

された方や農業研修生受け入れ農家の方などに対

し助成をしようとするものでございます。

７款商工費におきまして商店街等活性化関連補

助金４６８万 ０００円の追加は、街なかにぎわ

い事業や店舗支援事業など名寄市中小企業振興条

例に基づき助成しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。事業費の変

更などに伴う特定財源の調整のほか、収支の調整

を前年度繰越金で実施をいたしました。

１９款繰入金におきまして教育振興基金繰入金

２００万円の追加は、名寄市教育振興補助金の追

加に対応するために基金を繰り入れしようとする

ものでございます。

次に、第３表、債務負担行為補正では名寄庁舎

環境衛生管理業務委託料ほか２３件を追加をし、

道路維持作業車購入費を廃止しようとするもので

ございます。

次に、第４表、地方債補正では、農業振興施設

等整備事業を変更しようとするものでございます。

以上、補正の概要について申し上げましたが、

細部につきましては総務部長より説明をさせます

ので、よろしく御審議くださいますようお願いを

申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 追加説明を臼田総務部

長。

〇総務部長（臼田 進君） それでは、一般会計

の補正予算につきまして追加の説明をさせていた

だきます。

初めに、歳出から御説明を申し上げます。恐れ

入ります。議案第１７号の１０ページ、１１ペー

ジをお開きいただきたいと思います。２款総務費、

１項３目情報化推進費の中間サーバープラットフ

ォーム利用負担金２１１万円の追加につきまして

は、社会保障・税番号制度システム運用の際に利

用します自治体中間サーバープラットフォームの

利用負担金の確定に伴いまして予算を計上しよう

とするものでございます。

次に、１２ページ、１３ページをごらんいただ

きたいと思います。３款民生費、１項８目民生委

員費の民生委員児童委員連絡協議会補助金７万

０００円の追加につきましては、北海道の民生委

員等関係経費負担金取扱要綱の改正に伴いまして

補助金を追加しようとするもので、財源といたし

まして道負担金７万 ０００円を計上させていた

だきました。

１４ページ、１５ページをお開きいただきたい

と思います。６款農林業費、１項２目農業振興費

の中山間地域等担い手収益向上支援事業交付金１

２４万円の追加につきましては、新たな高収益作
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物の導入や作物のブランド化に取り組む農業者に

対し支援を行おうとするもので、財源といたしま

して同額を道補助金に計上させていただきました。

１６ページ、１７ページをお開きいただきたい

と思います。１０款教育費、５項２目学校管理費

の大学維持管理事業費４６６万 ０００円の追加

につきましては、完成後の大学図書館の維持管理

経費として補正しようとするものでございます。

次に、歳入について御説明を申し上げます。恐

れ入ります。お戻りいただきまして６ページ、７

ページをごらんいただきたいと思います。１６款

道支出金、２項４目農林業費補助金で造林事業補

助金１５２万 ０００円の追加につきましては、

補助事業の変更と補助対象に係る事業量の増加に

伴い補助金を追加しようとするものでございます。

１８款寄附金で民生費寄附金から教育費寄附金

まで合わせまして１０３万 ０００円の追加につ

きましては、これまで寄附採納をいただいたもの

を予算計上しようとするものでありまして、寄附

者の意向に沿いまして地域福祉基金に５万円を積

み立てるほか、がん検診事業、ごみ減量化推進事

業、大学図書館整備事業、大学コミュニティケア

教育研究センター特別研究事業、文化センター運

営事業の財源としてそれぞれ充当しようとするも

のでございます。

以上、追加しての説明とさせていただきます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し上

げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇５番（川村幸栄議員） それでは、議案第１７

号の１３ページ、民生費の介護人材確保緊急対策

事業補助金８４万円にかかわってお尋ねをしたい

と思います。

初任者、資格のない方々もというようなことで、

そういった方々への初任者研修等への補助金とい

うことという御説明でありましたけれども、例え

ば新しく介護施設に就職をされて、初任者研修を

受ける状況にあるのかどうかという。今でさえ本

当に手が足りなくて大変なところなのに、どうい

うふうにして研修、また資格取得のための支援を

していくのか、ちょっと具体的にお示しをいただ

きたいなというふうに思います。

もう一点なのですが、今回８４万円が補助金と

して補正がされましたけれども、もっとたくさん

の方々が応募される、そういうことになれば非常

にうれしいのですけれども、そういった場合はま

た引き続き補正を組んでふやしていく予定がある

か。

さらには、これ一般財源から出されているので

すけれども、やっぱり私は国の介護制度というか、

介護保険制度のこういった中での大きな影響が末

端の私たちの市民であったり、自治体であったり

というふうに思っているのです。それで、国への

要望等というか、そういう要請等、どのように働

きかけていくのか、その点についてお考えをお聞

かせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 川村

議員から２点ですか、どのように研修を行ってい

くのかということと、あと財源の関係というふう

に思いますけれども、まず１点目のどのように研

修を行っていくかという内容でございますが、議

員おっしゃるとおり当然今無資格で従事されてい

るという方も中には数は少ないみたいなのですけ

れども、いらっしゃる場合もあると思いますので、

それについては事業者の方の御理解得ながらとい

う形になるかというふうに思いますが、今のとこ

ろの予定のたてつけといたしましては、実は上川

北部地域人材開発センターさんのほうで介護職員

初任者研修につきましては北海道知事の認可がな

いとできない形になっておりまして、従来人材セ

ンターさんのほう社会的なことも含めて､付託も含

めて、過去失業者対策だとか、あと資格を取得す
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るための事業として年に２回ほど行っていただい

ていたというふうにお聞きしております。ただ、

６月のときにも一部答弁させていただいたかと思

いますけれども､今年度失業者対策につきましても、

あと一般の資格取得の形につきましても人数が若

干定員に満たなかったということもありまして、

できなかったということをお聞きしておりまして、

実はこういう事態ということと、あと私ども秋の

時点で初任者研修について実施していきたいとい

うことで助成していきたいというお話をさせてい

ただいておりましたので、センターさんのほうに

お伺いしまして実施の可否について御検討いただ

きまして、ことしの２月から３月の間の中で実施

できることで準備をしていただけるということで、

現在それぞれ調整しながら進めさせていただいて

いるところでございます。

また、この研修につきましても通信課程という

課程が実はあるそうでございまして、既存１３０

時間受けなければならない形らしいのですけれど

も、どうしても通わなければならないのというよ

うな部分は１７日間程度で圧縮するということが

通信課程を行うとできるということをお聞きして

おりまして、そこの部分で通う日数を少し少なく

するということもお互いの調整の中でさせていた

だいているところでございます。

また、既に働いているという方の部分も全く考

えていないわけではありませんが、実は今働いて

いない方とか、介護に興味があるのですけれども、

なかなかまだつけていないという方を掘り起こし

をしたいということが市としての一番の考え方で

ございまして、この間ハローワークにも市として

も行かせていただいて、御相談させていただいて

おりますし、名寄産業高校に生活文化課程という

ところがございまして、保育・福祉コースという

のがあるのをお聞きしておりまして、現在２年生

で進路調査をしているところ、数人の方々が福祉

方面に進みたいというお話を聞いているというこ

とで、大体高校生の進路を決定していくのが３者

面談で１２月から１月ぐらいというふうにお聞き

しておりますので、その方々がそれを受けていた

だけるような体制をこの人材センターさんと調整

をさせていただきながら、ぜひこれから進路を決

めていく高校生さんにも門戸を広げながら実施し

ていければいいなというふうに思っているところ

でございます。

それとあと、８４万円をふやすつもりはないの

かということで、これ一応当該補正させていただ

いていますけれども、新年度においても実施をし

ていきたいというふうに思っておりますので、当

該年度はおおむね一般の方で人材センターさんで

今予定している受講料が８万 ０００円というこ

とで考えているということで、１０名程度の助成

ができるかなということで考えているところでご

ざいます。

それと、国への要望等ということで、この間市

長会を通じて、実は積雪寒冷地である当市の状況

とかということも含めて、移動だとか、あと例え

ば今一番喫緊で大変だという部分は施設の夜勤の

方々がなかなかいないということで、夜出てくる

方が朝早く帰るだとかといった部分で、都会とは

ちょっと違う状況にあるということを含めて現在

この間何年間か市長会のほうも通じて国には要望

させていただいております。議員の皆様からも御

指摘いただいておりましたが、この間人材確保に

つきましては国のたてつけでは国または都道府県

で行うということでございましたけれども、もう

そういうことを言っている状況でもありませんの

で、市としても行ってやりとりさせていただきな

がら、議員のおっしゃるとおり要望等につきまし

ても今後も意向を反映していけるような形にして

まいりたいというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 現在勤めながらも資格

がない。だけれども、何とか資格を取りたいとい

うふうに思っていても、先ほどおっしゃったよう

に通信教育といってもなかなか、きつい仕事の中



－26－

平成２８年１１月３０日（水曜日）第４回１２月定例会・第１号

での勉強というのは非常に時間とるのも難しいの

かなというふうに思うのですけれども、やはりそ

ういう事業所のところで現在働いている方々への

そういう研修、スクーリングを受ける、また通信

教育で勉強する、そういったところの保障という

か、支援も必要ではないかなというふうに私は思

っているのです、やる気があって頑張っている方

々を支援していくという。将来の高校生も必要だ

とは思うのですけれども、そういった方々への支

援をさらに進めていただきたいというふうに思い

ますのと、あと最後のほうにありました国への要

望、本当にこれは強く求めていくことが必要かな

というふうに思っていますし、私たちもいろんな

形で要望していきたいというふうに思っています。

その前にいち早く取り組みがされていたことに私

も評価をしながら、進めていただくことを強く求

めて、終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 先ほ

どちょっと答弁、ここで現在働いている方々につ

きましては、初任者研修につきましては訪問系の

事業所の方々につきましては初任者研修は必須に

なっておりまして、持っていない方が働いている

ということはございません。ただ、施設系や居住

系の場合は一部資格が必要ないとされている、デ

イサービスも含めてございますので、その方々に

つきましては実は国や道の事業で、例えば介護福

祉士等を取得するために一定期間施設を離れなけ

ればならないといったときに、国や道の補助のも

と派遣職員を雇い上げる補助金をそこの事業所に

出してもらえるというたてつけがございます。そ

のような内容につきましては、北海道が実施して

いるのですけれども、市のほうから市内の事業者

さんのほうにはお伝え申し上げまして、そういう

スキルアップしていきたい、資格を取って長期に

勤めていきたいだとかという職員さんに向けての

御案内はさせていただいているところでございま

すので、答弁漏れがございまして、大変申しわけ

ございませんが、申し添えさせていただきます。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷吉正議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） １点お聞きいたしま

すけれども、これは確認の意味ですけれども、１

３ページの食肉センター事業特別会計繰出金６０

万 ０００円、落雷の対応ということで、同じく

振興公社も同じように落雷の対応ということです

が、これは今までも公共施設で電気や電話の被害

というのがあるのですけれども、専決処理は全く

しないで１次応急的な対応で業務上の支障がなか

ったのか、時間を置いていわゆる通信設備の修繕

が必要になったのか、ちょっとその辺の経過につ

いてお知らせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川田経済部長。

〇経済部長（川田弘志君） 食肉センターの１０

月に起きた落雷の関係でございますけれども、そ

れで通信機器の損傷を受けておりました。そうい

った部分で通信機器ということもございますので、

予算の流用を含めて早期に対応しなければいけな

いということで対応させていただいて、今現在こ

の１２月に補正予算として御提案をさせていただ

いているという内容でございます。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 専決処分をして終わ

ったという認識でよろしいのか、改めて確認をし

ておきたいと思いますし、市役所全体がそうです

けれども、こういう電気設備あるいは通信設備を

含めて通常の保守契約みたいのがこういうときの

対応についてどんなような現状になっているのか

お知らせをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 保守の関係、例えば

システム関係については当然保守をしなければな

らないということでありますが、通常の通信等に

ついては特段の保守という形にはなっておりませ
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んので、ただメンテナンス等をいただいている業

者がございますので、事故等が起きたときについ

ては速やかに対応はできるような形はとってござ

います。

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 臼田総務部長の答弁

わからなかったのですけれども、今回の例ですと

たまたま振興公社と食肉センターなのですけれど

も、保守契約はあったのかどうか、あるいは軽微

なものについては通常保守契約の中で対応、緊急

な事態ですから対応ということはあるのですけれ

ども、現実どうなっていたのか、これは３回目の

質問ではなくて、答えていないので、２回目なの

ですけれども、議長。そしてあと、専決はもうし

てしまったものなのか、提案のときにそういう話

も何もなかったので、どういう事務処理をされた

のか、やられることについては全く問題ないので

すけれども、改めてわかるようにお答えいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ちょっと答弁漏れあっ

て申しわけございません。設備自体については、

その設備がうまく使えるかどうかのそういう保守

はやっておりますが、それと同時に市の持ち物で

ありますので、保険を掛けております。今回の保

険がまだ後からということでありますので、予算

は計上しておりませんが、ちょっとうろ覚えで申

しわけございませんけれども、たしか市長会の保

険使っていると思いますので、この金額につきま

しては状況によりまして半分しか出ない場合もあ

りますけれども、そういう形で今進めている最中

でありますので、そこについては保険のほうで費

用負担ができているということでありますので、

設備については壊れたからそのときどうするとい

うことではなくて、管理部分の保守ということで

説明させていただければと思います。壊れた場合

については、その責によらない部分については保

険が適用になると、そういうような仕切りでやっ

ているところであります。

〇議長（黒井 徹議員） ３回目として、熊谷議

員。

〇１３番（熊谷吉正議員） もう終わりますけれ

ども、とりあえず即座に対応してもらわなければ

ならぬのは事実だと思うのです、使えない状態で

はなくて、業務に支障出るので。それはそれでい

いのでしょうけれども、保守契約のあり方そのも

のを改めて緊急、電話にしても電気にしてもほか

の関係もそうですが、即座に即決で対応して、修

理は応急だろうと、本復旧だろうとしていただか

なければならないのですが、この辺の事務処理に

ついてもう少し全施設しっかり点検した上で事務

的に問題ないように対応すべきかなというような、

内部点検をすることを求めておきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 再度確認させていただ

きたいと思います。ただ、大概のケースにおきま

しては当然設備が使えなくなりますと業務に支障

が出ますので、そこの保守契約しているところと

応急処置の形で、何日間かは余裕があるというよ

うなところまではいけていると思いますが、本格

復旧という部分になりますとやはり設備の交換等

がございますので、そこは保険金などで対応とい

うことであります。もう一度ここのあたり事務的

にスムーズに流れるような形になるかどうか点検

させていただきたいと思います。よろしくお願い

します。

〇議長（黒井 徹議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。
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議案第１７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号は原案のとおり可決され

ました。

１３時まで休憩といたします。

休憩 午後 ０時０７分

再開 午後 １時０２分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

日程第１０ 議案第１８号 平成２８年度名寄

市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１８号 平成２８

年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算につい

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ ４６７万 ０００円を追加をし、

予算総額を３８億 １８８万 ０００円にしよう

とするものでございます。

まず、保険事業勘定の歳出について申し上げま

す。１款総務費ではシステム改修などにより５１

万 ０００円、４款前期高齢者納付金等では納付

金の金額変更により ０００円をそれぞれ追加を

し、また９款基金積立金では国民健康保険支払準

備金基金積立金として ４１５万 ０００円を追

加しようとするものでございます。

次に、保険事業勘定の歳入について申し上げま

す。５款道支出金では道財政調整交付金に係る特

別調整交付金として１２万 ０００円を追加をし、

９款繰越金では前年度繰越金として ４５４万

０００円を追加するものでございます。

次に、直診勘定におきましては歳入歳出それ５

３４万 ０００円を追加をし、総額を２億 １８

０万 ０００円にしようとするものであります。

直診勘定の歳出について申し上げます。１款総

務費では報酬で２５３万 ０００円を追加し、給

料で１３１万 ０００円の減額、職員手当では２

４６万 ０００円を追加、共済費では３３万 ０

００円を減額、委託料では１２万円を追加し、負

担金補助及び交付金では１２万円を減額しようと

するものでございます。

２款医業費では、予防接種ワクチンなどの増に

より２００万円を追加しようとするものでありま

す。

次に、直診勘定の歳入について申し上げます。

１款診療収入では診療報酬収入等で２００万円を

追加し、５款雑入で嘱託医収入として３６０万円

を追加し、４款繰入金で２５万 ０００円を減額

し、収支の調整を図ろうとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１８号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１８号は原案のとおり決定され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１１ 議案第１

９号 平成２８年度名寄市下水道事業特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１９号 平成２８

年度名寄市下水道事業特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１４６万 ０

００円を追加し、予算総額を１２億 ５１７万

０００円にしようとするものでございます。

まず、歳出について申し上げます。１款下水道

事業費では、人件費の調整に伴い１４６万 ００

０円を追加しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。４款繰入金

では、歳入歳出予算調整のため一般会計繰入金で

１４６万 ０００円を追加しようとするものでご

ざいます。

次に、第３表、債務負担行為補正では、風連浄

水管理センター等維持運転管理業務委託料を追加

し、限度額を ７６０万円にしようとするもので

あります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１９号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１９号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１２ 議案第２

０号 平成２８年度名寄市個別排水処理施設整備

事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２０号 平成２８

年度名寄市個別排水処理施設整備事業特別会計補

正予算について、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、債務負担行為の追加を行うもの

であり、個別排水処理施設保守点検清掃業務委託

料の限度額を ７３０万円にしようとするもので

ございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１３ 議案第２

１号 平成２８年度名寄市食肉センター事業特別

会計補正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２１号 平成２８

年度名寄市食肉センター事業特別会計補正予算に

ついて、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、落雷により被害を受けた施設の
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修繕に必要な経費を補正しようとするものでござ

いまして、歳入歳出それぞれ６０万 ０００円を

追加し、予算総額を ０１５万 ０００円にしよ

うとするものでございます。

まず、歳出について申し上げます。１款衛生費

では、故障した通信設備の修繕料として６０万

０００円を追加しようとするものでございます。

次に、歳入につきましては、１款繰入金を６０

万 ０００円追加をし、収支の調整を図ろうとす

るものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１４ 議案第２

２号 平成２８年度名寄市病院事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２２号 平成２８

年度名寄市病院事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、市立病院において医療事故に伴

う損害賠償について補正しようとするものでござ

います。

補正内容について申し上げます。１款病院事業

収益では、医療事故賠償に係る保険会社からの損

害賠償保険金として２００万円を追加をし、総額

を９６億４７９万 ０００円にしようとするもの

でございます。

次に、２款病院事業費用では、医療事故賠償金

として２００万円を追加をし、総額を９９億 ６

２３万 ０００円にしようとするものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１５ 議案第２

３号 名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正について、議案第２４号

名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一部

改正について、議案第２５号 名寄市教育委員会

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関す

る条例の一部改正について、議案第２６号 名寄

市職員の給与に関する条例の一部改正について、

以上４件についてを一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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〇市長（加藤剛士君） 議案第２３号 名寄市議

会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部改正について、議案第２４号 名寄市特別職

の職員の給与に関する条例の一部改正について、

議案第２５号 名寄市教育委員会教育長の給与、

勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改

正について、議案第２６号 名寄市職員の給与に

関する条例の一部改正について、一括して提案の

理由を申し上げます。

本件は、本年８月８日付人事院勧告に基づき、

国家公務員の給与改定が実施をされることに伴い、

名寄市職員の給与等及び議員特別職の期末手当の

額について同様の措置を講ずるために関係条例を

改正しようとするものでございます。

なお、議員報酬及び特別職の給与額の改定につ

きましては、名寄市特別職報酬等審議会から一般

職員に準じて改定を行うことが適当であるとの答

申に基づき今回の改正を行おうとするものでござ

います。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第２３号外３件は、委

員会付託を省略し、直ちに採決することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２３号は原案のとおり可決され

ました。

お諮りいたします。議案第２４号は原案のとお

り決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２４号は原案のとおり可決され

ました。

お諮りいたします。議案第２５号は原案のとお

り決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２５号は原案のとおり可決され

ました。

お諮りいたします。議案第２６号は原案のとお

り決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２６号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１６ 請願を議

題といたします。

本日までに受理した請願は、お手元に配付の請

願文書表のとおり議会運営委員会に付託をしまし

たので、御報告をいたします。

〇議長（黒井 徹議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日１２月１日から１２月

１３日までの１３日間を休会といたしたいと思い

ますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、明日１２月１日から１２月１３日まで

の１３日間を休会とすることに決定をいたしまし

た。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。
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お疲れさまでした。

散会 午後 １時１６分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 奥 村 英 俊

署名議員 塩 田 昌 彦
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平成２８年第４回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２８年１２月１４日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１７名）

議 長 １７番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 靖 議員

２番 山 崎 真 由 美 議員

３番 野 田 三 樹 也 議員

４番 東 川 孝 義 議員

５番 川 村 幸 栄 議員

６番 奥 村 英 俊 議員

７番 高 野 美 枝 子 議員

８番 佐 久 間 誠 議員

９番 塩 田 昌 彦 議員

１０番 川 口 京 二 議員

１１番 山 田 典 幸 議員

１２番 大 石 健 二 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 高 橋 伸 典 議員

１６番 佐 々 木 寿 議員

１８番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

１番 浜 田 康 子 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 倉 澤 富 美 子

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 臼 田 進 君

参 事 監 松 岡 将 君

市 民 部 長 三 島 裕 二 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 川 田 弘 志 君

建設水道部長 中 村 勝 己 君

教 育 部 長 小 川 勇 人 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 局 長

こども・高齢者
馬 場 義 人 君

支 援 室 長

営業戦略室長 水 間 剛 君

上下水道室長 天 野 信 二 君

会 計 室 長 常 本 史 之 君

監 査 委 員 上 田 盛 一 君
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〇議長（黒井 徹議員） 本日の会議に１番、浜

田康子議員から欠席の届け出がありました。１３

番、熊谷吉正議員からおくれる旨の届け出があり

ました。

ただいまの出席議員数は１６名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

７番 高 野 美枝子 議員

１６番 佐々木 寿 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

若年世代のまちづくりへの意識を高める取り組

みについて外１件を、山崎真由美議員。

〇２番（山崎真由美議員） おはようございます。

議長の御指名を受けましたので、通告順に従い順

次質問してまいります。

思いのほか早い降雪で厳しい冬を迎え、ことし

も残すところあとわずかとなってまいりました。

振り返ってみますと、大きなニュースが幾つか浮

かんでまいります。その一つに昨年６月の公職選

挙法改正により選挙権年齢が１８歳以上に引き下

げられた７月の参議院選挙があります。そこには、

当然若い世代の意見をより反映される目的があっ

たと考えます。そこで、大項目１、若年世代のま

ちづくりへの意識を高める取り組みについてお伺

いいたします。

まず、小項目１、選挙権年齢の引き下げと投票

率についてお聞きいたします。当時の新聞による

と、名寄市選挙管理委員会により発表された１８

歳、１９歳の投票率は４７％であり、全体の投票

率６ ８０％よりも下回っていたと掲載されてい

ます。いま一度振り返り、投票率向上のためにど

のような対応がなされたのか、内容についてお聞

きいたします。

次に、小項目２、地域の課題解決に主体的にか

かわる力を育む取り組みについてお聞きいたしま

す。文部科学省の主権者教育の推進に関する検討

チームでは、主権者教育の目的を単に政治の仕組

みについて必要な知識を習得させるにとどまらず、

主権者として社会の中で自立し、他者と連携、協

働しながら社会を生き抜く力や地域の課題解決を

社会の構成員の一人として主体的に担うことがで

きる力を身につけさせることとしています。この

点において子供たちの発達段階に応じてどのよう

な取り組みがなされていくのかお知らせください。

次に、小項目３、仮称ですが、子供議会の開催

について及び小項目４、こちらも仮称ですが、子

供まちづくりサミットの開催についてお聞きいた

します。昨年の第４回定例会においても同様の質

問をさせていただき、臼田総務部長から本市の取

り組みを検証し、他自治体の取り組みも調査しな

がら、まちづくりに対し子供たちの声を反映させ、

また子供たちの成長の糧となる方策を研究してい

く旨御答弁をいただきました。本市においては、

現在総合計画第２次が具体的に協議され、新たな

１０年間に向かっての歩みを踏み出そうとしてい

ます。１０年間の中で子供たちは確実に成人に近

づき、社会の構成員へと成長してまいります。ま

ちづくりへの意識を高める上で有効な取り組みに

ついての調査研究の内容についてお聞かせくださ

い。

次に、大項目２、スポーツ、合宿の推進につい

てお伺いいたします。最初は、小項目１、ウイン

タースポーツコンソーシアム事業についてであり

ます。北海道主催、名寄市共催により本年１０月

１４日から１６日にかけて名寄市を会場に行われ

た平成２８年度ウインタースポーツコンソーシア

ム事業は、冬季スポーツの拠点化を目指す本市に
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とって画期的なイベントでありました。特に中心

市街地を会場に行われたローラースキー競技会に

ついては、行政視察で訪れた文部科学省指定のナ

ショナルトレーニングセンターである山形県上山

市坊平アスリートヴィレッジの担当者からも、名

寄市でのローラースキー競技会、中心市街地での

開催、すばらしいですねと称賛の声をかけられる

ほどで、視察先で大変誇らしい気持ちになりまし

た。そこで、改めてローラースキー競技会の成果

と課題についてお聞きいたします。

また、今後の展望について、来年度以降どのよ

うな取り組みにつながっていくのかお聞きいたし

ます。

次に､小項目２は、地元ジュニアに対するスポー

ツ振興であります。運動種目にかかわらず、多種

目においてジュニアの基礎体力向上や運動の日常

化を図る取り組みについての計画をお聞かせくだ

さい。ジュニア期における運動習慣の定着は、生

涯スポーツへとつながるばかりか、健康寿命への

延伸へとつながると考えております。また、オリ

ンピアン育成につながる取り組みも期待していま

すが、具体的計画についてお知らせください。

小項目３は、ボランティアスタッフによるスポ

ーツ振興についてであります。スポーツコンソー

シアム事業においても、多くの市民及び近隣町村

の方がボランティアスタッフとして活動されてい

ました。また、沿道で声援を送っている方の姿も

ありました。先日の新聞紙上では、ジュニアオリ

ンピックカップ全日本ジュニアスキー選手権大会

の準備が本格始動した旨のニュースが掲載され、

おもてなし委員会についての記載もありました。

本市においての計画についてお聞きいたします。

最後に、小項目４、スポーツ、合宿施設等環境

整備についてお聞きいたします。来年開催される

ジュニアオリンピックカップ全日本ジュニアスキ

ー選手権大会は、数年の継続開催が予定されてい

ます。この大会への出場選手予定数は約４００か

ら５００名ということですが、市内宿泊施設の収

容人数は約８００名とのこと。選手、指導者、応

援の御家族を考えたときに宿泊先確保の見通しは

どのような状況にあるのかお聞きいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） おはようございます。

ただいま山崎議員からは、大項目で２点にわたり

御質問をいただきました。大項目１のうち小項目

２を除く１、３、４については私のほうから、小

項目の２及び大項目の２につきましては教育部長

のほうからの答弁となりますので、よろしくお願

いいたします。

それでは、大項目の１、若年世代のまちづくり

への意識を高める取り組みについて申し上げます。

小項目の１、選挙権年齢引き下げと投票率につき

ましては、名寄市選挙管理委員会の所管となりま

すので、同委員会の事務局として申し上げたいと

いうふうに思います。本年７月１０日に施行され

ました参議院選挙における当市の全体の投票率に

つきましては、６ ８％となりました。このうち

公職選挙法の改正により今回の選挙から選挙権年

齢が１８歳以上に引き下げられ、新たに選挙権を

有することとなった１８歳と１９歳の投票率につ

きましては、４ ３３％と全体に比べ若年層の投

票率が低い結果となってございます。しかしなが

ら、全道の結果から見てみますと全体が５ ７８

％、１８歳と１９歳が４ ３８％となっており、

当市の投票率と比較しますと全体では ０２％、

１８歳と１９歳では ９５％、全体平均をそれぞ

れ上回る結果となってございます。

市選管といたしましては、市立大学構内での投

票啓発や選挙啓発コーナーの設置、期日前投票所

の開設、高等学校近隣へのポスター掲示場の設置

などに取り組んできたところでありますが、今後

もこれらの取り組みを充実させるとともに、学生

が自発的に選挙に関心を持てる機会をふやせるよ

う他市で行った取り組みを参考としながら、各関

係団体に呼びかけを行い、若年層の投票率向上に
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引き続き取り組んでまいります。

次に、小項目の３、（仮称）子供議会の開催に

ついて及び小項目の４、同じく（仮称）子供まち

づくりサミットの開催について、あわせて申し上

げたいというふうに思います。さきに山崎議員か

ら御質問いただいて以降、総務部、教育委員会が

中心となり内部での調査研究を進めさせていただ

きました。当市におけるこの間の取り組みといた

しましては、議員御存じのように小中学校におき

まして市長、教育長と子供たちがじかに懇談する

ことでまちづくりへの関心を育んできた経緯がご

ざいます。懇談後には、子供たちと一緒に給食を

食べるなど市政を身近に感じてもらい、まちづく

りに対して直接意見を述べるよい機会であったと

考えてございます。一つの方策として、今後具体

的な検討を進めてまいりたいと考えております。

また、子供議会や子供まちづくりサミットの開

催など具体的な提言を今いただきましたが、子供

たちが主権者として参加する事業につきましては

参加する子供の広がりが重要であり、継続性がな

ければ効果が薄れることから、現段階での実施は

難しいと考えております。

なお、現在名寄市総合計画第２次のわかりやす

い概要版の作成作業を行っておりますが、完成後

におきましては子供たちへ配付をし、まちづくり

への意識を高めることも検討しておりますので、

御理解をいただきますようお願いを申し上げます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 私からは、初めに大

項目１、小項目２の地域の課題解決に主体的にか

かわる力を育む取り組みについてお答えいたしま

す。

平成２７年６月に公職選挙法等の一部を改正す

る法律の施行に伴い、選挙権を有する者の年齢が

満１８歳以上に引き下げられました。このことに

より、未来の日本のあり方を決める政治について

より多くの世代の声を政治に反映することが可能

になった一方で、これまで以上に国家や社会の形

成者としての意識を醸成するとともに、課題を多

面的、多角的に考え、自分なりの考えをつくって

いく力や根拠を持って自分の考えを主張し、説得

する力を育む主権者教育の一層の充実が求められ

ております。このため学校教育においては、児童

生徒の発達段階に応じて地域の課題をみずからの

課題として主体的に受けとめ、判断する学習活動

や家庭、地域と連携した体験活動等の充実を図る

ことが重要であります。これまでも本市の各学校

では、児童生徒に主権者として求められる資質、

能力である社会の中で自立し、他者と連携、協働

しながら社会を生き抜く力や社会の構成員の一人

として主体的に課題を解決できる力を身につけさ

せるため、各教科や道徳、総合的な学習の時間な

ど全教育活動を通して指導を行ってきております。

具体的には、小学校では総合的な学習の時間に

おいて地域で働く者へのインタビューや施設見学

などを通して地域の人々と積極的にかかわろうと

する態度や地域にある施設を利用する上で自分が

できることを考えさせる指導をしています。特別

活動においては、異学年により構成される縦割り

班で道路の草取りや地域のごみ拾いを通して地域

への愛着や誇りを育む指導を行っております。中

学校では、社会科の地理的分野において身近な地

域の調査活動等を通して自分が生活している地域

に対する理解と関心を深めさせるとともに、地域

の課題を見出し､地域社会の形成や発展に努力しよ

うとする態度を育てる指導をしております。道徳

においては、名寄市社会福祉協議会と連携し、障

害等の有無にかかわらず、多様な人々がともによ

りよく生き抜くための生き方や社会について考え

させる指導や地域の人材を外部講師に招き、生命

の尊厳やとうとさについて深く考えさせる指導を

行ってきております。

また、社会全体で主権者教育の推進を図るため

には、学校だけではなく家庭や地域も主権者教育

の担い手としての役割を果たすことが大切であり
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ます。このことから、各学校では児童生徒が家族

の一員として主体的に家庭生活に参画する態度を

育てるため、名寄市教育改善プロジェクト委員会

が策定した家庭で取り組む７つのポイントを活用

し、日ごろから家庭における基本的な生活習慣の

定着やお手伝いなどの役割を積極的に果たすこと

などについて親子で一緒に考える機会を持つこと

などの啓発に取り組んでいただいているところで

あります。今後も教育委員会といたしましては、

学校には各教科等の目標を踏まえ、家庭、地域の

教育力を積極的に活用したり、体験活動や身近な

課題について自分ができることを考え、行動して

いく学習活動を効果的に取り入れるなど主権者教

育の一層の充実を図るようお願いしてまいります。

また、学校と家庭、地域が一体となって主権者

教育を推進するため、智恵文小学校、智恵文中学

校で推進しているコミュニティースクール導入に

向けた取り組みを市内のほかの小学校に拡充し、

学校運営協議会を核とした地域の実情を踏まえた

特色ある学校づくりを積極的に推進するなど、学

校と地域との組織的、継続的な連携、協働体制の

確立に努めてまいります。

さらに、児童生徒にみずからの人生や社会をよ

りよく変えていく力を育むため、次年度から始ま

る第２次名寄市教育改善プロジェクト委員会を中

心にアクティブラーニングの視点から授業改善を

推進し、全ての児童生徒に学びを人生や社会に生

かそうとする学びに向かう力や生きて働く知識、

技能、未知の状況にも対応できる思考力、判断力、

表現力の育成を図る取り組みを推進してまいりま

す。

次に、大項目２、スポーツ、合宿の振興につい

て、小項目１のウインタースポーツコンソーシア

ム事業についてお答えいたします。ウインタース

ポーツコンソーシアム事業は、独立行政法人日本

スポーツ振興センターの事業で、北海道が受託し、

２０２６年の冬季オリンピック、パラリンピック

に向けた冬季スポーツのジュニア強化を目的とし

ている事業であります。今年度の事業計画では、

主に本市を会場として３つの段階でプログラムが

構成されております。第１段階は、第１次選考会

となるローラースキー競技会で、本年１０月に実

施され、北海道、東北の中高生６６人がエントリ

ーしました。第２段階は、第１選考会で選考され

ました３０人の選手による最終選考会が今月２６

日から３０日の日程で実施されます。第３段階は、

最終選考で選ばれた６人の選手を来年３月にノル

ディックスキーの本場、フィンランドに派遣し、

海外コーチの指導を受けながらトレーニングと大

会にも出場し、海外での経験を積ませるという内

容になっております。

ローラースキー競技会の成果についてですが、

国内初の市街地公道での実施に加え、名寄自動車

学校様の御協力により実施しました教習コースを

利用した競技会の実施の様子がテレビや専門誌な

どで取り上げられるなど、冬季スポーツの拠点化

事業の取り組みを市内外に強く印象づけることが

できたと考えております。また、短い準備期間の

中でスポーツで地域を盛り上げようという多くの

市民、企業、団体など皆様の情熱と御協力により

実施できたと考えており、改めて市民の底力と市

民一体となって取り組む意義を感じており、この

ことが何よりも大きな成果と考えております。経

済効果につきましては、宿泊、バス借り上げ、弁

当など約２６０万円でありました。

競技会の終了後には、お手伝いをいただいた皆

様と意見交換を開催し、開催時期、宣伝、広報、

観客数などについて御意見をいただいたところで

あります。現在本事業は実施中であり、受託者で

ある北海道からは次年度以降の実施内容は正式に

示されておりませんが、次年度も本市での開催が

決まれば、皆様からの御意見を生かして世界で活

躍できるジュニアを育成する事業の体制としての

役割を果たしていきたいと考えております。

次に、小項目２の地元ジュニアに対するスポー

ツ振興についてですが、児童生徒の健康と体力向
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上を図るため、各学校においては冬季は体育の授

業でカーリング、基礎スキーや歩くスキーを継続

的に取り組んでおります。また、夏季においても

それぞれの特色を生かした体力づくりの取り組み

が行われています。それらに加え、今年度からは

阿部雅司スポーツ振興アドバイザーによる運動会

前の駆けっこ教室を行うなど、ジュニア期の基礎

体力の向上へ向けた取り組みを推進しているとこ

ろであります。

上川北部の５町村で構成される上川北部広域ス

ポーツクラブを活用して世界のジュニアを東京に

あるナショナルトレーニングセンターで行われる

ＪＯＣ地域タレント研修会や広域スポーツクラブ

が開催するこどもスポーツ大学へ派遣し、単純な

基礎体力の向上だけではなく、競技力向上も視野

に入れた取り組みを行っております。特に今年度

開催されますこどもスポーツ大学については、ウ

インタースポーツコンソーシアム事業の一つとし

て取り扱うこととなり、北海道、名寄市立大学、

上川北部広域スポーツクラブを構成する５市町村

において名寄市立大学を会場に子どもスポーツカ

レッジとして開学する運びとなっております。ス

ポーツを体験したことがない、またはスポーツが

苦手な子供でも遊び感覚で走る、跳ぶ、投げるな

ど基本的動作を自然に身につけられる運動、遊び

メニューと運動能力測定を組み合わせた６種目を

行うプログラム、ヘキサスロンを実施するなどス

ポーツに対する意識向上と基礎体力、運動能力の

向上につながる取り組みとなると考えております。

これらの取り組みを通して基礎体力の向上を図っ

た上で、少年団活動等での競技力の向上につなげ

ていきたいと考えております。

また、本市の少年団活動の強化やジュニアの育

成については統括している体育協会や各競技団体

と意見交換を行いながら取り組んでまいりたいと

考えております。

次に、小項目３のボランティアスタッフによる

スポーツ振興についてですが、１２月２日に来年

３月１０日から１３日にかけて開催されますＪＯ

Ｃジュニアオリンピックカップ全日本ジュニアス

キー選手権大会兼中学校選抜スキー選手権大会に

向けて実行委員会議を開催し、事業計画や予算等

について審議が行われ、承認されたところであり

ます。本大会においては、市全体での受け入れ態

勢の構築のため実行委員会内におもてなし委員会

を設置し、選手、観客等の受け入れ態勢について

協議をしていく中で、大会におけるボランティア

スタッフについても検討事項の一つになると考え

ております。また、事業計画については、実行委

員会に設置しました専門委員会で具体的な協議を

していくこととなりますので、御理解をお願いい

たします。

最後に、小項目３のスポーツ、合宿施設等環境

整備についてですが、ＪＯＣジュニアオリンピッ

クカップ全日本ジュニアスキー選手権大会の宿泊

先については、ことし２月に開催されました全国

中学校スキー大会のときと同様に選手、指導者を

市内または近隣の市町に宿泊させることを最優先

として現時点で旅行業者と調整を図っているとこ

ろであります。

なお、応援される家族等につきましては、本大

会の実行委員会で調整を行っていませんが、本市

で全ての宿泊を受け入れることは難しい状況にあ

るというふうに考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 御答弁いただきまし

た内容につきまして再度質問させていただきます。

最初に、選挙権年齢引き下げにかかわっての部

分で、投票率についてもお知らせいただきました

が、１９歳への働きかけというのは、特に１８歳、

例えば高校在学中というケースもありますが、１

９歳、一般社会の中に出ておられる方もたくさん

いらっしゃると思いますので、１９歳の方たちへ

の啓発活動についてもう少し掘り下げてお聞きし

たいと思います。
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それから、名寄市立大学で期日前投票が開催さ

れたというふうに伺っておりますが、その日数に

ついては今後ふやしていかれるお考えがあるのか

どうか、また会場等についてもう少し投票しやす

い、例えばよろーなですとか、そういうところに

移していくお考えについて、若年世代の投票率だ

けではなく、ほかの方たちにとっても投票しやす

い会場ということになっていくのではないかとい

うふうに思っておりますので、３点申し上げまし

たけれども、３点について再度質問させていただ

きます。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ただいま３点につい

て再質問いただきました。１点目は、１９歳への

対応ということで、特に学校等に通っていない方

たちへの対応ということで、ここについては１９

歳をターゲットに特別の啓発というのは非常に難

しいのかなと思っておりますが、ここは一般の投

票者も含めて選挙啓発をいろいろとさせていただ

いておりますので、それらを使いながらさせてい

ただいたというのがこの間の取り組みということ

で御理解いただければと思います。

ただ、私どもも１８歳、１９歳への働きかけは

必要だということで、今回大学での取り組みを重

点的にさせていただいたというのがあります。今

の若い方たちは、ＳＮＳを使いながら非常にネッ

トワークがあるというふうに思っておりますので、

ある意味では大学生への働きかけが大学等に所属

をしない１９歳の方に対しても一つの啓発の方法

になるというふうに考えておりますので、ここは

引き続き大学生を中心としながら私たちも働きか

けを続け、間接的ではありますけれども、山崎議

員が今言われた１９歳の方たちにもそれがつなが

っていくものだと考えておりますので、引き続き

継続していきたいという、そのような考え方をし

ております。

次に、期日前の関係について御質問いただきま

した。より期日前に投票しやすい形を環境として

整備する必要があるのではないかという、そうい

うことだったというふうに思っています。その一

つとして、よろーな等への人の出入りの多いとこ

ろの設置についてということでの提案であったか

というふうに思います。ここについては、設置に

当たっては幾つかクリアしなければいけない条件

があるというふうに私ども考えておりまして、１

つは投票に来ていただいた方の個人を特定すると

いう作業があります。ここについては、選挙当日

はパソコンでデータを持ち込みますから、個別の

パソコンを持ち込めばいいのですが、期日前につ

いては選管とデータを結ばなければ本人の確認が

できないということがありますので、まずはその

環境が整うかどうかというのが１つございます。

それと、もう一つは、選挙をするときについては

当然その人の投票行為等が一定程度周りの人たち

から影響を受けないようにということで、あるい

は投票行為そのものが周りの目に触れないように

ということで、一定の環境整備が必要になります

ので、多くの方が集まるところでそのような環境

整備がとれるかどうか、ここも含めて課題をクリ

アしなければ設置ができないということになりま

すので、これらの環境が整うかどうかについて、

まずは検討させていただければというふうに思っ

ております。この２つをクリアするとなると、私

どももいろんな角度から検討していますけれども、

なかなかハードルが高いのかなというふうに思っ

ておりますが、選管の中でも引き続き調査をさせ

ていただければと思います。

それと、大学における期日前の投票日数の関係

について、今回については試験的に１日に限って

実施をさせていただいたということであります。

当初予定したよりもかなり投票される人数につい

ては少なかったという結果になってございます。

また、道内他市の大学等における取り組みについ

て私ども調査をさせていただきましたが、なかな

か多くの方に御利用いただけるという状況にはな

かったということでありますので、それらの結果
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を踏まえて次回の選挙に向けて選管の中で改めて

検討させていただきたいというふうに思いますが、

もう一つの方法としますと不在者投票という方法

があります。これは、住民票等を持ってきていな

い方についても今住んでいるところで投票できる

方法でありますけれども、もう一方ではこの制度

の周知徹底をすることによって投票していただく

という方法もあるというふうに考えておりますの

で、これらの方法の周知についてもあわせて力を

入れて取り組んでいきたいというふうに考えてお

りますので、御理解をいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 今選挙についてのこ

とについてお話しさせていただいておりますけれ

ども、選挙そのものではなく、やはり１８歳、１

９歳、若い世代の方においても政治に参加する、

自分が主権者として意思を表示するということに

ついて重要だというふうに思っておりますので、

今申し上げました内容についてぜひ検討いただい

て、環境整備については費用対効果もあると思い

ますので、その辺について御検討いただきたいな

というふうに思っています。

インターネットで検索しましたときに、函館市

においてはショッピングセンターのフロアにおい

ても投票所を開設しているような情報も伝わって

きておりますので、それも環境整備ということが

前提になると思いますけれども、その点について

もぜひ検討は進めていただきたいというふうに思

っています。

その上で、特に中学生、高校生が政治に関心を

持つ。政治というそのものではなく、自分の暮ら

しぶりについて、自分の地域の課題について関心

を持って、どのように行動していくか、そのこと

については先ほど小川教育部長から学校での取り

組みについて詳しく御説明いただきましたけれど

も、その学校で子供たちが身につけている知識、

体験、それを形にあらわしていくということで、

やはり私は子供議会ですとか、子供まちづりサミ

ットというものがとても有効に作用してくるので

はないかというふうに思っています。少人数のか

かわりになるかもしれませんが、継続して行って

いくときにその成果はやはり期待できるものが大

きいというふうに考えております。

ことしの平成２８年度版の隣の士別市で開催さ

れました子ども議会だより、手元にいただいてお

りますけれども、この中には中学生議員が閉校に

なった自分たちの学校、その校舎の活用の仕方に

ついて事前に検討を重ねて提言をしているという

姿があります。その自分たちの課題をきちっとそ

の次のまちづくりを担う世代が真剣に取り組んで

いくということに関して、私はこれはとても有効

な手段であるというふうに考えています。いかが

でしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） けさの新聞だったで

しょうか、士別のまさにその取り組みのフォロー

としての意見交換会みたいのが開催されたという

記事を私も読ませていただきました。どの取り組

みが正解でどの取り組みがだめなのだということ

では決してないのだと思います。それぞれの自治

体で自治体の条件に合った取り組みを進めること

が必要なのだろうなというふうに思っております。

さらに、その取り組みの目的というのでしょう

か、どこに主眼を置くのかというのも一つの判断

材料になるのだろうなというふうに思っておりま

すが、今回先ほどの答弁で申し上げましたように、

私どもとするとこの間実施をしたことの経験のあ

る学校訪問について、まずは取り組みをさせてい

ただきたいと思っています。このときにこの方法

に絞った一つの考え方については、先ほどの中で

もちょっと触れましたけれども、多くの子供たち

に触れていただくことが必要だろうという観点を

重視をしながら、まずは学校訪問として取り組み

を始めさせていただきたいということであります。

当然この取り組みを進める中では、一定の年数が

たった段階では内容について検証しなければいけ
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ないと思っておりますので、その検証結果によっ

ては山崎議員が言われたような子供議会であった

り、子供サミットという形にシフトしていくこと

もあるというふうに思いますが、まずは学校訪問

という形で開催をさせていただき、引き続き検証、

調査研究を進めさせていただきたいというふうに

考えておりますので、御理解をいただければと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 学校訪問について、

その継続性についてお聞きいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ここについては、当

然学校現場の受け入れというのがありますので、

こことの調整が必要になりますが、内部の中では

できれば条件が整えば次年度から継続をしながら

実施をしたいという考え方をしておりますので、

まだ具体的に最終調整までは至っておりませんけ

れども、ぜひそういう形で内部調整を図りたいと

いうふうに思っておりますので、御理解いただけ

ればと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 私も現場におりまし

たので、市長、それから教育長に学校に来ていた

だいての子供たちとの懇談については大変有効で

あると思っておりますし、多くの児童生徒がその

場に居合わせることができるということについて

大変有効であるというふうに思っております。市

長に来ていただいて、一緒に給食を食べるときの

和やかな話し合いの中で、身近に名寄市の今の様

子について知るということも大変有効であると思

っています。ですが、そのことだけが重要である

のではなく、やはり事前に子供たちがどのように

考えて懇談を受け入れるのか、事後で市長や教育

長からお知らせいただいた今のまちの様子をどの

ように消化していくのか、子供たちの考え方がど

んなところにつながっていくのかが重要であると

いうふうに思っています。その点についての取り

組みはいかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 具体的な取り組みの

内容についてはこれから詰めていかなければいけ

ないだろうなと思っていますが、先ほど総合計画

のわかりやすい概要版なんていうのも話もさせて

いただきましたけれども、そういったものも使い

ながら、事前には子供たちにも一定の情報提供を

する必要があるだろうというふうに思っています

し、それ以外についても今山崎議員からいただい

たものについては貴重な提言として受けとめさせ

ていただきまして、その取り組みの中での反映に

ついて努力をさせていただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 学校現場の話の内容に

なりましたので、私のほうからそのことについて

の考え方についてちょっとお話ししていきたいと

思いますけれども、先ほど教育部長からお話あり

ましたように、主権者教育の趣旨というのは議員

も御承知のように主権者として求められる能力を

育むだけではなくて、地域への愛着でありますと

か、誇りを持ってふるさとに根づく子供たちを育

てるということにあります。このような趣旨から

考えますと、一部の子供たちの参加による取り組

みよりも、多くの子供たちが参加できる取り組み

というのでしょうか、今総務部長のほうからお話

ありましたけれども、これまで本市で取り組んで

きた各学校ごとに行われてきました市長と子供た

ちの懇談会のような取り組み、これをさらに充実、

発展させていくことが極めて大事なのかなと思っ

ております。このために総務部とも連携してお話

進めているところでございますけれども、教育委

員会といたしましても主権者教育の推進に関する

検討チームの最終まとめが示されておりますけれ

ども、主権者教育の目的を踏まえまして子供たち

の発達段階に沿った取り組みになるよう配慮しな

がら、今後事前、事後の指導も含めまして各学校

と連携しながら教育課程にしっかりと位置づけた
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取り組みとして展開してまいりたいと思いますの

で、御理解を願いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 今教育長からお答え

いただきましたふるさとに根づくということにつ

いては、本当にそこのところを望んでいるところ

であります。一部の子供たちよりも多い子供たち

に対しての取り組みということについても、本当

にそこを願うところでありますけれども、やはり

実際士別の子ども議会傍聴させていただきました

ときに、代表で出てきている子供たちが一部の子

供たちとは受け取れない、今までの事前の取り組

みの中で多くの子供たちの、多くの生徒の代表と

しての取り組みが隠れているということが見てと

れるような取り組みもありましたので、何も倣う

ことはないと思いますが、名寄流の子供たちがき

ちっとふるさとへの愛着を育んで自分が次の時代

を担っていく、そういう人材に育っていくのだと

いう、そういう取り組みを期待したいと思います

ので、ぜひ進めていただきたいというふうに思っ

ております。

ちょっと時間が気になりますので、大項目２の

再質問のほうに移らせていただきます。先ほどジ

ュニア期のスポーツ振興についてお答えいただき

ました。その中でスポーツ関係団体とも連携して

ということで、ことしについては北海道、名寄市

立大学、そして上川北部広域スポーツクラブとの

連携の中で子どもスポーツカレッジが開催される

というふうに伺いましたので、この点については

本当に好ましい取り組みがスタートしてきている

ということで大変うれしく思っています。そのこ

とも踏まえながら、その継続性について考えたと

きに、やはり市内の関係団体、競技団体との連携

については欠かすことができないのではないかと

いうふうに思っておりますけれども、依然として

少しここの部分は弱いところがあると思いますが、

具体的に何か進んでいるところがありましたらお

知らせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ジュニア期の子供の

育成というところでありますけれども、以前の答

弁でも話しましたけれども、ジュニア少年団の人

数、総体的には減少はしていないのですけれども、

競技団体においての偏りがあるということで、全

体的にいけばやっぱり少年団に加盟をしてスポー

ツに取り組む子供たちが減ってきている状況にあ

るかというふうに思っています。そういった面で

は、今回の子どもスポーツカレッジも含めて、や

っぱり底辺の拡大が一番重要だというふうに考え

ています。子供たちがスポーツを行うきっかけづ

くり、そういったこととあわせてその子供たちが

どういった能力があるかという､そういったことを

見出して、子供や保護者に話をしながらスポーツ

に取り組んでいく、そういった人たちをふやして

いくことが大事だというふうに思っております。

少年団との関係につきましては、基本的には体

育協会に全て加盟していますので、体育協会との、

各競技団体、少年団との直接的なかかわりになる

と思いますけれども、ただ名寄市としてもスポー

ツの振興ということでは位置づけておりますので、

そういった連携について、また基本的には体育協

会との協議の中で、個々のところというのは冬季

スポーツであったり、そういった特化した部分で

の連携というところで今進めているところであり

ますので、そういった面では今後より一層の強化

については模索をしながら、どういった形がいい

かも含めて体協とも協議をしながら進めていきた

いと思いますので、御理解をお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 長年私も少年団活動

に携わらせていただいておりますので、内容につ

いてわかってはいるのですけれども、もう少し背

中を押していただく取り組みについては期待した

いなというふうに思っておりまして、その一つが

今回開催される子どもスポーツカレッジだなとい

うふうに思っていますので、この内容そのもので
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なくても似たような中身が継続されることを期待

しているのですけれども、その状況を続けていき

ますときに、やはりこの後開催されます全日本の

ジュニアスキー選手権大会等イベントも多い中で、

大変スタッフが足りない状況で苦労されているの

ではないかなというふうに思ったりしています。

スポーツ振興というのは、もちろんジュニアもそ

うですが、広く一般市民に対してのスポーツ振興

も必要になってくることから、その点についての

人材確保についてはどのような状況にあるのかな

というふうに思っています。その一つとして、人

材確保の担当職員ということではなく、ボランテ

ィアというふうに市民の協力をいただくことを思

ったときには、やはりおもてなし委員会の必要性

が出てくるというふうに思っていますが、北海道

の主催でおもてなし委員会のような取り組み、ス

ポーツボランティア・おもてなし（異文化理解）

講座というものがあるのですけれども、そういう

北海道の取り組みと連携して名寄市でもこの講座

を開催していくような、そのようなお考えはない

でしょうか。いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 議員からありました

ように、いろんなイベント、事業を行うに当たっ

ては、当然ボランティアスタッフの力をかりなけ

れば運営はできない。特にＪＯＣジュニアオリン

ピックカップのような大きな規模の大会において

は、うちの職員、スキー連盟だけでは対応できな

いという状況でありますので、そういった面では

そうした市民のボランティアだったり、企業、団

体の協力というのは今後も必要だというふうに思

っているところであります。

今年度４月にスポーツ・合宿推進課を立ち上げ

て、さらには阿部雅司氏を招聘してスタートした

わけでありますけれども、そういった状況の中で

冬季スポーツの拠点化が市内外全国にも発信した

こともあって、いろんなイベントであったり、合

宿等々の問い合わせ、受け入れをしている中で、

スタッフも大変慌ただしい日々を送っているのは

事実であります。これは、大変喜ばしい話であり

ますけれども、そういった面ではジュニアオリン

ピックの実行委員会だったり、合宿の受け入れ組

織の体制づくりというのはおくれぎみになってい

るのも事実であります。ただ、そういった面では、

早急に機能的に動くような体制づくり、その中で

先ほど言いましたけれども、ボランティアスタッ

フをどのように募集をして応援をいただくか、そ

ういったことも近々の会議の中で詰めながら、具

体化をして取り組みを進めていきたいというふう

に考えているところであります。そういった準備

だったり、企画立案というのをしっかり立てなけ

れば進めづらいというふうに思っていますので、

ただ募集をして、では何をやるかということもあ

りますので、そこのところきちんと整理をしなが

ら、時期を見て発信をしながら進めてまいりたい

というふうに考えていますので、よろしくお願い

いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 取り組みについて進

めていただいているということについては、本当

にありがたいなというふうに思っています。

ジュニアオリンピックスキー大会を考えますと、

もう来年すぐ来るわけですけれども、具体的にそ

んなに時間ないと思います。おもてなし委員会で

の今後の計画をお聞きしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 先ほど申し上げたよ

うに、先日立ち上げて、具体的な中身については

専門委員会の中での協議ということであります。

きょう議会終了後、おもてなし委員会の委員長、

副委員長伴ったところで集まって、どういったこ

とが必要なのか、名寄市としてどういったおもて

なしがいいのか、そういったことも含め具体的な

協議をしながら、それを素案としておもてなし委

員会を近日中に開催して具体的に取り組みをし、

各関係機関、商店街も含めて協力要請をしていく
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ことで進めていきたいというふうに思っています。

先ほども申し上げましたように、１０月にコン

ソーシアム事業がありまして、本来でいけば１１

月ぐらいに立ち上げて、もう既に具体化していく

時期ではありますけれども、おくれているという

のはちょっと言いわけになりますけれども、ただ

来年の３月もう決まっていますので、それに向け

てこれから鋭意努力をして対応してまいりたいと

思いますので、御理解をお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 平成２８年度に入っ

てからの名寄市のスポーツにかかわる取り組みに

ついては目覚ましいものがありまして、本当にい

ろんなところで評価をいただいている、称賛の声

をかけられるときに、私自身も名寄市に住む一人

としてはうれしくもあり、期待もし、不安でもあ

りという、そういう状況を経験しているのですけ

れども、スタッフについてはもちろん市民を挙げ

てのおもてなしということを、そういう絵を描い

ていきたいというふうに思っていますが、ボラン

ティアスタッフを動かすための核になる職員とい

うのはやはり職員として全部を知り尽くしている

方が必要になってくると思っております。特別参

与で来られている阿部さんに至っては、もう昼も

夜もなく名寄市以外のところにも出かけていって

大活躍していただいておりますが、１人の動ける

範囲、持てる時間限られておりますので、この点

につきましてスポーツ、合宿推進にかかわってス

タッフをふやしていただきたいという気持ちも持

っているのですけれども、そのようなお考えは理

事者側にあるのかないのか、私は必要だと思って

いますが、いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今回ローラースキー競

技会ということがありまして、その中で先ほど最

初の御答弁にありましたけれども、スポーツで地

域を盛り上げようということで、市民一体となっ

て進んでいったという、この事態あります。これ

は、いろいろ課題もありましたけれども、成功体

験の一つだなと思っておりますし、これからこの

機会に徐々にここは進めていかなければならない

なと思っております。

現在のスタッフの中で、なかなかイベントが続

くとやり切れない部分もありますので、実際３月

の大会になりますと恐らく市民の皆さんと一緒に

名寄市の役所そのもので総体でかかっていかなけ

ればならない、こういう事業だなというふうに今

認識しているところです。せっかく動き始めたも

のですから、核となる職員を配置してやっていか

なければならないということも十分認識しており

ますし、それと同時に現在進行形の事業でありま

すので、どういうような業務が今出てきているの

か、あるいはその業務の中で整理しつつ、できる

だけ効率的な観点で持っていかなければならない

という、こういう作業も同時に進めなければなら

ないと思っております。これから冬にかけていろ

んなイベント、それからスポーツ環境の底上げと

いうことも命題として出てきておりますので、少

し時間をかけながら業務の整理、それから必要と

なる人員の配置につきましても協議させていただ

きまして、来年度からまた新たにスタートを切れ

るような形で今考えているところでもあります。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） その部分につきまし

てやはりイベントはイベントとして、でもそのイ

ベントが広く市民のスポーツ振興につながってい

くところを丁寧に進めていくためのスタッフが必

要になっていくと思いますので、スポーツ振興と

いうことにかかわって常に考えていただいている

と思いますけれども、イベントを市民につないで

いろんな世代の人たちのスポーツ振興につないで

いただく取り組みについてお願いしておきたいと

いうふうに思っております。

時間的に最後になろうかと思いますけれども、

スポーツ、合宿施設等の環境整備について質問さ

せていただきます。この部分について第２次の総
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合計画のほうにも出てきていると思うのですけれ

ども、市内のスポーツ施設、環境については余り

望ましい環境にはないと思っています。そのスポ

ーツ施設についての環境整備、特に建物云々とい

うことについてなかなか難しいと思いますので、

中に設置されているスポーツ機器についての点検

整備についてお伺いしたいと思います。特にスポ

ーツセンターのトレーニング室に設置されており

ますトレーニング機器についても更新等必要にな

ってきている部分もあると思いますけれども、そ

の点について計画をお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今議員からありまし

たように、スポーツ施設、器具、備品等も含めて

かなり老朽化しているのが多々あるというのは私

も認識をしております。財政的な部分もあって、

最低限の更新であったり、改修、そういったもの

でこの間進めてきているところでありますけれど

も、トレーニング室の更新につきましては今年度

地方創生加速化交付金を活用してトレーニングマ

シンを３台更新をしてきております。総合計画の

中でもスポーツ施設の改修、修繕であったり、ト

レーニング機器の備品等々について更新を継続的

に行っていくという方針を出していますので、ス

ポーツ振興に必要なことだというふうに考えてい

ますので、随時指定管理者である体育協会とも協

議をしながら、できる限りの更新を進めていきた

いというふうに思っていますけれども、先ほど言

いましたように財源的な部分がありますので、一

斉に更新をするというのは難しい状況にあります

けれども、そういった面では順次適切な更新する

ようなことで協議をしてまいりたいというふうに

考えていますので、御理解をお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） 更新のときにちょっ

とお考えいただきたいなというふうに思っている

のは、今現在トレーニング室は中学生以下が利用

できない状況になっています。機器の危険性とい

うのを、使用方法によっては危険であるというこ

とも十分考えられますが、その点について特にそ

ういうものを必要と感じている中学生、高校生が

ふえてきている中で、中学生の個人利用が可能な

スポーツ機器の導入についてのお考えをお聞かせ

いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ジュニアのトレーニ

ング機器での使用については、以前は成長途中の

過程で筋肉をつけると背が伸びないなりけがをす

るなどの理由から遠ざけている指導者もいますけ

れども、中学生にあっても筋力アップによって技

術力の向上などにつながる期待もあるというふう

に言われていますので、競技種目、選手の能力や

成長度合いなどを総合的に判断して適切なトレー

ニングができれば、トレーニング機器の使用も可

能かというふうに思います。

ただ、スポーツセンターでは中学生の個人的な

使用についてはそういったことから制限をしてい

ますけれども、そういった指導者がついての使用

については認めているというか、利用できるよう

な形になりますので、御理解を願いたいと思いま

す。ただ、あそこのスペース的なものであって、

さっき言った財源的なものがあって、ジュニア専

用の器具というのはちょっと私余り把握していま

せんけれども、今そういったものを導入する状況

にはないということで御理解をいただきたいと思

いますけれども、本当に中学生が個人的に過度な

トレーニングをすると余りよろしくないという影

響もありますので、指導者がしっかりついてやる

ような体制については認めているということであ

りますので、そういったことで御理解をお願いし

たいというふうに思っています。

〇議長（黒井 徹議員） 山崎議員。

〇２番（山崎真由美議員） たくさん申し上げま

したけれども、今まさに総合計画第２次の中身が

協議されておりまして、若い世代もそのことにつ

いて大変興味を持っています。自分たちの住むま
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ちにこんなものがあったらいい、こんなふうな生

活がしたいということで、特にスポーツにかかわ

っては大きな夢も持ちながらいるところでござい

ますので、この後の名寄市の取り組みについては

期待もしながら見守らせていただきたいというふ

うに思っております。

以上で私の一般質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で山崎真由美議員

の質問を終わります。

新年度予算編成から外２件を、大石健二議員。

〇１２番（大石健二議員） 御指名をいただきま

したので、これより通告に従い３件、７項目につ

いて質問を行います。

最初に、平成２９年度予算編成についてお尋ね

をいたします。国の平成２９年度の予算編成は、

経済財政運営と改革の基本方針２０１６を踏まえ、

昨年度と同様経済財政再生計画の枠組みのもと、

手を緩めることなく本格的な歳出改革に取り組む

とともに、施策の優先順位を洗い直し、無駄を徹

底的に排除しつつ、予算の中身を大胆に重点化す

るとしています。こうした状況下のもと、名寄市

の平成２９年度の予算編成作業が行われています

が、現在までの進捗状況及び予算概要、懸念され

る課題、主要施策等についてそれぞれ御答弁をお

願いいたします。

次に、民間会社的発想による行財政運営等から、

営業戦略室を例に見る組織の活性化と人材活用に

ついて質問いたします。加藤市長は、２０１０年

４月の初当選及び２０１４年の２期目の所信表明

あるいは市政執行方針の中で民間会社的発想によ

る行財政運営を第一義に掲げています。就任から

ほぼ１年後の２０１１年、平成２３年４月に前身

の産業振興室を組織改編して新たに経済部に営業

戦略室を設置いたしました。新設からちょうど５

年余が経過した中で、加藤市長の肝いりで民間会

社の経営改善等の取り組み手法を導入し、分散し

ていた業務の一元化や統合などを行うことにより、

行財政運営の効率化を図るべく、設置された営業

戦略室ですが、５年を経た今どのように総括され

ているのか御答弁をお願いをいたします。

同じく行財政運営から、ちょっと暮らし、お試

し移住住宅についてお尋ねをいたします。風連地

区のお試し移住住宅２戸に加え、本年度７月から

は市内西４条南９丁目にまちなかお試し移住住宅

が開設されています。１０月末現在で９件、１７

人の利用とのことですが、移住住宅施策の年末年

始を挟んだ今後の見通し等について御答弁をお願

いいたします。あわせて人口減少、少子長寿化が

進行する各自治体間の競争激化が進む中で、他自

治体の移住、定住施策との差別化を図り、実質的

な成果に結びつく施策の展望についてもお聞かせ

くださいますようお願いをいたします。

次に、市民の声から、最初に今冬の除排雪体制

についてお聞きをいたします。１０月２４日の初

雪は、一度も解けることなく根雪となりました。

１２月１２日現在の累積積雪量は２７６センチ、

平年値１９５センチ、平年比１４２％となってい

ます。本年度の除雪出動の１１月末現在名寄地区

で６回、風連地区で８回を数えている中で、オペ

レーター確保、排雪ダンプの機動力の手配など、

今冬の除排雪体制と今シーズンの見通し等につい

て御答弁をお願いいたします。

また、例年にない早い降雪で、市民の皆さんは

水分を多く含んだ積雪に重労働を強いられる雪か

きや車庫に積もった屋根の雪おろし作業に追われ

ています。この冬期間の雪かきや雪おろし作業等

の重労働作業から逃れるため、戸建て住宅を処分

して道営集合住宅への転居、また縁者を頼って旭

川や札幌、さらには降雪や積雪とはおよそ無縁の

本州への転出をする高齢者世帯が顕著になってき

ています。除雪サービスの恩恵に浴さず、家計の

支出を極力抑える高齢者世帯が思案、熟慮の末に

転居を決める、こうした除排雪離名に対する対応

について御答弁をお願いをいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。
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〇総務部長（臼田 進君） ただいま大石議員か

らは、大項目で３点にわたり御質問いただきまし

た。大項目の１及び大項目２のうち小項目の１に

つきましては私のほうから、大項目２のうち小項

目の２につきましては営業戦略室長から、大項目

の３につきましては建設水道部長からそれぞれ答

弁となりますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目の１、新年度予算編成から、小

項目の１、平成２９年度予算について申し上げま

す。まず、平成２９年度予算の現在の進捗状況と

概算要求の規模についてでありますが、各部から

の要求につきましては平成２８年１１月２５日を

締め切りとし、その後第１次の整理、財源調整な

どを経まして１２月１日から財政課長査定を実施

しているところでございます。第１次の計数整理

後の一般会計では、歳入で２１７億 ０００万円、

歳出では２３３億 ０００万円となりまして、収

支差額は１６億 ０００万円となってございます。

お尋ねの想定される予算規模につきましては、今

後予算査定の中で精査をし、総額を固める作業と

なるほか、国の地方財政計画などの状況を考慮す

る必要がございますので、明確には申し上げられ

ませんが、現段階での予算総額につきましては当

初予算ベースで２３０億円程度と想定をしている

ところでございます。

次に、平成２９年度予算の主要施策について申

し上げます。予算要求後の段階では、継続中の普

通建設事業として、例えば名寄市立大学保健福祉

学部再編事業や北斗・新北斗公営住宅建設事業の

ほか、橋梁長寿命化事業などが予算要求されてご

ざいます。また、福祉や教育、防災を初め各分野

からのソフト事業においても要求があるほか、第

２次総合計画に掲げます重点プロジェクトに対す

る事業など多岐にわたるソフト事業の要求が上げ

られている状況でございます。今後これらの事業

を精査をし、重点プロジェクトを初めとする主要

施策について決定していく運びとなります。

最後に、平成２９年度予算編成で懸念される課

題などについて申し上げたいと思います。さきの

議員協議会におきまして名寄市の財政課題として

お示しをさせていただいたとおり、２９年度予算

編成において懸念される課題につきましては、ま

ず何よりも本市歳入の約４０％を占めます地方交

付税の動向でございます。現時点では、平成２９

年度地方財政対策は明らかになってはございませ

んが、８月の総務省の平成２９年度地方交付税の

概算要求や経済財政諮問会議での２０１７年度予

算の基本的な考え方などから、現状地方交付税の

総額確保は非常に厳しい状況にあること、加えま

して名寄市においては合併算定がえのさらなる縮

減やトップランナー方式の進捗、人口減少に対す

る緩和措置の縮減など普通交付税の総額が大きく

減少するものと想定をしているところでございま

す。また、自主財源の根幹であります市税につき

ましても人口減少などの影響から減少傾向にあり

ますことから、今後はより一層歳入の確保が大き

な課題となり、当初予算編成においては基金に依

存しなければならないものと考えてございます。

このような楽観視できない状況であることから、

予算編成におきましてはこれまでの成果や効果の

検証を踏まえ、真に必要な事業についてしっかり

と厳選をしていく必要があると考えております。

続きまして、大項目の２、行財政運営に関して、

小項目の１、民間会社的発想による行財政運営な

どから、営業戦略室を例に見る組織の活性化と人

材の活用などについて申し上げます。初めに、民

間会社的発想による行財政運営についてでありま

すが、これは市の仕事は住民の幸せをつくること

であり、市民が主役であるという意識のもとに、

市民目線での親切で丁寧な住民サービスの提供や

民間的な柔軟な発想力、スピード感を持ち、地域

の財産を生かしながら明るく元気なまちづくりに

努めるということであります。その一つに観光や

交流などにおいて市長みずからがトップセールス

を含めて本市の魅力を積極的に発信するというこ

とを掲げております。この観光、交流につきまし
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ては、議員が言われますように平成２３年度から

営業戦略室を設置して事業の拡充、拡大を図って

きたところであります。現在は、業務の専門化や

効率化などの観点から、交流につきましては本年

度新設をしました交流推進課が所管をしていると

ころであります。

現在の営業戦略室では、主に商工業や観光の振

興を担当しており、特に観光につきましては平成

２４年度に策定をしました観光振興計画に基づき、

市内に限らず道内、道外への各種イベントに積極

的に参加をし、ご当地グルメなどをテーマとした

観光ＰＲなどで知名度の向上を図ってございます。

また、観光協会を初めとした民間団体と連携をし

ながら、近隣市町村との広域観光にも取り組んで

いるほか、観光関係の人材連携、育成や市民満足

度アップを目指した各種事業を展開してきており、

当初営業戦略室を設置し、組織及び事業の活性化

を目指してきたことについて一定の成果が上がっ

ているものと考えてございます。しかしながら、

残された課題も多く、さらなる取り組みが必要と

考えているところでございます。

次に、人材の活用についてでありますが、これ

までも民間で培った知識やノウハウを行政に活用

するため、民間経験者や専門的知識などを有する

職員の採用を行ってきております。また、北海道

や北海道経済産業局、地域活性化センターなどの

上部機関などへの派遣による迅速な情報収集や国

や道はもとより民間の方々ともかかわり、習得し

た幅広い知識やノウハウ、人脈を積極的に活用し、

新たな事業展開などにつなげてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 私からは、大項

目２、小項目２、ちょっと暮らし、お試し移住か

ら、これまでの経過と今後の展望等についてお答

えいたします。

平成２５年度及び２６年度に旧風連高校の教員

住宅を改修し、お試し移住住宅を風連地区に２棟

整備しており、平成２５年度で３件、平成２６年

度で１０件、平成２７年度で９件、３年間で２２

件の利用がありました。このうち５月から１０月

までの利用が１６件と冬期間の利用をふやすこと

が課題となっていたことと自家用車がない方でも

快適に生活していただけることを実感してもらう

ために、名寄市移住促進協議会で運営のもと、本

年７月よりまちなか移住住宅を名寄地区にて供用

を開始しております。

本年度のこれまでの実績ですが、風連地区の利

用は８件、名寄地区においては１件となっており

ます。名寄地区の住宅に関しては、供用開始が７

月となったことや利用料金が風連地区の住宅に比

べ割高になっていることから、利用実績が伸びて

はおりませんが、商業施設や医療機関が近いこと

や除雪作業の手間がないなどの利点のＰＲを継続

し、これからの利用につなげてまいります。

今後さらにお試し移住住宅の利活用を促進して

いくために、首都圏での相談会や情報誌でのＰＲ

はもとより、移住住宅のこれまでの事業実績をも

とに風連地区の住宅は当面現状で維持していきな

がら、名寄地区については利用料金の見直しや利

用期間の制限の緩和、また住宅形態のあり方、空

き家バンクに登録された住宅の活用などについて

名寄市移住促進協議会と協議してまいります。道

内各自治体の移住施策について、画一的なものが

多いとのお話もありますので、移住希望者の選択

肢となり得る効果的な施策が必要と考えておりま

す。体験型のお試し移住施策や移住相談会参加者

のお試し移住モニターツアーなど地域の魅力を発

見していただけるよう他の自治体と差別化を図れ

るような取り組みを推進してまいりたいと考えて

おります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村建設水道部長。

〇建設水道部長（中村勝己君） 私からは、大項

目３、市民の声からについて申し上げます。

初めに、小項目１、除排雪等から、今冬の除排
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雪体制について申し上げます。本年は、例年より

早い１０月２４日の積雪となり、１１月末現在ま

でに累積降雪量は２４５センチで、昨年の同月期

８６センチと比較するとおよそ３倍弱の降雪があ

り、既に１１月末現在で名寄地区市街地７回、郊

外地区１１回、風連地区市街地８回、郊外地区１

２回の出動により本格的に除雪事業がスタートし

たところです。

今冬の除排雪体制についてですが、今シーズン

も除排雪体制について名寄地区は名寄三信環境整

備事業協同組合、風連地区は風連環境保全事業協

同組合の２協同組合による業務委託としておりま

す。早朝の新雪除雪につきましては、通常は深夜

１時ごろに委託先業者が市内全域のパトロールを

行い、降雪による積雪が１０センチ以上またはパ

トロール時点での雪の降り方や気象情報により朝

までの積雪が１０センチ以上となることが想定さ

れる場合と降雪はなくても吹き込みにより道路上

に吹きだまりが多発している状況が確認された場

合に出動するよう基準を定めております。この出

動基準については、国道を管理している北海道開

発局と道道を管理しております旭川建設管理部の

美深、士別の両出張所も同様となっていることか

ら、降雪のあった場合の除雪出動の水準はおおむ

ね均衡が図られているものと思います。早朝除雪

の手法につきましては、昨年に引き続き雪を道路

の脇に寄せて実施するかき分け方式による除雪を

実施するとともに、路線状況によっては排雪が入

るまでの道路幅員確保及びすり鉢状の車道路面を

改善するため、積み上げ方式も採用することによ

り、市民の通勤、通学あるいは通院などの通行に

支障が出ないよう配慮し、しっかりと道路幅員の

確保を図り、安全で快適な冬の道路空間確保に努

めてまいります。

また、排雪作業についてでございますが、計画

延長として名寄地区約１３２キロメートル、風連

地区約１７キロを実施する予定で進めており、生

活道路については年１回、幹線道路については年

２回以上の排雪を実施し、積雪状況に応じて交差

点のカット排雪を実施してまいります。委託先業

者の人員体制や保有している重機による排雪作業

では、名寄、風連地区合わせて最大４セットの作

業体制となり、今シーズンの排雪作業においては

オペレーターや交通誘導員、排雪ダンプに不足が

生じないよう万全の体制を確保しております。ま

た、本年度より雪堆積場については天塩川河川敷

上流１万８７５平方メートルが追加となっており、

合計９カ所の堆積場を確保しておりますことから、

大雪時の対応としては昨年度より排雪時のダンプ

運搬の利便性が向上すると考えております。

近年各地で想定以上の降雪や積雪が発生してい

る中では、本市においてもさまざまな要件を勘案

する必要がありますことから、一概に見通すこと

は難しいと考えています。名寄市の除排雪は直営

でないことからも、委託先業者と連携をとりなが

ら降雪予測を立て、今後におきましても引き続き

快適で安全で安心な道路空間の確保に努めるとと

もに、適切な対応を図ってまいります。

次に、除排雪の過重労働による転出増とその対

策について申し上げます。昨年１２月から本年１

１月末までの６５歳以上の転出者は１２１名で、

転出先で最も多いのが札幌市で３９名、次いで旭

川市が３３名、道外は１２名となっており、一昨

年の同時期では６５歳以上の転出者が１２０名、

転出先では旭川市が４３名、札幌市が３３名とな

っているところです。転出の際には、その理由を

届け出ることとはなっていないことから、転出に

至った理由については把握できませんが、道内に

おいては札幌市、旭川市の人口集積が高いことか

ら、高齢になり子供の近くに居を構える方もいら

っしゃるのではないかと推測しております。

市の福祉施策としての除雪サービス等助成事業

においては、生活保護基準額の ３倍以下の世帯

収入で７０歳以上の高齢者のみの世帯のほか、身

体障害者、精神障害者、知的障害者、要介護認定

者のみの世帯の方も等級等により一定の基準を設
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けて対象としております。今年度の７０歳以上の

独居世帯では、年間収入額が１１３万 ０００円

を判定基準額としておりますが、身体障害者要介

護状態の方には障害者加算、住宅家賃を払ってい

る方には住宅扶助基準額を加算し、判定基準額と

しているほか、介護保険料や健康保険料等の社会

保険料を総収入から控除し、世帯の状況に応じた

対応を行っているところです。

なお、本年１０月末までに申請を受け付け、交

付決定した世帯は２３３世帯で、前年同時期より

４世帯増加しているところです。あわせて経済的

支援としては、福祉灯油支援事業費や冬の生活支

援事業費として冬期の灯油代や電気料の支援も行

っているところです。また、除雪等支援において

は、現行の除雪助成券交付対象世帯に対しまして

屋根雪おろしの助成を平成２９年度から実施すべ

く現在検討を行っておりますので、御理解をお願

いいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） それぞれ御答弁をい

ただきました。ありがとうございます。質問項目

が前後しますが、あらかじめ御承知おき願いたい

と思います。

最初に、今中村部長のほうからお答えいただき

ました除排雪についてお聞きをいたしたいと思い

ます。非常にことしは、夏の災害も含めて異常気

象というか、温暖化によるさまざまな気象異常が

出ておりますけれども、つい先日も８、９、１０、

札幌のほうで６０センチを超えるような豪雪があ

ったというような新聞報道等もあります。今後の

見通しの中でお聞きをしてまいりたいのですが、

名寄も以前７０センチ前後のどか雪があったとい

うふうにヒアリングの際にお聞きをしております

けれども、こうした想定外、想像を超える、計画

を超えるような豪雪があった場合の除排雪体制に

ついてお考えがあればお聞きをしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 中村建設水道部長。

〇建設水道部長（中村勝己君） 大石議員のほう

から想定外の降雪の対応についてということで、

考え方をということであります。先ほど議員のほ

うからもありましたけれども、平成２６年１２月

３日に１日の降雪量で７３センチという記録がご

ざいます。先ほどありました札幌のほうも非常に

降雪が多いということで、想定外ということなの

だろうと思っていますが、現状１日７３センチ降

った場合についても名寄市としては対応ができて

いたのかなというふうに実は判断をしております。

ただ、１日の降雪量ですので、降る時期というか、

時間によって降り方が違ってくるということで、

１日７３センチの内訳を言えばおおよそ朝の早朝

の除雪ぐらいまでに２５センチぐらい、それ以降

約５０センチぐらい降ったということでございま

して、ひょっとすると朝方はまだ出勤される前に

一度除雪をしているので、よかったのですけれど

も、帰宅をされたときに少し道路から車庫に入る

だとかというのが一部支障が出たのかなというふ

うに思ってございますけれども、想定外というこ

とにつきましてどこまで私ども対応を事前にする

のかということについて大変難しいというふうに

考えておりまして、特に夏場も含めて異常気象と

いうこともございますから、その辺はしっかりと

情報収集をしながら、委託先の業者とも連携をと

りながらやっていきたいというふうに考えている

ところでございます。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） ありがとうございま

す。

もう一点、こうしたどか雪、大雪に対してお聞

きをしていきたいのですが、一昨年だったかなと

思うのですが、道東で多くの、７人ぐらいだった

かなと思うのですけれども、死傷者が出たと。猛

吹雪の事故がございました。そういったときの命

にかかわる防災広報というのはどのようにお考え

なのか、もしお考えがあればお聞きをしたいと思
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います。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 本市でも昨年の冬に

冬季における防災訓練ということで、暴風雪を想

定した訓練をさせていただきました。多くの議員

の皆さんにも参加をいただきまして、改めてお礼

申し上げたいと思います。

その中でも実際の車が埋まったときを想定しな

がらやらせていただきました。法も変わって、車

の移動についても可能になったということでござ

いますので、ここは関係機関を含めて対応すると

いうふうになると思います。実を言うと、暴風雪

でいきますと私どものほうから市民の皆さんにど

の段階でどういう警報を出すのかについては、こ

れは状況に応じて判断をしなければいけないと思

っておりますが、なかなか強制的な指示等につい

ては難しい部分がありますが、危険だというふう

に考えられるときについては一番の対策は家にい

てとどまっていただいて、吹雪が、暴風雪がおさ

まるのを待っていただくということでありますの

で、私どものほうからいろいろな情報伝達手段が

ありますので、それらを通じて市民の皆さんに周

知をさせていただきたいというふうに思います。

そういった対応をさせていただきたいと思います

が、御理解いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） 御答弁をいただきま

した。ありがとうございます。

それでは、最初の平成２９年度予算から、順次

再質問を行ってまいりたいと思います。先ほど臼

田総務部長のほうから御答弁をいただきました。

２９年度の予算規模は、落ちつくところで大体当

初予算が２３０億円ぐらいに落ちつくだろうとい

うような見方をされています。先日議員協議会で

いただいた中期財政計画の中でもそうした数値が

計上されておりましたので、予想どおりというこ

とになろうかと思いますが、ただ平成２４年度ま

でぐらいは大体１９０億円ぐらいで推移してきた

名寄市の予算なのですけれども、こういった時代

の推移とともに社会保障費ですとか、あるいは義

務的経費の増加で近年は２００億円台ぐらいに超

えてきて、ここ２年間は２２０億円、２３０億円

というような大型予算になってきています。前述

の山積する懸念材料も含めて、人口３万人未満の

名寄市の身の丈に合った予算規模というのは大体

どの程度のところに落ちついていくというふうに

お考えかお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 近年予算規模が大きく

なってきているということの背景には、大型事業、

特にハード物がここ最近続いているところであり

ます。それと、更新しますと若干維持管理経費等

の部分についても大きくなっている経緯もありま

す。特にＥＮ―ＲＡＹホールなんかは、今イベン

トからスタートダッシュというところがあります

ので、多少初年度はいろんな経費がかかってくる

かなというふうに思っておりますが、中期財政計

画あるいはこれからの財政課題の中でもお示しし

ましたとおり、公共施設の老朽化の対応というの

は今後も出てくるところであります。まだこの２

００億円を超えるような予算規模は、いましばら

く続くのではないかなというふうには考えており

ます。ただ、これは名寄市の事業規模だけのお話

ですので、これに伴う予算、特に歳入、交付税、

ここがどうなるか、ここの関係によっては財政規

律でお示ししましたとおり、いろんな財政指標、

それから公債費の管理をいかに適切にやっていく

かが鍵にはなると思います。市のほうで組まなけ

ればならない事業、これをやりたいという事業だ

けでは恐らく予算規模は想定できていませんので、

さらに歳入がどういうふうに入ってくるかによっ

ては事業規模はいろんな形で推移しますけれども、

現行公共施設の老朽化についてはいろんな複合化

ですとか、機能の確保ですとか、そういう面にも

置きながらやりますけれども、２００億円を超え

る事業規模についてはいましばらく続くのではな
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いかなというふうに見ております。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） わかりました。

それでは、２点目でちょっと具体的に１１月１

日付で加藤市長あるいは臼田総務部長のほうから

訓令あるいは事務連絡が通達されています。ちょ

っとその中でお聞きをしたいなというのがござい

ますけれども、その中でお二人とも、この２つの

文書とも共通項がございまして、市民ニーズの的

確な把握ということで触れておられたのですが、

当然市民ニーズはそれぞれ的確な方法で把握はさ

れているのだろうと思うのですけれども、先日こ

れケーススタディーで紹介をしたいなと思うので

すけれども、小学校校区で設けられている安心会

議というの、そういう場に臨む機会がございまし

た。ちょうど平成２９年度の予算案の試案という

ものが会議の中で提出をされていたのですけれど

も、その主な柱というのは予算総額というのは大

体７万円という規模ですけれども、値上げの申請

が課題として上がっていました。校区内の町内会

の負担金をめぐってそれぞれ三、四十人の構成員

の方が出席をしてお話をされていたのですが、今

まで１０戸を１口として２００円とするものを５

０％アップの３００円にしたいという試案なので

す。ただ、その値上げの柱になっているのは、青

色回転灯の車の燃料費を少し多目に見たいのと、

あるいは安心会議で供されるペットボトルのお茶

代というような極めて地味な値上げなのですけれ

ども、かなり真剣な議論が行われておりました。

結局そのときの会議の場で結論を見るに至らず、

後日役員会あるいは練り上げたものを再度提案を

したいということで落ちついたようでございまし

た。ただ、こうした児童の安全で安心な教育環境

の推進にボランティアとして携わっている市民の

皆さんや小さな団体の声、こういったものを的確

に把握する手法というのがこうした小さな市民あ

るいはニーズ、そういったものを予算に反映して

いく。とるべきニーズの的確な把握の方法という

のがあれば、もしやっているとすればその事例紹

介でお願いをしたいと思いますが。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ケーススタディーと

いうことでありましたけれども、全般的な話をさ

せていただけると、さきにお示しをした総合計画

が市民の皆さんにつくっていただいたものであり

ますので、そこを柱に進めるというのが１つあり

ますし、毎年の中でそこを見直しをするという話

しさせていただきましたが、ここは私どもも市民

の皆さんといろんな場面で御意見をいただく機会

というのがあるというふうに思っています。１つ

は、まちづくり懇談会で広く皆さんからいただく

というのがありますし、各部局にはそれぞれ専門

の委員会等附属機関がございますので、そこを通

じて意見をいただくというのもあります。あるい

は、各団体から直接要望をいただくというものも

ありますので、それらを含めて意見をいただくと

いうことであります。当該の今いただいた安全安

心会議についてでありますが、ここはスタートが

ボランティアでスタートしたということがありま

すので、現状の中でいうとスタートのときに市の

ほうから一定程度のものを提供したというのがあ

ったのでしょうか、ボランティアということで進

んでいると思います。それぞれ所管がございます

ので、こういった安全安心会議に限らず、そうい

った関連の会議には所管のほうが出席をしますの

で、その所管を通じて予算編成などの段階で必要

なものについては御意見を吸い上げるというシス

テムができておりますので、そういった機会の中

でこれらの声も聞かせていただくような形ができ

るかというふうに思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） ともすればこうした

比較的声の小さい市民や団体の声というのは意外

とニーズを聞き取りにくいという側面もあろうか

と思いますので、ぜひともアンテナを張りめぐら

せて的確にニーズの把握に努めていただきたいと
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思いますが、予算では最後の質問になろうかと思

うのですけれども、臼田総務部長発令の文書の末

尾に自主財源の確保に向けた取り組みについて各

課で十分に検討することというふうに明記されて

おりましたけれども、各課で検討すべき自主財源

確保の取り組みというのは具体的に各課でどのよ

うな取り組みというのを喚起しているのでしょう

か。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 自主財源の確保とい

うことでありますので、それぞれの事業取り組み

に当たって国、道あるいは財団も含めてさまざま

な補助制度がありますので、それらの掘り起こし

をするということが大きなところかと思いますが、

職員に対する喚起というところでいきますと、こ

の予算編成に当たっては職員を集めてその趣旨に

ついて周知徹底を図るという会議を開催させてい

ただいておりますので、それらの会議を通じなが

ら自主財源の確保に向けて一層の取り組みをお願

いしたいということでお話をさせていただいてお

りますし、会議に出席できない方もおられますの

で、それは町内にそれぞれの掲示板等を通じて職

員１人ずつに周知をさせていただいております。

さらには、今財政課長が予算編成に当たってお

りますけれども、その査定においても各部局に必

要なそういった自主財源の掘り起こしについても

改めて指示をしておりますので、これらを通じて

確保に向けて取り組むということで御理解いただ

ければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） というお話でござい

ました。

私のほうは、本市の自主財源比率というのを平

成２３年度からさかのぼって拾ってみました。数

値で見ると、最低値は平成２７年度の２ ６％で、

最高値は平成２５年度の３１％、文字どおり３割

自治の数値的な見本だなと思うのですけれども、

ただ先日の議員協議会で提示をされた総合計画第

２次分で前期計画の中期財政計画の中では寄附金

は ０００万円を見込んでいるというような文言

が明記されていました。この寄附金の ０００万

円というのは、おおむね第３回定例会の決算委員

会でもお願いをしたところではありますけれども、

大方ふるさと納税に寄与するところがあるのだろ

うと思います。平成２６年度は １８７万円、平

成２７年度は ２０８万 ０００円というように、

毎年度 ０００万円を見込むのはこうした数字を

見ていてもある意味で順当なところなのかなとい

うふうに思うのですけれども、ただ臼田総務部長

が文書の中で発令をしている自主財源の確保に向

けた取り組みについて各課で十分に検討すること

というふうに書いてございますので、単にお言葉

だけではなしにＰＤＣＡあるいは予算編成、行動

プロセスで運用されていくのなら、判で押したよ

うに毎年 ０００万円というふうな数字にはなら

ないというふうに考えるのですが、この点はいか

がですか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 寄附金 ０００万円

のところでありますけれども、ここはある意味で

はふるさと納税を見込みながら計上させていただ

いたところであります。このふるさと納税につい

ては、実を言うと御存じのように私の所管であり

ますので、事務連絡に限らずに所管のほうに、担

当のほうには改めて議員が言われたようにＰＤＣ

Ａをもってしっかりと見直しをするようにという

ことで話をさせていただいておりますし、市長か

らも具体的な指示をいただいているところであり

ますので、次年度に向けての見直し作業、今検討

させていただいているということであります。

具体的に言いますと、返礼品の見直しはもとよ

りでありますけれども、寄附をいただいた方への

フォローアップ的な部分も必要だろうということ

は考えておりますので、そこも含めて、あるいは

ふるさと納税の使途をもっとわかりやすい形で、

御寄附いただいた方にもこういうふうに使われた
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のですよというお知らせをしたりだとか、寄附を

いただくに当たってもより具体的にその使途がわ

かるほうが皆さん御協力いただけるのでないかと

か、あくまでも例ということでありますけれども、

そういったような形で複数の視点から見直しの作

業を進めているところでありますので、もう少し

お時間をいただければというふうに思っておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） もう少しお時間をと

いうことでございました。ただ、前回の定例会に

おける決算委員会の中でも申し上げたかなと思う

のですけれども、手法によっては徴税を超える、

大幅に上回る寄附があったり、あるいは歳入総額

の１０％に相当するような、３５億円、４３億円

というような寄附金を募っている自治体もあると

いうことですから、名寄市も先ほど来橋本副市長

のほうから入るをはかって出るを制するみたいな

財政の要点についてお話がございましたから、入

るをはかるということの観点からぜひともこの手

法は真剣に取り組んでいただければというふうに

考えます。

次に、民間会社的発想による行財政運営につい

てお聞きをしてまいりたいと思います。加藤市長

は初当選後、平成２２年度の市政執行方針の中で

民間の視点という言葉を捉まえておられました。

同じく第一義に民間会社的発想による行財政運営

とうたっておいて、こういう民間の視点という言

葉を使っておられました。同じく２期目の平成２

６年度の市政執行方針の中では、３つの政治姿勢

を掲げながら第一義の民間会社的行財政運営とい

う中で民間の発想力とスピード感という言葉をキ

ーワードに使っておられました。いずれも執行方

針等の抜粋ですけれども、１期目の初年度は民間

の視点、あるいは２期目の初年度は民間の発想力

とスピード感という言葉を使っておられた。加藤

市長にお伺いをしたいと思うのですが、今さらな

がらで大変恐縮なのですけれども、加藤市長が掲

げられている民間会社的発想を生かした行財政運

営のうち、民間会社的発想とは何かについてわか

りやすく説明をいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 初当選後に、その１年後

の２３年４月から営業戦略室というのを立ち上げ

たわけでありますけれども、私が思うに公共と民

間の組織の運営の大きな違いというか、この仕事

があって、ないというのは営業だというふうに思

ったのです。営業というのは、それぞれの事業の

中で主体となる方たちへの、お客さんであったり、

あるいは我々だったら市民だということになるか

もしれませんし、またあるいは財政的なものにお

いて一定の利益、利潤をもたらすべき行為だとい

うことが営業だというふうに思います。そのため

に営業戦略室は、今までばらばらになっていた、

とりわけ外貨を獲得する重要な部門である産業振

興だとか、移住、定住の関係、交流だとかとした

ことをまとめて、これを戦略的に連携させて相乗

効果を発揮させて利潤を高めていく、付加価値を

高めていくと、そういうことでこの組織を発足さ

せたということであります。

私も民間営業をやっていたので、新しい事業に

取り組むときに、新規開拓をするときに必ずまず

は断られて失敗するということが常だと思います

が、行政はどちらかというと市民の信頼を得て、

法律に基づいてしっかりと失敗のない仕事をして

いくということが一つの価値なのかなというふう

にも思いますが、一方でこれだけ環境が目まぐる

しく変わっていく中で、さらにはある意味では自

治体間の中での、地域間の中での競争と言われる

中で、やはり挑戦する姿勢、失敗してもまた再度

頑張るという雰囲気づくり、さらにはスピード感、

こういったものも今求められているのだろうし、

そうしたことの姿勢が市民にも共感を得ていくの

ではないかというふうな思いで民間的発想と。そ

して、営業戦略室を立ち上げたということであり

ます。営業戦略室を立ち上げたのですけれども、
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それだけでなくて、その思いはそれぞれの全部署

に大切なことである、必要なことであるという思

いのもとにこれまで走ってきたつもりであります

けれども、ここにきてスポーツの分野であります

とか、農業の分野、さまざまな分野でそうした思

いが少しずつ伝播しているのかなというふうにも

思いますけれども、一方でまだまだ足りない部分

もあるということで、先ほど臼田部長からも答弁

ありましたけれども、そうしたところをさらに加

速させていきたいという思いでおります。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） やはり民間で培った

そういう民間企業的発想というのは、さすがにつ

け焼き刃ではない多くの深いものがあるのだなと

いうふうに改めているところではございますけれ

ども、確かにおっしゃるように民間は商品を提供

して、その対価として代金を受け取る。自治体も

同じく行政サービスを提供して、ある意味で手数

料あるいは使用料、そういったものをいただいて

いるというところでは、全く民間的発想を取り入

れるに当たらないということはならないだろうと

私も思っています。確かに市長がおっしゃるよう

に、そういうような営業戦略室を立ち上げること

によって各部署、あるいはばらばらだった業務を

統廃合することで効率的な行財政運営も可能にな

ってきた。そして、その持っている力が各部各課

に伝播して新たな事業の創出にまでつながってい

るのだというお答えをいただきました。ただ、も

う一度確認をしたいところなのですが、以前散ら

ばっていたそういう事業あるいは業務を統合する

ために営業戦略室として立ち上げたというところ

なのですけれども、ことしの４月に交流推進課と

いうのが、それまで一緒になっていたものが今回

独立をして少人数精鋭でやっておられます。あえ

て統合したものを一端切り離すという狙いについ

て、もう一度わかりやすくお話をいただけますか。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ４月から交流推進課を

分けさせていただきました。交流推進課というと

ころで交流事業に特化したセクションというふう

につけているわけなのですけれども、中身はそこ

が核になりますけれども、必ず交流推進とプラス

アルファの形で今動いております。当然交流した

先にあるものを見据えるとなると、ほかの部門と

一緒にタイアップしながら今移っているところで

あります。こういうやり方をとった背景につきま

しては、営業戦略の中で交流部門持っていたわけ

なのですけれども、それぞれの対応する人的な対

面ですので、そこの部分がある程度一定の人と人

との対面でないとその次の展開ができないだろう

ということもありましたので、営業戦略の従前の

状況ですと毎年度対応する人間がかわるだとか、

そういうようなことがありましたので、一度そこ

は整理させていただきたいということで分けたと

いう次第であります。現実には、交流推進課の仕

事、例えば台湾ですとか行きますと必ず営業戦略

あるいは経済部サイドの中にありますので、そこ

との情報交換を密にして分断されない形でやって

いるところであります。できるだけ動きやすい形

をとるというのが主眼であります。御理解いただ

きたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） 交流推進課の独立は

小回りがきくのだということで、独立をさせたい

ということでございました。わかりました。

あと、今回の質問の趣旨は組織の活性化と人材

活用ということですから、総体的に、総論的に組

織活性化の観点から人材育成と人事評価あるいは

職員提案制度、給与制度についてちょっとざっと

ですが、お聞きをしてまいりたいと思います。時

間が切迫をしておりますけれども、かなりはしょ

りたいと思いますが、躍進企業の例を見ていくと、

人材を会社の資産として集めて育てて最善を尽く

していくという、そのために研修制度に力点と軸

足を置いているケースが多いなというふうに考え

ております。市長が尊敬されている星野さんです
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か、そういった方もそうですし、いろんなチェー

ン展開をやっている大企業等のＣＥＯの話を、あ

るいは文書で読んでいくと、かなり社員に研修制

度に力点を置いた、社員の教育に力点を置いてい

るというところがございます。それは、経営トッ

プの方々の考えを直接理解して、あるいは共有し

ていただくという、そういう観点を研修制度から

取り入れているのだと思うのですけれども、ＣＥ

Ｏが何を考え、求め、やりたいのかという熱意を

ただ末端の社員は私は下っ端だから関係ないとい

うような意識を持たれては、同じ目標に向かって

同じ考えを共有していく企業としては大変マイナ

スなイメージになってしまうと。現実に数字的に

あらわれてくるだろうというふうに考えるのです

けれども、こういった同じ目的に向かっていくた

めには社員の研修制度に力点を置いているのだと

いうＣＥＯの文書を読んでいくとなるほどなとい

うふうに考えております。

ところで、名寄市の研修というのも２７年度の

実績をこの中から拾ってはあるのですけれども、

例えば市長あるいは副市長、総務部長が講師にな

って自分たちの考える名寄市のまちづくり、ある

いはそういったものを一般の職員まで同じ思いを

共有していくために、皆さんが講師となってやっ

ておられる研修というのはこれまでに実施された

経緯があるのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ここは、私どもも取

り組みをさせていただいています。私も講師をさ

せていただいて、職員に話をさせていただいたと

きもありますし、副市長あるいは市長が講師にな

ってそのお考えを職員に直接お話をしていただい

て、研修をさせていただくという機会も設けてお

りますので、御理解いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） 最後になろうかと思

いますが、先ほどの躍進企業のＣＥＯ、最高経営

責任者の方々の文書を読んでみますと、私たちＣ

ＥＯが興味を持たない、あるいは関心を持たない

研修はしないと。それだけ研修の担当部署はそう

いうふうに意識を持って研修内容あるいは講座の

セレクトをやっているのだろうというふうに思う

のですけれども、具体的に市長、副市長、総務部

長あるいは教育長の方もいらっしゃいますけれど

も、皆さんのほうからこの研修はぜひ実施をして

ほしいのだなんていうケースはこれまでにおあり

ですか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） これは、具体的に例

えばこの人の話をぜひ職場の中で職員に聞いてほ

しいのだというのは、そういったものも含めて理

事者のほうから指示があって開催した研修なども

あります。

〇議長（黒井 徹議員） 大石議員。

〇１２番（大石健二議員） 最後になりますが、

営業戦略室の５年間を経た今ということでお話を

聞きたかったのですが、かなり時間がなくなって

しまいました。私は市長の思いが十分わかっては

いるのですけれども、営業戦略室に対する概念が

ちょっと私とは違うのかもしれない。営業戦略室

というのは、名寄市というまちを一つの会社に見

立てていかに稼いでいくかという、それを専門的

に考えていく部署であってほしいというふうに考

えているものですから、ぜひ民間の力を導入して

地域を変えていく、そういうために力を結集して

いただく部署として活躍をしていただきたいとい

うふうに考えているのですけれども、時間がなく

なってきましたので、次回にまた機会があればお

話をしたいと思います。

以上でございます。ありがとうございました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で大石健二議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午後 ０時０２分

再開 午後 １時００分
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〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

観光事業の充実について外２件を、佐久間誠議

員。

〇８番（佐久間 誠議員） 議長より御指名いた

だきましたので、通告順に従い大項目３点につい

て質問いたします。

大項目１の観光事業の充実について、本市にお

いては地域の活性化を目指して多様化する観光ニ

ーズに対応しながら、自然、スポーツ、文化的な

観光資源を生かし、交流人口の拡大を図るべく鋭

意努力されているわけでありますが、観光事業と

して取り組まれている一つ一つのイベントが有機

的なつながりを持って相乗効果を発揮されるもの

になっているか、まちが一体となって応援し、宣

伝、発信される体制が構築されているのかについ

て市民の皆さんから御意見をいただいているとこ

ろでありますので、幾つかお尋ねいたします。

まず、小項目（１）、冬季イベントとして北の

天文字焼の知名度向上をについてでありますが、

観光事業を広く促進し、盛り上げていく上で、Ｎ

ＰＯ法人なよろ観光まちづくり協会は本市にとっ

て重要な位置づけにあると思いますが、年間のイ

ベント計画や確定など名寄市となよろ観光まちづ

くり協会との連携関係、打ち合わせはどの程度密

に行われているかお知らせいただきたいと思いま

す。

また、北の天文字焼は冬期間の大きな集客イベ

ントとなり得るもの、広域連携観光の可能性の視

点からも大変有力なイベントと考えられますが、

私の見たところなよろ観光まちづくり協会で出し

ているどのパンフレットにも北の天文字焼につい

て掲載されていないのはなぜかお伺いいたします。

小項目（２）、北の天文字焼のギネス挑戦への

支援策について。天文字焼実行委員会では、天文

字焼を全国に向けてＰＲすることを目的に火でつ

くった大きな文字、これは燃焼装置と数というこ

とで世界標準記録を２５０に設定し、名寄は２７

０の燃焼装置を準備しているということで、ギネ

スワールドレコーズジャパンに申請し、受理され、

ギネスの認定に挑戦することとなったとお聞きし

ました。認定をより確実にする方法として公式認

定員の招聘を準備しているものの、必要経費など

の捻出に苦心しているとの話も聞いております。

市としても何らかの支援策が必要と考えますが、

このあたりの対応について考えていることがあれ

ばお聞かせください。

小項目（３）、ピヤシリ山の夏期間の活用と宣

伝方法についてであります。日進地区は、スキー

場として冬季はにぎわいを見せますが、ピヤシリ

山の夏期間の活用についての議論は伝わってきま

せん。振興公社にかかわる事項でもありますが、

本市としてのピヤシリ山夏期間の活用と宣伝方法、

恵まれた自然を生かしての財政に余り負担感のな

い売り込み方などの検討はどのようにされている

かお伺いいたします。

健康づくりに余りハードでない安全な低山登山

の愛好者もいることから、低山登山と山頂近くに

位置するピヤシリ高層湿原、山に自生する植物な

どもＰＲし、なよろ温泉への入り込み客の増加を

図ってはどうかと考えておりますが、市のお考え

についてお伺いしたいと思います。

次に、大項目２、宗谷本線の維持、存続を図る

取り組みについて、小項目１、国、道、ＪＲ等へ

のこれまでの要請経過について。９月議会でも質

問をし、本定例会冒頭市長の行政報告の中でも触

れられていましたが、ＪＲ宗谷本線名寄―稚内間

がＪＲ単独で維持困難な線区として発表され、動

きが急になってきております。宗谷本線活性化推

進協議会会長として、この問題では加藤市長を先

頭にさまざまな御努力を重ねられていることに市

民の皆さんからの評価もいただいているところで

すので、引き続き御奮闘をお願いしたいと思いま

す。そこで、９月議会以降改めて関係機関との要

請に際してやりとりがなされた中での特徴的な経

過についてお知らせください。
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小項目（２）、今後の維持、存続運動の視点に

ついて。日高線などでは、存続を求める自治体に

毎年２億円の負担がＪＲ北海道から求められてお

ります。沿線自治体７町で維持費としてかかるの

が毎年１３億 ０００万円余りというふうに聞い

ております。ＪＲ北海道の所有する車両の老朽化、

土木構造物の老朽化などを考えると、私は自治体

負担には限界があり、無理だと考えております。

むしろ国の総合交通政策、審議会における北海道

の位置づけを変えさせるべきだと思っております。

また、高橋はるみ知事が委員を務めるＪＲ北海道

再生推進会議も選択と集中などと言っております

が、収益だけを言うと開業したての北海道新幹線

含めて全てが赤字なわけで、自分の首をみずから

絞めるようなＪＲ北海道再生推進会議の議論には

危機感を覚えているところであります。ＪＲ北海

道を維持、存続させるためには、国鉄を分割民営

化した当初に策定した経営安定基金の運用収益を

国に対してまずは年間５００億円程度恒常的に担

保させることが必要と考えておりますが、今後の

維持、存続運動の視点について本市の考えをお聞

かせください。

次に、大項目３の再生可能エネルギーの利活用

についてであります。小項目（１）、名寄市の再

生可能エネルギー施策について。平成２４年から

２５年にかけて名寄市は新エネルギー、省エネル

ギーのビジョンとしてパブリックコメントを実施

し、太陽光発電を再生可能エネルギーのメーンと

して普及を優先するとし、これまで市民へも広め、

公的施設等でも太陽光発電を一部利用していると

思いますが、設置箇所数や効果などの実績等につ

いてお知らせください。

小項目（２）、今後の公的施設等への利活用の

考え方について。第２次総合計画の中でも新エネ

ルギーの導入ということで触れられており、公共

施設への新エネルギーや省エネルギーの設備の整

備について、経済性や導入効果などの総合的な判

断をした上で可能な施設への導入に努めるとの方

向性が示されていますが、地球温暖化など環境負

荷への対応として二酸化炭素削減の観点からも積

極的な利活用が求められていると思います。今後

建設を予定する公的施設だけでなく、既に建設さ

れている大型公的施設への導入や増設等も考えて

いくべきと思いますが、このあたりの本市のお考

えをお伺いいたしまして、この場での質問とさせ

ていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 佐久間議員から

は、大項目３点にわたり御質問をいただきました。

大項目１については私から、大項目２及び３につ

いては総務部長から答弁させていただきますので、

よろしくお願いいたします。

まず初めに、大項目１、観光事業の充実につい

て、小項目１、冬季イベントとして北の天文字焼

の知名度向上についてお答えいたします。観光事

業に取り組むに当たり、観光団体との連携は必要

不可欠であり、特に観光協会については行政と車

の両輪であると認識しております。本市では、旧

名寄市及び旧風連町から行政の役割として観光施

設整備などのハード事業、観光協会の役割はイベ

ントや観光案内等のソフト事業を担い、それぞれ

役割を分担し、観光事業を行ってきた経過があり

ます。合併後においては、平成２４年度にオール

名寄で観光の推進に取り組むために名寄市観光交

流振興協議会を設立し、事務局体制についても行

政と観光協会で行う等、近年はそれぞれの観光協

会と連携を密にとりながら、観光事業に取り組ん

できております。年間の計画についても各協会の

年度当初の総会から各イベントの実行委員会まで

協会の理事やオブザーバーとして、また実行委員

として会議を初め事業実施に当たっても人的支援

など積極的にかかわってきております。

現在配布している観光パンフレットは、平成２

７年度の事業で、作成に当たっては観光協会に作

成を委託しており、紙面の構成の際は市の担当者

も内容について確認を行っております。御指摘の
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ありました北の天文字焼が冬の観光イベントとし

て掲載されていないことに関しましては、それぞ

れの認識の低さと反省しておりますので、次回作

成時においては他の事業も含め掲載内容について

十分協議を行って決定してまいります。

次に、小項目２、北の天文字焼のギネス挑戦へ

の支援についてお答えいたします。今回の北の天

文字焼の火文字のギネス認定を目指すに当たって、

実行委員会とは別にギネス挑戦を支える会が発足

したと聞いております。同団体からそうした要請

が本市にあれば対応を検討していきたいと考えて

おりますので、御理解くださいますようお願いい

たします。

次に、小項目３、ピヤシリ山の夏期間の活用と

宣伝方法についてお答えいたします。ピヤシリ山

については、これまで観光パンフレット等に掲載

される際も冬期間の樹氷やモンスター現象など冬

に関連したものが多く使われてきました。観光資

源としての整備は、ピヤシリ観光道路として名寄

側からの山頂に続き、道路は適宜整備を行い、ま

た中間ログハウス樹氷や山頂避難小屋についても

同様に維持管理を行い、観光客や登山利用者に快

適に利用いただけるよう取り組んできております。

道路を含めた同地区は、ピヤシリ自然休養林とし

て名寄市、下川町、上川北部森林管理署など関係

機関で構成するピヤシリ自然休養林保護管理協議

会を設置し、自然環境の保全、環境と快適に利用

いただくため、登山道の案内看板や注意看板の保

守点検を行ってきております。また、６月から１

０月までは名寄振興公社に休養林敷地内の清掃、

巡視業務を委託し、冬期間はピヤシリスノーモビ

ル協会に補助を支出し、巡視業務を行っていただ

いており、山菜時期を含む避難防止にも備えてい

るところであります。

御質問にありました夏期間の活用については、

ゲレンデでもある九度山もあわせて低山登山とし

て初心者にも気軽に登山を楽しんでいただける地

域でもあります。下川側からの登山道は、下川山

岳会の主催で町民登山が毎年行われており、名寄

側からも山菜時期や社会教育団体等の利用など多

くの市民が入山をしております。しかしながら、

登山道としては一部の山岳ガイドや山岳誌等で紹

介はされておりますが、観光資源としての利活用

はこれまで積極的に行われてきませんでしたので、

昨年度に観光交流振興協議会では地域の魅力を発

見していただくことを目的に市民にモニターツア

ーを実施し、ピヤシリ山の登山を行いました。今

後冬期間のスキー場とあわせ、サンピラー温泉の

利用につながるようなＰＲについて名寄振興公社

とも協議をしてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 私のほうからは、大

項目の２及び３について申し上げます。

初めに、大項目の２、宗谷本線の維持、存続を

図る取り組みについて、小項目の１、国、道、Ｊ

Ｒなどへのこれまでの要請経過について申し上げ

ます。本定例会冒頭市長の行政報告の中でも御報

告をさせていただきましたが、本市が会長を務め

る宗谷本線活性化推進協議会において新たに旭川

市、比布町、幌加内町、西興部村の４市町村と議

会を構成員として、また上川総合振興局、宗谷総

合振興局をオブザーバーとしてそれぞれ迎え、１

１月２日には国土交通省、北海道運輸局、北海道

及びＪＲ北海道へ、１４日には国土交通省鉄道局

及び道内選出国会議員へそれぞれ宗谷本線の維持、

存続に向けて要望を行ってきてございます。

また、新たな動きとして上川管内にある宗谷本

線、石北本線、根室本線、富良野線がＪＲ北海道

単独では維持することが困難な線区の対象となっ

ていることもあり、現在上川地方総合開発期成会

の事務局であります旭川市が中心となり、宗谷地

域総合開発期成会、オホーツク圏活性化期成会と

も連携をし、取り組む動きも出てきており、引き

続き路線維持に向けての取り組みを進めてまいり

ます。
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次に、小項目の２、今後の維持、存続運動の視

点について申し上げます。１１月１８日にＪＲ北

海道は単独では維持することが困難な線区につい

て発表を行いました。その中で宗谷本線名寄―稚

内間は輸送密度が２００人以上 ０００人未満の

対象線区とされており、本市としても極めて重大

な課題と受けとめているところであります。ＪＲ

北海道は、この線区について鉄道を維持する仕組

みを地域と相談したいとしております。仕組みの

一つとして、上下分離方式の考え方が注目されて

いるところでありますが、分割民営化された当時

赤字補填策として基金が積まれ、運用益により持

続する仕組みがつくられましたが、低金利時代の

影響によりＪＲの経営スキームが崩れる状態とな

っており、加えて公共交通の観点からも沿線自治

体のみが費用負担する考え方には疑問が残るとこ

ろであり、また自治体の財政状況からも困難と考

えられますことから、鉄路維持、存続に向け国、

道の考え方を確認するとともに、国からの支援に

ついて要望活動を継続してまいります。

また、全道的な公共交通のビジョンの提示を求

めていた動きの中で、北海道においては地域公共

交通検討会議に学識経験者、ＪＲ、自治体などで

構成する鉄道ネットワークワーキングチームを設

置しており、年度内にビジョンを示す予定となっ

ておりますので、今後も動向を注視してまいりま

す。

続いて、大項目の３、再生可能エネルギーの利

活用について、初めに小項目の１、名寄市の再生

可能エネルギー施策について申し上げます。本市

では、平成２５年２月に新エネルギーの導入、省

エネルギーの推進により二酸化炭素の排出量削減

を目指す名寄市新エネルギー・省エネルギービジ

ョンを策定いたしました。このビジョン策定に当

たり、本市における新エネルギーについてそれぞ

れ賦存量及び経済性や環境性、普及性などの観点

から、その利活用の可能性について検証を行い、

太陽光発電が最も有望であることから、公共施設

の整備や大規模改修時に太陽光発電などの導入を

検討することとしております。

御質問いただいた公共施設での再生可能エネル

ギーの導入状況につきましては、名寄小学校、名

寄南小学校改築に伴いそれぞれ約１０キロワット

の太陽光発電を導入してきており、学校の消費電

力の約８％を賄ってございます。

また、公共施設の再生可能エネルギーの導入検

討とあわせて一般家庭住宅への普及促進を図るた

め、平成２５年度から最大４キロワット、補助金

額で２８万円を上限にこれまで４６件の太陽光発

電導入補助を行ってきており、並行して民間の太

陽光発電も一定の進捗が見られる状況となってご

ざいます。

次に、小項目の２、今後の公的施設などへの利

活用の考え方について申し上げます。今後の公共

施設などへの再生可能エネルギーの利活用につき

ましては、既存施設への導入につきましてはコス

ト高となりますことから、まずは新たな施設整備

や大規模改修時に地域資源や施設の特性に考慮す

るとともに、経済性や導入効果などを総合的に判

断をし、再生可能エネルギーの導入を検討してま

いりたいと考えてございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） それぞれお答えをい

ただきました。

それで、再質問させていただきたいのですが、

水間室長のほうから北の天文字焼の関係でお答え

いただいたのですが、次回からパンフレットに載

せたいということなのですけれども、その次回と

いうのは来年ということで考えていいのかと。そ

の辺ちょっともう一回お答えいただきたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 観光パンフレッ

トにつきましては、年度ごとに更新させていただ

いているということでありますので、新しいパン
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フレットは来年度また新しく構成し直して作成す

る予定ですので、来年度のパンフレットというこ

とで考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） 理解しました。

再質問なのですけれども、名寄でのそれぞれの

イベントなどで集計されておりますアンケートを

見ますと、市外から来る１５％ほどの人がチラシ

や広告を見てイベントに来ていただいているとい

う結果もあることから、やっぱり私はパンフレッ

トでの宣伝は非常に重要だというふうに思ってお

ります。それで、北の天文字焼なのですけれども、

先般私も語る会に赴きまして、いろいろ交流させ

ていただいたのですけれども、１９８９年から２

３年間続いて、間で２年の中止を経て再開して、

来年で再開４回目となるということで、合わせる

と２７回やっていることになります。四半世紀を

超す名寄の冬季イベントということで、今や風物

詩になっている。それで、先ほど御質問したのは

やっぱりそういう皆さんから何で天文字焼が載っ

ていないのかという疑問の声が寄せられていると

いうこともありまして質問いたしました。先ほど

お話あったように、来年のパンフレットの中には

やっぱり北の天文字焼が載っているということで、

ぜひお願いをしたいというふうに思っています。

それで次に、名寄の雪質日本一フェスティバル

と連動させた北の天文字焼の同一時期開催につい

て、２０１６年は同一時期開催だったのですけれ

ども、２０１７年は別々に開かれるというふうに

お話を伺っております。関係者間を調整して、先

ほどさまざま打ち合わせなども密にやられている

ということでありますから、同一時期開催をやっ

ぱり働きかけて、相乗効果によってまちの活性化

に結びつけるべきではないかというふうに考えて

いるのですが、なぜ来年は同一時期開催ができな

くなったのか、この点についてお答えいただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 開催時期につき

ましては、雪質日本一フェスティバルが北の天文

字焼より早い時期の開催となってしまったという

結果になってしまいました。こちらについては、

いろいろ雪質日本一フェスティバルの実行委員会

の事情と、また昨年度から温暖化の影響もあると

思うのですけれども、国際雪像コンクールの雪像

が日曜日の最終日には崩れるといった状況もある

ということで、それらも含めて今回残念ながら開

催日がずれていたというような結果になってしま

いました。しかし、その部分については雪質日本

一フェスティバルのＰＲと連動した形で、雪質日

本一フェスティバルの実行委員会にも働きかけて

まいりたいと思いますので、北の天文字焼と一体

的なＰＲということで今回させていただきたいと

いうことで考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） 温暖化の関係だとか、

実行委員会の都合だとか、いろいろあるというふ

うに思うのですけれども、特に天文字焼が来年は

２月１８日に行われる。雪質日本一フェスティバ

ルは、２月１０日から１２日に行われると。雪質

日本一フェスティバルの２月１０日から１２日と

いうのは、さっぽろ雪まつりがこれは２月１日か

ら１２日までとなっておりまして、重なっている

のです。それで、集客力というか、そこだけを考

えますと旭川もやっていたり、いろいろやってい

るのですけれども、さっぽろ雪まつりとなるとか

なり札幌に人がとられる。最終日のところが名寄

の雪質日本一フェスティバルと重なってしまうと。

外からお客さんを持ってくるということになれば、

やっぱりこれは重ならない日を調整するべきでは

ないかというふうに思っているのですけれども、

ここら辺水間室長のお考えをお伺いしたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 雪質日本一フェ

スティバルの開催については、今年度の開催につ
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いては今佐久間議員からおっしゃられましたよう

に日にちが決定しております。ただ、今回の部分

については雪質日本一フェスティバルについては

正式決定ということなのですけれども、今回の雪

質日本一フェスティバルの検証を踏まえて、来年

度以降の部分については北の天文字焼と連携する

形でできるのかどうかも含めて、反省も含めて検

討していきたいということで考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） 検討していただける

ということですから、ぜひ同一時期開催を検討し

ていただきたいと思うのですが、やはり日中はな

よろ雪質日本一フェスティバルで雪像を見て、そ

して明るい中での催し物で楽しんで、夜は北の天

文字焼と花火を堪能して、そして宿泊していただ

くと。名寄のまちに宿泊していただくということ

であれば、これはホテルも飲食店も潤うのではな

いかというふうに思うのです。さまざまなイベン

トというのは、名寄に泊まっていってもらうこと

を主体に考えて、そしてあるいは同一時期開催に

よって相乗効果を上げるというようなことをぜひ

働きかけていただきたいと思うのですけれども、

ここら辺について経済効果性と、それからやっぱ

りイベントも相乗効果を上げるような形に持って

いくということについて室長のほうからお答えを

いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 今佐久間議員の

ほうからさまざまなアドバイスをいただきました。

こちらの部分については、先ほど申し上げました

ように今年度についてはそれぞれの実行委員会の

事情で開催日が決まってしまった結果があります

けれども、それらを踏まえて来年度以降の開催日

等を含めて、実行委員会とそれぞれのなよろ観光

まちづくり協会等も含めて検討していきたいと思

いますので、どうぞ御理解をお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） ぜひ名寄に経済効果

があるような形で企画をお願いしたいと思います。

ギネスの関係なのですが、今回初めて北の天文

字焼がギネスに挑戦をするということで、先ほど

お答えいただいたのですけれども、これから大学

生のほうでギネスを応援する、ギネス挑戦を支え

る会というのができていると。要請に来ることに

もなっているということで、ぜひ優しく迎えてい

ただきたいと思うのですけれども、特に私聞くと

ころによりますと、このギネスの挑戦なのですけ

れども、当初は天の文字の大きさの面積換算、こ

ういうことで計画されていたようでありますが、

調整の上燃焼装置の数で挑戦するということにな

った模様であります。それで、世界一の火文字と

いうギネスでの認定がなされたならば、これは名

寄の知名度のアップに大きく貢献するものだとい

うふうに思いますので、ぜひ前向きに支援策を考

えていただきたいというふうに思っております。

ここら辺のところについても来てからの対応とい

うことなのかもしれませんが、少し応援のあり方

について考え方、今のところをお聞かせいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 今回天文字焼の

ギネス挑戦ということで、こういった取り組みを

新たな形で名寄のＰＲの一つの題材ということで、

事前にこういうことを行いたいということでお話

を伺っております。私が記憶している限りでは、

名寄に関してのギネスの記録ということがないか

なと承知しています。新たな視点のＰＲというこ

との取り組みということもありますので、こちら

の部分については改めてまた実行委員会のほうで

協力の支援の部分について伺いたいということの

お話を受けておりますので、そちらの部分につい

ては対応をしていきたいということで考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） 私今回１１月に会派

の視察で友好都市、姉妹都市の鶴岡市に行ってま
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いりました。そこでいろいろ見せていただいたの

ですけれども、鶴岡市にはクラゲ館がありまして、

これは多様な多種類のクラゲを水槽に入れて見せ

ているということで、これもやっぱり数、クラゲ

を集めて水族館にして、これは多種類のクラゲを

入れているということでギネスにも挑戦して、ま

ちとしてＰＲをしているわけなのです。かなりの

売り込みになる可能性を秘めているというふうに

思いますから、ぜひ検討していただきたいと思い

ます。

それで、ピヤシリ山の夏期間の活用と宣伝方法

ということでありますが、先ほど申しましたよう

に名寄のピヤシリ山、私もタケノコとりだとか、

そういう時期に山に行って自然を楽しんで、つい

でに副産物も少しいただくということで、迷子に

ならぬように大変注意はしているのですけれども、

健康づくりということから考えますと、やっぱり

地元にある自然、それから景観を徹底的にこれは

研究して、そして広めていくということが重要で

はないかというふうに思うのです。それで、冬は

やっぱり先ほど申しましたようにスキーでにぎわ

いを見せますし、スポーツ振興などでもかなりの

にぎわいがあると。しかしながら、夏というのは、

久保副市長もおられますから、やっぱり入浴客な

どもこれは少なくなっていくのではなかろうかと。

そうすると、やっぱりそういう夏に向けて、夏期

間に向けてどういうふうな名寄の自然をＰＲした

り、使ったりして売り込むのかというようなこと

で、これは私は今後も検討していただきたいなと

いうふうに思っているところであります。

それで、観光事業の充実を考えたときに幾つか

の視点があると思うのですけれども、やっぱり名

寄ならではの独自価値、それと受け入れ環境の整

備というのが非常に大事であり、さらには地域産

業の振興にどういうふうに結びつけていくのかと

いう、ここが重要ではないかというふうに思いま

すから、発信のあり方、売り込み方についてぜひ

今後も研究をしていただきたいというふうに思っ

ております。久保副市長から一言あればちょっと

お願いしたい。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。

〇副市長（久保和幸君） 佐久間議員から観光事

業の充実について３点にわたっての御提言をいた

だきました。まことにありがとうございます。

特にサンピラー温泉の利用客をふやすというこ

とと夏場のピヤシリ山、さらには水間室長から御

答弁いただきましたけれども、九度山の登山等々

についてはとても有効な手段だというふうに思っ

ております。そういう意味では、ソフトを充実さ

せていくというふうに考えておりますので、どう

いう取り組みがということは具体的には言えませ

んけれども、誘客のできるような、そういう仕掛

けを観光協会、さらには振興公社、そして営業戦

略室と十分練っていきたいというふうに思ってい

ます。佐久間議員がおっしゃいましたとおり、ピ

ヤシリ山も九度山も名寄市にとっては有効な資源

だというふうにも理解しておりますし、さらにこ

の資源を生かすためには受け入れをしっかりして

いく、ＰＲも含めてなのですけれども、おもてな

しをしっかりしていくということも必要になって

きます。それが最終的に地域経済活性化につなが

っていくというふうに私も思いますので、今後と

も進めさせていただきたいと思います。

さらに、今般冬の名寄市の有名な現象でありま

すサンピラー現象が今回は日曜日に出まして、そ

れをネットに配信しましたら２万回以上のヒット

があったということですので、こういうネット上

でのＰＲも含めて今後どんどんと進めさせていた

だきたいと思っていますので、改めて御提言に応

えたいというふうに思っていますので、決意をさ

せていただきます。よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） それぞれ御答弁いた

だきました。ありがとうございます。

それで、ＪＲ宗谷線の関係についてに移ってい

きたいと思うのですけれども、先ほど御答弁いた
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だきまして、要請経過についてはわかりました。

上川、宗谷、オホーツク圏、３つの期成会が連携

しての動きも出てきたということで、これも宗谷

本線活性化推進協議会の働きかけや運動が広がり

を見せてきたと受けとめさせていただきました。

それで、（２）の今後の維持、存続運動の視点

についてということでありますけれども、これは

加藤市長のほうから御答弁いただきたいのですが、

第３定例会、９月の定例会の答弁では豪雪地帯で

あることだとか、それから国土保全の観点からや

っぱり宗谷線は維持しなければいかぬのだという

ことだとか、国交省事業として観光周遊ルートも

事業として盛り込まれているのにということも御

答弁いただきまして、今回は私はこれらに加えて

やっぱり農業生産物、食料を都市に運ぶ貴重な物

流路線としての位置づけと、それからモーダルシ

フトの観点から環境負荷の低い貨物輸送、ここへ

の切りかえが必要だということを１点目はこれは

言っていただきたいなと思っております。

それと、２つ目には、ＪＲ貨物のレール利用料

金なのですけれども、これの適正支払いをＪＲ北

海道に請求させるべきではないかというふうに考

えております。今ＪＲ貨物は、ＪＲ北海道に毎年

レール摩耗料金ということで１６億円支払ってい

るのですけれども、しかしこれは特に新幹線でき

まして、並行在来線の運営会社の使用料と比較し

ますとおよそ１００億円程度ＪＲ北海道は請求が

低いのだということなのです。だから、これだけ

経営に行き詰まっているＪＲ北海道がそこまでＪ

Ｒ貨物に対して安くするというか、ＪＲ貨物も経

営大変なのですけれども、そこの部分はやっぱり

国が別に手だてをすると。北海道には、適正なレ

ール使用料金を払えということをやっぱり言わな

ければだめではないかというふうに考えていると

ころであります。

それと、公共の福祉の増進を鉄道事業法ではう

たっております。この鉄道事業法の精神からも、

福祉の恩恵というのは、これは全国平準化される

べきものではないかというふうに私は思っていま

す。公共の福祉の観点から考えるならば、都市部

だけさまざまな移動手段を持って、地方は赤字だ

ったら剥がすというのであったら、まさに公共の

福祉の精神というのが土台から崩れ去るというふ

うに考えておりますから、やっぱり公共の福祉の

観点からも要請時に押していっていただきたいと

いうふうに思います。

それと、４つ目になりますけれども、一方で地

域の努力として海外からの観光客に焦点を当てた

インバウンドなどを柱にした宗谷本線利用促進策

の企画を立てる必要があるのではないかと。これ

は、沿線自治体間の連携も大事ですし、それから

名寄市は名寄市として広域連携の観光のそういう

目標、指針を持っておりますから、沿線の自治体

間をつないで、やっぱり宗谷線ちょっと利用して

いきましょうかと。そういうことも地元としては、

こういうこともやっているよというようなことの

見せ方も大事ではないかと。こうした観点からも

声を上げていく必要があるというふうに考えてお

ります。

それと、公有民営という手法も、これは新聞紙

上でも出ていたり、研究されている地域もあるの

ですけれども、私は自治体負担は無理だと思うの

です、残念ながら。というのは、今日高線が運休

しておりまして２年たつわけです。運休して２年。

この日高線だけでも８６億円必要だと、復旧には。

そういうふうに言われております。それと、この

８月の台風で全道的には復旧費用が４０億円必要

だと。そして、その間４０億円と。ＪＲがその間

運賃収益を得られなかったから、その損失が４０

億円あると。合わせて８０億円になるということ

です。それと、車両の老朽化、これがすさまじい

ということです。普通気動車の平均車齢が３２年、

それから特急気動車の平均車齢２０年、それから

ＪＲ北海道というのは橋梁を持っておりまして、

この橋梁が ０６４カ所あるのですが、過半数は

５０年を超している。約１割が１００年を超して
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いると。そして、トンネルに至っては１７６カ所

のうち約３分の１は５０年を超えて、１００年超

えているのが２１カ所あると。つまりこういう土

木構造物、それから車両、こういう老朽化なんか

も考えて、それから台風被害だとか、そういうこ

とを考えて言うなら、私は結論的にはＪＲ北海道

の再国有化、あるいは鉄道運輸機構が線路の維持

管理をするべきだと、させることが安定的な鉄路

の維持、運営を図る上での最善策だというふうに

考えておりますが、市としての考え方があれば総

括的にお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 幾つかの観点にわたって

貴重な御提言をいただきました。ありがとうござ

います。

貨物の観点からもう少し踏み込んだ発言がとい

うお話もありまして、これは御承知のとおり公共

政策大学院の石井院長が座長を務める北海道の公

共交通のあり方検討会の中で、石井先生もたしか

御提言をされておった事案だと思います。ＪＲ貨

物そのものは上場していない会社でありますので、

なかなか収益構造が見えにくいということもある

ようでございまして、そのことがＪＲ北海道の経

営にどうも不利益をこうむっているのではないか

かという御指摘もあったようであります。御承知

のとおり、今石北本線がタマネギ列車を運行して

いますけれども、宗谷本線に関しては貨物列車は

運行していない状況でございますが、ただ議員が

おっしゃるようにトラックドライバーも含めてそ

うした部門でも人材が非常に不足をしている中に

あって、改めて鉄道貨物ということを見直してい

くということも必要なのかもしれない。そうした

御提言は、ぜひ今後も参考にさせていただいて、

やっていきたいというふうに思います。

インバウンド、観光の観点からも、これは前回

私のほうからもお話しさせていただきましたけれ

ども、とりわけヨーロッパ等の事案を見ますと例

えばサイクリングをしながら、あるところではサ

イクリング、自転車を一緒にもう積み込んで列車

に乗って、どこかでおりて、また行くというよう

なことが普通にヨーロッパあたりでは行われてい

るということなのですけれども、今のＪＲの関係

ではそういうことができないということでござい

ます。今観光協会も広域でここら辺のサイクリン

グツーリズムを企画開発しようとしておりますけ

れども、まさにこれはこの地域にとっても非常に

有益な、あるいはこの地域の資源を活用した観光、

そしてインバウンドにもつながるというふうに思

っていまして、こうしたことも提言としてはでき

るのかなというふうに思います。

ただ、いずれにしてもいろいろお話しいただき

ましたけれども、先がなかなか見えないとＪＲ北

海道さんもそうした前向きな議論に乗っていただ

けないというのが今の現状でございまして、先ほ

どお話があったとおり、北海道がまずはワーキン

グチームをつくって一定のビジョンを出すという

ことでありますので、ここの推移を見守りながら、

我々としてはこれまでの視点と加えて今議員がお

話しいただいたことも含めてこの地域においてこ

の路線が絶対必要で大事だということをよりでき

るだけ沿線、そしてこれを広がって北海道全体で

お訴えをしていくという運動を引き続き粘り強く

展開をしていきたいというふうに考えております

ので、引き続き御指導いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） 今市長のほうから決

意も含めていただきました。ＪＲというのはすご

くお金がかかるもので、車両１台にしても２億円

から３億円という値段から考えて、今、回す列車

も不足ぎみということで、やっぱり設備投資をど

んどん国のほうで支援をしないと地方はますます

厳しく、不便になっていくということもございま

すので、そうするとまた客離れというか、利用者

が減っていくという負のスパイラルに入っており

ますから、そこら辺も含めてぜひ先ほどのお答え

の中で今後も道内の関係箇所と連携をとって活動
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を強化していってほしいと思います。

再生可能エネルギーの関係なのですが、先ほど

再生可能エネルギー、名寄小や南小に入れており

ますよと。一般家庭では４６件ほど補助をしてい

て、約８％ほど賄っているというお答えだったの

ですが、費用対効果の観点についてもしデータが

ありましたら、まだ入れてそれほどたっていない

からデータないのかなとも思うのですけれども、

太陽光パネルは名寄はどうなのかわからぬですけ

れども、１１年から１２年で採算ベースには合う

のだというふうに私もいろいろ聞いてはいるので

すけれども、そこら辺ちょっとわかったらお答え

をお願いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 今新エネ関係の費用

対効果についてということで再質問いただきまし

た。まず、学校関係についてでありますが、ここ

はある意味環境教育という視点もありますので、

そういった経済的な意味での効果というのは当初

からもくろんでいるところではありませんけれど

も、ここについては設備投資で１０キロワット程

度ですけれども、 ８００万円かかっております

ので、年間の自己の使用と売電を含めて年間金額

で２５万円程度でありますので、金額的な意味で

の効果についてはなかなか発揮されないところで

ありますが、先ほども申し上げましたように教育

的な意味での効果があるだろう、そのように考え

ているところであります。

それと、市が補助をして一般家庭で設置を進め

ている部分についてでありますが、ここについて

は売電価格が設置の時期によって随分変わってい

るというのがありますが、この間データからまだ

実証期間が短いので、推計としかなりませんけれ

ども、押しなべていくと設備投資を回収するまで

の期間が十五、六年ぐらいが大体平均となってい

るという状況であります。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） わかりました。

今売電価格も当初から比べると２０円ほど安く

なっているというふうに思っていますから、それ

とただ再生可能エネルギーの技術というのは日進

月歩で進んでいるというふうに思っております。

それで、捨てられる熱を徹底利用するというコー

ジェネレーションで自然エネルギーの出力が低下

する部分を補っていくというシステムも進んでお

りまして、この環境負荷低減に寄与するコージェ

ネレーション導入をこれからさまざまな観点から

研究、検討すべきというふうに考えているのです

けれども、今後のエネルギーに関する取り組みで

本市の考え方があればお聞かせいただきたいと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） コージェネレーショ

ン導入についてということで御質問いただきまし

た。総じて言うと熱源から電力と熱を供給すると

いうシステムになるかと思いますが、本市でも先

ほど申し上げました新エネ、省エネビジョンの策

定をさせていただいたということを説明させてい

ただきましたが、策定時にこのシステムについて

も検討させていただいたという経緯があります。

策定時が数年前だったということもあるのかもし

れませんが、その段階では、あるいは現段階でも

イニシャルコストのほうがかなり高いので、早急

な導入についてはなかなか難しいのかなというよ

うに思っております。ただ、議員が言われますよ

うにこの世界については非常に日進月歩で技術が

発展をしたり、あるいはそれぞれの資材の価格が

下がってきているという状況にありますので、今

後も引き続き調査研究をさせていただきながら、

費用対効果なども含めて導入の可能性については

探ってまいりたいと考えておりますので、御理解

いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐久間議員。

〇８番（佐久間 誠議員） 最後になりますけれ

ども、１１月に先ほどもちょっと触れたのですが、
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会派の視察で山形、宮城、それから福島の３県を

回りました。南相馬市にも向かう途中に福島原発

の影響で今も全村避難が続く飯舘村を通過いたし

ました。除染作業員らしき姿はあったのですが、

村民の畑や田んぼで働く姿はなくて、商店街はど

こも閉まったままになっておりました。壊された

施設というのは、これは復旧は修復は大変ですけ

れども、ある程度めどもつき、早く終わるという

ふうに思うのです。しかし、放射能というのはこ

れなくなるまで気の遠くなる歳月がかかるわけで

ありまして、それで東日本の大震災後のときに国

のエネルギー政策も少しは反省したかなと思った

のですが、しかし一貫性がないですよね。地方自

治体には、残念ながらお金がないということであ

りまして、やっぱり地方は知恵を尽くして安全で

再生可能なエネルギー導入や省エネルギーの推進

に向けて今後も研究をしていく必要があるかなと。

そして、さまざまな建物を建てると次世代が大変

ということもありますから、少しでもそのときに

次世代のことも考えるならば、冷暖房を含めてこ

れはそういうエネルギーも、今８％程度というこ

となのですけれども、やっぱりこれ配備していく

べきではないかと。今後の安全で再生可能なエネ

ルギーや、それから省エネルギーの推進に向けて

今後も研究、検討していただきたいということで、

２分ほど残しておりますが、私の質問を終わりま

す。ありがとうございました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で佐久間誠議員の

質問を終わります。

公立高校間口削減について外４件を、川口京二

議員。

〇１０番（川口京二議員） 議長の御指名をいた

だきましたので、通告順に従いまして、質問をさ

せていただきます。大項目で５点について質問を

させていただきます。

大項目１点目は、公立高校間口削減について伺

います。小項目１点目は、名寄産業高校間口につ

いて伺います。道立高校は１９の学区に分かれて

います。その中の上川北学区には、全日制課程で

士別翔雲、剣淵、名寄、名寄産業、下川商業、美

深、おといねっぷ美術工芸と７つの高校がありま

す。おといねっぷ美術工芸を除く学校は、全て定

員割れの状況です。特に名寄産業高校は、平成２

８年５月現在定員１６０名に対し現員８３名と欠

員が７７名出ており、他校と比べて欠員が圧倒的

に多い現状です。また、名寄の中卒者数は平成３

１年以降２００名前後を推移いたします。上川北

学区高校配置計画を見ますと、平成３２年から３

５年の４年間でゼロから１学級相当の調整が必要、

中卒者数や欠員の状況、学校、学科の配置状況な

どを考慮し、名寄市内での早急な定員調整の検討

が必要、欠員が４０人以上生じている学校につい

て学科の見直しや定員調整などについて検討が必

要とのことであります。

これらのことから、名寄産業高校の間口が平成

３２年から３５年の間に削減されるのではないか

と心配をしているところであります。名寄産業高

校の間口が削減されるのかどうなのか、今後の見

通しについて伺います。

また、今後削減されないようどのように対応し

ていくのか伺います。

大項目２点目は、交通安全について伺います。

名寄市では、ことし６月、風連町において軽４輪

自動車が一時停止標識の設置されている十字路交

差点を直進する際、右側から進行中の普通乗用車

と衝突し、軽４輪自動車の運転手が死亡するとい

う事故がありました。小項目１点目は、ことしの

交通事故の現状と近年との比較について伺います。

最近全国的に高齢者の運転による交通事故が急

増しているというニュースをよく見かけますが、

２点目は名寄市における高齢者による事故の発生

状況はどうなのか、また特徴はどうなのか伺いま

す。

３点目は、高齢者に対する安全教育を行ってい

るように伺っておりますが、どのような内容なの

か、どこで行ったか、何人に行ったか伺います。
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４点目は、高齢者の運転免許証の自主返納につ

いて伺います。高齢化が進み、６５歳以上の運転

免許保有者は全国では昨年末で約 ７１０万人に

上り、全体の２割を占めています。このうち７５

歳以上は４７８万人近くで、１０年前の２倍にな

っています。また、自主返納については２７万人

と４年前の４倍になったそうですが、名寄市の現

状はどうなのか伺います。

５点目は、一時停止の道路標識について伺いま

す。ほとんどの交差点には、どちらかにとまれの

標識が設置されていますが、生活道路の中に入る

と設置されていない箇所もあります。危険だと思

われる場所もありますが、標識の設置にかかわる

一連の手続について伺います。

大項目３点目は、ＥＮ―ＲＡＹホールについて

伺います。昨年５月にオープンし、音楽関係だけ

ではなく、記念式典や講演会など幅広く利用され

ているようですが、小項目１点目はその利用状況

と目標値の達成状況について伺います。

小項目２点目は、さまざまなイベントをされて

いますが、どのようなＰＲをしているのか伺いま

す。

小項目３点目は、喫煙場所について伺います。

西側駐車場からの入り口付近が喫煙場所となって

いますが、出入りする方に煙もかかるでしょうし、

見た目も悪いと思っています。入り口ではなく、

どこか目立たない場所にできないものかと思って

います。また、冬季は雪も降りますし、マイナス

２０度以上になることもあるわけです。喫煙され

ない方からは、喫煙場所があるだけでもありがた

いと思えと言われるかもしれませんが、よろーな

のように喫煙小屋を建てるとか、どこか一角に喫

煙ルームを設けることができないものでしょうか、

伺います。

大項目４点目は、浅江島公園について伺います。

小項目１点目は、公園の整備について伺います。

ＥＮ―ＲＡＹホール建築の際、公園の中の文化創

造、ホール拠点が基本コンセプトで、老若男女さ

まざまな市民が集い、憩い、触れ合う場所として

広場を施設内外に整備し、誰もが気軽に回遊、散

策できるように公園と連続した道を整備するとの

ことでした。今後どのような整備をするのか伺い

ます。

小項目２点目は、文化センターと一体したイベ

ントの実施について伺います。公園の遊歩道と連

続させ、市民文化祭などのイベント時には公園と

施設の一体的な活動が行えるように計画するとい

うお話だったと思います。施設で実施するだけで

なく、公園と一体したイベントを実施することに

より、新たな発想でよりよいイベントもでき、に

ぎわいの創出にもなるのではないかと思いますの

で、伺います。

小項目３点目は、浅江島公園の街灯について伺

います。現在浅江島公園の街灯は、２３時に消灯

されます。浅江島公園は、避難場所にも指定をさ

れているところです。仮に夜間に災害があった場

合、現状では真っ暗であり、避難が困難ではない

かと思います。また、防犯上も問題があると思い

ます。なぜ２３時に消えるのか、今後全部とは言

いませんが、点灯できないものか伺います。

大項目５点目は、ファミリーサポートセンター

について伺います。１０月に子育てを地域のみん

なで支え合う子ども・子育て支援事業の一環とし

て西條名寄店１階でスタートしました。まだ２カ

月ですが、利用状況はどうなのか、会員の登録状

況はどうなのか伺います。また、問題点や課題が

あれば伺います。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ただいま川口議員か

らは、大項目で５点にわたり御質問をいただきま

した。大項目１及び大項目３につきましては私の

ほうから、大項目２につきましては市民部長から、

大項目４につきましては建設水道部長から、大項

目５につきましてはこども・高齢者支援室長から

の答弁となりますので、よろしくお願いいたしま



－69－

平成２８年１２月１４日（水曜日）第４回１２月定例会・第２号

す。

大項目１、公立高校間口削減について、小項目

１の名寄産業高校間口について、小項目２の今後

の対応についてお答えいたします。議員御指摘の

とおり、北海道教育委員会が提示しています平成

２８年度公立高等学校配置計画では、平成３２年

から平成３５年度の４年間でゼロから１学級相当

の調整が必要とし、中卒者数や欠員の状況、学校、

学科の配置状況など考慮し、名寄市内での早急な

定員調整の検討が必要としております。旧名寄市

と旧風連町では高校が５校ありましたが、現在は

２校と減少し、間口についても大幅に減少し、８

間口となり、さらに定員割れが生じている状況に

あり、地域経済や人材育成にも大きな影響を及ぼ

しています。

このような状況を踏まえて、平成２７年２月に

名寄市内高等学校の在り方検討会議を設置して名

寄市内の間口維持や人材育成についての検討を行

ってきました。平成２８年３月には、検討結果を

取りまとめた要望書を市長に提出し、その要望書

に基づき市として北海道教育委員会教育長に要望

書を提出するとともに、本市の状況を説明し、意

見交換を行ってきたところであります。その結果、

平成３１年度からの間口減については見送られま

したが、中卒者数や欠員の状況から現状維持は大

変厳しい状況にあることから、本年度中に平成３

２年度以降の望ましい間口や学科などのあり方に

ついて協議をすることとなり、現在道教委の担当

者や市内高等学校との協議を進めているところで

あります。

また、名寄産業高校ではこの地域に必要な人材

を育て、地域経済を支えてきており、今後におい

ても現在の学科は人材育成確保の観点から必要と

考えていることから、名寄市内高等学校在り方検

討会議についても道教委等の協議状況を見きわめ

て開催しながら御意見をいただき、対応してまい

りたいと考えております。

次に、大項目３、ＥＮ―ＲＡＹについて、小項

目１の利用状況と目標値の達成状況についてです

が、ＥＮ―ＲＡＹホールを含む市民文化センター

西館の利用といたしましては、都市再生整備計画

において年間約１万人の利用を目標値として設定

しておりました。これに対しまして平成２７年度

のＥＮ―ＲＡＹホールの利用者数は３万 ０００

人を超えており、大幅に目標を上回ることかでき

ております。また、市及び教育委員会が主催また

は共催で実施しました文化事業では、ＥＮ―ＲＡ

Ｙホールを含む市民文化センター西館において平

成２７年度は２２件開催し、 ７５１人の方に、

今年度は１１月末現在で１６件を開催し、 ０６

０人の方に御来場をいただいております。さらに、

貸し館を含めたＥＮ―ＲＡＹホールの今年度の利

用では、１１月末現在で約１万 ０００人の方に

御来場いただいていることから、順調に経過して

いると考えているところであります。今後におき

ましても多くの方が御来場いただけるよう質の高

い文化芸術の鑑賞機会を創出するとともに、一人

でも多くの市民が舞台に上がることなど、みずか

ら文化活動に参加いただける機会の創出に努めて

まいりたいと考えております。

次に、小項目２のイベントのＰＲについてお答

えいたします。ＥＮ―ＲＡＹホールで行われるイ

ベントについては、教育委員会がその運営に深く

かかわっている主催、共催のイベントとそのほか

の貸し館として取り扱われているイベントと大き

く分けて２種類のイベントがあります。教育委員

会の主催、共催のイベントにつきましては、ポス

ター、チラシによる周知のほか、毎月の広報を初

め３カ月に１度発行しております「ＥＮ―ＲＡＹ

通信」、新聞などへの広告掲載のほか、ホームペ

ージやＳＮＳなどのインターネット媒体を使って

広く周知をするよう努めております。それ以外の

貸し館として取り扱われているイベントにつきま

しては、基本的にＰＲ活動は主催者に行っていた

だくべきものと考えておりますが、多くの市民に

ホールへ足を運び、さまざまな文化芸術を鑑賞し
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ていただきたいとの考えから、主催する団体等と

連携を図りながら、広報なよろや「ＥＮ―ＲＡＹ

通信」なども活用して市民への情報提供に努めて

いるところであります。今後も市民への情報提供、

周知につきましては創意工夫、改善を図り、取り

組んでまいります。

次に、小項目３の喫煙場所についてお答えいた

します。喫煙場所につきましては、現在市民文化

センター東館北側入り口外に１カ所、西館の西側

入り口の外に１カ所を設置しております。以前は、

当館の入り口全てに喫煙場所を設置しておりまし

たが、喫煙に対するさまざまな意見、要望がある

ことから、喫煙場所を２カ所に限定し、多くの方

が来館する入り口からはできるだけ離しながら設

置をしているところであります。現在分煙化が進

み、教育施設での喫煙場所のあり方について問わ

れておりますが、市民文化センターでは公民館活

動としての性格も持ち合わせ、集会など多くの皆

様に利用されている施設でもあり、喫煙場所をな

くすことは難しいと考えております。一方で、新

たに喫煙室を設置する場合は改修費がかかること

から、現状での対応ということで御理解をお願い

いたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 私からは、大項目の

２、交通安全について申し上げます。

初めに、小項目１の交通事故の現状と近年の比

較についてになります。名寄市内で発生した人身

事故が絡む交通事故の件数につきましては、平成

２５年では３７件、平成２６年は４０件、平成２

７年では１７件、平成２８年９月末現在では１８

件となってございます。近年の発生件数を見ます

と、平成２２年以前は４０件を下回ることはあり

ませんでしたが、平成２３年に初めて４０件を下

回りまして、その年によって増減を繰り返しなが

ら、徐々に減少傾向にあると考えております。

次に、小項目の２、高齢者による事故の発生状

況と特徴についてになります。市内で発生した人

身事故が絡む交通事故における６５歳以上の高齢

者の事故の割合につきましては、平成２５年は３

７件中９件で２ ４％、平成２６年では４０件中

１８件で４５％、平成２７年では１７件中６件で

３ ３％、平成２８年９月末現在では１８件中２

件で１１％となってございます。事故の発生状況

につきましては、年齢別の特徴を把握することは

データがないことから困難でありますが、本市の

事故原因の特徴としましては信号無視や一時停止

無視、交差点徐行を怠った等が多い傾向があるこ

とから、高齢者の事故においても同様の特徴があ

ると考えてございます。

次に、小項目３の高齢者に対する安全教育につ

いてになります。名寄警察署や名寄地区交通安全

協会連合会等の協力を得ながら、名寄、風連、智

恵文、それぞれの交通安全協会が中心となりまし

て、毎年町内会や老人クラブで高齢者を対象に交

通教室を行っております。内容といたしましては、

歩行者、自転車運転時、自動車運転時において事

故に遭わないための注意点として、夜光反射材の

着用や年齢による体力の衰えによる道路を横断す

るときや自動車運転時の反応が遅くなることなど、

講話形式で周知を図っております。平成２７年の

開催実績では、３５カ所で開催をし、８７９名の

方に参加をいただいております。

また、全市的な取り組みとしまして、名寄市老

人クラブ連合会、名寄交通安全協会、名寄市交通

安全運動推進委員会が主催をする高齢者交通安全

宣言大会におきまして高齢者みずから交通安全意

識の高揚を図りながら、高齢者の特性を生かした

交通安全運動と交通事故防止に向けた取り組みが

行われてございます。

次に、小項目４の高齢者の運転免許証の自主返

納の現状についてになります。名寄市の運転免許

証の返納につきましては、名寄警察署調べにより

ますと、平成２７年の６５歳以上免許保有者数が

４２９人で、免許返納者数は３９名、返納者の
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率は ８８％となっております。平成２８年１１

月末現在では６５歳以上免許保有者数は ５２４

名で、免許返納者数は年度の途中ではありますが、

３２名、返納者の率は ７１％となっております。

次に、小項目５の一時停止の道路標識について

ですが、標識の設置に向けての一連の手順につき

ましては、地域の要望があったり、危険と思われ

る交差点がある場合、一時停止標識の設置要望を

市から名寄警察署に提出をし、その後旭川公安委

員会において一時停止標識の設置が必要と判断さ

れた場合には警察署が標識を設置することになり

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村建設水道部長。

〇建設水道部長（中村勝己君） 私からは、大項

目４、浅江島公園について、小項目１、公園の整

備について、小項目２、文化センターと一体した

イベントの実施について及び小項目３、街灯につ

いてを関連がございますので、一括で申し上げま

す。

初めに、公園の整備についてでございますが、

浅江島公園を含めた都市公園の整備につきまして

は、平成２２年度に公園利用者の安全、安心を図

るため、都市公園３０カ所を対象とした公園施設

長寿命化計画を策定し、公園施設の診断に基づき

必要性や危険性を確認して、平成２３年度から１

０カ年計画で公園の供用開始が古く、緊急性の高

い遊具等の公園施設から修繕や更新を図っている

ところです。この間本公園では、平成２４年度か

ら２５年度にかけては石垣改修及び遊具更新で約

４００万円、平成２７年度には石垣改修及びＬ

ＥＤへの照明器具更新４基で約４４０万円、今年

度におきましてもＬＥＤへの照明器具更新を１５

基で ４００万円かけて整備したところであり、

長寿命化計画の中で計画された事業は全て実施を

しております。また、ＥＮ―ＲＡＹホール整備時

において本公園との接続ができるよう遊歩道を整

備しており、新たな設置については計画をしてお

りません。今後は、ソフトメニューを中心に既に

完成しておりますＥＮ―ＲＡＹホールと連携を図

るとともに、その連携により文化創造が図られる

公園づくりに一層努力してまいります。

次に、小項目２の文化センターと一体したイベ

ントの開催についてお答えします。ＥＮ―ＲＡＹ

ホールを含む市民文化センター西館につきまして

は、隣接する浅江島公園と一体とした利用ができ

るように北側にも出入り口を設置しております。

公園と施設を一体としたイベントの開催について

は、会場が拡大するため、多くの市民が集い、楽

しめるような大規模なイベントが必要と考えます。

開催時期は、屋内外のイベントとなるため夏季が

望ましいと考えますが、本市では各種イベントが

開催されている時期でもあり、新たなイベント開

催は難しい状況にあります。

また、屋内と屋外を使用してのイベントとなる

と、来場者が分散することや多くのスタッフが必

要となるなど課題があります。しかし、議員から

御指摘がありましたとおり、公園と施設を一体的

に利用しながらにぎわいの創出をすることも必要

なことと考えますので、他部署とも連携しながら

利活用のあり方について研究してまいります。

最後に、街灯についてでございますが、現在浅

江島公園の街灯については公園内の電気系統が１

カ所に集約をして管理する構造となっており、指

定した時間に街灯や池などの流水施設に利用して

いるポンプなどを含む全ての電源がタイマーによ

り同時に切れる構造となっております。このよう

な電気施設の構造となっていることから、公園利

用がほとんどない深夜においてもポンプが稼働し

ていたり、照明が点灯したままとなってしまうこ

とから、現在は２３時に電源が切れ、公園内の全

ての照明灯が消灯するよう設定しております。

しかし、公園機能が類似しております大学公園

では、周辺との照度の兼ね合いや防犯上の観点か

ら一晩中街灯を点灯しております。また、名寄公

園では夏場は同様に一晩中点灯しておりますが、
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冬期間においては電源の系統が分かれていること

から、利用の少ない東側の池周辺など一部消灯に

より節電に努めております。議員御指摘のとおり、

避難場所としての役割や防犯上の観点から、冬期

間の点灯の必要性や電源施設の系統の分配により

街灯の間引き、点灯などを含めて実態調査してま

いりたいと思います。

また、点灯時間の延長や間引き点灯を行う場合

には、周辺地域と協議の上、節電意識を持った上

で適切な対応をとってまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 私か

らは、大項目５のファミリーサポートセンターに

ついてお答えいたします。

ファミリーサポートセンター事業については、

国が子育て支援施策として推進する地域子ども・

子育て支援事業１３事業の一つである子育て援助

活動支援事業に当たり、子育てを地域で相互援助

し、会員同士で支え合うという事業であります。

援助内容といたしましては、子供の一時預かり、

塾や保育所などの送り迎えを保護者にかわって提

供会員が行い、子育て支援をする事業でございま

す。本年１０月１日の運用開始に向け、４月１日

付で名寄市社会福祉協議会と委託契約を締結し、

サービス利用会員及びサービス提供会員の募集を

行い、１２月１日現在利用会員１００人、提供会

員２５人、両方会員６人で、会員数としましては

１１９人の登録状況となっております。提供会員

においては、資格は不要ですが、お子さんを預か

るための安全、事故対策も含めた援助活動に必要

な講習を受講していただいているところです。ま

た、利用の際には前段にマッチング作業を行い、

双方が安心して利用できる体制を構築しておりま

す。

現在の利用人数といたしましては、１０月に２

件の御利用があり、１２月においては３件の利用

計画が出されているところでございます。問題点

及び課題といたしましては、事業が開始したばか

りということもございますが、本事業制度の理解

と定着が図られていないため、利用が伸び悩んで

いる状況にあることにあわせまして、提供会員が

少ないため、利用者が多くなった場合のマッチン

グ対応に支障を来すのではないかとの懸念がござ

います。今後とも本事業の説明機会を通じ、会員

増加を図り、子育てしやすい環境整備に向けて取

り組んでまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） それぞれ答弁をいた

だきましたので、公立高校の間口削減から再質問

をいたします。

間口を維持するためには、定員を確保しなけれ

ばなりません。名寄市内の中学卒業生だけでは定

員に満たないわけですから、市外からも来ていた

だかなければならないわけです。当然今も市内外

に向けてＰＲはしているところだと思いますが、

定員を確保できない現状を見ますと、さらなるＰ

Ｒが必要かと思います。今後のＰＲについて伺い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ただいま高校の生徒

募集に向けてのＰＲということで、今後のことと

いうことでありましたけれども、産業高校のほう

から現在取り組んでいる状況等もお聞きしていま

すので、お知らせをしたいというふうに思ってい

ます。

産業高校につきましては、御承知のとおり酪農

科学学科については上川北学区にかかわらず、全

国からということであります。ほかの学科につい

ては、道内全域から出願、入学できるということ

になっています。そういったところでは、名寄産

業高校では生徒募集に向けての取り組みとして本

市と連携しながら学校ウエブページでの啓発や道

北農業担い手育成対策協議会の事業における学校
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訪問、産業高校の管理職や教員による学校訪問を

行うほか、酪農学科につきましては全国から募集

できることから、実績のある中学校への学校案内

の配布、本市と連携しながらことしは東京の杉並

区の中学校にもパンフレットを配布をしてＰＲ活

動を実施しているところであります。杉並区のほ

うから保護者の方が施設見学にも来たという情報

も入っていますので、そういった面では今後も市

教育委員会、学校と連携をしながら効果的な取り

組みについて鋭意改善をしながら進めてまいりた

いというふうに考えているところであります。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 名寄産業高校建築シ

ステム科欠員２４名、酪農科学科欠員３０名と定

員４０名のところ現員より欠員が多い状況でござ

います。なぜ欠員が多いのか、希望が少ないから

です。希望していただくためには、誰もが来てみ

たくなるような魅力ある学校づくりが必要だと思

いますが、お考えを伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今議員からありまし

たように、魅力ある学校づくり、先ほど申し上げ

たとおり全道内、全国から生徒を募集できるとい

う学科編成になっていますので、そういったこと

を有効にするためにも魅力ある学校づくりは大切

だというふうに思っています。これまで産業高校

からの情報を得た部分で、学校紹介も含めてどう

いった学校づくりをするか紹介をさせていただき

たいというふうに思っています。

名寄産業高校につきましては、農業、工業、家

庭に関する専門学科で、体験型少人数授業による

専門的技術、技能の確実な定着を図るきめ細やか

な学習を行っております。酪農科学学科では、６

次産業化を実践する授業展開を行い、農業と食品

のスペシャリストを育成している。電子機械科で

は、金属加工実習や物づくりを通して産業を支え、

想像力豊かな人材の育成をしている。建築システ

ム科では、まちづくりと都市計画、景観デザイン

をテーマに専門的な学習を行うとともに、高大連

携によるより高い専門的な教育が行われておりま

す。生活文化科では、生活の基本である衣食住に

関する知識を身につけ、３年生は食物コース、保

育・福祉コースに分かれ、より専門性を高める教

育を行っているということであります。また、市

民を対象とした物づくり教室の開催や地域イベン

トの出展協力、生徒が作成した木製ベンチや座布

団の寄贈など地域貢献も行っているところであり

ます。

さらに、日ごろの学習の成果を発表する機会と

して、文部科学省を初め各団体等が開催していま

す研究大会、コンクールなども積極的に参加し、

全国規模の大会で優秀な成績をおさめている、こ

れは新聞等でも見たと思いますけれども、そうい

った発信もしているところであります。最近では、

本市の事業と連携して被災地の福島県南相馬市の

子供たちの受け入れや南相馬高校の生徒と一緒に

なって農産加工品の販売会などに取り組んでおり

ますし、台湾の生徒との国際交流にも積極的に取

り組み、生徒の国際感覚の向上に努めているとこ

ろであります。このような教育活動をさらに工夫

改善をしながら、魅力ある学校づくりを進めてい

くとの報告を受けております。教育委員会といた

しましてもこういった、特に大きく連携をとりな

がら、今後とも産業高校の魅力ある学校づくりに

協力するとともに情報発信に努めてまいりたいと

いうふうに思っているところであります。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 今後名寄市では、冬

季スポーツの拠点化を目指すために、冬季スポー

ツ合宿や大会誘致、ジュニア世代の育成強化を推

進するために冬季スポーツ拠点化プロジェクトに

取り組むところです。そこで、少し考えたのです

が、新学科、スポーツ科をつくってはどうかと思

っています。全国には、公立高校で体育科やスポ

ーツ科学科、スポーツ健康科学科など数多くあり
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ます。名寄には大学もありますし、方向は違うか

もしれませんが、名寄大学にも体育学部やスポー

ツ健康科学部、スポーツ栄養学部などをつくって

みてはどうかと思っています。そうすれば、高校

を卒業した人が大学にも行けますし、人口減少対

策にもなります。ナショナルトレーニングセンタ

ーも名寄は本気だなということで設置できるかも

しれません。もし設置できたならば、そこで指導

者等も働けますし、将来オリンピアンも出るかも

しれません。夢のような話ですが、実現できない

ものかと思っています。産業高校の間口は、当然

全力を挙げて維持しなければなりません。一方、

人口減少やさまざまなことを考えると、学科の新

設というのも今後必要なことかもしれません。実

現は大変難しいのはわかっていますが、御一考い

ただければ幸いです。

次、交通安全について再質問いたします。交通

安全教室を開催されていると思いますが、どのよ

うな内容なのでしょうか。また、高校や大学や町

内会でも実施されているのでしょうか、伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 交通安全教室の内容

でございますが、高齢の歩行者、自転車利用者が

交通事故に遭わないための講話ですとか、高齢に

よって脚力などが、体全体の筋力が低下をする、

動体視力や遠近を判断する視力、視野が狭くなる

など視力に関する低下、判断力の低下等々さまざ

まな身体機能の低下によりまして、交通事故の危

険を招きやすくなることをしっかりと理解しても

らった上で、事故に遭わないための認識を深める

ような、そんな内容になってございます。開催場

所につきましては、各地区の町内会館ですとか、

公共施設等で開催をしておりまして、町内会や老

人クラブとの連携によって取り組まれてございま

す。

なお、高校につきましては、名寄高校、名寄産

業高校、それぞれ独自に全校集会のときに交通安

全についての周知ですとか、ホームルームのとき

に注意喚起、街頭指導などに取り組んでいるとの

ことでございます。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 名寄は、公共交通機

関が余り発達していないため、買い物や通院など

に車が欠かせないという高齢者が少なくないと思

っています。免許を返納して外出できなくては、

認知症が進んだり、運動不足になったりするおそ

れがあります。免許を返納したくてもできない高

齢者が車がなくても気軽に移動できる手段を確保

することが重要だと思います。

高齢者による事故が多いため、政府は関係閣僚

会議を開き、喫緊の課題として自動車運転にかわ

る移動手段の確保の検討を進める考えを示し、専

門家とも検討していく考えも確認しました。事故

が起こってからでは遅いので、名寄も早急に検討

する必要があると思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 公共交通機関に関連

して質問をいただきました。ただ、市内での買い

物ですとか通院等々、利用できる公共交通としま

して名寄地区市街地を循環する徳田線、それとコ

ミュニティバス、郊外と市街地を結ぶ８系統の各

バス路線が運行してございまして、名寄市としま

してもこれまで実証運行ですとかデマンドバスの

導入等々地域ニーズを踏まえた運行形態の見直し

を行いながら、必要な財政負担なども行ってバス

路線を維持してきているところでございます。今

後とも高齢者を初めとした車を持たない方の日常

的な移動手段を確保するため、バス路線の維持、

確保に努めてまいりたいと考えております。

また、政府の動きを含めて事故が起こる前に何

らか早急な検討が必要ではないかといったことで

も質問いただきました。政府は、８０歳以上の高

齢者による死亡事故が相次いで発生をしているこ

とから、自動車の運転に不安を感じる高齢者の移

動手段の確保等、社会全体で高齢者の生活を支え
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る体制整備を進めるために、専門家の意見を聞き

ながら検討を進めることとしておりまして、今後

国がどのような政策を進めていくのか、名寄市と

しても注視をしてまいりたいと考えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 他の自治体の中では、

高齢者の事故防止を目的にバスの割引とかタクシ

ーの割引とか民間企業に協力をいただいて、いろ

いろなサービスをして自主返納を進めているとこ

ろも多くあります。このようなことも自主返納し

やすい環境づくりかと思いますが、いかがですか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 自主返納をしやすい

環境づくりが必要ではないかということで質問い

ただきました。名寄市では、平成２１年度から６

５歳以上の方が運転免許証の自主返納をした場合

に運転免許証にかわる身分証明書としまして住民

基本台帳カードを無料で交付をする高齢者運転免

許自主返納支援事業に取り組んでまいりました。

これまで平成２１年度から平成２７年度の７年間

で申請のあった１３１名の方に住民基本台帳カー

ドを発行してまいりました。この制度は、マイナ

ンバーカードが現在無料交付を受けることができ

ることから、廃止をしてきたところでございます。

運転免許返納者に対するバス、タクシーの割引

券等の支援につきましては、運転免許証を保有し

ていない高齢者に対する支援策という部分で、不

均衡と申しましょうか、バランスがとれないとい

うことで、制度化は難しいのではないかと考えて

おります。先ほども答弁しておりますけれども、

現在国が社会全体で高齢者の生活を支える体制の

整備を検討しているということでございます。市

としましても今後国から何らかの対応策が示され

ると考えておりまして、それらを踏まえて取り組

んでまいりたいと考えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 高齢者の事故対策を

進めることは、誰もが安心して暮らせる社会を築

くことにつながると思います。自主返納ができや

すい環境づくりをお願いします。

ＥＮ―ＲＡＹホールについて伺います。毎月広

報なよろが各家庭に配布をされますが、その中に

ＥＮ―ＲＡＹホールのイベント情報が掲載されて

います。主なイベントが記載されているのですが、

有料なのか、無料なのかわからない。また、月初

めのイベントは広報が回ってきたときには終わっ

ていることもあります。その次の月の一、二週ぐ

らいのイベントは掲載できないものかと思います。

それに発表会のような無料のイベントも掲載すれ

ばよいと思います。少し改善をしていただけない

かと思っておりますが、いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今再質問で広報、Ｐ

Ｒの工夫改善ということでありますけれども、広

報なよろにつきましては市の主催事業のほかにも

ＥＮ―ＲＡＹホールで開催されていますイベント

について掲載しているところでありますけれども、

紙面の割りといいますか、都合もありまして、開

催日とイベントを中心とした記載となっていると

ころであります。

月初めの開催されるイベントにつきましては、

前月号の広報なよろとあわせて２カ月にわたり掲

載するなど市民周知に努めておりますが、主催者

の都合により掲載できない場合もあります。また、

季節ごとに広報なよろと同時期に配布しておりま

す「ＥＮ―ＲＡＹ通信」では開催日時や入場料な

どより詳しい情報を必ず入れて掲載しており、多

くの方に興味を持っていただくよう工夫を行い、

広報なよろと同様市民への情報提供、周知に活用

しているところでありますので、そういったもの

をより改善をしながら、今後また周知、ＰＲに努

めてまいりたいというふうに考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） １１月１１日にＮＨ
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Ｋ「ふるさと自慢うた自慢」と「ふるさと自慢コ

ンサート」の公開録音イベントがＥＮ―ＲＡＹホ

ールの開館１周年記念として開催されました。Ｅ

Ｎ―ＲＡＹホール、秋号に掲載されていたのです

が、配布されたときには入場整理券は既に配布を

終了したと書いてありました。ＮＨＫの指示によ

り、ＰＲしてよい日が決められ、１人４枚までと

いうことであっという間になくなったようです。

人気のタレントが来るということで、市民の反応

も大変大きく、１人１枚にすればとか、抽せんに

するべきではなかったかとさまざまな意見があっ

たと聞いておりますが、今後も同じようなことが

あるかもしれませんので、市民が不満に思わない

対応をしていただきたいと思いますが、いかがで

すか。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今議員からありまし

たように、１１月１１日に行われましたＮＨＫの

ラジオの公開録音番組「ふるさと自慢うた自慢」

についてですが、「ＥＮ―ＲＡＹ通信」秋号に記

事を掲載して各家庭に配布される前に入場整理券

が配布が終了したという状況がありました。この

ことにつきましては、多くの方々から御意見をい

ただいたところであります。しかしながら、番組

の公開録音というイベントの性質上、事業主催者

の意向もあり、市の希望どおり進めることが難し

く、周知の時期や配布方法などに制限があったと

いうことにつきましては御理解をいただきたいと

いうふうに思っております。今回のことをきちん

と反省し、今後に生かしていきたいと思いますの

で、今後におきましても市民への周知方法や時期

などについて市民の公平性を保つよう十分配慮し

ながら取り組みを進めてまいりたいと考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） ＥＮ―ＲＡＹホール

の利用状況は、多くの利用があり、大変すばらし

いことだと思っています。さまざまな方法でイベ

ントのＰＲをされているところですが、一番見て

いるのはやはり毎月配布される広報だと思ってい

ます。より見やすく、わかりやすくなれば利用者

もふえると思いますので、よろしくお願いいたし

ます。

喫煙場所については、予算にもかかわることで

すので、急ぎませんが、ぜひ御一考いただきたい

と考えています。

浅江島公園について。少し都会に行くと何かの

施設があり、公園がすぐ近くにあるという光景を

見かけます。よく整備をされていて、散策してみ

たくなったことがあると思います。私は、浅江島

公園もそういうイメージに思っています。せっか

くすばらしいホールができ、隣接されているわけ

ですから、いらっしゃったお客様が寄ってみたく

なるような公園整備をお願いしたいと思っていま

す。

イベントについては、公園で何かイベントを行

い、文化センター等でも何かイベントを行う。単

独ではなくてそのようにすれば集客もふえるので

はないかと思っています。あの地域全体を交流拠

点だと考えていただきたいと思っています。

街灯については、安全にもかかわることですの

で、早急にお願いいたします。

ファミリーサポートセンターについて伺います。

利用会員に対して提供会員数が少ないように思い

ます。提供会員には、この曜日しか見られないと

か、この時間しか見られないとか、いつでもオー

ケーという人はほとんどいないと思っています。

利用会員のニーズに応えるには、もっと提供会員

の数をふやさなければいけないと思います。確保

に向けて今後どのような募集あるいはＰＲをして

いくのか伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 議員

から提供会員の確保に向けての考え方についての

御質問だったかと思います。これまで事業開始に
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当たりまして、健康福祉部が所管いたします各種

イベントや子育てサークルの総会、また老人クラ

ブなどの会合の場などにおきましてＰＲ活動を行

ってまいりました。議員がおっしゃられています

ように提供会員の人数が少ない状況にございまし

て、今後におきましてもファミリーサポートセン

ターがございます多分野、多世代地域活動拠点で

ありますここほっとの御利用をいただいている方

初め、ＰＲ活動を進めていきまして、会員活動を

集中的に行う期間の設定など会員拡大に向けて取

り組んでまいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 提供会員になるには、

講習を受けなければならないわけですが、どのよ

うな内容なのでしょうか。時間はどのぐらいかか

るのでしょうか。また、いつ実施するのでしょう

か、伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 本年

度１０月１日からの開始に当たりまして、今年度

の講習会につきましては本年９月１２日から１６

日の５日間にわたりまして２５時間にわたる講習

会を実施させていただいております。内容といた

しましては、ファミリーサポートセンターの事業

の説明に始まりまして、子供の栄養と食生活、障

害を持たれたお子様の支援、体の発達と病気や小

児看護の基礎知識、また事故の予防と応急処置、

そのほか保育所における実習などそれぞれ名寄市

立大学の教員または保健師、保育士や市役所の関

連部署、消防署の御協力をいただきながら実施さ

せていただいてきたところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 提供会員が預かって

いる時間、子供が何をしたとか、行動について何

かメモなどをして利用会員に渡せば安心感につな

がると思っていますが、そういうことはされてい

るのでしょうか、伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 提供

会員と利用会員の双方が安心して御利用いただけ

るように、利用の際にはファミリーサポートセン

ターのアドバイザーという者がいるのですけれど

も、その方を介してミーティングを行っておりま

す。その際には、例えばアレルギーの有無の確認

を行うだとか、食事については原則利用会員さん

が御用意いただくことになっているのですけれど

も、ただし保護者の方の同意があれば実費におい

て提供できるようなたてつけにもなっております。

また、お子様が帰る際に援助活動報告書として

活動内容などについて提供会員、またそれと利用

会員の双方で確認をするという形となっておりま

して、一定程度お子様の様子がわかる仕組みとは

なっているのですけれども、議員御指摘のとおり

例えば食べ物の報告についても利用会員がより安

心して預けられるように報告書の中に書き加える

などの方法を工夫してまいりたいというふうに思

います。ありがとうございます。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） ２６年実績ですが、

全国７６９市町村が行っています。利用会員約４

９万人、提供会員１２万 ０００人という大きな

事業です。私が一番心配しているのは、事故のこ

とです。全国には、預けて死亡した事例がありま

すが、ほかにどんな事例があるのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 議員

から御指摘のように、事故の御心配ということで、

このファミリーサポートセンター事業というのは

現在厚生労働省になっておりますけれども、当時

の労働省が構想して、介護や子育ての労働が両立

できるようにということで、それまでかつてあり

ました地縁、血縁の中で分担していた子育て援助

にかわって行われるという仕組みでできたものだ
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というふうに聞いております。事故の内容につき

ましては、平成２３年１０月に厚生労働省の正式

発表がそのとき出ているのですけれども、平成１

８年４月から平成２３年６月までの間でファミリ

ーサポートセンターがございます全国６３７の市

区町村のうち、死亡事故や治療に要する期間が３

０日以上の負傷や疾病に伴う重篤な事故の発生報

告が１５件というふうに報告されております。内

訳につきましては、骨折が５件、歯を折る、やけ

どなどがそれぞれ２件、捻挫、打撲がそれぞれ１

件、自発呼吸なしが１件、そのほかが３件という

ふうに確認しております。

また、平成２３年度以降の正式発表はございま

せんが、一般財団法人女性労働協会というところ

で平成２６年度に行いましたアンケート調査形式

の実態調査ですけれども、厚生労働省の調査とは

若干異なりますが、７０３カ所のファミリーサポ

ートセンターにアンケートを配布し、６５５カ所

から回答を得た中におきましては、事故の発生の

主な要因として多いものを調査したところ、転倒

によるものが３ ５％と圧倒的に多い状況が報告

されているところでございます。

援助活動中に事故が発生した場合につきまして

は、原則として当事者でございます会員相互で解

決するということになっておりますが、直ちにセ

ンターに報告していただき、補償保険にも加入さ

せていただいておりますので、双方が安心して利

用できるように、面倒、煩わしいという御意見も

一部ございますが、利用の際には前段の利用会員

の面談を行い利用いただくとともに、提供会員に

おきましてはお子さんを預かるために事故対策、

安全対策、援助活動に必要な講習を受講していた

だいているところでございます。今後におきまし

ても提供会員の方々にステップアップ講習やフォ

ローアップ講習などの充実を図りまして、相互協

力による子育て支援の定着が図れるように努めて

まいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 川口議員。

〇１０番（川口京二議員） 保険には加入をして

いるということですが、大事なお子様を預かるわ

けですので、事故はあってはならないわけです。

講習等でも教育されているとのことでした。大変

難しいと思いますが、万全の体制をとっていただ

いて、利用者が安心して利用できるようなサービ

スであってほしいと思っています。

以上で終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で川口京二議員の

質問を終わります。

１５時１５分まで休憩をいたします。

休憩 午後 ３時００分

再開 午後 ３時１５分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

大学経営の現状と将来展望について外３件を、

塩田昌彦議員。

〇９番（塩田昌彦議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告順に従い順次質問してまい

ります。

大項目の１、大学経営の現状と将来展望につい

て、小項目で２点、健康福祉部の地方交付税措置

単価について、平成２７年度決算の状況と今後の

見通しについて、２点についてお聞きをいたしま

す。名寄市立大学は、保健福祉部の再編に伴い、

本年４月から４学科でスタートいたしました。そ

こで、大学運営にとって鍵となる地方交付税措置

単価の現状と今後の推移についてお知らせくださ

い。

また、平成２７年度決算の状況と図書館や新棟

建設など設備投資に係る公債費の償還を踏まえ、

今後の運営経費の収支、設備投資の収支など大学

運営に係る実質収支の見通しについてお知らせく

ださい。

次に、大項目の２、ウインタースポーツコンソ

ーシアム事業の継続について、小項目で２点、継
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続開催の可能性について、公道を使用してのロー

ラースキー競技会の周知と運営協力のあり方につ

いて、２点お聞きをいたします。本年度北海道が

日本スポーツ振興センターの委託を受け、名寄市

で開催しているウインタースポーツコンソーシア

ム事業の次年度開催とさらなる延長開催の可能性

について、また継続開催に向けた招致活動の状況

などお聞かせください。

１０月に行われた公道を使用してのローラース

キー競技会は、冬季スポーツを推進してきた名寄

として過去に例を見ない試みであり、感動を覚え

ました。今回の試みの取り組みとして、自動車学

校の教習コースの開放などがありますが、自動車

学校の理解と協力、そして警察を初め商店街やボ

ランティアの協力など町中開催の市民周知や運営

協力のあり方についてお知らせください。

次に、大項目の３、住宅改修等推進事業につい

て、小項目、助成事業の取り組みによる効果と課

題についてお聞きをいたします。本事業は、１０

月３日から申請受け付けが始まり、１カ月半ほど

で４６件の申請に至っていますが、申請内訳など

状況についてお知らせをください。

また、これまでに住宅リフォーム助成事業など

取り組みが行われてきましたが、過去に取り組ん

だ事業の検証など今回の事業実施に当たってどの

ような工夫がなされたのかお知らせください。

次に、大項目の４、豊西小学校の閉校により変

更された通学路の安全対策について、小項目で３

点、通学路の歩道除雪について、関係部署との協

議状況とその対応について、夏期と冬期の通学路

変更の考え方についてお聞きをいたします。これ

まで豊西小学校に向かって登下校していた生徒は、

全く現在反対の方向に向かって登下校となってお

ります。新たな西小学校や南小学校への通学にか

かわる通学路の変更に当たり、関係部署等との協

議経過についてお知らせを願います。

また、変更通学路の冬期通学に伴う安全対策と

して、歩道の除雪など歩道確保の対策についてお

知らせください。

なお、冬期の安全対策の観点から、通学時の危

険が予想される箇所など冬期間通学路として廃止

するなど見直しを検討する必要があると思います

が、御見解をお聞きをいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 塩田議員

からは、大項目で４点の御質問をいただきました。

１点目は私から、２点目と４点目は教育部長から、

３点目は営業戦略室長からそれぞれ答弁いたしま

すので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１点目の大学経営の現状と将来

展望のうち小項目１の保健福祉学部の地方交付税

措置単価について申し上げます。保健福祉学部の

学生１人当たりに対して国から措置される地方交

付税の単価については、平成２６年度が１９９万

０００円、対前年でマイナス１％、２７年度が

１９７万 ０００円、マイナス１％、本年度、平

成２８年度が１９３万 ０００円でマイナス２％

となっております。今後の推移につきましては、

この３年間の推移を見ますとマイナス１％からマ

イナス２％で推移をしておりますので、この傾向

が続くものと思われます。

次に、小項目２の平成２７年度決算の状況と今

後の見通しについて申し上げます。初めに、平成

２７年度における大学の収支について、運営経費

と設備投資に分けてお答えをいたします。まず、

運営経費については、歳出で教員、事務局職員な

どの人件費が９億 ８３３万円、物件費、維持補

修費などが３億 １９２万円で合計１３億 ０２

５万円、一方歳入では授業料、諸納付金が４億

９９５万円、入学金、受験料が ５９３万円、国

から措置されている地方交付税が１２億 ５８４

万円、その他 ９２０万円で合計で１８億 ０９

２万円となり、差し引き４億 ０６７万円のプラ

スとなっております。次に、設備投資については、
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歳出で図書館建設などの普通建設事業費が７億６

９４万円、公債費が１億 ５１６万円で合計８億

２１０万円、一方歳入では市債で６億８０万円、

道補助金が ３４３万円、公債費分の地方交付税

が ９６２万円で合計６億 ３８６万円となり、

差し引き１億 ８２４万円のマイナスとなってい

ます。その結果、運営経費と設備投資を合わせて

３億２４３万円のプラスとなりましたので、大学

振興基金へ３億１１万円を積み立てし、全体の収

支としては２３２万円のプラスとなりました。

次に、社会保育学科の教員等の状況について申

し上げます。平成２６年度の名寄市立大学再編構

想調査特別委員会の中で新学科設置後の教員数に

ついては児童学科の現行８名から６名増の１４名

を予定していると答弁をいたしました。本年４月

現在の教員数は１４名でありますので、予定どお

り教員を確保して学科運営を行っております。

次に、今後の収支見通しについてでありますが、

特別委員会及び総務文教常任委員会の中でも説明

いたしましたとおり、歳入については授業料、納

付金等については据え置きで、地方交付税につい

ては毎年２％の減少を見込み、一方歳出について

は人件費で平成２８年度に教員及び事務局で９名

の増加を見込んだほか、その後は定期昇給などに

より毎年２％の増加を見込み、物件費、維持補修

費等については図書館と新棟建設による上昇とそ

の後は１％の上昇を見込んで試算をしております。

このように厳し目に試算をしておりますので、平

成３５年度以降の運営経費の収支見通しについて

はマイナスとなっております。今後も歳出につい

ては経常経費などの削減に努めるとともに、歳入

については科研費の採択増など自主財源の確保に

努め、大学運営に努めてまいりたいと考えており

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 私からは、初めに大

項目２、ウインタースポーツコンソーシアム事業

の継続開催について、小項目１の継続開催の可能

性について、小項目２の公道を使用してのローラ

ースキー競技会の市民周知と運営協力のあり方に

ついてお答えをいたします。

ウインタースポーツコンソーシアム事業ですが、

山崎議員への御質問でも答弁をさせていただいた

とおり、現在本事業は継続中であり、１０月に開

催したローラースキー競技会の評価並びに次年度

の開催内容については事業を受託している北海道

から正式には示されておりません。ウインタース

ポーツコンソーシアム事業は、本市の地方創生推

進計画の冬季スポーツ拠点化事業に位置づけてお

り、日本スポーツ振興センターが有する選手育成

のノウハウが持ち込まれ、本市で開催されること

は大変大きな意義があります。次年度以降の開催

についても積極的に関係機関へ要請していきたい

と考えております。

次に、公道及び名寄自動車学校教習所コースに

おけるローラースキー競技会についてですが、内

容については北海道の計画段階において本市のス

ポーツ振興アドバイザーである阿部雅司氏の提案

をもとに実施されたものであり、選手の育成、冬

季スポーツの振興の観点だけにとどまらず、本市

の地域の活性化の観点からも考えられたアイデア

であります。初めての取り組みで、運営方法など

についてはスタッフ体制、観客、ＰＲについては

課題はありますが、次年度以降の事業開催が決定

すれば今回御協力いただいた市民の皆様と一緒に

一つ一つの課題をクリアしながら、より質の高い

ローラースキー競技会、コンソーシアム事業にな

るよう取り組んでまいりたいと考えております。

次に、大項目４、豊西小学校の閉校により変更

された通学路の安全対策について、小項目１の通

学路の歩道除雪についてですが、歩道除雪につき

ましてはこの間主に通学路や幹線道路を中心に実

施してきております。また、歩道除雪路線の選定

には警察や教育委員会などと協議するとともに、

学校からの要望や地域、ＰＴＡからの要望をいた
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だいたときに車道や歩道の幅員等を総合的に判断

し、選定を行っております。

豊西小学校の閉校により、西小学校と南小学校

への通学路の変更に伴う歩道除雪についても同様

に協議を行い、新たな歩道除雪路線を選定してき

ております。名寄地区の歩道除雪におきましては、

平成２７年度は３万 １３０メートル、今年度は

３万 ９２４メートルを行っており、その中で豊

西小学校閉校に伴う新たな歩道除雪路線の変更箇

所につきましては、豊西小学校前の取りやめによ

る減、浅江島公園駐車場北側の増、西６条通、南

７丁目から道道西風連名寄線までの増となってお

り、合わせて６２０メートルの増加となっており

ます。また、教育委員会の要望から、西２条通の

南１０丁目から南１１丁目までの１７４メートル

も増加しております。通学路の歩道除雪につきま

しては、道路幅員や路線状況を考慮するとともに、

関係機関と連携を図りながら、引き続き児童や歩

行者の安全確保が図られるよう努めてまいります。

次に、小項目２の関係部署との協議状況とその

対応についてですが、豊西小学校区の通学区域変

更における登下校時の安全対策ですが、子供の安

全を確保するためにという通学路の変更等に伴う

学校からの要望がなされました。これは、保護者

へのアンケートをもとにＰＴＡや安全安心会議な

どの関係団体で協議がなされ、教育委員会に出さ

れたものであります。内容的には、リンゼイ通と

豊栄通の交差点に横断歩道、信号機を設置してほ

しい、危険箇所に飛び出し注意等安全運転を促す

看板を設置してほしい、統合後の安全確保につい

ても平成２８年４月に間に合うように整備してほ

しいという要望でありました。

この要望を受けて、教育委員会としても交通安

全や道路整備などの担当部署、旭川方面本部交通

課や名寄警察署の担当者と現地を確認しながら、

新たな通学路の設置などについて検討を行ってき

たところであります。これにより、学校が要望し

てきた通学路とは場所は変更になっていますが、

豊栄通に新たに２カ所の横断歩道を設置すること

になったところです。さらには、注意喚起の看板

等も設置されました。これは、リンゼイ通と豊栄

通の交差点に横断歩道をという学校要望も十分配

慮されたものと考えております。今後も通学路の

安全対策については、必要に応じ関係機関、団体

と協議していきたいと考えておりますので、御理

解をお願いいたします。

次に、小項目３の夏期と冬期の通学路変更の考

え方についてですが、各学校においては児童生徒

が安全に通学できるよう通学路の指定をしていま

す。指定に当たっては、歩道があり、冬期間も除

雪が可能な路線、国道、道道、市道などの幹線道

路であるというような一定の基準を設けながら、

通学路としていると認識しています。したがって、

安全対策の面から見ても、夏期間と冬期間におい

て通学路の変更をする必要は現時点ではないと考

えています。ただし、自宅から通学路に通じる道

路、いわゆる接続道路については歩道がついてい

ない道路があったり、歩道がついていても冬期間

の除雪がなされていないため、やむを得ず車道の

端を通行している児童生徒もいるようであります。

このようなことから、学校によっては夏期間と冬

期間において接続道路の変更を行い、安全対策を

行っている学校もあることから、教育委員会とい

たしましても各学校の通学路の現状を聞き取るな

ど、行政がするべきこと、学校がするべきことな

どを出し合い、検討しながら児童生徒が安心して

通学できるよう支援したいと考えています。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 私からは、大項

目３、住宅改修等推進事業について、小項目１、

助成事業の取り組みによる効果と課題についてお

答えいたします。

本事業は、平成２８年第３回定例会において補

正予算の可決をいただき、住環境の整備等によっ

て市民及び移住される方が安心して本市に住み続



－82－

平成２８年１２月１４日（水曜日）第４回１２月定例会・第２号

けられる住まいづくりの促進を目的に住宅改修に

かかわる施工費用助成をする事業で、１０月３日

より申請の受け付けを開始しているところであり

ます。申請状況ですが、１１月末現在において５

２件の申請があり、交付決定も５２件、交付決定

金額は８８０万円となっております。これまで周

知については、広報紙やホームページを初め市内

の施工業者説明会、またなよろ経済サポートネッ

トワークにおいて商工団体や金融期間等にも周知

を図ってきたこともあり、申請件数は順調な伸び

を見せてきております。

本事業の対象要件ですが、外構工事の一部を除

くほぼ全ての住宅改修にかかわる工事を対象とし

ており、対象費用についても５０万円を超えるも

のから対象としたこともあって、平成１９年から

２１年まで実施をしました住宅リフォーム促進事

業に比べると対象要件が緩和され、利用しやすい

制度となっていることも申請件数の伸びにつなが

っているものと考えております。事業開始が１０

月からの実施となったこともあり、大規模な改修

工事の件数は少なく、改修内容は屋根や外壁の改

修を中心とした軽微なものが主で、申請のあった

事業費の合計は約 ０００万円となっております。

施工業者の取り扱い件数も実数で約３０件となっ

ており、施工業者は市内の事業所と要件を付記し

ていることから、関連事業所を含め制度開始後２

カ月余りですが、市内の建築関係事業所の振興に

一定の効果があったと考えているところでありま

す。これからの時期は、降雪、積雪期を迎えるた

め、外回りの工事は少なくなると思われることか

ら、内装設備工事を含め、引き続き市民周知を図

ってまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） それぞれ御答弁をいた

だきました。ありがとうございます。それでは、

通告順に従ってといいましょうか、再質問をさせ

ていただきたいというふうに思います。

この大学経営の現状のことについては、私も昨

年の９月ですか、質問させていただいて、一定程

度の内容等については御答弁をいただき、把握を

してございます。その中で実際に２８年度の４月

から始まって、新しく再編後始まった中でどのよ

うに単価が決まったのかというのが市民からの関

心事でもありました。したがって、今回質問させ

ていただいているという状況でありますけれども、

それに伴って今お聞きをしまして１９３万 ００

０円ということで、この再編の関係で大学再編の

ための特別委員会が開かれて、そのときに資料等

々御提出をいただいた。そのときには、２６年の

とき１９９万 ０００円というふうなことですか

ら、それから１％減り、２％減りというふうな部

分で、当時の流れでいうとおおむねいろんな諸事

情から２％ぐらいの減はこれはこれからも続くの

ではないかというふうにお聞きをしてございまし

たし、今のところ３％でありますけれども、順調

にと言ったらおかしいですけれども、本来もう少

し下がる率が緩和されれば好ましい話であります

けれども、やはり大学経営の鍵となる地方交付税

というのは、単価というのは非常に注視すべきも

のだというふうに思っています。

そんな中、２７年度の支出の決算の状況等々に

ついてお知らせをいただきました。最終的には、

３億 ０００万円ほどの、ちょっと数値的にはた

くさんあったので、聞き漏らした分もあるのです

が、３億 ０００万円くらいの……

（何事か呼ぶ者あり）

〇９番（塩田昌彦議員） ３億２００万円、ごめ

んなさい。３億円ですよね。３億円の実質黒字と

いいましょうか、そういうふうに、何か相当実質

運営経費の分、それから設備投資の分等々で、公

共工事が今も現在も図書館、そして新棟建設とい

うことで、これからも学生会館ですか、等々も出

てくるということで、大型の公共投資が進められ

るのだろうと思っています。その中で当然償還が

出てくるわけですから、後々の公債費に影響が出
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てくるというふうなことになりますので、これら

についても赤字に関しては極力少なく出てくるよ

うに、決算ではそのように歳出に最善の努力をし

ていただきながら進めていただきたいなというふ

うに思っています。

たしか私も聞いたときに、新しい体制のときに

６名ほどの教員が増員になるというふうなことで、

聞いたときにはまだ６名の増員には至っていなか

ったというふうなお話ですけれども、その部分に

つきましては現在１４名ということで６名確保で

きたと。確保できたということは、全て児童学科

の新設に伴う分として教員の充足だけでなくて、

学校の勉学のほうの部分についても特に問題がな

いのか、それからそれに伴って事務職員について

はたしか３名ということでお聞きをし、トータル

で９名だったなというふうに理解をしているので

すけれども、その辺についてもう少し詳しくお願

いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 児童学科

が社会保育学科になりまして、６名実際にふえま

して１４名で今行っていると。実際にやってみて、

例えば実習担当の分野、保育担当の分野で一部教

員が不足しているというような、今学科のほうか

らも話がありまして、来年度に向けてプラス１名

の採用を予定、社会保育学科に関してはそういう

ふうにしております。

参考までに大学全体としては、昨年７８名だっ

たのが４月現在で８３名、これは保育でふえてい

ますけれども、やめた教員なんかがいる関係でな

っておりまして、来年度については特に栄養学科

のほうがすごく不足しておりましたので、今年度

栄養学科と看護学科の一部で何名か教員を今もう

採る準備をしておりますので、来年度の４月はも

う少しふえるかなと思っております。

事務局につきましては、ことしの４月にコミュ

ニティケアセンターの部分と相談員、精神保健福

祉士を持っている相談員を入れましたので、２名

ということでふえているのですけれども、これか

ら図書館ができる、新館を運営するということや

いろいろ課題が多いので、人数的にはもう少し必

要かなと、今。結果的に３名なのが事務局に関し

てはプラス２ということで今年度はなっている現

状でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） 今お聞きをしましたら、

まだ充足というか、足りない部分もあるのかもし

れないけれども、次年度に向けて体制整備された

と。やはり学校として学生確保というのは重大な

部分でありますから、体制をしっかり整備をして

迎え入れるという形がなされなければ、なかなか

今後の運営も厳しくなるのかなというふうに思い

ますので、鋭意努力をしていただきたいというふ

うに思います。

それで、１つなのですけれども、２６年度の決

算につきましては市民にわかりやすく周知をする

方法としてないのかというふうな部分で、たしか

答弁の中でも広報等々でお知らせをするというよ

うなお話もあり、昨年、２６年度の決算に関して

は通常でいうと９月の全体的な決算とは別に大学

だけの決算の状況ということで、たしか１２月広

報に掲載をされたというふうに認識をしてござい

ます。今年度についてといいましょうか、２７年

度決算についても市民の方たちというのは４大と

いうことに関してやはりすごく関心度高いのです。

したがって、やっぱり将来のことも含めて今現状

がどうなっているのかというのをより把握をした

いという方が多いと認識をしてございまして、そ

れらについても何らかの方法で周知をするという

ふうなことについてお考えをお聞きします。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 今塩田議

員から御指摘ありましたように、昨年は大学の収

支にあわせまして社会保育学科開設に向けての準

備ですとか、図書館建設とか、大学の動きもあわ
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せまして広報に掲載をさせていただきました。今

年度は、まだちょっとおくれておりまして、あわ

せまして新棟の建設ですとか、図書館の動きなど

も含めて、そこに２７年度の決算収支も含めて、

できれば年明けの２月号ぐらいに出せるように準

備を進めたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） 実際には３億２００万

円、黒字というふうなことで、恐らく広報を見て

安心をされる部分もあるのかなというふうに思い

ますが、毎年やはりそういう形で市民にその決算

の状況といいましょうか、今の大学の置かれてい

る状況等をしっかり周知をしていただけるよう要

望して終わります。

それから次に、ウインタースポーツコンソーシ

アム事業の継続開催の関係だったのですけれども、

午前中山崎議員も御質問もありまして、なるべく

重複を避けて質問したいというふうに思いますけ

れども、私コンソーシアム事業を受託をする、要

するに日本スポーツ振興センターが北海道に委託

をして、そして北海道から名寄市が受託をして、

そしてこの事業を進めたというふうに認識をして

ございまして、この受託に関して教育委員会、名

寄市としてどのようなアプローチをしたのかとい

うふうな部分がちょっと気になった部分としてあ

ったのですけれども、先ほど最後のほうの御答弁

の中に阿部雅司さんの提案といいましょうか、そ

ういうものを受けていただき、この事業の要する

に採択につながっていったのだというふうに認識

をしましたが、そういうことで間違いないかどう

か。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 詳細の受託に至る経

緯というのは、私も認識していない部分あります

けれども、名寄市が冬季スポーツの拠点化という

ことで推進をする、そういった事業と阿部雅司氏

が名寄市に招聘されたというのも要因としてはあ

るのかと思いますけれども、北海道として受託し

た事業を進めるに当たりどの地域がいいというこ

とで、名寄市がスポーツの拠点化と合致した部分

で名寄市に話があったというふうに思っておりま

す。その中で実際にどのように進めるかという中

で、これはちょっと今までと違った工夫を凝らし

て、競技会の設定コースだったりということで、

阿部雅司氏の発案で自動車学校の利用であったり、

市街地の利用、そういった面でいくと市民へのＰ

Ｒも含めてできるだろうということで、そういっ

た発想のもとで進められたというふうに私のほう

では認識しております。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） まだ実際には、受託を

し、この事業というのは年度事業ですから、１０

月のローラースキーに始まって、そして１２月２

６日から３０日までですか、名寄で開催される。

これが第２次ということで、それから３月に今度

はフィンランドに行って、オリンピックスポーツ

何とかという、そういうところにたしか行くとい

う。そして、そこで合同合宿を行う。阿部雅司さ

んが行うというような、行うというか、ついて、

細かいところはちょっと忘れましたけれども、そ

のようにされるというふうなことで、まだ事業年

度途中ということで、やはり決めるのは北海道と

いうことですから、なかなかできない。すぐお答

えにはなれないのかなというふうな感じがします

けれども、たしかこの事業は２年間の継続事業だ

なというふうに認識をしています。そして、例え

ば２年間の継続であり、かつこの事業がすばらし

いものであれば再度再更新されるというようなこ

ともお聞きをしていますので、名寄市にとっては

今冬季スポーツの拠点化事業という部分で重きを

置いて取り組みをしているということも含めて、

やはりこの事業は名寄市で開催できるように、招

致活動なりなんなりしっかりしていただきたいな

というふうに私は思っています。

実際に冬のスキーがローラースキーにかわって、

夏場、それも町中でというふうな部分でちょっと
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驚きを隠せないところはあるのですけれども、こ

れは名寄市がスキースポーツのまちだというふう

なことで、やはりやることによって市民の認知度

が高まるわけですし、非常に有効な手段だなとい

うふうに思っています。それと、やはりただ町中

でいろんな関係機関の協力、努力があっての開催

だというふうに思いますけれども、大きく驚いた

のは自動車学校の教習コースを使ってこの競技会

が行われることになったということがすごいこと

だなと思っているのです。阿部さんにちらっと聞

いたときに、当初の計画はそんな思いはなかった

のだけれども、車であそこを課長と一緒に通った

ときに、ここを使うことできないのですかという

ふうに実は課長にお願いをしたとのことでした。

すぐ校長先生にその旨を伝えて、そして実現をし

たというふうに聞いておりますので、やはり日本

全国広しといえどもこんな形で競技会が開かれる

というのは、私は名寄だけだというふうに思って

います。したがいまして、この競技会を少なから

ず、来年と言わずその後も継続して開催できるよ

うに、しっかりとした特徴をしっかりお伝えをし

ながら、招致活動を行っていただきたいなという

ふうに思うのですけれども、それについてお答え

をいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今回のウインタース

ポーツコンソーシアム事業のローラースキー競技

会、議員からありましたように本当に多くの市民、

企業、団体のお力添えがあって開催できたもので

あります。道からおりてきた時期と、あと公道を

使うということで関係機関との調整も含めて、短

期間の中で商店街を含めて協力体制もとっていた

だいて、本当にすばらしいものができたというふ

うに思っております。終わった後の協力いただい

た皆さんとの意見交換会の中でも、来年に向けて

こうしたらいいのでないかと、こうやったらもっ

とよくなるとか、市民のＰＲ方法を含めていろん

な意見をいただきました。今回の事業を通して、

成果について先ほども申し上げましたけれども、

行政が主体としてやっていますけれども、担当し

ていただいた民間の人たち、団体の人たちがそれ

ぞれ主体的に動いてやってくれたということはす

ごくすばらしいことだというふうに思っています。

ややもすると市から指示を出さないと動かないと

かということが多々ありましたけれども、今回本

当にこれは手弁当で、ボランティアでやってくれ

た。それは、大きな冬季スポーツの拠点化事業の

第一歩だったというふうに思っています。そうい

った面では、ぜひとも名寄市としても来年も継続

開催ということで思っていますし、恐らく道のほ

うも高い評価を得ているというふうに思いますの

で、その方向に進んでいくかというふうに私自身

は思っていますし、しっかりした関係機関との調

整もしながら、またよりよいすばらしい事業を展

開していくように努力したいと思いますので、御

理解をお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） よろしくお願いします。

事あるごとに道に言って、それこそしゃれでない

けれども、どうでしたかというふうにやっぱり言

っていくということは大事だと思うのです。ぜひ

ぜひ継続開催に向けてしっかりした努力をしてい

ただきたいというふうに思います。

私も今回会派の視察で秋田県の鹿角に行ってま

いりました。鹿角も実際公道を使ってローラース

キー競技会を開いています。これは、直線だけな

のです、町中で。３００メートルの直線だけです。

ですから、タイムトライアル、これをたしか全日

本の公認を受けているのかわかりませんが、そん

な中で開催されているということで、あそこはそ

れこそマラソンだとか、これクロカンと併用して

夏と冬につながる取り組みをしているということ

ですから、そんなところを視察をさせていただい

たのですけれども、名寄のように実際に一つの町

中でやる部分については、タイムトライアルがあ

り、パシュート方式という形で、ほかではできな
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い形を今回やっているのです。ですから、本当に

特殊な形をスキーの関係者であれば必要なことを

知っていますから、そういうふうな利点というも

のをしっかり訴えていっていただきたいというふ

うに思います。

それともう一つは、６６名の選手が今回１次で

３０名になり、１２月から始まりますけれども、

その中に名寄の中高生が２人入りました。したが

って、３月に行われる選考会というのはそちらの

ほうに行ける子供たちは６名しかいませんから、

非常に難しい部分なのかなというふうに思います

が、せっかく名寄でやって、名寄の子がそこに選

ばれたといったらもっともっとまちが沸くといい

ましょうか、そういうことにつながるというふう

に思いますから、お忙しい阿部さんが手ほどきを

するということはなかなか難しいかもしれないけ

れども、何らかの形で、本人の努力はそれはもう

当たり前のことですけれども、周りがどうサポー

トしてあげるかということが大事なのです。した

がって、そういうふうなこともしっかりこれから

受けとめて、ぜひよろしくお願いしたいと思いま

す。要望をいたします。

次に、住宅改修についての部分でお聞きをいた

します。事業の背景につきましては、住環境の整

備を行うというふうなことで、この事業を補正で

つくって進めてきたという中で、事業の部分でい

うと当初１０月３日から始まって１カ月半で４６

件、それが１１月末、約２週間くらいで６件ふえ

ているというふうなことで、やはり必要とする人

がこのまちの中にいるのだというふうに理解もで

きますし、また冬場になってのほかの部分もこれ

からもまた継続して申請が出てくるのかなという

ふうに思いますが、その中でこの事業の申請とい

いましょうか、事業にかかわって施工業者に説明

会をした。そして、産学金連携のなよろ経済サポ

ートネットワークを活用していろんな情報発信を

しているのだというふうなことでありますけれど

も、これはこの以前にも行ってきた事業、そうい

うふうなことの中で生まれてきてこのように至っ

たのか、ちょっとその辺についてお聞きをしたい

と思います。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 今回の住宅改修

事業については、さまざまな関係団体からも要望

があったということもありました。ただ、事業開

始が１０月から始まったということもありました

ので、まずは多くの市民の方に知っていただきた

いということで、今までは市の広報等やホームペ

ージ、また商工会議所、商工会の関係団体のほう

からや施工業者からの市民周知ということを以前

の住宅リフォームでは行っていたわけなのですけ

れども、一般の市民にもっともっと知っていただ

いて、活用、知らなかったということをできるだ

け少なくしたいという場面をつくりたかったとい

うことで、今回産官金サポートネットワークとい

う金融機関のそれぞれの営業担当の方々が市民の

方々といろいろお取引している関係もありました

ので、その力をかりて多くの人に周知をしたいと

いうことで、産官金サポートネットワークは住宅

改修事業にかかわらず、いろんな事業に対して市

民周知したいということで、６月から開催させて

いただきました。その成果というわけでは、確固

たる部分ではないのですけれども、先ほども申し

上げましたように１０月から始まって、申請件数

が後期、後半の時期なのですけれども、一定の件

数があったということで、この情報ネットワーク

の部分はある程度の市民周知に寄与できたのかな

ということで考えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） やはりそういうことが

あって施工業者に対する説明会とか広がっていっ

たのかなというふうには思うのですけれども、そ

の中で受け付け業務等々についてというか、施工

業者、先ほど５２件申請があったけれども、実際

施工業者は３０件ということですから、３０の施
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工業者がこの事業を使って仕事が生まれたという

ことの理解につながると思うので、これはもう本

当にいいことだなというふうに思っています。そ

の中で受け付け業務に関する部分としては、当然

行政は行政受け付けをするわけですけれども、そ

のほかに商工会議所、商工会等々はこの関係につ

いてはどのような対応になっているのかお知らせ

ください。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 今回の住宅改修

事業は、先ほども申し上げましたように第３回定

例会のほうで補正の可決をしていただいてからの

周知ということで、申請の受け付けが１０月３日

からということで、期間が短かったということが

あります。その中でそれぞれの施工業者の部分に

ついては、随時受け付けをしていきますけれども、

１０月から施行開始するということで、できるだ

け多くの施工業者の方に本事業が１０月から開始

するということを知っていただくということの部

分については、行政だけでは一定の限界があると

いうことで、商工会議所、商工会のそれぞれ会員

も含めて、細かい施工業者の方も実際います。そ

の方々にお知らせさせていただくことも含めて、

連携して今回の受け付け業務をさせていただいた

というところであります。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） では、行政だけではな

く、商工会議所並びに商工会もこの受け付け業務

を行うというような形で、商工会議所なり商工会

の会員が施工業者ですから、今まで小さなところ

は仕事なかなかもらえなかったものももらえるよ

うになってきているということで、いいことだな

というふうに思うのですけれども、もう一つ、こ

ういう事業そのものは行政の政策の中で出てくる

ものだというふうに思いますけれども、これを例

えば実態をしっかり把握している商工会議所なり

商工会に事業を委託をするというのですか、委託

という言葉が正しいのかどうかわかりませんけれ

ども、そういうふうにしむけていくというような

誘導策。というのは、なぜかというと商工団体だ

とか、そういうところの事業、仕事がもらえると

いうことで、やはりまちづくりのための活性化に

つながっていくというふうに私は認識するのです。

したがいまして、そんな形で委託という形がとれ

るのかどうなのか、その辺のことを今回の部分で

例えば協議をした経緯があるのか、その辺ちょっ

とありましたらお伺いをしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 今塩田議員のほ

うから御質問ありました関係なのですけれども、

毎年商工会議所のほうからさまざまな市の行政施

策に対しての要望をいただいております。その項

目の中でも今回各事業の部分についての委託の関

係の要望もありました。私どものほうも先ほどお

話しさせていただいた産官金サポートネットワー

クも中小企業の振興をする上でよりよい仕組みを

構築したいということで、今回産官金サポートネ

ットワークみたいなシステムをつくらさせていた

だきました。今回の委託の部分につきましては、

さまざまな法制的な部分のクリアしないといけな

い問題もありますけれども、あくまでも私どもの

ほうは中小企業を振興する上で市全体の仕組みと

してよりよい仕組みをつくっていきたいというこ

とで考えてはおりますので、それらも含めて現状

名寄に合った仕組みというか、そういったものを

模索していきたいということで検討していきたい

なということで考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） 今御答弁いただいた中

に法制との部分もあるのだというように御答弁が

あったなというふうに思いますけれども、これま

でまちづくりの部分につきましては、やはり農業

に関しても、それから福祉に関しても、この福祉

に関しては社会福祉協議会、それから農業につい

てはＪＡとかいうふうな形で、両輪となってまち

づくりのためにいろいろ知恵を出し合って進めて
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いくのだなというふうに思いますけれども、そう

いうふうな中でやはり商工会議所なり商工会とい

うのは一緒にやっていくという、その観点に立っ

て、それというのはできないのかどうなのか、私

なりにそう思ったものですから、御質問をさせて

いただきましたけれども、それについては検討と

いいましょうか、していただいて、いろんな形が

とれるかもしれませんし、法的に絶対無理なのだ

というふうな部分なのかもしれません、わかりま

せんけれども。そこら辺も含めて御協議をいただ

ければというふうに思いますので、よろしくお願

いをしたいと思います。

次に、豊西小学校の閉校により変更された通学

路の安全対策というふうな部分でありますけれど

も、この部分につきましては実際に今まで本当に

豊西小学校の近くですぐ通っていた子供たちはや

はり南小学校なり、それから西小学校なり通うと

いうことで、距離も延びることも含めて大変なの

だなというふうには思っています。そういう部分

で大変だという御父兄からの話もあった中で、今

回この通学路についてどのようにしてきたのかな

というふうなことをちょっと質問をさせていただ

いたということであります。この部分につきまし

ては冬場、特にやっぱり冬場なのです。夏場はそ

れなりに雨降ったら大変だという部分はあります

けれども、冬は雪が降り、吹雪もありという部分

でいうと、非常に子供たちも登下校時にやはり大

変な思いをする。下を向いて、やはり注意力が散

漫になりますから、そういう部分でいうと安全面

でどうなのかなという、そういう危惧する部分が

あります。

そんな中で私もこの豊西小学校の関係の部分で

ありましたけれども、西小学校と南小学校の通学

路については一応全部歩かせてもらったのです。

その中でやはり歩道が設置されていないといいま

しょうか、歩道除雪ができないという部分が多い

のですけれども、そういうふうな部分でいうと、

だからといって子供たちは辛抱しなさい、事故あ

ったらどうしますかという話になってくると思う

ので、そこら辺の部分についていろいろ先ほども

お話しいただいた安全委員会等、各小学校区域に、

これは町内会の方たちが集まって安全委員会が開

かれますよね。その中の要望とか、それから先ほ

ども警察ですとか、関係機関、学校と教育委員会

がいろいろ協議をしながら進めてきているのだと

いうふうな部分でありますけれども、私も実際に

通ってみてわからなかったものですから、色分け

してみたのです。そうすると、やはりここはなけ

ればならないでしょうと思うところが実際に歩道

がないとかいうふうな部分もあります。したがっ

て、その子供たちの登下校の安全対策という部分

について、先ほど御答弁いただきましたけれども、

私の調べた範囲の中では全部加味されているわけ

ではありません。したがって、その部分について

いろんな部分があると思います。町内会との調整

なりなんなりというのはあると思いますけれども、

その辺今後どのように考えていらっしゃるのか、

再度お願いをいたします。

（「議長、議事進行」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 熊谷議員。

〇１３番（熊谷吉正議員） 塩田議員の立場で、

今市民に非常に関心の高いリフォーム住宅改修関

係の事業について、市から会議所という具体的な

名前出て、そこに委託をということについて、私

も法的なところはしっかり認識はしていませんけ

れども、利益誘導的な、これにかかわるといえば

建設協会もあるし、観光協会、あるいはさまざま

な任意団体もまた出てくるかもしれないですよね。

あらかじめ想定をした誘導発言みたいのは、議員

の立場としてはちょっと疑問が残るのではないか

という感じがして、ちょっと検証をお願いしたい

のですけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 暫時休憩いたします。

休憩 午後 ４時１０分

再開 午後 ４時２６分
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〇議長（黒井 徹議員） 再開をいたします。

先ほど塩田議員の発言に対しまして熊谷議員か

ら議事進行がかかりましたので、改めて塩田議員

からの発言を求めます。

塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） 先ほど私の質問の中で

商工会議所並びに商工会にということで質問させ

ていただきました。訂正をさせていただきたいと

思います。

民間にということで訂正をしていただきたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 先ほど塩田議員のほ

うから豊西小学校の閉校に伴う南小学校、西小学

校に通う子供たちの安全対策ということで御質問

をいただきました。先ほど答弁でも申し上げまし

たけれども、国道、道道、幹線道路に出れば安全

な歩道も確保されているということで、そこに出

るまでの生活道路等の幅員が狭かったりして、十

分な歩道の除雪できなかったり、歩道がなかった

りという状況であります。昨年そういった状況も

含めて安全安心会議なり学校なりで通学路の設定

をしていますけれども、今回が初めての冬を迎え

たということでありますので、今回の冬の状況も

しっかり見ながら、そして場合によっては安全確

保ができない場合については建設水道部とも連携

を図りながら、除雪、排雪の体制も含めて適時行

うようなことも含めながら、子供の安全確保に向

けて取り組みを進めてまいりたいというふうに考

えておりますので、御理解をお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 塩田議員。

〇９番（塩田昌彦議員） ありがとうございます。

実際には、やっぱり保護者のほうからそういうふ

うな要望があるのは確かですので、ただそういう

ことは協議をなされているということだけは理解

をいたしました。この部分につきましても状況は

幅員だとか含めてやはり雪の量とそれによって変

わることもたくさんありますので、その部分につ

きましては何か危険な状況がありそうだという部

分については現地をしっかり確認をしていただい

て、その心配を取り除いていただくような対応を

お願いをしたいと思います。

それと、夏期と冬期の通学路の部分であります

けれども、それについては特に協議をされていて

問題はないというふうに私ちょっと言葉を理解し

たのですが、必ずしもそうではないなというふう

に思っていて、夏場の通学路、これはもう全然問

題なく、歩道があるなしにかかわらず、ある程度

の車道幅員が確保されているということも含めて

通学に問題はないのかなと思いますが、冬場はや

はり違うのです。ですから、実際に私も現地を見

てそうでないところというのは確認をしています

ので、やはりそういうところも含めて教育委員会、

学校が考えている部分と保護者が考えている部分

にずれもあることもひょっとしてあるかもしれま

せん。そこら辺もやはり保護者は学校のほうに申

し出をするでしょうから、それらもしっかり受け

とめて、今後の対応に努めていただきたいという

ふうなことをお願いをして、この場からの質問と

させていただきます。ありがとうございました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で塩田昌彦議員の

質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ４時３２分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

平成２８年１２月１４日（水曜日）第４回１２月定例会・第２号
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署名議員 高 野 美枝子

署名議員 佐々木 寿
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平成２８年第４回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２８年１２月１５日（木曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１７名）

議 長 １７番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 靖 議員

２番 山 崎 真 由 美 議員

３番 野 田 三 樹 也 議員

４番 東 川 孝 義 議員

５番 川 村 幸 栄 議員

６番 奥 村 英 俊 議員

７番 高 野 美 枝 子 議員

８番 佐 久 間 誠 議員

９番 塩 田 昌 彦 議員

１０番 川 口 京 二 議員

１１番 山 田 典 幸 議員

１２番 大 石 健 二 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 高 橋 伸 典 議員

１６番 佐 々 木 寿 議員

１８番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

１番 浜 田 康 子 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 倉 澤 富 美 子

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 臼 田 進 君

参 事 監 松 岡 将 君

市 民 部 長 三 島 裕 二 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 川 田 弘 志 君

建設水道部長 中 村 勝 己 君

教 育 部 長 小 川 勇 人 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 局 長

こども・高齢者
馬 場 義 人 君

支 援 室 長

営業戦略室長 水 間 剛 君

上下水道室長 天 野 信 二 君

会 計 室 長 常 本 史 之 君

監 査 委 員 上 田 盛 一 君

平成２８年１２月１５日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号
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〇議長（黒井 徹議員） 本日の会議に１番、浜

田康子議員から欠席の届け出がありました。

ただいまの出席議員数は１７名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１０番 川 口 京 二 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

名寄市の財政展望にかかわって外３件を、佐藤

靖議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） おはようございます。

議長の御指名をいただきましたので、通告順に従

い順次質問をしてまいります。

最初に、名寄市の財政展望についてであります。

平成２９年度予算編成にかかわり、市長は各部局

次室所長にことしも１１月１日付で訓令を発する

とともに、臼田総務部長も同日事務連絡を出され

ました。言うまでもなく、来年度は名寄市総合計

画第２次のスタート年であるものの、健全化財政

を堅持するための中期財政計画、さらには影響額

が１億円を超える合併算定がえ特例加算の縮減な

どを踏まえ、１１月３０日の議員協議会で示され

た名寄市における財政課題と財政にかかわりさま

ざまな展望が示されておりますが、改めてその整

合性及び連動性についてお伺いします。

次に、ＰＤＣＡサイクルに関する認識でありま

す。市長訓令では、前年度まで前例を踏襲せず、

ＰＤＣＡサイクルの中で事業を捉え、見直しを図

ることと求めていましたが、今回の訓令ではＰＤ

ＣＡサイクルの言葉が消え、新たに事業の選択と

集中を強調しておりますが、この表現の差異の意

味するところについて整合性を含めお伺いします。

さらには、事務連絡に新たに盛り込んだスクラ

ップ・アンド・ビルドの観点について具体的方向

性をお伺いします。このスクラップ・アンド・ビ

ルドの観点では、既存事務事業により財源の確保

を図ることとしていますが、従来は決算状況を分

析し、必要性や費用対効果を検証し、効率的な予

算を編成するとしていましたが、この言葉の差異

についてお伺いします。

一方、整合性という観点では、公共施設等総合

管理計画、名寄市行財政改革推進計画、そして財

政規律を含め策定時期あるいは公表時期が異なっ

ておりますが、改めて市長として、財政当局とし

て各計画の位置づけと整合性についての認識をお

伺いします。特に公共施設等総合管理計画と名寄

市行財政改革推進計画策定方針案は、ある意味表

裏一体と考えます。さきの議員協議会では、両計

画の連動性を口頭で述べられましたが、両計画を

どう連動させ、具体的に取り組んでいくのか、改

めてお伺いします。

最後に、今回示された財政規律、ガイドライン

は、実質公債費比率及び将来負担比率、市債発行

額、財政調整基金及び減債基金の残高の３本柱を

掲げ、それぞれ一定の制限を設ける内容となって

いますが、名寄市自治基本条例第２０条の財政運

営との整合性についてお伺いします。

２点目は、各種計画策定のあり方であります。

昨年度、今年度と名寄市では名寄市まち・ひと・

しごと創生総合戦略推進計画、名寄市総合計画第

２次の策定作業が注目を集めましたが、各部局下

においては市民の福祉向上のため長期的視野で施

策の展開方針を確立するための計画が存在します。

一方で、最上位計画の総合計画は基本構想は１０

年としながらも、具体施策方針が打ち出される基

本計画及び実施計画は市長任期に合わせて２年、

４年、４年となったことで、各種計画推進の支障
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とはならないのか、疑念を持つところであります。

そこで、改めて各種計画策定の基本的認識、合意

形成のあり方、連動性の認識についてお伺いしま

す。

３点目は、なよろ温泉サンピラーの将来展望に

ついてであります。まず、名寄市総合計画第２次

の前期実施計画で、来年度においてなよろ温泉サ

ンピラーの温浴施設改修として２億円が計上され

る見通しとなっています。この課題にかかわり、

経営主体の名寄振興公社と経済部営業戦略室にお

いて経営安定プロジェクト会議を設置し、協議を

重ねたことで得られた方向性の一端と考えますが、

改めてこれまでの協議経過について御説明をいた

だきたいと思います。

さらに、同計画で施設改修を継続という考え方

について、改めて名寄振興公社の経営見通しにつ

いて会議の中でどう協議、判断されたのか、市民

ニーズをどう受けとめてきたのかについてお知ら

せをいただきたいと思います。

最後に、名寄市立総合病院の将来展望について

でありますが、行政報告の中で市長は同病院の上

半期の経営状況について前年度に比べ医業収益４

０億 ３５７万円に対し、医業費用４４億 ８１

４万円と和泉院長を初め病院スタッフの経営努力

は理解しながらも、結果的には３億 ４５７万円

の損失となり、医業外収支と特別収支を加えた全

体収支でも１億 ２１３万円の純損失を計上して

いますが、改めて今年度の見通しについてお伺い

するとともに、収支改善策として強調している医

業収益確保と経費節減の具体策、さらには平成２

９年度の医師、看護師を初めとした医療スタッフ

の体制をお伺いし、この場からの質問とさせてい

ただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） おはようございます。

ただいま佐藤議員からは、大項目で４点にわたり

御質問をいただきました。大項目の１につきまし

ては私のほうから、大項目の２につきましては松

岡参事監から、大項目の３につきましては営業戦

略室長から、大項目の４につきましては病院事務

部長からそれぞれ答弁させていただきますので、

よろしくお願いいたします。

初めに、大項目の１、名寄市の財政展望にかか

わって、小項目の１、平成２９年度予算編成に係

る市長訓令、事務連絡、名寄市総合計画第２次、

中期財政計画及び名寄市における財政課題の整合

性について申し上げます。毎年新年度の予算編成

に当たる際、職員に対し国の経済状況や市の財政

状況を初め、予算編成における基本的な考え方に

ついては市長訓令として、また編成上の留意事項

や事務的な手続につきましては総務部長事務連絡

として通知をしており、本年度につきましては平

成２８年１１月１日をもって通知をさせていただ

いたところでございます。

平成２９年度予算編成に当たっての市長訓令の

中では、１つとして第２次総合計画前期計画の具

現化に取り組むこと、２つとして事業の選択と集

中に取り組むこと、３つとして健全な財政運営の

維持に努めること、これら３つの大きな基本方針

のもと、市民ニーズを的確に把握し、市民が躍動

し、市民の幸せをつくる明るく元気なまちづくり

を目指し、予算編成に当たるよう指示されている

ところであります。また、総務部長事務連絡にお

きましては、これら基本方針を受け、予算編成上

特に留意すべき点について、訓令からさらに細か

く示しているところであります。

お尋ねのありましたＰＤＣＡサイクルに関する

認識についてでありますが、これまでもローリン

グや予算査定などのＰＤＣＡサイクルを通じ、効

率的な事業への見直し、さらにはニーズの高い事

業への転換を図ってまいりました。今回の訓令に

おいてＰＤＣＡサイクルという表記はないものの、

その表記の有無にかかわらず、今後においてもこ

うしたＰＤＣＡサイクルにて事業の評価や検証を

実施することはもちろんのことであり、実施して

いくものであるという考えには変わりはございま
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せん。

また、限られた財源の中、第２次総合計画の将

来像の実現に向けた重点プロジェクトや今求めら

れている施策や課題を進めていく必要があります

ことから、事業の選択と集中に取り組まなければ

ならず、その際にはＰＤＣＡサイクルを通じてど

の施策を選択し、集中するか、考えていくことに

なるものと認識をしてございます。

次に、スクラップ・アンド・ビルドの観点につ

いてでありますが、議員のお話にありましたよう

に、従来の決算状況を分析し、必要性や費用対効

果を検証し、効率的な予算を編成するということ

は、言いかえますとＰＤＣＡサイクルを通じ真に

必要な事業の選択と集中により最少の経費で最大

の効果となるよう事業や施策の見直しを図るとい

うことでございます。このことは、既存事務事業

を見直し、限りある財源を有効にシフトしていく

ことでもございますので、スクラップ・アンド・

ビルドの観点については今までと同様の考え方で

ございます。

また、財政規律を含めた財政にかかわる各計画

の位置づけと整合性についてでありますが、本市

のまちづくりの行動指針となります総合計画を確

実に進めていくためには、財政が健全性を保って

いかなければなりません。そのためには、多くの

財政的ハードルを乗り越えるべく、公共施設等総

合管理計画や行財政改革推進計画の着実な実行が

不可欠であるとともに、これら計画の推進が財政

規律の実現には不可欠であるものと考えてござい

ます。

次に、小項目の２、公共施設等総合管理計画と

名寄市行財政改革推進計画策定方針案の連動性に

ついて申し上げます。名寄市の財政状況につきま

しては、歳出では高齢化に伴う社会保障費の増加

や公共施設の老朽化への対応などのほか、歳入で

も地方交付税や市税の減少などこれからの市政運

営には多くの課題が見込まれてございます。この

ような厳しい財政状況の中でも、限られた資源を

効率的、効果的に活用し、複雑多様化する市民ニ

ーズに的確に対応していく行財政運営を進め、次

世代に継承できる持続可能な市政運営を実現する

ために、現在名寄市行財政改革推進計画を策定中

でございます。公共施設等総合管理計画でも今後

の財政状況を見据え、公共施設を縮減することと

なっており、まさに議員の言われますように表裏

一体のものであり、行財政改革推進計画の中で重

要な位置づけになると認識をしております。

行財政改革推進計画との関連についてでござい

ますが、さきにお示しをした策定方針では課題の

認識としてお示ししたにとどまりましたが、現在

作業を進めている基本計画における推進方策の一

つの柱として、また実施計画においては推進項目

としてそれぞれ盛り込み、公共施設等総合管理計

画と整合性を図ることといたしますので、御理解

をいただきますようお願いを申し上げます。

次に、小項目の３、財政規律の考え方について

申し上げます。自治基本条例第２０条の財政運営

では、市政運営の基盤となる財政運営の考え方が

示されており、その第１項では財源確保の努力と

効率的な事業の選択について、第２項では予算編

成において総合計画との整合性を図ることや計画

的で健全な財政運営に努めることが示されており

ます。さきの議員協議会にて議員お話しのとおり、

今後の財政運営における３点の財政規律をお示し

させていただきました。このことは、地方交付税

の動向、公共施設の老朽化への対応、公債費や基

金残高の推移などから、今後の本市の財政状況は

決して楽観視できる状況ではないことから、一定

の規律を設けることが健全で持続可能な財政運営

に努めるためには必要であるものと考えており、

自治基本条例第２０条で示されている財政運営の

理念と合致するものと認識をしてございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 松岡企画担当参事監。

〇参事監（松岡 将君） 私のほうから大項目の

２番、各種計画策定のあり方にかかわってについ
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て申し上げます。

まず、総合計画の期間が変わったことで各種計

画の推進の支障にならないかという御質問につき

ましては、総合計画が市の最上位計画であるとい

う位置づけが各種計画の策定、実施において適切

に意識されるという限りにおいて、特段の支障に

はならないと考えております。一方で、市民にと

ってのわかりやすさ等の観点からは、なるべく期

間が連動していることが望ましいものもあると考

えられることから、国や道の計画と期間が連動す

るものについては例外となりますけれども、そう

いったものについて今後徐々に期間をそろえてい

くものもあると考えているところです。いずれに

しましても、総合計画を最上位計画と位置づけ、

その理念、考え方を基本としながら総合計画を含

む各計画の策定及び実施の各段階において市民意

見の適切な反映、それを心がけていくことが重要

であると考えております。

私からは以上であります。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 私からは、大項

目３、なよろ温泉サンピラーの将来展望について、

小項目１、庁内検討組織の協議経過についてお答

えいたします。

名寄振興公社と営業戦略室で構成された経営安

定プロジェクト会議は、名寄振興公社の今後の経

営見通し等を検討するために本年６月に設置いた

しました。この会議の中では、これまでの経営の

内容及び現況などについて検証、分析し、時代の

変化や利用者ニーズ予測等を行うとともに、施設

全体が老朽化に伴い、長寿命化を図っていくため

には修繕費用の増加が見込まれること、さらには

サービスの低下を招く要因にもなることから、一

定の施設改修は経営安定を目指すためにも必要で

あるとの意見が出されました。これらのことを踏

まえ、なよろ温泉サンピラー施設全体を温浴、宿

泊、ロッジ等のスキー施設の３区分に分け、公共

施設として位置づけられていることに鑑み、まず

市民ニーズ等を考慮するとともに、工夫によって

は現行施設を活用して改善することが可能な方策

はないか等についても検討した結果、スキー施設

であるロッジについてはチケット販売をお客様が

買い求めやすい場所にプレハブ等の簡易施設で対

応することや隣接する体育センターピヤシリ・フ

ォレストを活用することによっては、更衣室を確

保することなどを取り組むことによってサービス

向上につなげることも可能であることから、来シ

ーズンからの取り組みを目指して検討することと

なりました。

３年前にボイラー改修を行い、多くの市民に御

利用いただいている温浴施設については、利用者

の快適さや利便性を考慮するとともに、設備以外

の箇所についても老朽化が進み、維持管理に労力

が増大し、さらには温浴施設全体を今後も維持、

継続していくためには一定の整備が必要であると

認識はされましたが、温浴施設は他の施設整備と

比較して多大な費用がかかることから、休憩室も

含めた温浴施設面積内での改修の検討、浴室、浴

槽内のタイル等の内装の更新、利用者からの環境

改善の要望が多いサウナ室の拡張、設備の更新、

日帰り入浴客が御利用する休憩室の拡張などの点

について優先的に検討することが必要との意見で

まとまりました。

次に、小項目２、総合計画第２次の前期計画に

盛り込んだ施設改修を継続とした考え方について

お答えいたします。平成２６年度に策定した名寄

市日進地区再整備基本構想の中で、短期に検討す

べき課題として位置づけられたなよろ温泉サンピ

ラーの整備については、実際にスキー場、温泉宿

泊施設を運営している民間会社がなよろ温泉サン

ピラーを安定的な経営に努めていくためにはどの

ような施設整備等をするべきであるかについて専

門的な見地からの意見をいただくために、名寄市

ピヤシリスキー場地区にかかわる温浴施設等整備

の検討支援業務として委託し、昨年度まとめの報

告が提出され、その中でも市内唯一の温泉施設と
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しての強みを生かすために温浴施設に係る改修案

についての提案がありました。経営安定プロジェ

クト内でもこれらについてさまざまな視点から議

論を重ねてきましたが、最終的には温浴施設を今

後も維持、継続していくためにも老朽化している

箇所の改修を優先的に行うべきであり、新たな施

設整備等には取り組まない意見でまとまり、既存

施設の修繕であるとの認識をしていることから、

総合計画第２次前期計画の中でのなよろ温泉整備

事業の区分を継続としたところであります。

次に、小項目３、経営の見通しと市民ニーズに

ついてお答えいたします。経営安定プロジェクト

会議において市内唯一の温泉施設であることの強

みを生かすことが、日帰り入浴、レストラン、さ

らには宿泊、宴会等に付随する各種企画を効果的

に取り組むことが経営安定化に寄与すると判断し

たことから、既存温浴施設にかかわる老朽箇所の

改修を優先的に取り組むことといたしました。

また、温浴施設内の老朽化した箇所の修繕だけ

ではなく、市民からも要望が多いサウナ室の拡張

及び休憩室の改善についても取り組むこととして

おりますが、経費を最小限に抑える観点から、既

存の浴室内でのサウナ室の拡張、既存の休憩、ゲ

ームコーナー内での休憩室の改善等を前提として

さまざまな知恵と工夫を取り入れながら、市民ニ

ーズに応えた温浴施設を目指し、既存の御利用客

に加えて新たな需要の掘り起こしに努めていきた

いと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 私から

は、大項目４、名寄市立総合病院の将来展望にか

かわってについてお答えいたします。

初めに、小項目１、経営状況と見通しについて

申し上げます。行政報告において概要を報告させ

ていただきましたとおり、本年度上半期における

当院の医業収入は入院、外来ともに患者数はほぼ

横ばいだったものの、手術件数や診療単価の伸び

により医業収益は前年比２億 ３５５万円の増加

となりました。一方で、医業費用も前年比２億

１１５万円の増加となりましたことから、医業利

益でほぼ前年並みの３億 ４５７万円の損失を計

上したところであります。費用の増数要因につき

ましては、医師、看護師、技師の人数が増加した

ことによる人件費の増加、また高度な診療用材料

の使用数が増加したことや高額な薬剤の適用範囲

の拡大による購入費用の増加などが主なものと分

析しております。

今後の経営見通しについてですが、医業収益に

ついては例年下半期に変動が大きくなる傾向があ

るため予断を許しませんが、年度内においては医

師の診療体制に一部の変更があるため、上半期よ

りは若干低調に推移することも推測の範囲として

考えております。医業費用については、固定費で

の大きな削減は見込めませんが、診療材料費でこ

れまでの総体的な購入実績に応じた安価な購入に

努めてまいります。また、特例的な薬価改定が実

施され、高額な薬剤の価格が引き下げられること

になりましたが、開始時期が来年２月からの予定

であることと対応する診療報酬額がどの程度とな

るかが不明確であり、影響の予測はできておりま

せん。現時点では、上半期と同程度の収支状況で

推移するものと見ておりますことから、本年度の

医業のみの収支についてはおおむね４億円から５

億円の損失になるのではないかと推計しておりま

す。

次に、小項目２、医業収益確保と経費節減の具

体策について申し上げます。今年度から取り組み

をスタートさせております新名寄市病院事業改革

プランにおきまして、経営の効率化に関する取り

組みをお示ししているところでございますが、直

接的に収益を高めていくためにはＤＰＣ制度にお

ける適切なコーディングに向けて院内の連携を強

化していくことを中心に診療報酬請求の精度向上、

返戻、査定減対策などの努力を継続して行ってお

ります。また、今後の経営安定性を高めていくた
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めには、現状では充足していない一部の診療科の

医師を招聘していくことが最重要の課題と考えて

おります。このことにつきましては、院長が先頭

に立って地道に努力をいただいており、徐々にで

はありますが、成果を報告できるものと考えてお

ります。

さらに、以前にもお伝えしておりますが、現状

を的確に把握し、より詳細な経営分析を行うため

のツールとして、部門別原価計算システムの導入

作業を進めております。現在は、各種データのセ

ットアップ及び分析に当たってのルールづくりを

進めており、システムの稼働後は全国的なベンチ

マークとの比較から、より効果的な診療のあり方

を見出し、一層の収益力の向上と費用の節減に取

り組んでまいります。

加えて、視点は変わりますが、近日中に確定さ

れます上川北部区域地域医療構想では求められる

役割として当院は区域内における急性期医療を主

として担うことになります。今後は、かかりつけ

医や地域包括ケアシステムを担う医療、介護機関

との調整が進められ、患者の紹介、逆紹介などを

通じて病院や診療所の機能分化に対応していくこ

ととなります。地域における限られた医療資源が

効率的に活用されることにより、結果として連携

する医療、介護機関の安定した経営が持続される

ように取り組んでいくことが重要であると考えて

おります。そのためには、市民の皆様に医療機能

の分化に対して御理解をいただくことが不可欠で

ありますことから、広報などを通じて情報提供や

啓蒙活動に取り組んでまいります。

次に、小項目３、平成２９年度の当院の医療ス

タッフの体制について申し上げます。平成２８年

１２月１日現在当院の職員総数は７３７人となっ

ており、うち診療部に属する医師が研修医を含め

て６８人、看護部に所属するスタッフが４２４人、

医療技術部等に所属するスタッフが２２６人とな

っております。平成２９年度の医療スタッフ体制

についてですが、医師につきましては基幹型の臨

床研修医について定員６人に対し７人の応募があ

り、マッチングシステムを経て６人の採用が内定

したところであります。この結果、現在１年次の

５人と合わせて本年度より１人増の１１人の基幹

型研修医が在籍する予定となっております。また、

各大学病院と連携して研修を実施する協力型の臨

床研修医につきましても現在調整中のところであ

り、そのほか大学医局などから派遣をいただいて

いる各診療科医師の増減予定も含めて、診療部全

体では若干名の増加になるものと見込んでおりま

す。

看護師につきましては、定年退職を含め現時点

で１７人の正規職員の退職予定に対して、これま

で実施した採用試験の結果では１９人の看護師の

採用が内定しているところであります。今後配偶

者の人事異動に伴う新たな退職者が生じることも

予想されますことから、追加募集を行い、新年度

に向けた体制の確保に努めてまいります。

医療技術等につきましては、主に退職者の補充

を中心として現状の体制を維持してまいりますが、

医療ソーシャルワーカーにつきましては地域包括

ケアシステムの推進と病院機能の分化に伴い各病

院や介護施設との連携がこれまで以上に必要とな

りますことから、２人程度の増員を予定している

ところであります。また、視能訓練士につきまし

ても即戦力を確保する観点から、経験者の募集を

行ってまいりました。新たに１人を来年１月から

採用することが決定しております。今後とも当院

が地方センター病院や救命救急センターとしてこ

れまで以上に重要な役割を担い、病院機能の維持、

強化を図るために教育や勤務環境の改善に努め、

学資金制度の活用も継続しながら必要な人材の確

保に取り組んでまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） それぞれ御答弁をい

ただきましたので、基本的方針あるいは姿勢など

については理解するところでありますけれども、
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今後の再質問については特に大きく財政とサンピ

ラー温泉にかかわって質問をさせていただきたい

というふうに思いますが、その前に１点だけ病院

関係でありますけれども、今事務部長の御説明に

よるとやはり損失は続くということになると、１

つは答弁の中にもありましたけれども、市立病院

の役割で急性期医療ということを考えると、そこ

に特化するほうが経営上はいいという認識をお持

ちなのか。つまりかかりつけ医ですとか慢性期に

ついては病院、市立病院ではなくてほかの病院に

担っていただいて、急性期を市立病院でやるとい

うほうが経営的にはいいという判断をされている

のかが１つと、あといつも市民の皆さんの関心事

はやっぱり看護師の中で名寄大学看護学科の卒業

生が何人入っているのだというのがあるので、そ

の２点についてまずお答えをいただきたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 今佐藤

議員から２点御質問がございましたけれども、急

性期医療に特化していくことが収入の増加につな

がるのかということにつきましては、現時点で当

院の単価、診療単価というふうに言っております

けれども、入院のほうで６万円台ということであ

りますけれども、一番影響しているのは外来のほ

うでございまして、外来の平均単価が１万円を少

し超えるぐらいと。これがほかの病院のほうでい

きますと、今大体指標になってきますのが１人当

たり１万 ０００円ぐらいになってきております。

高い病院でいきますと１万 ０００円台というと

ころまで上がってきている状況がございますが、

やはり当院の中では外来に多くの患者さんが来て

いただきまして、その中でも８割が再診の患者さ

んというところでございまして、単価を大きく引

き下げている部分であると。そこに医師が相当の

労力を費やしているという状況がございます。そ

こを見ないのかと言われると別でありますけれど

も、そこを改善していくということが経営に資す

るということは明らかであるということを考えて

おります。

もう一点、名寄大学ですね。現時点で名寄市立

大学から来年度採用内定しておりますのが１０名

でございまして、今１名調整中という状況になっ

てございます。今後の採用試験の結果によります

けれども、今のところの予定はそのようになって

おります。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） 市立病院に看護師が

名大から現時点で１０人ということでありますけ

れども、名寄大学開学から１０年、１０人という

数字初めて２桁という数字ですので、市民の期待

する大学看護学科の成果が１つ出ているのかなと

いうことで評価したいと思いますけれども、今部

長のほうのお話にありましたとおり、急性期の病

院体制を確立するために、この前の議員協議会の

中でも話出てきましたけれども、やはり１つは名

寄市内の開業医がどんどんいろんな事情あって廃

業あるいは閉鎖を含めてなっていっている状況か

らいえば、これは設置者として一定程度将来の病

院経営を考えたときに開業医を誘致するための取

り組み施策というのが必要と考えますけれども、

設置者側ではどういう考えをお持ちですか。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） さきの議員協議会でも

若干お話しさせていただきました。今事務部長の

ほうからもお話しさせていただきましたけれども、

市立総合病院の外来の部分が少し経営上はうまく

やりくりしないとうまいかないということがあり

ます。一方、名寄市内の開業医さんもこの間だん

だん少なくなっておりますし、高齢化も進んでい

るという実態も把握しております。全体的に地域

医療構想の中でのお示しの部分もありますし、そ

れぞれ病院の経営というものもございますので、

なるべくそれぞれの医療機関がいわゆるウィン・

ウィンの関係になるような状況にならないと、開
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業医さんをうまく入れていくというのは難しいか

なと思っておりますが、まずは状況はこういうこ

とでありますので、少し厳しいという認識をして

おります。その上で、ほかの自治体での取り組み

事例ももう既に出てきております。少し参考にし

ながら進めていければと思っております。非常に

難しい問題ですので、ちょっと腰を据えながらや

らなければならないなと思っているところであり

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） 今副市長おっしゃる

とおり、お隣の士別市では平成２３年２月に士別

市開業医誘致条例というのを設置されまして、助

成金の内容は設置費助成金、土地取得費助成金、

建物取得費助成金、医療機器等取得費の助成金、

賃貸料助成金という多岐にわたって、結果的には

これが一定程度成果を持って開業医が設置されて

いるという状況もありますので、これはある意味

で病院経営にも影響することであります。上川北

部全体の医療圏の話もございますし、改革プラン

の話もございますけれども、これは１つ前向きに

御検討されて、将来の名寄の医療をどういうふう

に市立病院を中心に１次、２次、３次というのを

考えていくかというのは、ぜひこれ検討するよう

に求めておきたいというふうに思います。

それではまず、財政にかかわってでありますけ

れども、昨日の質疑の中で今の答弁のように、総

務部長がおっしゃるように名寄市の財政はある意

味で非常に厳しい状況だというのはこの市長の訓

令、あるいは中期財政計画、あるいは将来の課題、

いろいろなものを含めて厳しさというのは強調さ

れていると思いますけれども、その中にあっても

来年度予算要求の概算要求で１６億 ０００万円

オーバーしているという現実についてはどういう

認識をお持ちですか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） さきにお示しをしま

した中期財政計画ということ、そこの段階でも１

０億円弱で収支不足が生じるのではないかという

ところをお示しさせていただきました。今回は１

６億円の収支不足ということでありますので、そ

こからいくと６億円程度離れているというのがあ

りますが、中期財政計画は一定程度実績あるいは

近似値をもって推計をさせていただいた部分があ

りますので、そういった面でのぶれは当然あるの

かなと思っておりますが、今回は第２次総合計画

の初年度ということもあります。この間多くの機

会を使いながら市民の皆さんの意見を聞いてつく

った計画でありますので、そういった意味ではそ

れら市民の意見を踏まえた内容としては、事業費

が少し多くなっているものについては市民の意見

を十分踏まえた結果だというふうに思っています

が、いずれにしても議員が言われるように厳しい

財政状況の中でありますので、きのう総体として

の予算規模についても見通しということでお話を

させていただきましたが、内容については吟味を

させていただき、精査をさせていただく必要があ

るというふうに認識をしてございます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） その中にあって総務

省は、ことし８月３１日に平成２９年度地方財政

の課題というのを明らかにしております。その中

でも地方行政サービス改革の推進と財政マネジメ

ントの強化というのが求められておりまして、具

体的には行政サービスのアウトソーシング、ある

いは地方行政サービス改革の推進、公共施設等総

合管理計画に基づく公共施設等の最適化、地方公

会計の整備、地方団体の財政の見える化などを掲

げておりますけれども、これらについての課題に

ついて名寄市はどういう見解というふうに……。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ただいま議員が言い

ましたように、８月３１日付で総務省から地方財

政の課題ということで指摘がされております。そ

れらを取り組むようにということの内容でありま

す。１つには、行政サービスのアウトソーシング
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というのが出ていました。ここについては、国の

ほうでは窓口業務を含めて適正な民間への委託等

というところが出されているわけであります。私

どももこの間指定管理を含めて、あるいは業務の

外注も含めてアウトソーシングをさせてきていた

だいたという部分でありますが、ここはやはり地

理的条件などもありますし、市民サービスの中に

は適正に、的確に執行しなければいけないものも

ありますので、地域の特性はあると思いますが、

これらについても考えていかなければいけないだ

ろうというふうに思っております。

また、自治体システムのクラウド化など地方行

政サービスの改革というところがありました。こ

こは、１つはクラウド化というのはＩＣＴ化とい

うのもありますし、国のほうでは広域的な部分も

含めて出ております。この間私どもも進めてきた

部分がありますし、広域的な部分ということでは

定住自立圏なども含めてこの間も進めさせていた

だいたものだというふうに考えております。

また、公共施設の総合管理計画等に基づくとこ

ろについては、まさに今計画を策定いたしました

ので、今後着実に進めていく必要があるだろうと

いうふうに思っておりますし、地方公会計の部分

についても従前の標準モデルから、平成２７年の

決算から統一モデルのほうに移行させていただい

ておりますので、対応させていただいているとい

うことであります。

また、財政の見える化については、国のほうで

決算ベースに決算状況の資料集というのをまとめ

てあります。この中では、グラフなども使いなが

ら見える化を進めているというのがあります。国

のほうでは、ここを拡充するというような方向も

あります。例えばこれまでは類似団体の比較がさ

れておりましたけれども、経年に伴う変化ですと

か、あるいは先ほど申し上げました公共施設の移

行についてもこの辺で拡充されるというような情

報もありますので、その中で見える化が図られる

かというふうに思っておりますし、さきにお示し

した財政規律についてもある意味では見える化を

進める一つの方策としてやってきたものでありま

す。今後も引き続きこういった視点から行革に基

づいて進める必要があると思いますが、ただ地域

的な事情もございますし、先ほど申し上げました

市民サービス上からどうなのだというのもありま

すので、その辺は吟味をしながら、引き続き取り

組みをさせていただきたいというふうに考えてご

ざいます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） 今臼田部長から御答

弁いただきました。公共施設等総合管理計画の関

係については、この後佐々木寿議員が強く厳しく

追及すると思いますので、佐々木議員の質疑に委

ねたいというふうに思います。

ただ、財政ということで考えれば、松岡参事監

にお伺いをしたい。私最近財務省の方針を見てい

ると、地方財政にかかわる対応が少し変化してき

ているのではないかなという思いでおります。松

岡参事監は、省庁の中の省庁と言われる財務省、

その中の官僚の中の官僚と言われる主計局出身と

いうことでありますので、ぜひ御見解をお伺いし

たいのですけれども、財務省はこれまで地方財政

に対しては全地方公共団体の標準的な歳出の総額

を見込んで、地方税収などの自前の収入で賄うこ

とができない収支不足、いわゆる歳入歳出のギャ

ップについて、まず地方交付税の法定率分を充て、

さらに不足があれば国と地方が折半して、地方交

付税交付金の特例加算、あるいは地方財政対策債

で負担するという仕組みだったのですけれども、

近年地方財政の健全化というのを進めるために、

骨太方針２０１５にかかわってでありますけれど

も、地方自治体による自主的、主体的な業務効率

化、財政収支改善の仕組み、これを第一に挙げて

いると。次に、取り組み状況、成果の迅速な把握

と検証、これを次に行うと。それが地方財政計画

に反映され、負担の軽減を図り、プライマリーバ

ランスの改善に結びつけるという方針に変わって
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きているような気がする。つまり今までは、地方

重視よりも国のプライマリーバランスを確立する

ために、今地方は何をすべきだというふうに方針

が変わってきているようなニュアンスを受けるの

ですけれども、参事監はどういうふうにお考えで

すか。

〇議長（黒井 徹議員） 松岡企画担当参事監。

〇参事監（松岡 将君） ただいま財務省の地方

財政に対する方針についてということで御質問い

ただきましたけれども、この交付税のあり方につ

いてでありますが、国、地方の予算、２０２０年

までのプライマリーバランスの黒字化のためとい

うことで質問の中にもありました経済・財政再生

アクション・プログラムというものを２０１５年

に策定しまして、その中で国と地方と交付税も含

めて歳出全般に聖域を設けることなく、全般的な

見直しをして、プライマリーバランスの黒字化を

達成するというふうにしております。

その中で交付税ですけれども、例えば総務省の

公表資料の中で言及されている言い方をしますと、

交付税というのはどの地域に住む国民にも一定の

行政サービスを提供できるように財源を保障する

ためのものとありまして、この一定の行政サービ

スというのが例えばナショナルミニマムとか言い

方もありますけれども、どの範囲まで保障するも

のかですとか、財政制度等審議会の議論でいいま

すと地財計画がありまして、それと決算額が乖離

する中で、では適正な規模の財政移転というのは

どの程度なのか、そういうところを議論する中で

御指摘の議論にもありましたインセンティブ改革

と言っていますけれども、地方自治体が自分たち、

地方自治体の行動変化につなげるインセンティブ

改革、すなわちトップランナー方式などもありま

したけれども、自治体の改革を促す、頑張りを引

き出すという言い方もしていますけれども、そう

いったものを使っていろいろ歳出の合理化に取り

組んでもらうと。そして、そういった取り組みを

見える化していく、あるいはこれまで地財計画上

枠計上をされていて、必ずしも十分に国の財政当

局として、あるいは地方財政当局として把握をし

てこなかったのではないかと言われてきたような

ところについてもしっかりと見ていって、検証し

ていくという中で、国と地方あわせてプライマリ

ーバランスの黒字化を達成するとしております。

ある種変化しているという言及もありましたけれ

ども、例えば財政制度等審議会の中で言われてい

るのは、昔は国は国、地方は地方と言っていたの

だけれども、それは車の両輪であるということを

意識していかないといけないということも言って

おりまして、そういった意味ではある意味国と地

方一体に捉えて、全体で財政健全化に取り組んで

いかなければいけないという姿勢を示していると

考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） 御答弁をいただきま

したように、国と地方が一体で財政改革。国は

０００兆円を超える借金を抱え、来年度はもう

２００兆円になるのではないかというふうに言わ

れている、国、地方を合わせての借金の現状であ

りますので、非常にやっぱり財政的には厳しいと。

国も地方もそういう状況の中で一体的にやってい

くという意味だというふうに受けとめます。

時間の関係もありますので、本来財調と公債費

の基金のあり方を含めていろいろ御質疑しようと

思っていますので、これは後の機会に、来年３月

予算委員会もございますし、委員会もございます

ので、そこに委ねたいというふうに思いますし、

自治基本条例の２０条の関係でも、財政、あそこ

を運営というふうに表記をされていますけれども、

あそこに書いてあるのは財政運用の話であって、

本来の財政運営ということでいうと、やはり多治

見市がやっているように本当に健全財政を確立す

るための条例もつくることも１つだろうと。これ

もまた後ほどの機会に臼田部長とはやり合いたい

と思いますので、お許しをいただきたいと思いま

す。
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それでは、サンピラーの温泉のほうに行きたい

と思いますけれども、そこに入る前にまず三島市

民部長にお伺いしておきますけれども、市内の公

衆浴場の現状、見通しについてどういう認識をお

持ちか、まずお伺いします。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 佐藤議員からは、市

内の公衆浴場の関係で質問いただきました。名寄

の市街地では、平成１７年に民間の温浴施設が営

業を終了いたしまして、現在１軒の公衆浴場しか

ないという状況になってございます。ただ、この

公衆浴場なのですけれども、実は１日平均の入浴

客数が６０人を超えているのです。さらには、こ

の５年間見るとずっと６０人を超えて、この状況

を見ますと相当程度根強い需要といいますか、市

民ニーズが温浴施設に対してあるのかなというふ

うに認識をしておりまして、名寄市としても公衆

衛生上も必要な施設であるということであるので

すが、今後とも経営安定のための必要な支援を継

続をしてまいりたいというふうに考えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） 今部長のほうから御

説明いただいたように、温浴施設、市街地では１

軒ということでありますし、その中で今回サンピ

ラーの温浴改修をするということを考えると、本

当にこういう議論、おとといの議員協議会の中で

熊谷議員が言っていますけれども、やはりいろん

な意味で教育上、あるいは福祉上どうだったのか

という検討はされたのかという、久保副市長はこ

れから検討するような話をされていましたけれど

も、私はこれが第一義にあって温浴施設がなかっ

たらだめだという認識がありますけれども、特に

サンピラーの温浴施設の改修について、総合計画

の部会での資料も全部読まさせていただきました。

全くそのことは触れていないのに、いきなりここ

に２億円が出てくるという経緯、あるいはいつも

行政側が言いますけれども、費用対効果という見

地、あるいは今回の改修で当然ながら経営改善に

ついて議論されたプロジェクト、経営改善はどう

図られるのかという成果、それについてはどうい

う認識をお持ちですか。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 今回のサンピラ

ー温泉の温浴施設の改修の部分については、先ほ

ども申し上げましたように現状の施設を今後も維

持、継続していくためには一定の改修が必要とい

うことの認識の中で、今回改修計画を総合計画の

中で原課の意見ということで提案させていただき

ました。その中でさまざまな議論があったのです

けれども、既存の面積施設以上の拡張ということ

になると多大な事業費がかかるということで、基

本的にはサンピラー温泉の部分については既存の

施設の継続、長寿命化を図っていくという意義の

部分と、あと経営の安定を図っていくということ

で、それらの部分でサウナや休憩室の市民からの

要望が高かった、そういった部分を改善しながら、

経営を安定を図っていきたいということで今回の

提案させていただきました。経営安定プロジェク

トの中でも温浴施設を改修することによって、先

ほども申し上げましたように日帰り入浴客はもち

ろんのこと、宿泊や合宿等からも要望が高かった

サウナ室の充実等も含めて、そういったことの相

乗効果を図っていくということの中で経営を安定

に向けていきたいということの中で今回提案させ

ていただいたところであります。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） プロジェクト会議は

経営安定ですよね。数値で示してください。予想

されることではなくて、これをするとこれだけ人

がふえて、これだけ収入がふえて、これだけ経営

が安定するのだと。だから、２億円を投じるのだ

という方針を示してください。そのために協議し

てきたのでしょう、振興公社と営戦で。そこがな

くて、そういう今みたいにやるのと、もう一つ心
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配するのは前期計画は２９年度２億円で３０年度

ゼロです。ところが、この温泉の改修という計画

は前期と中期というふうになっているのです。つ

まり前期は２年間で、次の４年の間にまた何かを

しなければいけないというための継続として盛り

込んだのではないですか。そこまでも考えて経営

安定会議って、プロジェクトってやっているので

はないですか。お答えいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 経営安定プロジ

ェクト会議の中で今回の温浴施設の部分について

は、あくまでも予想ですけれども、振興公社との

話し合いの中で日帰り入浴客を含めた売り上げの

増ということで、３０％ということで一応計画を

立てております。また、先ほどの計画の中期の部

分なのですけれども、先ほども御答弁させていた

だいたように施設全体が老朽化しているというこ

とで、一定の修繕は今後も施設全体を維持、継続

していくためには必要だという認識の中から中期

の部分も区分についても掲載した内容となってお

ります。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） これは、振興公社に

対しては経営にかかわってボイラーを改修した際

に赤字というか、補填するために行政は二千数百

万円でしたか、投入したときの当時の経済建設常

任委員会で、相当経営安定に対してはしっかりや

ってくれと。今回のものが恒常的にならないよう

にやってくれという要望をしっかりしながら補填

を認めたという経緯もあるのに、経営安定プロジ

ェクト会議でやっているのが曖昧な、例えば実質

では中期に何をするのですか。今前期で２億円を

やって、中期ではまだ計画していないということ

は、私は違うと思う。経営安定会議でやるときに

は、お風呂だけやったらそれはふえるかもしれな

いけれども、全体的な今の状況からいったら老朽

化もしているのだから当然直すという協議もされ

ているのでしょう。全体的には幾らですか。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 経営安定プロジ

ェクト会議の中で中期の部分に関する内容につい

ては、現状としては今回の前期の部分については

温浴施設の施設改修ということをメーンに協議さ

せていただきました。また、先ほど申し上げまし

たようにスキーのロッジの部分についてはいろい

ろ工夫の中で現状でやっていきたいということと、

もう一方で宿泊の部分についても２０年以上経過

しているということで、内装などの部分で一定の

修繕は必要かなということで考えております。た

だ、前期の中では現状の中で公社については宿泊

の部分については現状の施設のままで経営してい

くという中で、今後想定されるのが宿泊の改修の

部分が一定の壁紙等含めて必要だということで、

そこの中で前期の中で協議をしていきたいという

ことで、中期の部分について検討させていただい

たところであります。

〇議長（黒井 徹議員） 佐藤議員。

〇１４番（佐藤 靖議員） 今水間室長、宿泊等

のものは壁紙ぐらいと言ったらそんなの大したも

のではないです、壁紙かえるの。だけれども、違

うでしょう、今までは。例えば台湾から来た子供

たちにとって、部屋にシャワーがないという声だ

ってあるわけでしょう。音がうるさいという声だ

ってあるわけです。ということは、あの改修は相

当大きなものになるということです。それを経営

安定の中にどうやって結びつけるかという議論が

ないし、それが市民も巻き込んで、あるいはうち

の議会の所管の委員会とも議論をしないで２億円

を計上して、経営安定がこれが図られるのですと

いう論理が今成り立つのですかということなので

す。先ほどから言っているように、名寄市の財政

は非常に厳しい時代に入っていく。財政の見通し

を見たって、これから財調も公債費も上限枠を設

けて、それこそ財政規律を設けて乗り切っていこ

うとやっているさなかに、片方では２億円です。



－104－

普通の民間なら、その２億円を投資するなら相当

将来展望をかけて経営計画を立てて、だけれども

今はここに投資してこれをやろうというのが本当

ではないですか。余りにも先の見通しがなくて、

まず２億円、お風呂直して、しかも今のあのお風

呂の敷地をあそこから拡張しないでといったら、

それに２億円もつぎ込むのですかという話。先ほ

ど言ったように、もっと市民の人たちはまちに近

いお風呂を求めているのかもしれない。やはりこ

こは一度立ちどまってしっかりと議会あるいは市

民の皆さんとも議論をして、これからのサンピラ

ーのあり方というのを、あるいは振興公社のあり

方、今社長兼務しているけれども、本当に兼務で

乗り切れるのかどうなのかも含めて、これ以上に

冬季のスポーツの拠点化をするのに合宿もやるの

にも、今のままがいいのかという議論も含めて徹

底的にそこをしていく時期に入っている過渡期だ

というふうに思いますけれども、これは市長のほ

うから認識をぜひ示していただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） まず、何からお話ししま

しょうか。平成２２年のときに風連の望湖台を閉

鎖する決断をしました。公共温泉を名寄市で２つ

持つことがなかなか厳しいだろうということも含

めて、やむなく決断したということであります。

この間も風連地区に公共温泉という話もあります

けれども、ここは一貫して民間の活力でというお

話をさせていただいています。その中でサンピラ

ー温泉は唯一の公共温泉でありますから、ここを

しっかりと支えていくことと、加えて冬季スポー

ツの拠点化ということも含めて、あるいは日進全

体の中でこのサンピラー温泉が、やはりこのホテ

ルがヘッドクオーターというか、本部組織的な役

割の中でこれからもしっかりと役割を果たしてい

かなければならないというふうに思います。その

ことと先ほど来財政的な問題もこれありで、短期

的にも非常に厳しい財政状況であるということ。

しかし、このホテル、温泉業というのはある意味

では装置産業的なところもありますので、まずで

きるところからしっかりと今要望の高いところ、

緊急性の高いもの、あるいは費用対効果が高いも

のということで、まずやはり温泉をしっかりと直

していくと。このことがアンケート等でも市民の

皆さんの要望が非常に強かったということも鑑み

て、ここをまず直していくことで温泉そのものの

日帰り入浴、あるいはホテル、レストラン、そう

したことに相当数波及をしていくだろうというこ

とで、今回まず温泉をやらせていただきたいとい

うことでございます。

中長期的には、ホテルだとかロッジだとかの大

規模な改修もこれは出てくる可能性もあるという

ふうに思っていますけれども、しかし今そこまで

の具体的な詰めはしておりません。それは、我々

が直すべきものかもしれないし、あるいは温泉を

建てた後に民間主体的なことの業者の方がこちら

に来ていただいて直していくというような選択肢

もあるかもしれません。今回マックアースさんと

いう会社がうちのホテルあるいはスキー場に興味

を示していただいたわけです。入札をしてコンサ

ルをしていただきましたけれども、複数の業者さ

んが我々の事業に興味を示していただいたという

事実もわかりましたので、ある意味ではいろんな

可能性もあるでしょうし、またいただいたノウハ

ウも含めて、しっかりとこの冬、また来春とソフ

トの部分も含めて磨き上げていこうというふうに

思っていますので、ここは今やるべきことをやり

ながら、そして走りながらいろいろ考えていくと

いうこともあろうかというふうに思いますけれど

も、今後中長期計画の中でこの議論を進めていく

に当たっては、皆さんともよく協議をさせていた

だきながら、ホテルのあり方、そして公共として

の温浴のあり方、さらにはスキーの拠点化として

の施設のあり方、こうしたことをしっかりと皆さ

んと議論していきたいというふうに思っています

ので、ぜひ御理解をいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で佐藤靖議員の質

平成２８年１２月１５日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号
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問を終わります。

公共施設の再生について外２件を、佐々木寿議

員。

〇１６番（佐々木 寿議員） ただいま議長より

御指名をいただきましたので、さきの通告順に従

いまして、大項目３点について質問してまいりま

す。

１点目は、公共施設の再生について、小項目１

の公共施設等総合管理計画における目標値１３％

縮減の見通しについて伺いたいと思います。全国

各自治体において、過去に建設された公共施設が

老朽化し、大量の更新時期を迎えております。さ

らに、財政難に加え、急激な少子高齢化、あるい

は人口減少といった状況も生じ、建設当時と違い、

今は厳しい財政下にあって、施設をそのまま維持

管理するのは困難となっている状況にあります。

一方、これらの対策を先送りすれば、ますます財

政の悪化を招き、安全性にも影を落としかねない

状況にあります。当市としても建築後既に３０年

以上経過した公共施設は、全体の半数になってい

ます。また、公共施設だけでなく、日常生活や産

業の基盤となるインフラ施設についても更新時期

を迎えております。そのような中にあって、整備

が進められてまいりました。

このように全国の自治体の公共施設の状況を踏

まえ、国においても総務省は２０１４年全ての自

治体に対し、部局別に管理していた施設の状況を

全体で把握して中長期的な視点を持って計画的に

更新あるいは統廃合、長寿命化を進めるために公

共施設等総合管理計画の策定を促しました。本市

においても公共施設等総合管理計画を昨年度策定

いたしました。その中で目標値１３％縮減の考え

方を示しています。財政難、人口減少の情勢の中、

１年経過した現段階において計画の見通し、１３

％の縮減の見通しについての見解を伺います。

次に、小項目２の市民の行政サービス維持、財

源確保の考え方について伺います。統廃合、複合

化は、あるいは長寿命化にしても莫大な予算づけ

が必要です。経費縮減のためにも、そのためにし

っかりと施設のコスト分析がされていなければな

らないと考えます。利用状況の調査、施設稼働率、

人口に対する利用者の割合等しっかり分析し、施

設を縮小しても機能は充実でき、サービスを維持

しなければならないと考えておりますが、見解を

伺いたいと思います。

また、総務省は総合管理計画を策定した上で進

める施設の廃止や複合化に対し地方債を新たに発

行できる制度を創設いたしておりますが、活用に

ついての当市としての考え方を伺います。

次に、大項目２点目は、介護事業について伺い

ます。小項目第１、家族介護支援事業の現状と将

来の考え方について伺います。長寿命国と言われ

る日本、平均寿命は男性が８０歳、女性が８６歳

です。しかし、８０代前半の男性は約１８％、女

性の約２７％が８０代後半では男性の約３２％、

女性の４８％が介護の必要な状態になって、要介

護の認定を受けているという統計があります。将

来当市においても要介護者が増加し、将来家族の

介護者がふえることが考えられます。今後施設に

入れない介護要支援１、２や要介護１の方の人数

が急速にふえていくであろうと思われます。そう

なると、必然的にスタイルが在宅介護になります。

高齢者本人の意向や財政的な理由で在宅介護を選

択した場合、介護をする人は配偶者及び子供とい

うことになりますが、通常配偶者は要介護高齢者

と同世代という可能性が高く、子供が介護を担う

ことも少なくありません。大家族で、おまけに要

介護高齢者と同居しているような場合ならともか

く、同居していたとしても介護できる人間が少な

かったり、近所に住んでいるのが自分だけだった

というような場合も多く存在することも想定でき

ます。

介護負担は、全て自分一人にのしかかってきた

りするようなケースの場合、時間的あるいは金銭

的、精神的な介護負担は大きなものとなってきま

す。在宅で高齢者が介護している家族は、介護す
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る上で困っていることとして、ストレスの精神的

な負担が多い、身体的な負担が多い、睡眠不足や

腰痛などといった悩みとともに、適切な介護の方

法がわからないというような、将来家族の介護に

対する不安を抱えている方が多々おられるのでは

ないかと思われます。家族介護を前提として、要

介護者への介護サービスの充実のみならず、家族

介護者を支援するという視点も大切と考えます。

そのためには、苦しむ家族を孤立から救うための

制度や支援のあり方を考え、不断の検証が必要と

考えます。在宅で高齢者を介護している家族介護

者の身体的、精神的負担を少しでも軽減するため、

家族に対する支援対策の現状及び将来の考え方に

ついて伺います。

次に、小項目２、介護休業制度の周知と利用促

進について伺います。親が突然病気やけがをして

介護が必要になったとき、家族の介護を理由に一

定期間会社を休むことができる介護休業制度があ

ります。さきの通常国会で法律が改善され、来月

から順次制度が見直されます。いざというときに

は、慌てないようにどうすれば仕事をやめずに家

族を支えていけるか、親が健康なうちから考えて

おく必要があると思います。そのためには、介護

休業制度があることを働く人が十分に理解する必

要があります。それが介護離職を防ぐことにもつ

ながると思われます。国も介護休業の広報をして

おりますが、当市としても制度周知に力を入れる

べきだと考えますが、見解を伺います。

また、今回介護休業制度を見直して、使い勝手

をよくした制度にもかかわらず、企業の取り組み

が進まなければ介護休業の利用は進まず、介護離

職もなくならないと思われます。そこで、利用促

進について浸透させるべきと考えますが、見解を

伺います。

次に、大項目３、民生委員児童委員の活動につ

いて、小項目１、民生委員児童委員の認知度向上

について。少子高齢化の急速な進行や近所づき合

いが希薄になるなど地域社会が変化する中、住民

の生活課題はより一層複雑多様化しております。

こうした中、地域住民の相談に乗ったり、生活上

の課題を見つけたりする民生委員の存在が重要で

す。全国で２３万人が活動し、来年には制度創設

が１００年を迎えるということです。民生委員は

民生委員法に基づく制度で、専門的な技能や資格

を持っている必要はなく、市町村の推薦会の推薦

を経て、最終的に厚生労働大臣から委嘱をされた

非常勤の地方公務員です。任期は３年で、ことし

１２月に一斉に改選が行われ、全国でなり手不足

の中、当市は全地区で欠員なく受託され、今月の

広報なよろでお名前の御紹介があったところです。

また、全国民生委員児童委員連合会によると、

民生委員は児童委員法により子育ての不安や妊娠

中の心配事の相談、支援を行う児童委員を兼ねて

いるほか、近年では生活困窮者、自立支援者や悪

質法などの被害防止への対応、児童虐待から子供

を守る取り組み、認知症の疑いがある住民の見守

りなどを行っているという大変な御苦労をされて

いると聞いております。そんな中にも住民の課題

が解決できたときには達成感があり、やりがいが

あると言っている言葉に感銘を受け、常日ごろか

ら尽力をいただいている民生委員児童委員に敬意

を表するところであります。

さきに述べたように、民生児童委員の重要性が

増す一方で、全国的に民生委員の欠員数は年々ふ

え、なり手不足が課題となっているということで

す。厚労省の有識者会議、検討会の報告によると、

なり手不足の原因として地域の住民に民生委員児

童委員の存在や仕事の内容が正しく知られていな

いことや高齢者、生活困窮者などの対象者の増加

に伴う業務量の増加、住民が抱える課題の複雑化、

多様化に伴う業務の負担増などが挙げられており

ます。民生委員の中には、特にひとり暮らしの高

齢者の体調など住民の状況は常に変化する。何か

あったときにすぐに動ける体制づくりが必要とし、

土日を含めた行政側のサポート体制の強化を求め

ています。そこで、民生委員児童委員の認知度向
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上やサポート体制の強化について見解を伺います。

次に、小項目２、民生委員児童委員の活動中の

補償について伺います。民生委員の活動環境の改

善へ全国民生委員児童委員連合会は、２０１５年

４月から民生委員向けの保険制度を創設いたしま

した。これは、活動中の民生委員が事故やけがを

した場合に補償したり、個人情報の提出時に賠償

責任に係る補償などを盛り込んだもので、厚労省

は保険料の半額を補助するなど公的支援の強化に

乗り出しているということですが、当市の現状は

どのようになっているのか伺います。

以上で壇上からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ただいま佐々木議員

からは、大項目で３点にわたり御質問いただきま

した。大項目の１につきましては私のほうから、

大項目２のうち小項目の１につきましてはこども

・高齢者支援室長から、小項目の２につきまして

は営業戦略室長から、大項目の３につきましては

健康福祉部長からそれぞれ答弁となりますので、

よろしくお願い申し上げます。

それでは、大項目の１、公共施設の再生につい

て、小項目の１、公共施設等総合管理計画におけ

る目標値１３％縮減の見通しについて及び小項目

の２、市民の行政サービス維持、財源確保の考え

方についてあわせて申し上げます。名寄市公共施

設等総合管理計画につきましては、策定後２０年

間において公共施設の総延べ床面積１３％削減を

することを目標値として設定をしてございます。

お尋ねのありました目標値に対する見通しについ

てでありますが、昨年度から大学図書館の新設や

南小学校の改築、また今後は大学新棟、風連中央

小学校の改築など教育関連施設の整備がされてい

るところでありますが、一方では市民会館や望湖

台センターハウス、さらには公営住宅などの取り

壊しにより一定の縮減も進めてきているところで

ございます。

先般お示しをさせていただきました名寄市にお

ける財政課題及び行財政改革推進計画策定方針案

では、その課題の一つとして今後の公共施設の老

朽化対策を挙げておりますが、本市の普通財産に

おいても築年数が経過をし、老朽度が著しい建物

が数多く存在しております。まずは、こうした施

設の取り壊しなど今後のあり方につきまして公共

施設等検討ワーキンググループなどにより庁内各

部横断的な議論を進めるとともに、主要な公共施

設にあっては将来人口の予測と照らし合わせなが

ら、公共施設の統廃合、複合化、長寿命化などを

十分に検討し、公共施設等総合管理計画を着実に

推進していかなければならないと認識をしてござ

います。

次に、施設の統廃合、複合化についてでありま

すが、老朽化した公共施設を今までどおりの姿で

建てかえることは、これからの財政状況において

は困難でありますことから、これら施設の建てか

えなどを検討する際、施設の統廃合や複合化を考

えなければなりません。しかしながら、管理計画

の目標値達成に向け、やみくもに公共施設を統廃

合するのではなく、必要な機能は維持をしていく

必要がございます。そのためには、議員御指摘の

とおりこれまでの施設の利用状況や稼働率などを

しっかりと分析をした上で、今まで以上に施設の

機能が向上するよう、また市民の方々が利用しや

すく、かつ利用される方が増加するよう施設の統

廃合や複合化を検討していくことが重要であると

認識をしてございますし、またそれら統廃合や複

合化は市民の皆様の理解のもとに取り組みを進め

ていくことが重要であると考えているところであ

ります。

次に、財源確保について申し上げます。地方債

に関する公共施設等総合管理計画に係る国からの

地方財政措置としましては３点ございまして、ま

ず１点目は公共施設等総合管理計画に基づく除却

について、地方債の充当を認める特例がございま

す。２点目として集約化、複合化事業などが対象

となります公共施設最適化事業債、３点目といた
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しましては公共施設の転用事業が対象となります

地域活性化事業債の拡充、これにつきましては既

存の公共施設を改修し、他の公共施設として利用

することが対象となるものでございます。いずれ

の財源措置につきましても、それぞれ特例期間や

充当率、さらには交付税算入率などさまざまであ

りますことから、その時々に応じて他の財源措置

と比較をしながら有効な手段をとってまいりたい

と考えてございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 私か

らは、大項目２、介護事業について、小項目１、

家族介護支援事業の現状及び将来の考え方につい

て申し上げます。

在宅で高齢者を介護されている方々への当市の

独自支援といたしましては、財源を介護保険特別

会計の地域支援事業のうち任意事業を利用し、家

族介護支援事業として３つの事業を行っておりま

す。１つ目は、認知症高齢者見守り事業でござい

まして、徘回高齢者を早期に発見できる仕組みの

構築、運用のための徘徊高齢者ＳＯＳネットワー

ク事業と安否が気になる方を早期に発見できる仕

組みでございます地域見守りネットワーク事業を

通し地域のネットワークの強化を図り、さらには

認知症サポーター養成講座を通し認知症への理解

を深め、認知症の方やその家族の方々を地域で支

えていくことを目指すもので、認知症講演会の開

催や地域見守りの協力事業者のステッカー配付を

行っております。今年度は、認知症講演会といた

しまして北海道勤労者医療協会勤医協中央病院名

誉院長であります伊古田俊夫先生を講師に迎えま

して、「認知症の早期発見と予防」と題しました

講演を行っていただきました。また、見守り協力

事業者へのステッカー配付につきましては、マグ

ネットタイプのものや身につけるタイプのものな

どいろいろな形で御用意させていただき、市民の

皆様の目に触れるようにしており、地域での見守

り活動を進めているところでございます。

２つ目は、家族介護用品支給事業でございまし

て、介護保険の要介護４、５の認定を持ちます高

齢者を在宅で介護されている方を対象に、非課税

世帯など一定の要件のもと介護用品を支給する事

業で、平成２８年１１月末では１０名の方が御利

用をされております。

３つ目は、家族介護者交流事業。本事業は、名

寄市社会福祉協議会に委託する形で展開をしてお

り、在宅で介護を続ける方々へのリフレッシュ事

業として位置づけてございます。昨年度までは、

１日開催で季節ごとに年４回の開催でありました

が、今年度は１週間単位で年４回開催することと

し、現在までに春、夏、秋の３回の開催を終えて

きているところでございます。新年度以降も現在

までのアンケート調査などの実績を検証し、介護

者の方々に有効なリフレッシュ事業を継続してま

いります。

また、在宅で高齢者を介護する方々への経済的

支援として平成２９年度から紙おむつ処理用ごみ

袋の支給を検討しております。今後も要介護状態

の方や介護をされている方を地域での見守りで支

え合う仕組みによる支援を初め、経済的支援を含

めて家族の介護負担を軽減できる有効な施策を実

施してまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 私からは、大項

目２、小項目２、介護休業制度の周知と利用促進

についてお答えいたします。

子育てや介護と仕事が両立しやすい就業環境の

整備等をさらに進めていくために、育児休業、介

護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に

関する法律、いわゆる育児・介護休業法を改正す

る法律が平成２８年３月２９日に成立、同年３月

３１日に公布され、平成２９年１月１日から施行

されます。この育児・介護休業法の改正のうち、
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介護休業についてはこれまで連続して１回しか取

得できなかった９３日の休みを３回に分けての取

得が可能になり、要介護度の程度も緩和されてお

ります。高齢化が進み、介護が必要な方が増加す

る中で、在宅での介護負担も当然のことながらふ

えてきているのが現状であり、介護により離職を

余儀なくされる方も多くいることも認識しており

ます。介護をする方の負担軽減に向け、要介護者

の受け入れ施設の体制整備も急がれますが、この

法改正で介護をする方の環境について若干ではあ

りますが、改善につながったのではないかと考え

ているところでもあります。

制度改正の周知については、事業所において従

業員にしっかりと周知していくこと、あわせて休

暇を取得した後に安心して職場に復帰できるよう

な環境づくりが求められております。本市では、

１２月の広報において男女共同参画社会にかかわ

る欄において育児・介護休業法の改正について周

知し、さらには市のホームページにおいても雇用

労働にかかわるお知らせとして厚労省や労働局の

通知のリンクを張るなど事業所や労働者向けの制

度周知等を行ってきておりますが、本制度改正に

ついては年明けの施行に合わせて周知を図るとと

もに、市職員への制度周知、活用の促進を率先し

て取り組み、市内事業所に波及できるよう取り組

んでまいります。

また、直接の市民向けとして要介護認定の相談

等に訪れた家族の方、保育所入所申し込み等に訪

れた方など窓口においても育児休業も含め、本制

度の概要について説明してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 私からは、大項

目３の民生委員児童委員の活動について申し上げ

ます。

初めに、小項目１の民生委員児童委員の認知度

向上について申し上げます。去る１２月１日に３

年に１度の民生委員児童委員の一斉改選が行われ、

市広報１２月号に厚生労働大臣から新しく委嘱さ

れた民生委員児童委員、主任児童委員の紹介を行

っているところです。各委員の皆様には、改めて

社会奉仕の精神を持って地域住民のために高い使

命感と責任感により重大な職責を担っていただく

ことに心から感謝し、お礼を申し上げるところで

す。また、委員の皆様には、本来の委員業務のほ

かに地域福祉の中核として名寄市社会福祉協議会

の理事、評議員、各運営委員会委員を初め、名寄

市保健医療福祉推進協議会、地域包括支援センタ

ー運営協議会委員などの数多くの役職、委員とし

て御就任いただき、重ねて厚くお礼を申し上げる

ところでございます。

本市の民生委員児童委員は、定数９８人であり、

東地区、西地区、南地区、北地区、風連地区の５

つの協議会に分かれて活動しております。その５

つの地区の連合組織として連絡調整の役割を担っ

ているのが名寄市民生委員児童委員連絡協議会で

す。札幌市を除く道内３４市のうち、半数以上が

社会福祉協議会に民生委員児童委員連絡協議会の

事務局を置いておりますが、当市では社会福祉課

が事務局を担当し、民生委員児童委員活動に必要

な市内外の研修や各種会議の手配や調整、社会福

祉協議会、警察、消費生活センターなどとの連携

調整、委員欠員時の補充のための各民児協への支

援などを行っておりますが、行政が直接事務局を

運営することにより、民生委員児童委員と行政の

各担当窓口のより密接な支援体制の構築を図って

おります。

また、各地区協議会において研修会を開催する

際には、市の各担当者による出前講座などを利用

していただいており、また円滑な委員活動を行う

ために各地区協の会議にはオブザーバーとして市

の担当職員が出席し、連携を図っております。ま

た、町内会ネットワーク事業においては、地域福

祉のかなめである民生委員児童委員や町内会が地

域で抱えているさまざまな福祉ニーズに対応し、

見守りやつなぎが地域として実践できるよう地域
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活動の支援を行い、地域福祉の基盤づくりと地域

住民との信頼関係の構築を図り、民生委員児童委

員活動の周知啓発につながっているものと考えて

おります。

さらには、平成２９年度は大正６年に岡山県で

誕生した済世顧問制度を始まりとした民生委員児

童委員制度創設１００周年に当たることから、全

国各地で記念行事がとり行われます。全国大会は

７月９日に、北海道大会は６月１３日に、また各

支部においても１００周年の地方研修集会がとり

行われ、上川支部においては９月２７日に旭川市

で開催される予定となっております。このため、

マスメディアなどにおいても取り上げられる機会

がふえると思われますので、当市におきましても

さまざまな機会を通じて民生委員児童委員の役割

や活動の紹介を通して、啓発、広報に努めてまい

りたいと考えております。

次に、小項目２の民生委員児童委員の活動中の

補償について申し上げます。民生委員児童委員は、

地方公務員法第３条の規定による法令により設け

られた委員の職で、非常勤の者に当たり、都道府

県の特別職の地方公務員であるとされており、公

務中の災害によって受けた損害は補償されること

になっております。また、民生委員児童委員互助

共励事業による互助給付制度があり、全国社会福

祉協議会が進めている互助共励事業と北海道民生

委員児童委員連盟会による互助共済制度の２つの

互助事業に加入しております。この互助制度にお

いては、公務中の死亡、傷害のほか、一般傷病や

配偶者の死亡の弔慰金なども対象となっており、

２つの互助会費についてはともに市の独自補助と

して支出されております。

さらには、平成２６年度より民生委員児童委員

の皆様が安心して活動を行うことができるよう、

その環境整備のため、全国民生委員児童委員連合

会では全国約２３万人の民生委員児童委員全てを

加入者とする保険制度、民生委員・児童委員活動

保険を創設いたしました。この保険制度は、委員

活動中の万が一の事故による委員のけがを補償す

る傷害保険を基本として、民生委員児童委員活動

に即した補償内容を付加したものとして創設され

たもので、既存のボランティア活動保険では補償

対象となっていない委員活動に起因する活動対象

者からの暴力等の不法行為による委員本人や家族

のけがや個人情報漏えい時の賠償責任に係る補償

を盛り込んでいる点が特徴となっております。保

険料については、全国民生委員児童委員連合会が

負担しているため、各委員の御負担はございませ

ん。

また、平成２７年６月１１日に北海道警察と北

海道民生委員児童委員連盟で協力協定が結ばれ、

名寄市においても名寄警察署と民生委員児童委員

の間で不審な事案については同行依頼なども可能

とする、今までの取り組みどおりの協力関係が確

認されているところです。今後も必要な補償体制

や警護体制の充実を図り、民生委員児童委員の皆

様が安心して活動するための支援に努めてまいり

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１６番（佐々木 寿議員） それぞれ御答弁を

いただきました。まず、公共施設の再生について

伺いたいと思いますが、先ほど御答弁をいただき

ましたけれども、私から言いますと１３％の縮減

で足りないのではないのかというふうな考えが前

提的にありまして、今までのやってきた中で取り

組みをやるのがちょっと遅いのかなというふうに

感じたわけなのですけれども、取り組みを始める

まで各部署の議論、こういうものはそれぞれ各部

署でやってきたと思うのです。しかしながら、今

回先ほど御答弁いただいたように、市長が本部長

になってある程度進めていくということなのです

けれども、これは各部署が今までやっていたそう

いう施設をそういう再生についてしっかりと認識

をしたのかどうかという部分と各部署がこうやっ

て統合した部分において、例えば削減とか縮減と
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かする場合にちゃんとコンセンサスが得られたの

かという部分を伺いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） まず、今回の公共施

設等総合管理計画策定に当たっては、ワーキング

グループを設置をしながら検討を進めた経過があ

りますので、そこには各部署から委員を委嘱して

やらせていただきましたので、そういう意味でい

きますと各部局にこの計画の考え方については広

く周知がされているというふうに考えております

し、管理職の本部会議等もございますので、そこ

も通じて職員には広く周知がされているというこ

とであります。

この計画が取り組みが遅いのではないかという

ところの御指摘をいただきましたが、私ども１つ

ハードルが高いところがあるのは、施設の取り壊

しについてはなかなか財源手当てが見つからない

ということで、先ほども一部地方財政措置の部分

も申し上げましたけれども、ただの取り壊しにつ

いては資金手当てはされるのですが、交付税での

充当とかございませんので、少し長期間にわたっ

てお支払いをするというような形になるだけとい

うことでありますので、その辺が１つ難しい部分

があるというものがあります。

それともう一つ、複合化等についてであります

けれども、これはこの間も申し上げましたが、一

定程度一つの施設を改築をするなり、何かそうい

ったタイミングにおいてほかの施設も含めての統

廃合あるいは複合化ができないかという議論をさ

せていただきたいということでありますので、当

然そのタイミングは少し前から議論をしなければ

いけないのですけれども、そういったタイミング

で議論をさせていただきたいというふうに考えて

おりますので、議員が言われるように映りとする

と取り組みが遅いというふうに映るのかもしれま

せんが、私どもが今回上げた１３％の目標につい

ては取り組まなければいけない、達成をしなけれ

ばいけない目標値だというふうに思っております

ので、目標達成に向け鋭意努力をしてまいりたい

と考えておりますので、ぜひ御理解をいただけれ

ばということでお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１６番（佐々木 寿議員） １３％の縮減とい

うのは、この１３％の縮減の考え方によりますと

人口が１ ７％か１ ８％が減少するということ

で、人口減少に伴って施設の利用が少なくなるか

ら１３％という設定したのか、もっと財源という

か、そういう利用の価値をしっかり検証すれば、

もっとそれやらないと、いわゆる例えばこの財源

でいいますと、計画でいいますと大体年間……学

校施設とか公営住宅というのはもう大体今既に半

分以上がこういう公共施設のあれを占めているわ

けなのですけれども、当然それらを先に優先度を

考えてやったと思うのですが、それ以外の公共施

設については本当に活用されていない施設がかな

りあると。かなりある中でそれをやっぱり財源を

やって、やってきた中でその８％というのは新規

整備した施設の割合が平均すると８％だと、こう

いうことなのですけれども、これから将来整理す

ると、これは例えば予算的にいくと大体１１億円

ぐらいだということなのですけれども、これを１

つやって新たに今までの施設を更新すると ５０

０億円ぐらいなる。だけれども、それを１１億円

ぐらいのところをずっとやっていくと、縮減しな

ければいかぬのはもう当然なのです。当然もっと

早くそういう機能を、あるいは維持する、あるい

は私が考えているのはそういう集約しても、同じ

ものをつくっても、同じ機能のものをつくっても、

それは例えば学校区で同じものがあったものを統

合してやったとしても、今まで使っていないもの

は使わないです、ほとんど。私は、だから今回親

林館とか、例えば親林館とかなればああいうもの

はそのままにしていたら町内会のあれとか書道の

あれで使うかもしれませんが、育児のあれになっ

たら人は集まる、育児のことは推進できるという

ような考え方を持っていかないと、これからの公
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共施設は思い切って使わないのだったら使わない

でばつっとやって、やっぱり壊すべきではないか

なと思う。そういうふうに考えている。それは、

やはり一応庁内の各部でも、例えば職員の中でも

それは賛成ですねと。例えばこの施設を壊すと言

ったら賛成ですねと言った場合でも、市民もこれ

から財源にあってはやっぱり縮減しなければいか

ぬという部分も理解していても、実際に自分のあ

るところの施設を壊すとなったらそれは絶対反対

すると思うのです。ですから、先ほど質問したよ

うにこれからでももうしっかりと分析をして、市

民にしっかりと根拠を求めるような、あるいは先

ほど言ったような施設があってもそれ違う方向で

転換できないのかと、学校区で。そういう考え方

をすべきだと思うのですけれども、見解を伺いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 今回の公共施設等総

合管理計画につきましては、全体的な市としての

考え方を示させていただいたものということであ

ります。佐々木議員が言われるように、財政的な

ことを考えると恐らく１３％では足りないのです

が、一方では市民サービスの低下を招いてはいけ

ないということがございますので、そういった意

味では今回人口減少と同じような比率である１３

％を削減することによって、市民サービスにでき

るだけ影響がないような形で公共施設も減らして

いくのだという、そういう考え方のもとにこの考

え方を示させていただいたということであります

ので、もし市民の皆様含めて御理解がいただける

のであればこの１３％超えた実施というのも視野

に入れる必要があるのかなと思っています。

それと、佐々木議員が言われたのは具体的にこ

の計画を進めるに当たっての提言だというふうに

受けとめさせていただきたいと思います。先ほど

申し上げたように、個別の施設、本当に一番いい

例は親林館の例がこの計画の１つ象徴されるよう

な取り扱いだったのかなというふうに思っており

ますけれども、今後進めるに当たっては当然施設

の改築や何かする前には相当な時間を事前にとり

ながら、ほかの施設の統合はできないのか、ある

いは複合化ができないのか、あるいは単一機能だ

としても機能を上げながらもよりコンパクトにつ

くれないかも含めて、いろんな角度から議論しな

ければいけないと思っていますし、その根底には

やはり議員が言われたようにその施設の利用状況

を含めて基礎的なデータについては取りまとめた

上で検討する必要があると考えておりますので、

御理解いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１６番（佐々木 寿議員） そうしますと、や

っぱり市民も多大にかかわってくるような状況に

なりますね。今まで例えば公共施設のことについ

て余り言わなかったかもしれません、行政で一方

的に進めてきた関係上。パブリックとか、あるい

は市民の意見の集約とかいうものは今までもなさ

れてきたのですか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） これまでも施設の改

築ですとか、あるいは新設に当たっては、当然市

民の皆さんの御意見を伺わせていただいたり、当

該の利用される方たちも含めて御意見については

いただいた上で取り組みを進めさせていただいた

という考えをしておりますが、今回この公共施設

等総合管理計画を進めるに当たっては、その一方

で古い施設について、例えばそこは統廃合する場

合もありますし、複合化の中で取り組まれるもの

もあると思いますので、これまで以上に市民の皆

さんとは丁寧な議論が必要だというふうに思って

いますので、そこについては心がけていきたいと

いうふうに思っておりますので、御理解いただけ

ればと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１６番（佐々木 寿議員） これから本当に統

廃合あるいは集約するという部分でいいますと、

今現段階で１年過ぎたわけなのですけれども、ど
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こを今回考えておられますか。

それと、名寄庁舎の議論になるとなかなか明快

な答えが出てきません、庁舎の改修については。

これ例えば先般のことし４月に受けた宇土市の庁

舎などは、あれはもう１０年以上も前から耐震を

やって、いずれにしてもこれは財源がないからそ

のままにしておいたのが今回になってもうほとん

ど使われなくなって大改修するというような部分。

これは、名寄市もこのままでおいて今の計画で手

をつけられなかったら、あと２０年になったらほ

とんどだめになってしまいます。だから、庁舎に

おいたってそれは考えなければいけないと思うの

ですけれども、明確にお答えいただけますか。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 公共施設の老朽化対策

ということでありますけれども、ちょっと前の御

質問にかかわるかもしれませんが、全般的な施設

につきましては公共施設等総合管理計画つくる前

に長寿命化ですとか、あるいは施設の修繕計画で

すとか、そういったものがベースになっていまし

て、そして公共施設の問題というのが国のほうも

音頭とりながら今総合計画と浮上してきていると

いう段階になります。中期財政計画とともにお示

ししました財政課題の中で、老朽化施設というと

ころで一覧出させていただきました。中でも一番

古いのが児童館ということになっております。そ

して、その後文教施設、保育所等と並んできてお

ります。その中で庁舎というのも出てきていると

ころであります。これがどういう形で今後この施

設統合含めて改修していくと。非常に大きな課題

でありまして、慎重に進めなければならないと思

っておりますけれども、直接的に市民の皆さんの

生活に関係のある施設、こちらはやはり現状では

優先度は高いのかなと思っております。

そして、この庁舎でありますけれども、ハード

ルは幾つもあります。１つは、財源の問題もあり

ますし、それから庁舎としての機能を持たせなが

らどういうような仕組みでつくっていくのか、こ

れはかなり時間がかかるのではないかなと思って

おります。明確にということでありましたけれど

も、なかなか明確にいつからということは言えま

せんけれども、課題は認識しております。耐震化

の問題もあります。それと、庁舎を複合化という

視点で考えますと、そこもいろいろ中でも議論し

ておりますけれども、どういう形がいいのかとい

うのもあります。陰に隠れている問題としては、

防災機能を庁舎に持っているということもありま

すので、そうしますとその間もし万が一のときに

どこにその防災拠点を移すのかという、この課題

もあります。それともう一つ、消防庁舎の課題も

あります。こちらのほうも老朽化進んでおります

ので、トータルで考えるとかなり時間を要するこ

とになります。現在どういうふうに進めるかとい

うことで内部でも検討は進んでおりますけれども、

今課題の洗い出しの作業、それからあらあらの建

設地についても少しもんでいる最中でありますが、

今ちょっと明確に答えることはできませんけれど

も、感触としましては市民生活に直接関係のある

施設のほうがある程度優先されるかもしれない。

そういうような尺度でもって今進めると言ってい

る状況であります。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１６番（佐々木 寿議員） 自分が住んでいる

ところは、改修という言葉が、あるいは建てかえ

という言葉がなかなか出てこないのかなというふ

うには思いますけれども、これはやっぱり誰かが

責任を持ってしっかりと考えないといけないと思

いますけれども、市長、しっかりと考えて、みん

な誰が言っても明確な答えが出てきません。これ

はなぜかといったら、今副市長が言われたとおり

防災ももちろん大事な面もあります。だけれども、

本当に各自治体を回って我々視察なんかに行って

も、これだけ古い庁舎というのはあるのかなとい

うぐらい、基本的に言うと大体合併したときに庁

舎をすっぱりと改修をして新たな庁舎にしていく

というような考え方が大半のところを見受けまし
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たけれども、自分の住んでいるところをなかなか

言いづらいとは思いますが、しっかりと、これか

らの庁舎は物すごく機能が発揮できた、そういう

庁舎にしなければいけないと思いますので、よろ

しく前向きに御検討いただきたいなと思います。

何せ公共施設につきましては、今まで言われたと

おりに、本当に先ほど佐藤議員が行ったように財

源が厳しい中においてこれを進めなければいかぬ

ということは確かにありますが、その中でやっぱ

り捨てるものは捨てる、人が集まるところは有効

的に活用していくというような考えをしっかりと

決断をしないと、だらだら、だらだらといった公

共施設の推進ではなかなか進まないのかなという

ふうに思いますので、前向きにその検証をしてい

ただいて、市民にも納得いくようなデータを持っ

てやっていただきたいなというふうに思います。

次に、介護のほうに移りたいと思います。先ほ

ど介護のほうからも御答弁いただきました。本当

にこれからは……市長、答弁いただけますか。介

護は、本当に介護保険が変わって、やっぱりいろ

いろと介護の要支援１、２あるいは介護１の人が

ふえたり、あるいはいわゆる介護がふだんは病院

に行っていて、それで病院にしたときにこれから

介護しなければいけないなという、本当に初めて

気づく人が多いのではないかと。だけれども、病

院にいても病院から何日かやると、大体１０日か

２０日ぐらいで退院させられますよね。そうなる

と、今度はどうしても家族介護をしなければいか

ぬと、こういう状況になってくるわけです。これ

は、やはり今までは先ほど質問したように、その

家族でいて嫁さんが介護するというのが多かった

のですけれども、今は本当に大体同じぐらい、誰

もが介護しなければいかぬというような環境にな

っている。どうしても介護される人の手当て、こ

れは確かにあります。しかし、介護を見ている家

族、そこのなっていない、以外の家族の人の支援

というのがやっぱりなされていないのではないの

かなというふうに思っております。

そこで、訪問レッスンといって、あるところで

は家族が介護者になっていた年に食事の与え方、

あるいは移動の仕方、風呂の入れ方、パンツの仕

方、こういうものをしっかりと実際に行って教え

てあげる。これは、そういうサービスも本人には

あるかもしれませんけれども、家族に対してはそ

ういうようなものというのは余りないかもしれな

い。そこを訪問レッスンをこれから進めるべきだ

と思いますが、考え方を伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 佐々

木議員からは、訪問レッスンの御提言をいただき

ました。この訪問レッスンにつきましては、平成

２７年、昨年の１０月から政令市におきましては

初めて千葉市におきまして千葉市家族介護者支援

センターというところに所属するホームヘルパー

さんが御自宅に出向いて、議員のおっしゃるよう

に御家族に対して介護方法などを無料で指導する

ということで、日ごろ介護されている御家族の悩

みなどを解決していけるという取り組みだという

ふうに承知をしております。当市におきましては、

先ほど申し上げましたように家族介護者交流事業

のメニューの中で介護福祉士による介護教室を今

年度行わさせていただきました。この内容は、現

在介護中の方々に介助のコツだとか、正しい介助

方法をお伝えするという機会を設けさせていただ

いたというところでございます。

また、訪問してでの介護指導だとか相談につき

ましては、それぞれ介護認定をお持ちの方々につ

きましてはケアマネージャーという方々がついて

おります。それぞれ介護のニーズだとか、あとは

御家族の状況だとかというようなことを行って把

握した中で、その方々のニーズに即して、当然家

族介護を提供される部分もあると思いますし、そ

れによりがたい場合につきましては介護保険のサ

ービスを使っていただくという内容もあるかとい

うふうに思いますけれども、本市におきましては
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医療保険や介護保険における訪問介護事業、訪問

看護ステーションが主になりますけれども、そち

らで訪問看護師さんが、もしくは地域包括支援セ

ンターの総合相談支援業務というのがございます

けれども、そちらのほうで保健師などが現在家族

の介護指導や相談を行わさせていただいておりま

す。先ほど議員から退院後のというようなところ

もございましたが、今後医療機関だとか介護保険

事業者、民生委員さんなどと連携しながら、当市

ではその方法を当面実施してまいりたいというふ

うに考えておりますので、御理解いただければと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 佐々木議員。

〇１６番（佐々木 寿議員） これから本当に介

護者がふえる割には、例えば高齢者とか年金とか、

いろいろと変わってきて財源がなくなる中で、や

っぱりどうしても家族で見守らなければいかぬと

いう部分がふえてくるのだと思います。そんな中

でやはり家族も介護疲れでいろんな事案が今出て

います。そういうことにならないように、やっぱ

りみんなが本当に介護というのはこういうものだ

よと。一緒にずっと、中には介護を続けないで違

うことをやって、介護のことは一時忘れることも

するような取り組みもあるとかという、そういう

ようなシステムというか、そういう介護のやり方

等も教えなければいけないのではないのかなとい

うふうに思っています。今後やっぱり介護につい

ては本当に重要な部分だと思いますので、ぜひそ

のように進めていただきたいなと思います。

それから、介護休業につきましては、広報でや

っている、あるいはその中で例えば介護休業をと

るには就任してから１年以上、あるいは介護休暇

については半年以上でヘルパーとか臨時の人でも

とれるというふうになっています。それから、半

日単位でとれるとか、そういう部分というのはし

っかりと広報して、とりやすいものをしっかりと

理解していただいたほうがやっぱりこれから本当

に住み続ける名寄になるのだと思います。しっか

りとその辺をケアしていただければなというふう

に思います。

それから、民生児童委員については、やはり本

当に大変な業務だと思います。周囲の家族とコミ

ュニケーションがとれなくて、本当に地域社会か

ら孤立して生きづらさを抱えているところに人助

けのために民生児童委員が入ってくる。あるいは、

民生児童委員が行ったらかえって怒られるような

状況の中で民生児童委員が頑張っておられるわけ

ですから、これから行政、あるいは関係する社会

福祉協議会、あるいは町内会、あるいは自治会、

あるいは福祉サービス事業者とやっぱりしっかり

とした連携をとっていかないとだめだと思うので

す。そのためには、やっぱり民生委員の働きをし

っかりと理解して宣伝してあげると。そして、行

政も市長も全面的にバックアップするという公言

しているわけですから、新聞で言われますとちゃ

んと入っていますが、どういうふうにバックアッ

プするのか聞きたかったのですけれども、時間が

ありませんので、聞きませんが、しっかりとバッ

クアップをしていただきたいと、こういうふうに

思います。

以上で私の質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） せっかくなので、では。

きょうは、新会長の中村会長も傍聴席で、来てい

ただいてありがとうございます。

１２月１日に一斉改選ということで全体会議が

行われましたけれども、私が何より感動したのは

平成２２年、２５年、２８年と今回で３回全体会

議出席させていただいていますけれども、最も参

加者が多かったのです。定数は変わらないという

ことはどういうことかというと、欠席した方が本

当少なかったということです。それだけ今回民生

委員になられた皆さん、今までがどうのこうのと

いうことよりも、より前向きに皆さん捉えていた

だいているのだろうなというふうに感謝をしたと

ころであります。



－116－

平成２８年１２月１５日（木曜日）第４回１２月定例会・第３号

これまでも全面的に全力を挙げてバックアップ

をさせていただいています。そのことに加えて何

よりも私が申し上げたかったのは、新しい方が今

回いらっしゃる中で、難しい、そんな知識は必要

ないと。もちろんあったほうがいいにこしたこと

はないけれども、それよりもやっぱり公の心を持

って働いていただくことが何よりも大事なのだけ

れども、それに当たって困ったことがあれば、何

か悩みがあれば、ぜひとも我々にちょっとしたこ

とでもいいから、ささいなことでも相談していた

だきたい、そんな思いでそこで述べさせていただ

き、健康福祉部長を中心にそのときは管理職の皆

さんや担当、健康福祉部の管理職全員プラス担当

する重要な係長職、係の皆さんが一斉にそこに集

まってそうした姿を見せたということでございま

す。中村会長にも本当にお世話いただきますけれ

ども、私はこの民生委員児童委員協議会がさらに

大きな活躍をしていただけると確信をしているし、

我々もしっかりと全面的にサポートしていくとい

うことを改めてお誓いを申し上げたいと思います。

よろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で佐々木寿議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午後 ０時０５分

再開 午後 １時００分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

議会運営にかかわる協議がまだ調っていません

ので、暫時休憩をしたいというふうに思いますの

で、御了承願いたいと思います。

休憩 午後 １時００分

再開 午後 １時４８分

〇議長（黒井 徹議員） 会議を再開いたします。

小中学校の施設、設備の維持管理について外２

件を、野田三樹也議員。

〇３番（野田三樹也議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告順に従い順次質問させて

いただきます。

初めに、大項目１の小中学校における施設、設

備の維持管理について２点質問いたします。１点

目に、学校トイレ洋式化への対応についてです。

文部科学省により、全国の公立小中学校のトイレ

について調査を行った結果について、４月１日時

点で洋式便器は４ ３％であることがわかり、道

内では５ ３％であったことがわかりました。文

部科学省の調査によると、道内市町村のうち８割

以上が今後和式よりも洋式を多く設置する方針を

示しておりますが、学校の耐震化などが優先され、

改修に至っていないのではとなっていますが、本

市としての今後の対応についてどのように考えて

いるのか、そしてどのように進めていくのかお聞

かせください。

２点目に、小中学校のグラウンド整備について

です。現在の小中学校のグラウンドでは、雨天に

より体育の授業や部活動、そしてスポーツ少年団

の活動がしばらくできない状況が続いております。

そして、ことしは南小学校のグラウンド整備に伴

い、運動会を名寄中学校のグラウンドで実施する

ことになりましたが、豪雨により運動会が２日間

延期になりました。やはり児童生徒たちが健やか

に授業を受け、部活動をやり、そしてスポーツ少

年団で汗をかき、健康に過ごしていくべきではな

いかと考えます。今後の早急な対応が必要だと思

いますが、本市としてのお考えをお聞かせくださ

い。

次に、大項目２の町内会と行政との連携につい

て３点質問いたします。１点目に、まちづくり懇

談会の意見に対する行政の対応についてです。こ

としのまちづくり懇談会を終えて市民からの意見

が数多くあったかと思いますが、多くの市民に名

寄市に住んでよかった、これからも名寄市に住み

続けたいと思われるよう、今回の市民の意見をど

のように集約し、対応して進めていくのかが大切
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なことではないかと考えておりますが、本市とし

ての今後の対応についてお聞かせください。

２点目に、町内会における除排雪に対する支援

についてです。名寄市は、毎年雪が多く降り、豪

雪地域となり、毎年各町内会から除排雪の問い合

わせがあると思いますが、現状の町内会への支援

状況と今後の課題があればお聞かせください。

３点目に、子ども会育成連合会の活動実況と行

政としてのかかわり方についてです。現在人口減

少に伴い、子供たちの人数も減り、活動状況が厳

しくなってきておりますが、今の子ども会育成連

合会の活動状況と今後の対策、そして行政として

の今後のかかわり方について考えがあればお聞か

せください。

次に、大項目３の高齢者への支援について２点

質問いたします。１点目に、市民文化センターＥ

Ｎ―ＲＡＹホールを利用する高齢者の対応につい

てです。ＥＮ―ＲＡＹホールが開館してから多く

の市民に利用していただき、現在に至っていると

思いますが、市民が今後利用するに当たっていろ

いろな要望や意見が出てきていると思いますが、

以前にも私のほうに市民から高齢者が舞台に登壇

するときに大変なので、登壇用の階段に手すりを

つけて登壇しやすいようにしてもらえないだろう

かと話を聞きました。今後もいろいろな要望や意

見が出てくると思いますが、本市としての対応に

ついて考えをお聞かせください。

２点目に、買い物弱者への対応についてです。

現在車を持たない高齢者の方々が買い物に行くと

きは公共の交通機関を利用することになりますが、

交通機関を利用し買い物をするには、今の状況だ

と負担がかかり、現状では厳しい等のお話を聞き

ますが、少しでも高齢者の方々に負担のかからな

いようにするべきだと思いますが、行政の対応と

して今までに買い物弱者に対して福祉の観点と商

業の観点から、現状の調査をしたことがあるのか、

もし調査をしたことがなければ調査を行い、対応

していく必要があるのではないかと思いますが、

本市としてのお考えをお聞かせください。

以上をもちましてこの場での質問とさせていた

だきます。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ただいま野田議員か

らは、大項目で３点にわたり御質問をいただきま

した。大項目１及び大項目２の小項目３、大項目

３の小項目１につきましては私のほうから、大項

目２の小項目１につきましては総務部長から、小

項目２については建設水道部長から、大項目３の

小項目２につきましては営業戦略室長からの答弁

となりますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、小中学校の施設、設備の維

持管理についてお答えいたします。まず、小項目

１の学校トイレ洋式化への対応についてですが、

本市の小中学校のトイレについては本年度の公立

小中学校施設のトイレ状況調査によりますと、小

中学校全体で洋式化率が４ ３％となっておりま

す。名寄小学校や名寄西小学校のように比較的新

しい年度に建設した学校については一部洋式トイ

レを設置していますし、名寄南小学校や改築計画

中の風連中央小学校についても全て洋式トイレを

設置することとしております。また、現在大規模

改修中の名寄東小学校においても全て洋式化する

こととしております。このほかの学校からも洋式

化への要望が多く出されていますが、今年度にお

いては智恵文小学校の２階女子トイレを一部洋式

化しております。トイレ単体での改修には、補助

金など充当できる財源がないことから、早急な改

善は困難ですが、今後も各学校の要望を聞きなが

ら、年次的に整備をしていきたいと考えておりま

すので、御理解をお願いいたします。

次に、小項目２の小中学校のグラウンド整備に

ついてですが、市内小中学校については校舎建築

時にあわせてグラウンドを整備した学校が多く、

暗渠などの経年劣化により水はけが悪くなってい

る現状は認識しております。近年の気象状況の変

化により、本市においても集中豪雨になったり、
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長雨が続くなど屋外での授業や部活動などが制限

されることが多々ありました。名寄東小学校のよ

うに側溝を整備することにより、若干水はけがよ

くなったケースもありますが、抜本的に改善する

には暗渠排水の整備や表土の入れかえなどをしな

ければならないと考えております。１校分のグラ

ウンドを整備するにも相当の事業費がかかるもの

と思われますので、現時点では名寄南小学校のよ

うに校舎改築時などにあわせてグラウンドの整備

を行っていくことを基本としていきたいと考えて

おりますので、御理解をお願いいたします。

次に、大項目２、町内会と行政との連携につい

て、小項目３の子ども会育成連合会の活動状況と

行政としてのかかわり方についてですが、子ども

会については地域単位の子ども会育成会が４６地

区となっており、名寄市子ども会育成連合会はこ

れらの地域単位の子ども会育成会を総括するとと

もに、育成会相互の連絡調整、各種事業の企画運

営を行っております。連合会の主な活動としては、

子ども会リーダーの育成を目的として開催してい

るわくわく！体験交流会では野外炊飯、キャンプ、

釣り体験、宿泊研修など年４回行っており、平成

２８年度は各回３０名程度の参加をいただいてお

ります。また、地域単位子ども会の育成会の交流

の場としては、近年はフットサル大会を開催して

おり、平成２８年度は６チーム、７７名の参加が

ありました。

さらに、研修、交流事業としては、地域単位の

子ども会育成会の指導者にも参加をいただき、講

演会や活動状況などの情報交換を行いながら交流

を深めてきております。そのほか上川地区地域子

ども会育成連絡協議会主催の交流会や北海道子ど

も会育成連合会主催の北海道地域子ども会リーダ

ー研修会への参加、子ども会活動中の保険となる

全国子ども会安全会加入掛金の負担などに取り組

んでおります。今後教育委員会といたしましても、

少子化や指導者の担い手不足などにより、地域の

単位子ども会育成会の運営や活動が難しくなって

いる状況ですが、連合会への支援を継続しながら、

育成会の指導者や保護者、さらには御協力をいた

だいている大学生を初めとするボランティアスタ

ッフとの連携を図り、子供たちの体験や交流の機

会を提供し、活動の推進に努めてまいります。

次に、大項目３、高齢者の支援について、小項

目１のＥＮ―ＲＡＹホールを利用する高齢者への

対応についてですが、ＥＮ―ＲＡＹホールを初め

市民文化センター西館については昨年５月の開館

以来市主催事業のほかにも多くの方にいろいろな

イベントなどで活用をいただいており、施設を快

適に御利用いただけるよう努めているところであ

ります。御指摘をいただきました登壇用の階段に

つきましては、手すりをつけることで来客者の舞

台鑑賞の妨げになる面もあることから、市主催事

業ではお手伝いが必要な方についてはスタッフが

階段の昇降をサポートさせていただいているとこ

ろであります。今後も市民の要望や意見に対しま

しては、状況に応じてできるものから対応してま

いりたいと考えておりますので、御理解をお願い

いたします。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 私からは、大項目の

２、各町内会と行政との連携について、小項目の

１、まちづくり懇談会の意見に対する行政として

の対応について申し上げます。

本年度のまちづくり懇談会につきましては、名

寄市町内会連合会の主催により１０月２６日から

１１月２５日まで市内９会場において実施をし、

合計１６１人の市民の皆様に御参加をいただきま

した。今懇談会におきましては、市からの話題提

供といたしまして第２次総合計画の概要説明や身

近に迫る災害への備えについて説明を行った後、

参加者の皆様から市政に対する御意見、御要望を

いただいたところでございます。市からの話題提

供においては、８月に発生をいたしました大雨、

洪水による災害対応や河川整備に対する要望など
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もいただいたほか、第２次総合計画に関する御質

問や御意見などもいただいたところでございます。

また、市政に対する御意見などとしましては、

道路整備や除排雪などの地域課題やインターネッ

ト、携帯電話など情報環境整備に関する御要望の

ほか、子育て支援にかかわることなど多岐にわた

り多くの御意見をいただくことができました。市

民の皆様からいただいた御意見、御要望に対し、

可能な限りその場で説明や回答をさせていただき

ましたが、調査検討を要する内容につきましては

確認できましたものから個別に回答させていただ

いているところであり、また必要に応じ国、道を

初め関係機関への要請など行ってまいります。

なお、懇談会の内容及び市からの回答につきま

しては、まとまり次第市ホームページなどで公表

させていただきたいと考えてございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 中村建設水道部長。

〇建設水道部長（中村勝己君） 私からは、大項

目２、各町内会と行政との連携について、小項目

２、町内会における除排雪に対する支援について

申し上げます。

今年度の除排雪の手法については、昨年同様に

雪を道路の脇に寄せて実施するかき分け除雪や道

路の幅員確保及びすり鉢状の道路改善のため積み

上げ方式を採用しているところであり、市民の通

行に支障が出ないよう最善の手法を取り入れてい

るところでございます。今年度は、昨年より早い

１０月からの降雪により玄関間口の雪の問題や除

雪出動基準など多くの市民から除排雪に対する御

意見をいただいているところであります。御質問

いただきました町内会単位での具体的な支援につ

きましては、町内会などから要望のあった路線で

道路延長がおおむね１００メートル以上の路線の

除排雪に対し費用の一部を助成する市道及び私道

の除排雪助成制度を行っておりますことと全市民

向けに一般住宅等への排雪作業を実施する場合に

排雪ダンプに係る費用の一部を助成する排雪ダン

プ助成もありますので、引き続き利用について市

民周知を図ってまいります。

また、本年１０月に開催しました町内会連合会

と行政との意見懇談会の中でも町内会とのかかわ

りについて十分連携をとった対応が必要とされた

ことから、助成制度を含めた町内会との連携につ

いても協働により考察してまいります。除排雪に

ついて、今後におきましても作業手法を工夫しな

がら、市民の皆さんを初め町内会や関係機関との

連携を図るとともに、排雪や間口除雪などの課題

につきまして引き続き効率的かつ効果的な運用に

ついて調査研究してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 私からは、大項

目３、小項目２の買い物弱者への対応についてお

答えいたします。

初めに、バス路線などの公共交通機関について

は、買い物だけではなく、通院や公共施設などへ

の移動手段として欠かせないものであることから、

名寄地区市街地を循環するコミュニティバスや郊

外と市街地を結ぶ各バス路線の維持、さらには地

域の実情に合わせたデマンドバス運行などを行う

ことにより、高齢者を初めとした車を持たない方

の交通手段の確保に努めているところであります。

このことからも公共交通機関の分野では、買い物

弱者の実態が検証できる調査は実施していないと

ころであります。

次に、商業分野においては商工団体で買い物動

向調査等を実施しておりますが、その中では移動

販売や宅配サービス等買い物弱者を含めた高齢者

のニーズにかかわる調査は行っていないのが現状

であります。

次に、福祉に関しては名寄市第６期高齢者保健

医療福祉計画、介護保険事業計画の策定に向け、

平成２６年５月から６月にかけて厚生労働省から

示されたアンケート調査である日常生活圏域ニー

ズ調査を市内に居住する６５歳以上の方８００名
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に対して実施しております。この日常生活圏域ニ

ーズ調査の項目に買い物に関する質問があり、日

用品の買い物を自分でしているかの問いには、５

８７名から回答を得ております。日用品の買い物

について、できるし、していると回答された方は

５１２名で、およそ８ ２％が御自分で買い物を

されているという結果でした。できるけれども、

していない、できないと回答された方は６１名で、

回答をいただいた中のおよそ１０％となっており

ます。御自分で買い物をできない方々が日用品の

買い物をどなたにお願いしているかの問いには、

同居の家族に依頼している方が７ １％、別居の

家族に依頼している方が ３％、配達を依頼され

ている方が ６％というアンケートの結果になっ

ております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） それぞれに御答弁い

ただきましてありがとうございました。それでは、

再質問のほうに入らさせていただきます。

まず初めに、学校トイレ洋式化への対応につい

てですが、文部科学省で児童生徒に対しても調査

を実施したところによると、学校トイレは暗い、

汚い、臭いなどのイメージが定着しており、学校

のトイレを使いたくないため我慢をする児童生徒

が多いことがわかりました。児童生徒が我慢する

ことにより、健康面での問題が出てくるのとやは

り衛生的な面を考えると早急な対応が必要ではな

いでしょうか。この点についてどのように受けと

めて対応していくのか、改めてお考えをお聞かせ

ください。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ただいま議員のほう

から学校トイレのイメージという話をされていま

したけれども、そうした状況に加えて近年生活の

様式の変化に伴って洋式トイレでなければ利用で

きないという子供がいるという話も学校から聞い

ているところであります。市内の小中学校におき

ましては、全く洋式トイレがないという学校はあ

りませんけれども、絶対数は不足しているのは認

識しているところであります。今後も老朽化した

学校につきましては、改築、改修にあわせて洋式

化するなどの対応や先ほど申し上げました施設の

改修のめどが立っていない学校につきましては従

前のとおり年次的に整備を進めてまいりたいとい

うふうに考えておりますので、御理解をお願いい

たします。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） 児童生徒への早急な

対応のほかにも、特にことしは北海道に４つの台

風が上陸し、道内の各自治体にも甚大な被害があ

りました。本市も例外ではなく、今後はいつ台風

が発生するかわかりません。本市の小中学校は、

災害が発生したときに災害の種類によって指定緊

急避難場所や条件つき指定になっておりますが、

市民が避難した場合のときを考えれば、特に高齢

者や障害者に対しても学校トイレが使いやすくな

るようにトイレの洋式化への対応がやはり必要で

はないでしょうか。改めて本市としての考えをお

聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今議員からありまし

たように、ことしの台風のときに名寄南小学校と

名寄東小学校が指定緊急避難所として利用されま

した。指定緊急避難場所は、災害発生時の一時避

難所として利用され、その後比較的長期にわたる

避難所となるのが指定避難所ということになって

おります。市内各小中学校については、どちらの

形でも避難場所の指定を受けているところでもあ

り、避難所への配慮から議員の指摘のとおりトイ

レの洋式化も必要と考えているところであります。

ことし先ほど言いました南小学校については、

既に改築されて洋式トイレが整備されていますし、

東小学校についても現在改修工事を行っている状

況であります。そういったところでは、今後もそ

ういった必要性も感じつつも財源的な部分もあり
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ますので、年次的に対応してまいりたいというふ

うに思っていますので、御理解をお願いいたしま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） これからも児童生徒

の健康面や衛生的な面を考え、そして災害に強い

まちづくりとして早急な対応をお願いしたいと思

います。

次に、小中学校のグラウンド整備についてです

けれども、今後のグラウンドの全面改修となれば

財源確保の問題も出てくると思いますが、財源を

確保する間に補修をしていく考えはあるのか。例

えばグラウンドの土と火山灰のまぜる割合を変え

て水はけに対応していくだとか、先ほど答弁の中

にも出てきました東小学校のグラウンドのように

排水溝を設置して対応していく考えがあるのかお

聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今議員からありまし

たように、財源的な部分もあって応急処置的にな

りますけれども、対応してきている点があります。

各学校においては、学校技師が定期的にレーキを

かけたり、草刈りをしながら良好なグラウンドの

維持に努めているところであります。今年度につ

いては、防災訓練で使用した火山灰をもらい受け、

各学校のグラウンドに入れ、整備をするなど工夫

をしてきているところもあります。また、社会貢

献事業で火山灰の敷きならしを実施した学校もあ

ります。

先ほどありましたように、東小学校につきまし

ては泥水がグラウンドから歩道に大量に流れてい

る状況から、側溝の整備を行ったところでありま

す。その結果、グラウンドの水はけもよくなった

という結果につながっている状況にあります。今

後も定期的に火山灰や表土を入れかえるなどしな

がら、グラウンドの整備に努めていきたいという

ふうに考えておりますので、御理解をお願いいた

します。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） ありがとうございま

した。これからも児童生徒が不安を抱えずに伸び

伸びと、そして健やかに育っていけるように学校

の環境整備や維持をお願いしたいと思います。

次に、まちづくり懇談会の意見に対する行政と

しての対応についてですが、今回の市民からいた

だいた意見は数多くあり、すぐに対応が可能なも

のや対応が難しいものがあり、財源確保の問題も

あると思いますが、今後対応が可能なものについ

てはどのような対応で進めていくのか、そして対

応が難しいものについては市民に対して納得のい

く説明をして、模索をし、事例などを研究し、少

しでも市民に寄り添っていく方向性が必要ではな

いかと思いますが、改めて本市のお考えをお聞か

せください。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） まちづくり懇談会で

いただいた意見に対する対応ということでいただ

きました。議員が言われますように、本当にたく

さんの御意見をいただきました。いただいた意見

の内容については、いろいろな段階のものがあっ

たというふうに思っておりますが、その必要性で

すとか緊急性を勘案しながら、早急に対応できる

ものについては速やかに対応させていただきたい

と思っていますし、既に手がけているものもござ

います。一方で、現段階ではなかなか取り組みが

難しいもの、ハードルがあるものもございます。

これらについては、今予算編成の作業中でありま

すが、予算編成あるいは今後の事務事業の執行に

当たって検討してまいりたいと思います。

先ほども申し上げましたように、市のみでは対

応が難しいものもございますので、これらにつき

ましては関係機関などへ要望や、あるいは調整な

どを進めさせていただきまして、市民の皆様の御

要望にできる限り対応できるような形で対応させ

ていただきたいと思っています。御理解いただけ

ればと思います。
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〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） これからも市民が安

心して住み続けられるような対応を今後もお願い

したいと思います。

次に、町内会における除排雪に対する支援につ

いてですが、例えば現在は除排雪がおくれている

幹線道路についてはミニロータリーを使い、拡幅

作業で対応していますが、毎日利用する町内会周

辺の生活用道路も除排雪がおくれている場合には

ミニロータリーを使い、拡幅作業で対応してもら

いたいなどのお話をお聞きしますが、今後は各町

内会の周りの生活用道路にも対応していく考えが

あるのかお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 中村建設水道部長。

〇建設水道部長（中村勝己君） 議員から排雪作

業のおくれによる生活道路の幅員が狭くなるなど

の対応について、幹線道路と同じようにロータリ

ーを使用して幅員の確保ができないものかという

ことで御提言をいただきました。お話ありました

ように、平成２５年度のシーズンから道路幅員の

確保のために幹線など道路幅員が比較的広い路線

につきまして、また一部の生活道路につきまして

もロータリーを使用した道路幅員の確保というこ

とで積み上げ除雪を実施をしているところです。

しかし、住宅の張りつきですとか、もともとの道

路幅員の狭い場所もあることから、一定の区域で

すとか路線について統一の対応については非常に

難しいというふうに考えております。

昨シーズンにおきましても連日の降雪によりま

して、早朝の除雪、そして日中の排雪ということ

で、生活道路の排雪がちょっと遅くなりました。

こういう排雪の時期が遅くなるような路線につき

ましては、交差点のカット排雪などを取り入れな

がら、安全で安心な道路空間の確保に努めてまい

りたいというふうに考えておりますので、御理解

をいただきたいというふうに思います。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） 今後も除排雪作業に

各町内会などの意見が反映するような体制づくり

をお願いして、次に行きたいと思います。

次に、子ども会育成連合会の活動状況と行政と

してのかかわり方についてですが、子供たちが育

成連合会に参加をするということは、子供たちの

社会的知識として養っていくのに重要な役目を果

たしていると私自身思っておりますが、今後は参

加をしない子供たちや参加のできない子供たちに

どのように参加をしてもらい、そして魅力のある

企画を育成連合会でつくり、それに行政がかかわ

りを持っていくことが大切なことだと思いますが、

改めて本市としてのお考えをお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 議員からありました

とおり、子ども会活動は大変重要だというふうに

認識をしているところであります。そういった活

動を通じて、子供たちが将来名寄で生まれて、育

ってよかったという、そういったことを言ってい

ただけるような行政や地域が一体となった青少年

の健全育成が必要だというふうに考えているとこ

ろであります。そのためには、多くの子供たちが

いろんな事業に参加する体制づくりというのも必

要でありますので、そういった面では現在取り組

んでいる事業等において子供からアンケートや意

見等を多くいただきながら、次の事業につなげて

いきたいと思います。

例えばへっちゃＬＡＮＤでいけば、丁寧な声か

けや取り組みによって、以前は二十数名だったの

がここ二、三年は定員４０名の参加があったり、

そういった面では行政と連合会がしっかり手を組

んで丁寧な対応をする。そして、地域の人も加わ

っていただいて、いろんなことをその場で学ぶよ

うな環境、また学べるような取り組みや事業も行

いながら、子供たちが興味を示すような事業企画

についても今後も工夫改善をしながら進めてまい

りたいというふうに思っているところです。本当

に教育行政、学校、地域、保護者が一体となって
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子供たちを育てる、そういった観点に基づいて今

後も事業展開をしてまいりたいというふうに考え

ておりますので、御理解をお願いを申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） ありがとうございま

した。やはり子供たちは我々の宝であり、将来を

担う存在であることは確実でありますので、これ

からも育成連合会に行政がかかわりを持っていた

だくことをお願いしまして、次に行きたいと思い

ます。

次に、ＥＮ―ＲＡＹホールを利用する高齢者の

対応についてですが、これからはＥＮ―ＲＡＹホ

ールを市民にただ利用していただくのではなく、

市民に末永く愛されながら利用していただき、特

に高齢者には安心して利用できるように、そして

周りから名寄市といえばやはりＥＮ―ＲＡＹホー

ルと言われるようにしていくべきではないでしょ

うか。そのためにも市民から出てきた要望や意見

は、対応が可能なものは対応していただき、難し

いものはいろいろと模索をし、事例を研究して進

めていくべきだとは思いますが、改めてお考えを

お聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ただいま議員からあ

りましたように、ＥＮ―ＲＡＹホールにつきまし

ては子供からお年寄りまで多くの皆さんに末永く

愛され、利用していただける、そうした施設にし

ていきたいというふうに考えているところであり

ます。そういった面では、利用者からの多くの要

望をいただいているところありますが、具体的な

部分もあって早急に対応できるもの、できないも

の、いろいろありますけれども、一つでも多く対

応しながら、市民が利用して、もう来たくないの

ではなくてまた来たいという、そういった施設を

目指して今後も対応を進めていきたというふうに

考えているところでありますし、そういった設備

も含めて、事業運営を委託している事業者も含め

て、スタッフの対応についてもことし研修も行っ

てきましたけれども、そういった研修も継続して

行いながら、利用者に対する接遇も含めてしっか

り対応していく。そういったことによって、今後

とも利用者の皆様、市民の皆様の本当に利用しや

すいホールにしていきたいというふうに考えてお

りますので、また何かあれば御意見等もお寄せい

ただきながら、よりよいものにしていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いを申し上げま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） ありがとうございま

した。これからより一層市民と行政が一体となり

ＥＮ―ＲＡＹホールを支えていけるように、市民

の要望や意見は大切だと思いますので、対応して

いただくことをお願いしていきたいと思います。

そして次に、最後になりますが、買い物弱者へ

の対応についてですけれども、福祉の観点からは

過去に現状調査をしたことがあるということなの

ですけれども、商業について、今後は商業の観点

からとしても現状調査を行う考えはあるのか、ぜ

ひお聞かせください。

〇議長（黒井 徹議員） 水間営業戦略室長。

〇営業戦略室長（水間 剛君） 今御質問があり

ました商業の分野についての調査ということです

けれども、市内の事業所においては高齢者を中心

とした顧客に対する独自に宅配サービスや送迎サ

ービス等を行っている事業所があります。さらに

は、登録制ではありますけれども、大手共同購入

事業者においても商品の宅配やコンビニなどでも

給食等の宅配など行っているなど、買い物弱者だ

けではなくてさまざまなお客様に対してのサービ

スの提供を営業努力として取り組んでいる実態が

あります。このことからも商業の点におきまして

は、現状の中では調査を行う予定はありませんが、

先ほど申し上げましたように市内の各事業所でさ

まざまなサービスの提供をしておりますので、そ

れらの実態等を把握させていただきながら、今後

における課題の検討の際の参考としていきたいと
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考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 野田議員。

〇３番（野田三樹也議員） ありがとうございま

した。これからも高齢者に少しでも負担を軽減す

ることができるようにいろいろなことを模索して、

事例などを研究し、そして対応していただくこと

をお願いしまして、終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で野田三樹也議員

の質問を終わります。

名寄市のごみ及びし尿処理のあり方について外

１件を、東千春議員。

〇１８番（東 千春議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告順に従い質問をさせてい

ただきたいと思います。

名寄市のごみ中間処理及びし尿処理は組合で行

っておりますが、市民生活の最も基礎的な事項の

一つでもあり、市民生活に直結をすることから、

名寄市としての考えをお伺いしたいというふうに

思います。

名寄地区のごみの中間処理は、平成１１年に施

行されたダイオキシン類対策特別措置法に伴い、

当時は１日の処理量に対する国からの通達により

焼却処理は選択できず、全国でもまれな炭化処理

方法を選択することになり、伴って複雑なごみ分

別となっております。転勤などにより名寄に来ら

れた方、または高齢者の生活などを考えるときに、

市民生活の中でごみの分別はわかりやすく、簡素

なものが望ましいのではないかと思いますが、考

え方をお伺いしたいと思います。

２点目、資源は大切に使わなければなりません

が、それに係る費用やどれだけ社会への有益な還

元となっているのかを検証することが必要ではな

いかと思いますが、考えをお伺いいたします。

３点目、老朽化が進む炭化センターのメンテナ

ンス上の課題と今後の対応についてお伺いをいた

したいと思います。

４点目、炭化処理を持つ他の自治体等の多くは、

次の中間処理の方法を決めていく中で焼却を選択

する場合が多いと聞いておりますが、その状況に

ついてお伺いをいたします。

また、今後名寄地区でも同様に焼却方法を選択

した場合に、あわせて木質バイオマスを混焼し、

発電を検討してはいかがかと思いますが、お考え

をお伺いいたしたいと思います。

５点目、名寄地区のし尿と汚泥を処理をする衛

生センター施設も老朽化が進んでいますが、今後

の対応について考えをお伺いいたします。

大項目の２点目、ＪＲ北海道の単独維持が困難

との発表があり、多くの道民は財政状況を考える

とよくここまで走らせてくれたという思いと経営

者としてなぜここまで適切な手を打たなかったの

かといういら立ちが入りまじる思いで受けとめて

いるのではないかと思います。これらの発表はあ

ったものの、存続に向けて自治体が連携して国や

道に対して強く要請活動を行う必要があると思い

ますが、今後の対応についてお伺いをいたしたい

と思います。

２点目、国鉄の分割民営化の際に同様に赤字が

見込まれたＪＲ九州は、さまざまな経営戦略から

上場することができました。ＪＲ北海道が一時的

な資金を国や道から得たとしても、さらに積極的

な収益事業を行わなければただの延命にすぎなく

なってしまうかもしれません。これまでの評価と

今後ＪＲ北海道はどのような立て直しを考えてお

られるのか、情報があればお知らせいただきたい

と思います。

３点目、鉄道事業の上下分離で成功した事例も

あるようですが、今回示された分離方式はどのよ

うに理解していいのかわかりません。この上下分

離案に対する評価についてお伺いをいたします。

４点目、ＪＲ北海道が長期的、安定的に運行が

行われるようにするためにはどのようなことが必

要だとお考えかお伺いしたいと思います。

５点目です。存続に向けて沿線の自治体と住民

が協力し、さらに自治体間の広域連携を行い、地

域ぐるみでＪＲの集客に対してどのような協力が
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できるかをともに考え、行動する必要があるので

はないかと思います。その際に新しい発想で物事

を捉える必要もあり、他の地域の事例などさまざ

まな情報を得ながら取り組んでいく必要があると

思いますが、考えをお伺いいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 東議員からは、大項

目で２点にわたりまして質問をいただきました。

大項目１につきましては私から、大項目２につき

ましては総務部長からの答弁となりますので、よ

ろしくお願いします。

それでは、大項目の１、名寄市のごみ及びし尿

処理について、初めに小項目の１、市民生活に望

ましいごみ分別のあり方になります。現在名寄市

の一般廃棄物の分別につきましては、炭化ごみ、

埋め立てごみ、粗大ごみ、有害ごみ、プラスチッ

ク容器包装類と缶、瓶の７種類に加えてペットボ

トルや紙類などのリサイクルの分別が７種類、合

わせて１４分類で、それぞれ収集をし、処理をし

ております。また、このほかにも古着、廃食用油、

小型家電を拠点回収しております。これらの取り

組みによりまして廃棄物処理における環境問題、

または３Ｒを基本に循環型社会の形成に向けた取

り組みを推進をし、ごみの減量化を図ってきてい

るところです。

転入や高齢者でもわかりやすい簡素なごみ分別

につきましては、現在の中間処理や最終処分場で

の一般廃棄物の処理体制の中では、１つには区分

の多いリサイクル品の分別を見直すことが考えら

れますが、現状では再資源化を推進するために収

集後に分別のための人件費や受け入れ施設整備等

のために相当の費用がかかることになっておりま

す。もう一つ、再資源化の分別品目を少なくして

埋め立てる方法も考えられますが、最終処分場に

負担がかかるということでは処分場の供用期間が

短くなることにもつながってしまいますし、さら

には廃棄物の再資源化の推進が後退をしてしまう

という課題にもつながります。このようなことか

ら、現状の処理方法、処理体制では区分の見直し

は困難であると考えておりますが、今後ごみの分

別区分を考える上で炭化センターの後継となる次

の中間処理施設についてどのような処理方法を選

択するかによって大きく変わってくることになり

ますが、効率的な収集、処理体制の構築に向けて

は広域による検討が必要と考えております。

次に、小項目の２、リサイクルと費用のバラン

スの考え方についてです。まず、リサイクルにか

かわる収集や処理についての人件費や管理経費、

委託料等につきましては、平成２７年度決算、塵

芥処理費で見ますと収集費用など案分計算の部分

もありますが、おおよそ ８６３万 ０００円程

度になります。一方、リサイクル品の売払収入で

すが、平成２７年度決算の概算で端数整理の関係

で合計が一致しませんが、アルミ缶が６０トンで

４６８万 ０００円、ペットボトル９４トンで２

１３万 ０００円、スチール缶４８トンで４７万

０００円、新聞、雑誌、段ボールなど紙類は３

０３トンで５５万 ０００円、そのほかに鉄くず、

発泡スチロール、古着、廃食用油、小型家電など

合わせて９１トンで１３万円、合計をすると５９

８トンで７９７万円の売払収入とそのほかの収入

として４８万円がありました。また、有料により

処理をしているリサイクル品は、プラスチック製

容器包装類や紙製容器包装類、瓶類等の処理量は

６９４トンとなっており、リサイクル品の総量は

２９２トンとなってございます。経費と収入を

比較をしますと、収集及び処理にかかわった経費

は ８６３万 ０００円で、リサイクル品に係る

収入が８４４万 ０００円、結果的には経費が

０１８万 ０００円上回っておりますけれども、

リサイクル品１トン当たりの経費にするとこれが

６万 ０６３円で、炭化処理の１トン当たりの経

費１０万 １８４円と比較をするとコストパフォ

ーマンスが悪い状況ではないと考えております。

また、リサイクルの推進は最終処分場の延命が
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図られる利点があります。具体的には、平成２７

年度の埋め立て処理されたごみの量は ５６８ト

ン、リサイクル品の量は ２９２トンで、埋め立

てごみの２３％相当になり、仮に有料で処理をし

ているリサイクル品６９４トンを埋め立てた場合、

１２％程度埋め立てごみが多くなり、最終処分場

が２年程度早く埋め立てが完了をすることにつな

がってしまいます。それに伴い新たな最終処分場

の整備が早まり、経費が別途かかることになりま

す。このようなことから、一般廃棄物適正処理に

当たりましては、収集や中間処理、最終処分、リ

サイクルをうまく組み合わせ、効率的な一般廃棄

物処理を検討する必要があると考えております。

次に、小項目の３、老朽化が進む炭化センター

の今後についてです。炭化センターは、平成１５

年４月に供用を開始されて、ことしで１３年目と

なります。当初の計画では、１５年間の使用を予

定しておりまして、経済的なことを考えますと炭

化炉等の機器の更新を行い、継続して使用してい

きたいところですが、当時の炭化処理施設整備を

行ったメーカーの撤退によりまして、主要部品な

どの調達が困難な状態となってきているところで

あります。炭化センターのメンテナンス上の課題

につきましては、炭化炉が１系統しかないことか

ら、炭化炉本体に致命的な故障が発生をした場合、

炭化炉本体の交換が必要となり、修繕には発注か

ら稼働までには数カ月が必要となります。その間

炭化ごみの処理ができなくなることから、数カ月

間分のごみを最終処分場等に仮置きを、または埋

め立て処分をする事態にもなることが想定をされ

ますので、今後におきましても細心の注意を払い

ながら運転をしていくのはもちろんですけれども、

次期処理施設の整備について検討する必要がある

と考えております。

次に、小項目の４、ごみ焼却と木質バイオマス

の混焼発電についてになります。炭化施設を持つ

他の自治体は、全国で４カ所が整備をされ、供用

開始後１１年から１７年で全て焼却施設に切りか

えられている状況です。ごみの中間処理とあわせ

てバイオマス発電をすることで、エネルギーの有

効利用と収益を生むということでありますが、家

庭から出るごみが燃料になるとすると、ごみの分

別も変わることにつながります。バイオマスの混

焼発電につきましては、原料の安定的な調達、供

給の部分で課題があると伺っておりますけれども、

最終処分場の延命やごみ収集体制の効率化にもつ

ながることから、今後の中間処理施設の整備につ

きましては焼却エネルギーの有効活用も念頭に入

れて調査を進めてまいります。

次に、小項目の５、衛生センターの老朽化と今

後の対応についてです。衛生センターは、ことし

で３７年が経過をし、平成２６年度に行った精密

機能検査の結果では一般的耐用年数を大きく超え

ている運転をしており、現行耐震基準以前の施設

であること、現施設の延命化は大きな改造が必要

となることから改修のメリットがないこと、また

近年し尿の搬入量と浄化槽汚泥量が逆転をし、当

施設の処理能力では対応が困難となっていること、

搬入量の激減により平成２４年より処理能力の２

０％を下回っており、負荷量が著しく低下をして

いる状況での運転に限界が来ていることが指摘を

されてございます。今後衛生センター施設や炭化

センター施設の次期施設整備を進めるに当たり、

名寄地区衛生施設事務組合構成市町村でどのよう

な処理方法、施設整備を進めていくのか、まずは

施設整備基礎調査業務について構成市町村の御理

解をいただいた中で、新年度予算の中に計上した

いと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 私からは、大項目の

２、ＪＲ北海道の路線存続への取り組みについて

申し上げます。

初めに、小項目の１、ＪＲ及び国や道に対する

要望についてでありますが、ＪＲ北海道は低金利

時代を迎え、当初の経営スキームが崩れ、さらに
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は利用者の減少に歯どめがかからず、経営環境が

悪化する中、石勝線の特急車両火災などに伴う国

土交通省からの業務改善命令への対応により、さ

らに厳しい経営環境となっております。この間国

や北海道の姿が見えない中、ＪＲ北海道と沿線自

治体での経営合理化に関する個別協議が行われて

きましたが、当市が会長を務めます宗谷本線活性

化推進協議会では、地域の暮らしや経済、物流に

欠かすことのできない鉄道存続に向けて本年初め

て国土交通省、北海道、北海道選出の国会議員へ

の要望活動を行い、地域の現状、鉄道の重要性を

訴えてまいりました。名寄市議会におかれまして

も、本年９月１日、ＪＲ北海道に公共交通機関と

しての使命を果たすことを求め、共に道北地域の

創生を目指す決議をいただき、沿線地域の議会が

まとまり、鉄路存続に向けての動きを加速してい

ただきました。

これらを受け、北海道では新たな動きとして本

道の鉄道網のあり方や鉄道交通網の形成に伴う課

題を検討する鉄道ネットワークワーキングチーム

が設置されるなどこの間の要望活動の成果があら

われてきたと考えておりますが、本年１１月１８

日に行われましたＪＲ北海道の記者発表以降の活

動が非常に重要と認識しておりますので、旭川市

を中心とした広域的な動きを活性化させながら、

今後も引き続き道北地域における公共交通機関と

しての鉄道の重要性を沿線自治体と連携し、訴え

てまいりたいと考えております。

次に、小項目の２、ＪＲのこれまでの集客努力

と今後の対応について申し上げます。この間宗谷

北線運輸営業所を通じて要望会を行い、一定のサ

ービス改善が図られてきました。また、イベント

や企画などによる集客努力や割引切符の販売など

一定の努力はあったと考えておりますが、結果的

に利用増には結びついておらず、厳しい経営状況

にあるのが事実であり、また安全管理不十分であ

ったと思われます。残念ながら今のところＪＲ北

海道からは利用促進についての具体的な提案はご

ざいませんが、今後沿線自治体やＪＲ北海道とも

連携を図り、利用促進について議論しなければな

らないと考えております。

次に、小項目の３、上下分離方式に対する評価

について申し上げます。ＪＲ北海道は、単独では

維持することが困難な線区を発表し、鉄道を維持

する仕組みについて地域と相談したいとしており

ます。ＪＲ北海道は、上下分離方式による形態も

一つの手法であり、今後個別に説明させてほしい

となっておりますが、鉄路は線でつながり効果が

発揮されるものであり、個別で協議するものでは

ないと認識しておりますので、説明の受け皿とい

たしましては宗谷本線活性化推進協議会が中心に

なるものと考えております。

上下分離方式の評価についてでありますが、鉄

路存続のための方策として国鉄が分割民営化され

た当時から北海道の運営は多額の赤字が見込まれ

ており、経営安定のため基金が積まれましたが、

現在の低金利のあおりを受け、運用益の大幅な落

ち込みにより、経営が厳しい状況となっています

ことから、国としての責務やＪＲ北海道自身の一

層の経営努力が必要と考えております。北海道に

おきましても鉄道ネットワークワーキングチーム

を設置し、今年度内に鉄道ネットワークのビジョ

ンが示される予定となっていますことから、それ

らの動向を注意をし、沿線自治体のさらなる連携

強化に努めてまいります。

次に、小項目の４、ＪＲが存続するためにはど

のようなことが必要かについてでありますが、Ｊ

Ｒ北海道が長期的、安定的に運行が行われるため

には、改めて公共交通としての位置づけ、あり方

についてＪＲはもとより、国、道、自治体が一体

となって協議をし、それぞれが必要な役割を果た

さなければならないと考えております。現在旭川

市を中心に宗谷本線、石北本線、富良野線沿線自

治体が連携する新たな動きも出てきていますこと

から、総合的な交通網の整備を圏域全体や北海道

全体で研究していかなければならないと考えてお
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ります。

次に、小項目の５、存続に向け地域住民との協

働による自治体連携について申し上げます。この

地方におきましても人口減少が進むにつれ、ＪＲ

の利用者も減少しておりますので、利用者をふや

すためには外から人をいかに呼び込むかが重要に

なると考えております。地方創生に関するインバ

ウンドの誘致の動きが加速をする中、本年観光庁

から認定を受けた広域観光周遊ルートなど自治体

としてはインバウンド獲得のための環境整備に努

めてまいりましたので、移動手段として鉄道が選

ばれるようＪＲ北海道の努力に期待をしたいと考

えております。

また、地域住民との連携につきましては、本年

子育てサークルが主体となり、中川町まで列車で

お出かけをするイベントを行っていただきました。

当市といたしましても、ＪＲ北海道へイベントへ

の協賛をお願いをし、参加した子供たちへのグッ

ズなどの配付や駅長みずから見送りをしていただ

くなど連携を深めているところでありますので、

今後もこれら地域住民と連携をした活動も重要と

考えているところであります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） それぞれ御答弁をい

ただきましたので、順次再質問をさせていただき

たいと思います。

まず、ごみ処理についてからお伺いをしたいな

というふうに思います。答弁でもやはり両施設の

老朽化ということを述べていただきまして、これ

から協議を始めていかなくてはいけないというふ

うな答弁をいただいたかなというふうにも思いま

すので、そこら辺について少し具体的に状況なり

今後の考え方についてお伺いをさせていただきた

いなというふうに思っております。現在組合の例

規集を見ますと、第３条では組合の共同する事務

の第２項でごみ処理施設の設置及び管理運営に関

することというふうにあって、括弧書きとして炭

化施設及び最終処分場に限るというふうに書いて

あります。例えば今後中間処理の検討するときに、

炭化処理施設以外の選択肢がやっぱりよその自治

体でもあるということというか、ほかの皆さんは

全部焼却処理だったよというふうなお答えもいた

だきましたので、こういうことになるとこの条文

が当たらなくなってくるのかなというふうにも思

ってしまいます。そういったことも含めて組合と、

あるいは構成自治体の役割分担とでも申しましょ

うか、名寄市はリーダーシップをその中でもとっ

ていかなくてはいけないかなというふうに思いま

すので、そこら辺の考え方についてお伺いをした

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 東議員からは、衛生

施設事務組合の規約も含めて幅広く質問をいただ

きました。現在広域の衛生施設事務組合で運営を

している炭化センター、こちらの供用開始１３年

なのですけれども、実は新施設が供用、稼働開始

するまでには広域での一般廃棄物処理計画の策定

を初めとしまして、基本構想、生活環境影響調査

など順調にスケジュールをこなしていったとして

も７年から８年という相当な期間が必要になって

きます。炭化方式を現在採用しているごみの中間

処理につきましては、今後どのような方式を採用

するのか、順当にいけば焼却なのかなということ

なのですけれども、それ以外にもいろいろ方式が

あるということでは先ほども申し上げましたけれ

ども、処理方式をどのように選択したのかという

ことで調査を行いたいというふうに思っておりま

す。採用された方式によっては、ごみの分別方法

が変わることも考えられる。ごみの分別が変更さ

れるという部分では、住民に対する説明が必要に

なってまいります。当然丁寧な対応が必要になっ

てまいります。

また、分別方法の変更が平成３０年４月現在稼

働開始に向けて工事が進んでいる最終処分場の１

５年とされる稼働想定期間の延命につながるとす
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れば、これまた別な意味で大きな経済効果が生ま

れることにもつながります。このほかにも炭化セ

ンターの施設の周辺には、ペットボトルあるいは

プラスチック容器や缶、瓶などのリサイクル関連

の施設がございまして、この施設をどうするのか、

またきょういただいたごみの焼却と木質バイオマ

スの混焼発電、これらについても検討しないとな

らない。さらには、旧焼却施設の解体の部分、こ

ちらもございます。大橋の周辺の一体的な活用を

含めまして、しっかりとした構想、青写真が必要

でありますし、このことは稼働開始３７年を迎え

たし尿処理を行う衛生センターについても同様の

ことが言えます。どのように施設整備を進めてい

くのか、炭化方式の後継をどのようにするのか、

構成市町村の御理解をいただいた中で新年度予算

の中で施設整備基礎調査を行って、広域の構成市

町村の中で協議を進めてまいりたいと考えており

ます。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） 炭化センターの次の

施設を協議を開始して、それが稼働するまでには

おおむね７年から８年かかるというふうな答弁を

いただきまして、炭化センターをつくったときは

非常に短期間でえいやという感じでやったなとい

う意識があるものですから、これは私が思い描い

ていた年数の倍かなというふうに思っております。

これは、多分炭化センターのときはそれぐらいで

やってしまったなというふうな気がしております。

そのときは、法律の施行に伴う部分がありました

ので、どこかの部分を省略できたのかもしれませ

んけれども、早かったなというふうに思っており

まして、これには非常に期間がかかるなというふ

うな印象を正直言って持っております。機械の状

況とか考えていくと、余り悠長なことは言ってい

られない状況なのかなというふうに思っています。

答弁にもいただいたように、炉が１個しかないと

いうこと、それと壊れたときにメンテナンスをす

るメーカーがもういないということ、そういった

ことを考えるときに、では今まで職員が頑張って

自賄いでほぼ修理だとかをしていたけれども、そ

れを超えるような大きな破損等、故障が起きた場

合には本当に対応ができなくなってしまう。では、

仮置きを最終処分場に何年間すればいいのだとい

うことにもなりかねないと思うのです。せっかく

みんなで使う新しい処分場をつくったのに、これ

が１５年ではなくて、それがゆえに短くなってし

まうなんていうことは、これは本当はよくないこ

とですので、何とかここら辺の一つ一つの作業を

スピーディーに行っていただきたいなというふう

に思っております。

まず、第１段階として基礎調査を来年度で予算

づけをしていただくというふうなお答えをいただ

きましたけれども、そこら辺の内容についてもう

少し詳しくお伺いできますでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 炭化センターばかり

ではないのですけれども、例えば衛生センターに

つきましては先ほど申し上げました、もう既に３

７年が経過をしていると。一方では、炭化センタ

ーは経過年数こそ十数年ということなのですが、

燃料費、電気代、ランニングコスト、これが機能

検査、これ組合で実施したのですが、その中では

数千万円の経済効果が見込まれるという御指摘も

いただいております。それ以外にも年数経過に伴

った修繕代の増加、これが顕著です。さらには、

先ほど申し上げました１系統のことによる運営と

いうことでは業者撤退によるサポート体制の脆弱

さ、リスクが存在をするということもございまし

て、さらには今御指摘いただきましたが、埋め立

てごみの品目、これを見直すことによって処分場

の延命につながる部分もあるのではないかと。さ

まざまなことが考えられますが、いずれにしても

経過年数と施設供用までの計画、設計、工事の期

間が相当かかるということでございます。処理方

法を来年度の調査の中で早急に決定をする必要が
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あります。この調査の中で、先ほど申し上げまし

た炭化センター周辺の施設、旧焼却施設の解体も

含めて周辺の一体的な活用とバイオマスの関係も

含めた中で構想、青写真を描いて、それを着実に

進めてまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） 本当に早急に、それ

ぞれの作業を一つ一つ着実に手戻りのないように

お願いを申し上げたいなというふうに思っており

ます。

私たちがかつて視察をしてまいりました糸魚川

では、名寄市より１年ぐらい前にこの施設が稼働

したのかなというふうに思っておりますけれども、

平成２３年９月に次の処理をどうしようかという

ことでもう次の検討委員会をつくっておりました。

おおむね１年間かけて結論を出して焼却という結

論を導いたわけですけれども、この中には学識経

験者であるとか、企業の代表であるとか、地域住

民から５人入っていて、かなりの地域住民が入っ

ていて、学識経験者は本当に専門家だなというふ

うな肩書の方が入っておりまして、そういった中

で協議を進めていって結論を導いています。こう

いった形がいいのか、あるいはこれは行政として

も結構会議体を開くのは手間がかかって大変だな

というのはありますけれども、もう一方ではコン

サルに委ねるという部分もあるかなというふうに

も思いますけれども、両方一長一短あると思うの

ですけれども、こういった手法をとると地域住民

が既に数名入っておりますので、結論が出た後の

住民説明というのが比較的やりやすいのかなとい

うこととその議論の中に職員がきっちり入ってい

るということがやはり住民説明の中でもどうして

こういう理由だったのかということがしっかり説

明できるのかなというふうにも思います。余り手

間がかからないのは委託してしまうのがいいかも

しれませんけれども、そこら辺の考え方について

あればお伺いできればと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 方式が決まってから

の進め方ということで御提言をいただきました。

ただ、名寄市には既に廃棄物の減量を推進するた

めの廃棄物減量等推進審議会という組織がござい

ますので、こちらの組織との関係もあります。具

体的には、方式が決まって内容が固まった段階で

検討させていただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） 今申し上げました委

員会は、方式を決める委員会としてつくっていた

わけでして、そこら辺も今後内部の調整、あるい

は組合との協議にもなるかと思いますけれども、

そこら辺についてもその後がスムーズになるよう

な形をよく考えて進めていっていただきたいと思

います。私は、今の段階でどちらがいいとはわか

りませんけれども、そこら辺はやっぱりいろんな

ことにその後影響してくるかもしれませんので、

そこら辺としっかり見据えて、決定過程をつくっ

ていただければなというふうに思っております。

それでは、先ほどいろいろ答弁をしていただい

た中に分別のお話も相当数お話をしていただいて、

処理方式によって分別の方式が変わるという答弁

もいただきまして、私も全くそのとおりだなとい

うふうに思っております。これから機種選考だと

か、いろいろ考えたときに、では我々はどういう

形を望んでいるのか。例えば当初申し上げたよう

に分別が簡素でわかりやすい分別を望んでいるの

だとか、もう一つは処理に余りお金がかからない

方法がいいのだとか、あるいはこれをできればエ

ネルギーとして見ることができるのかだとか、そ

ういった大まかなコンセプトみたいなものがあっ

てもよいのかなと。そういった大きな方向性を示

した中で機種選定をいろんなところに、委員会に

お願いするなりコンサルにお願いするという、何

かそういうことはあってもいいのかなというふう

に思うのですけれども、そこら辺の見解について
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お伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 現在新年度の予算の

中で、基本的にはコンサルというか、そちらのほ

うにお願いしようかなということで考えておりま

して、その中で経済原理を優先する、先ほど申し

上げましたリサイクルの関係については費用対効

果がどうなのかという部分ですけれども、それは

再資源化という題目もありますので、そういうこ

とも含めて調査の中で処理方式を選択するという

ことでいただいた中で、その後進めていきたいと

いうふうに考えておりますので、むしろ名寄市議

会もあるのですが、広域の議会の中でどのような

議論経過になるのかということでいろいろと考え

て進めていきたいと思っておりますので、よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 昨年衛生施設事務組合

の議会の中で炭化センター、衛生センターの機能

検査ということで資料出てきたと記憶しておりま

す。名寄市から見たごみの問題、それから衛生セ

ンターの問題ということで今整理している最中で

ありますので、施設建てかえますと相当の年数が

かかるということは私ども名寄市のほうで確認し

ているところであります。これ早目にしなければ

ならないということでありますので、そうします

と今後衛生施設事務組合の議会の中で十分御議論

いただくことにはなると思うのですが、最初の取

っかかり、調査設計、基本的なものを調査すると

いうのは、ここはやっぱり初めとしては組まなけ

ればならないのかなということで、名寄市として

は考えているところであります。

その中でどういうふうな手法をとるかについて

は、まだ未知数であります。ただ、恐らく大きな

事業費が出てくると思いますので、当然補助金で

すとか交付金のほうも考えなければならないなと

思っております。これは、どういった財源がある

のかによってはいろいろな手法もありますので、

これからの議論になりますけれども、その辺も少

し周辺の自治体様と議論しながら進めていきたい、

こんなふうに思ってございます。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） 副市長は副管理者と

いう立場でもあると、市長は管理者という立場で

もあると思いますので、そこら辺はまとめ役とい

うこともあるかもしれませんので、ぜひよろしく

お願いしたいというふうに思っております。

混焼発電についても若干質問させていただきま

した。こういった形ができれば、家庭から出され

るごみはごみではなくてエネルギー資源だという

ふうな見方もできるというのがちょっと大きなメ

リットなのかなというふうに私は思っているのと、

もう一つはバイオマスによる間伐材由来の木質バ

イオマスの電気の売電価格が３２円から４０円に

なりました。これは、小電力の場合なのですけれ

ども、名寄で想定するとそんなに大電力は発電で

きませんので、小電力の場合は買い取り価格４０

円というのはこれは非常に大きなメリットがある

かなと。これは、昨年度から国でそういうふうな

決め方をしてきておりますので、やはりこういっ

たことにも推進をしようとしているのかなという

ふうに思いますし、これはくべたものの熱量によ

って、熱量換算によって毎月売電価格を決めて支

払うという方式だそうでありますので、余り採算

が合わないのだったらちょっと考えなくてもいい

のかもしれませんけれども、一定程度採算が合う

のであれば理屈も合うのかなというふうにも思い

ますし、家庭から出されるごみの認識も変わって

くるのかなというふうにも思いますので、そこら

辺のところも今後木質バイオマスをどういうふう

な形で集めてくるのかということもあるかもしれ

ませんけれども、ぜひ協議をお願いしたいと思い

ますけれども、よろしくお願いして、次に行きた

いと思います。

衛生センターについても少しお伺いしたいと思

いますけれども、こちらについてもかなり老朽化
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が進んでいると思いますけれども、こちらのほう

のスケジュールについて若干お伺いしてもよろし

いでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 衛生センターのほう

の整備の関係なのですが、以前衛生施設事務組合

の議会の中では機能検査を受けまして、年数的に

も早急に後継の施設が必要ではないかということ

で、機能検査の報告という形で報告はさせていた

だいた経過がございます。ただ、その後既存の下

水処理施設を使う、ＭＩＣＳというのですけれど

も、そういう方式の検討ということもあります。

それ以外の方法も実はあるのですけれども、正式

にコンサルに調査を依頼したという経過はござい

ません。とりあえずＭＩＣＳが可能かどうかとい

う検討、内部的なものなのですけれども、担当の

ほうから含めて検討はさせていただいております。

あとは財源的な問題、あと地域的な問題もありま

して、ＭＩＣＳの方法も１つあるのかもしれない

けれども、それ以外の方法も考えられるという部

分では今後お金のことも含めて検討させていただ

いた中で決めていきたい。いずれにしても、時間

はそんなにないという認識は持っておりますので、

よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） 衛生施設事務組合で

持つ２つの施設がともに老朽化をしたという、更

新時期に来てしまったというのは、これ大変なこ

とだろうなというふうに思いますけれども、やは

り両方とも市民生活の中の本当の基礎の基礎とい

いましょうか、そこを担う部分ですので、そこは

若干お金がかかるとは思いますけれども、積極的

に取り組んでいただくことを求めて、次に行きた

いというふうに思います。

ＪＲについてお伺いをいたしたいというふうに

思います。国や道に対する要望今までも積極的に

していただいておりますし、これからの考え方も

お知らせをいただいた中で、例えば名寄市ではバ

スを運行する際には赤字になるものですから、若

干の市としての助成をしてバスを走らせていると

いうことであります。諸外国の中でいいますと、

公共交通機関という位置づけの中から道路にもお

金をかけるけれども、鉄路に対してもお金をかけ

ていくというふうな考え方が一般的だというふう

なお話も伺いましたので、例えば要望の中にそう

いった運営に対する補助、これを単発ではなくて

できれば継続的にやっていただくような内容のこ

とを求めていってもいいのではないかというふう

に思いますけれども、考えをお伺いしたいと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ただいまＪＲに関連

して、国への要望の一つの項目として継続的に支

援を求めるべきだろうという御意見をいただきま

した。私どもも同様の意見を持っておりまして、

鉄道についてはやっぱり交通インフラとして不可

欠なものだろうという認識をしております。公共

交通でありますし、交通インフラでありますので、

自治体だけが責任を負うのではなくて、やはり国

なり道なりの必要な役割のもとに必要な手当てを

するのが本来の姿であろうという考え方を持って

おりますので、それがどういう形で実現をするの

か、要望するのかについては関係する団体あるい

は自治体とも協議をしなければいけないと思って

いますが、言われるとおり一定程度の国の役割で

あったり、責務があってもいいだろうという考え

方をしてございます。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） よかったです。その

ような答弁をいただいて、よかったなというふう

に思っております。上下分離案というのは、出さ

れてちょっとびっくりしたわけでした、私は。こ

こを自治体に求めてくるというのは、どうしたこ

とかというふうに思いました。こういった交通イ

ンフラ、公共交通を維持をするというのは、やは

り一定程度国の責任かなというふうにも思います
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ので、そこら辺は今後とも強く求めていただきた

いなというふうに思います。

それから、もう一点、これからＪＲに対する要

望というのもやはり必要になってくるというふう

に思っております。先ほど集客、ＪＲが集客に対

する取り組みについてお伺いをしましたけれども、

宗谷北線等で若干サービスなどを協力をしながら

行ったけれども、そんなに売り上げが伸びなかっ

たというふうな答弁をいただいたかなというふう

に思いますけれども、ＪＲはここをしっかり道筋

をつけた考え方を持っていかなかったら、一定程

度のお金はつぎ込んだけれども、もとのもくあみ

ということになってはいけないと思いますので、

ここ会社ですので、企業努力というのがやはりど

うしても必要になってこようかなというふうに思

います。そこをなくしてお金を入れましょうとい

う話にはなかなか、例えば国にしても難しいのか

なというふうにも思いますので、そこら辺はしっ

かりとＪＲ北海道に対しても求めていかなくては

いけないのかなというふうに思います。余り余裕

のないときにそういうことを考えるというのは難

しいのかもしれませんけれども、お金もうけをも

うちょっとちゃんと考えてもらうということを求

めていくべきだと思います、自治体からも。それ

は、順序が逆だと思うのです。自治体に線路を何

とかしろと言う前に、会社なのですから自分たち

がもう少し収益を得ようという努力をしてくださ

いという要望をしてもいいのかなというふうに私

は思いますけれども、その点について考え方をお

伺いしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） この間もＪＲに対し

ても要望させていただいたわけでございます。け

さの新聞にもＪＲ北海道の役員が報酬を下げると

いうような、そんなような報道もありましたけれ

ども、それも一つの経営努力なのかなというふう

に思いますし、この間もＪＲはＪＲとしての経営

努力はしてきたのだろうというふうに思いますが、

国へ支援を求める、あるいは自治体に支援を求め

るということでありますので、ＪＲ自身もやはり

なお一層の、より一層の経営努力をしていただく

というのが前提になければ国のほうも動かないと

いうふうに思いますし、我々自治体としてもなか

なかそこの一致した方向には向きづらいのではな

いかなというふうに思っていますので、国には国

に対しての要望、道に対しては道の要望、ＪＲに

対してはＪＲの要望をそれぞれさせていただけれ

ばというふうに考えてございます。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） 今お伺いしました国

がまずはしっかりした対応をしていただくという

ことが１つ、もう一つはＪＲ北海道もしっかりと

した将来展望に向けた経営方針を示していただく

というのが１つ、もう一つはやはり沿線自治体だ

とか沿線住民の協力ではないかなというふうに思

っております。それは、ここで示されているよう

な上下部分の、線路をどうするということではな

くて、収益事業であるとか、例えば人を呼び寄せ

てくるために自治体は何を協力をしていけばいい

のかということをやっぱり自治体はそれを求めら

れたときはしっかりと協力をしていくべきだろう

なというふうに思っております。国鉄が分割民営

をしたときにやはり同じようなスタンスにあった

のが北海道と九州、四国もそうなのかな、だろう

と思いますけれども、今はこれ全く逆の方向に行

っているなというふうに思っております。九州は、

本当に収益事業を目指してさまざまなことをやっ

て、経営努力をしてきております。どちらかとい

うと北海道のＪＲは、乗せてやるという、乗るの

だったら乗っていいよというふうなニュアンスと

言ったら失礼なのかもしれませんけれども、そこ

ら辺の努力というか、ノウハウが足りなかったの

かなというふうに思います。そこで、やはり将来

展望を見たときに地元の住民だけが乗るＪＲでは

多分これからも採算が合っていかないだろうなと

いうふうに思っております。先進事例として、や
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っぱり私たちはＪＲ九州などの日本のこと、北海

道と同じような状況にあったけれども、今は本当

にうまくいっているよと。こういうふうな手法が

あるよということを学んだらいいのではないのか

なというふうに思います。

そういった中で、先日名寄大学の道北の地域振

興を考える研究会というのがありまして、そこで

写真家なのですけれども、鉄道事情に詳しい工藤

さんという方が講演をされておりました。その後

市長が段取りしていただきました東京なよろ会の

前夜祭のような若者の集まりのところでまたばっ

たりとお会いをしまして、そういったところでも

いろいろお話を伺ったりとかしたのですけれども、

例えば我々も先進事例を学んで、地域住民として

どういうふうな形でＪＲを支援すればいいのか、

これは鉄路という意味ではなくて。ソフト面での

支援をどうすればいいのかということをまず学ぶ

のがいいのかなというふうに思いますので、例え

ば稚内でそういったＪＲ九州の役員の方だとか、

ななつ星をつくったデザイナーの方だとか、ある

いはそういう専門家の何人かの皆さんに稚内でフ

ォーラムをやっていただいて、我々はＪＲに乗っ

て稚内までの景色を眺めながら行って、お話を聞

いて学んでくると。例えばです。こういったこと

は、名寄の市長が先頭切ってやるというのはちょ

っと無理だと思いますので、そういったことを呼

びかけということはできないでしょうか。やはり

地域の自治体及び住民も少し動きを見せてはいか

がかなというふうに思うのですけれども、そこら

辺について考え方をお知らせいただければと思い

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 貴重な御提言をいただき、

ありがとうございます。

宗谷本線活性化協議会の中でも、御承知のよう

に美深町さんなんかは今みずから職員を配置をし

て無人化を阻止しているとか、幌延町さんにおい

ては既にもう廃止するよと言われたところを運営

費を少しお支払いしてというようなことで、何と

か維持をしようということでもう既にそれぞれの

自治体で物すごく経営努力というか、支援に努力

をしているということなのです。このことは、一

回宗谷本線の中でもまとめて、今まで何をしてき

たかということを検証して、こういうことを我々

はやってきていますということはしっかりとデー

タ化して訴えていこうという話はしています。そ

のことに加えて何がこれからできるのかというこ

とは、これはぜひ前向きにいろんな議論をして、

今お話しいただいたことも含めて活発に、あるい

はまとめていきたいというふうにも思いますけれ

ども、しかしながらそうはいっても今なかなか前

向きな議論を受けとめてくれる環境にはないとい

うのも現実のところでありまして、長い目で見て

これ本当にこの鉄路どうなるのかということが先

見えないとそうした次の段階にも行けないのかな

というふうにも思っています。そんなことで、先

ほどからお話もしておりますけれども、北海道の

ほうで今ビジョンを示そうというお話なので、そ

この行方を見守りたいというふうにも思いますけ

れども、当然住民運動の中でそうした前向きな意

見に対してはいつでも提案できるような議論喚起

あるいは準備はしていかなければならないなとい

うふうに思いますし、またそれぞれもうみんな持

っていることいっぱいありますので、改めてそこ

は協議会の中でも一度意思統一をさせていただい

て、準備をしていきたいというふうに思います。

いずれにしても、国、道に対しても粘り強く、ま

ずはこの鉄路が大事なのだということを訴えてい

くということが今の段階では大事なのかなという

ふうに思っています。

〇議長（黒井 徹議員） 東議員。

〇１８番（東 千春議員） よろしくお願いした

いと思います。国の支援とＪＲ北海道の姿勢と、

それとやはり沿線住民が一体となって守っていく

のだという思いを一つにすることが大切かなとい

うふうに思いますので、これからの取り組みに期
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待をして、以上で終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で東千春議員の質

問を終わります。

１５時４５分まで休憩をいたします。

休憩 午後 ３時２９分

再開 午後 ３時４５分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

高齢者ドライバーの安全対策について外３件を、

高橋伸典議員。

〇１５番（高橋伸典議員） 議長の御指名をいた

だきましたので、通告順に従いまして、質問をし

てまいりたいというふうに思います。

まず、１番目、高齢者ドライバーの安全対策に

ついてを御質問いたします。全国では、認知症と

思われるドライバーによる高速道路の逆走やてん

かんの発作等で意識を失ったドライバーの運転す

る車が歩道に突っ込み、多くの歩行者が死傷する

事故が多発しております。公安では、認知機能検

査や高齢者講習などの対策は行われておりますが、

７５歳以上を対象としているため、これだけでは

認知症の症状を有するドライバーの交通事故は防

ぐことはできないのではないかと言われておりま

す。やはり年齢にもかかわらず、病気等により運

転に不安を感じる方々やその家族の方々から相談

を受理する等々、体制の充実をすることや運転免

許証を自主返納した場合の日常生活の交通手段、

足の確保やさまざまな対策が必要と考えておりま

す。名寄では、認知症やてんかん等の病気を有す

る事故はまだ起きておりませんが、病気等を有す

るドライバーの安全対策について理事者の御見解

をお願いいたします。

高齢者が当事者となる交通事故防止対策は、各

市町村でバスカード、タクシー券、シニア半額割

引、コミュニティバス一日乗車券に交通安全グッ

ズ、運転卒業証書、その他証明書のかわりにマイ

ナンバーを取得するための写真を市役所で無料で

撮影するなどサービスを提供し、当事者の自主返

納を行っております。当事者の安全と市民の皆様

の安全が確立されると思いますが、運転免許証の

自主返納への本市の対策についての理事者の御見

解をお願いいたします。

大きい項目２項め、いじめ防止の取り組みにつ

いてをお尋ねをいたします。文部科学省では、平

成２５年９月にいじめ防止対策推進法が施行され

ました。現在各自治体では、いじめ基本方針の策

定や組織の設置の対策を進めていただいているこ

とと思います。こうした法律の措置を着実に進め

ていくのはもちろんのこと、各学校においても日

ごろからの地道な未然防止の取り組みが重要と考

えております。

文部科学省から平成２６年１０月に発表された

全国の小中高校、特別支援学校における２０１３

年度の問題行動調査によると、いじめ認知件数が

約１８万 ８６０件でした。前年よりも１万 ０

００件減少したと言われておりましたが、本年の

１０月に文部科学省から発表された２０１５年の

認知したいじめは２２万 ５４０件、前年度比１

４％もふえ、過去最高となっており、全校種ま

で広がっているそうであります。名寄では、いじ

めは絶対にないと確信はいたしますのですが、毎

年のように不登校の生徒や適応指導教室に通う生

徒が数人出るたびに、いじめはどの子供にも起こ

り得る、どの子供も被害者や加害者になり得ると

いう事実を踏まえ、児童生徒をいじめに向かわせ

ないための未然防止に取り組む必要があると思わ

れます。名寄市もいじめ防止対策推進法に基づき、

名寄市学校いじめ防止基本方針を実施、進められ

ると思いますが、状況をお知らせいただきたいと

いうふうに思います。

いじめが発生する状況を起こさないようにする

ため、文部科学省はいじめ防止に効果のあったと

される事例を全国の学校から募集し、特に優秀な

事例を紹介されております。資料には、生徒の主

体の取り組み、子供サミット、特徴的なプログラ
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ム、校内体制の整備等々の３１校の取り組みを紹

介しております。名寄市内の各学校も未然防止の

基本になるのは児童生徒が周囲の友人や教職員と

信頼できる関係の中で安心、安全に学校生活を送

ることができ、規則正しい態度や授業や行事が自

主的に参加、行動できる学校づくりを行っていく

とありますが、日常的に児童の行動、様子を把握

したり、定期的なアンケート調査の取り組みや児

童生徒の欠席日数などの確認、改善を行うなど定

期的な検討をし、計画的にＰＤＣＡのサイクルに

基づき取り組みを継続しているというふうに思っ

ております。本市のいじめ防止の活動と体制につ

いての理事者の御見解をお願いいたします。

続いて、大きい項目の３つ目、平成２９年の予

算編成についてお尋ねをいたします。名寄市は、

人口減少や少子高齢化が進む中、名寄市における

財政の課題ではここ数年の大型普通建設事業の影

響から公債費の増加の傾向があり、また名寄市ま

ち・ひと・しごと創生人口ビジョンに基づく人口

の推移により人口の減少が想定され、公債費１人

当たりの自腹部分が増加する、また老朽化した施

設を建てかえることは財政上困難であり、公共施

設の統廃合、複合化、長寿命化などの検討をする、

基金の約８０％を将来の財政的リスクへの控えの

ために積んでおく等々の財政の問題があるという

ふうに言われております。その中で本年その要因

がありますが、経済元気化プロジェクト、安心子

育てプロジェクト、冬季スポーツ拠点化プロジェ

クトとの３点重点プロジェクトのほか、２２７事

業をスタートしますが、市民が安心して暮らせる

主要施策や概算要求からの算定される主要事業と

予算規模について理事者の御見解をお願いいたし

ます。

４点目、閉校に伴う学校用品のリサイクルにつ

いてをお尋ねをいたします。学校の廃校や移転に

伴い、廃棄予定の備品や教材等を必要とする方に

リサイクルすることで物を大切にする心を学び、

もったいないという感覚を再認識する、子供たち

に教えることができるとともに、ふるさとに埋も

れている資材を掘り起こすきっかけづくりにする

イベント開催、リサイクル市を開催しているとこ

ろがございます。本市は、リサイクルを積極的に

進め、当然のこととして不用品や壊れていない備

品等は他学校に利活用されているとは思いますが、

今後そのような機会があれば子供たちにも物を大

切に育むことになると思われますし、子供たちの

思い出の品、卒業の思い出の品、クラスの看板、

教室の看板や廃棄予定の備品など、広島県大竹市

や庄原市では廃校ノスタルジアの取り組みは当日

雑貨店のようにレイアウトされた約６５０点の学

用品を昔懐かしさも手伝い、１時間以上の入店待

ちも発生するなど予想以上の大盛況だったそうで

あります。また、市外からもお客さんが来て、販

売商品が少ないものを対象とした２回のオークシ

ョンも大いに盛り上がったそうであります。これ

から名寄市も新校舎の建設や統廃合、閉校に伴う

学用品のリサイクルについて理事者の御見解をお

願い申し上げ、この場での質問を終わらせていた

だきます。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 高橋議員からは、大

項目で４点にわたりまして御質問をいただきまし

た。大項目１につきましては私から、大項目２及

び４につきましては教育部長から、大項目３につ

きましては総務部長からの答弁となりますので、

よろしくお願いします。

まず、大項目の１、高齢ドライバーの安全対策

について申し上げます。小項目の１、認知症やて

んかん等の病気を有するドライバー対策について

ですが、道路交通法で定められている内容につき

まして説明を申し上げたいと思います。まず、高

齢者に多い認知症の対策としまして、自動車運転

免許証の更新期間が満了となった７０歳以上の高

齢者ドライバーにつきましては高齢者講習が義務

づけられております。この講習では、視力や反射

などの身体機能の低下や認知症により状況判断等
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が低下することにより交通行動に影響を与えるこ

とから、高齢者本人に自分の能力や技能水準を自

覚してもらうことを目的に行われておりまして、

７５歳以上の高齢運転者の方は３年ごとの免許更

新時に講習予備検査を受けることになっておりま

す。

この制度では、免許証有効期間の認知機能の現

状をタイムリーに把握する制度が存在をしなかっ

たことから、高齢者講習制度が改正をされ、平成

２９年３月１２日に施行となります。改正の主な

内容につきましては、一定の違反行為をした方は

臨時認知機能検査を受け、一定の基準に該当した

場合には臨時高齢者講習を受けることになります。

また、臨時認知機能検査で認知症のおそれがある

と判定をされた方は医師の診断を受けていただき、

認知症と診断をされた場合、運転免許証の取り消

しの対象となります。ほかには７０歳以上の高齢

運転者の更新時の講習内容が見直されております。

次に、統合失調症やてんかん等の一定の病気等

にかかっている運転者の対策につきましては、運

転免許証取得時や免許更新のために申請する人に

対して免許の拒否または保留の基準となる一定の

病気の症状等があるかを判断するために質問票の

提出が義務づけられており、病気の症状があるに

もかかわらず、虚偽の回答をして免許を取得また

は更新した者には罰則が科せられます。ほかには

一定の病気等にかかっている運転者を診断をした

医師は、その診断結果を公安委員会に任意で提出

をすることができる診断した医師による任意届け

出制度や交通事故を起こした運転者が一定の病気

等に該当すると疑われる場合は専門医の診断によ

る取り消し処分を待たずに３カ月を超えない範囲

で免許停止措置ができる免許の暫定的な停止制度

が定められております。

次に、小項目２の運転免許証自主返納への本市

の対策につきましては、当市独自の取り組みとし

まして運転免許証にかわる身分証明書として住民

基本台帳カードを無料で交付をしておりましたが、

本年よりマイナンバーカードが当面の間無料で交

付を受けることができることから、この制度につ

きましては廃止をしております。運転免許証自主

返納を促進するための返納者へのバスやタクシー

等の助成券交付等の取り組みでありますが、実態

として運転免許証を有していない高齢者も多くい

ることから、不均衡が生じるため、市独自で返納

促進の制度化は難しいと考えてございます。

今後の対応としましては、国は高齢運転者の事

故が全国的な課題となっている中で、特に本年１

０月以降８０歳以上の高齢運転者による交通死亡

事故が相次いで発生したことを受けて、１１月１

５日に高齢運転者による交通事故防止対策に関す

る関係閣僚会議が開催をされ、内閣総理大臣から

改正道路交通法の施行に万全を期すとともに、と

り得る対策を早急に講じるなど喫緊の課題に一丸

となって取り組むよう指示がありました。これを

受け、高齢運転者の交通事故防止について関係行

政機関におけるさらなる対策の検討を促進し、そ

の成果等に基づき早急に対策を講じるため、１１

月２４日高齢運転者交通事故防止対策ワーキング

チームを設置し、検討する旨の通知がありました。

市としましては、これらの検討を踏まえ、国がど

のような政策、対策を進めていくのか注視をして

まいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 私からは、初めに大

項目２、いじめ防止の取り組みについて、小項目

１のいじめ防止基本方針についてお答えいたしま

す。

ことしの８月に青森県において中学１年生がい

じめの疑いにより自殺するなど依然として児童生

徒が命を絶つ痛ましい事案が生じております。教

育委員会といたしましては、改めていじめを許さ

ない環境をつくることや学校が組織的にいじめの

問題に取り組むことの重要性を認識したところで

あります。御承知のように、国は平成２３年滋賀
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県大津市で中学２年生がいじめを苦に自殺をする

など全国でいじめをめぐる問題が深刻化したこと

を受け、平成２５年６月にいじめ防止対策推進法

を制定いたしました。いじめ防止対策推進法では、

地方公共団体は地域いじめ防止基本方針を定める

よう努めるものとすると示されております。

このことから、教育委員会ではいじめは人間と

して絶対に許されないという認識のもと、これま

での本市の小中学校におけるいじめの発生状況や

いじめの解決に向けた取り組み状況を鑑み、平成

２６年度に名寄市いじめ防止基本方針を策定いた

しました。名寄市いじめ防止基本方針については、

国のいじめ防止対策推進法や北海道のいじめ防止

等に関する条例の素案、原案の内容を参酌し、精

査しながら本市の実情を踏まえて作成いたしまし

た。例えばいじめに関する通報及び相談を受け付

けるための体制整備については、教育相談センタ

ーの相談電話ハートダイヤルの取り組みを推進す

ること、いじめ防止等に係る教職員の研修活動に

ついては名寄市立大学と連携して名寄カウンセリ

ング研究会を開催し、教員がカウンセリングの方

法等について学ぶ取り組みを推進することなどを

想定して策定いたしました。

また、名寄市いじめ防止基本方針に基づき、本

市におけるいじめの防止等に関する措置を実効的

に行うために、名寄市いじめ防止等対策組織及び

調査組織を教育委員会内に設置しております。同

対策組織は、本市教育委員会の特性を生かし、教

育部長、学校教育課長、指導主事２名、教育相談

センターの所長と教育推進アドバイザーの６名か

ら構成されており、必要に応じて第三者として名

寄市立大学の教員の協力をいただくなど、迅速か

つ正確な情報伝達及び適切な対応ができるよう機

動的な組織としております。

次に、小項目２のいじめ防止の活動と対策につ

いてでありますが、本市ではいじめの根絶に向け

て名寄市いじめ防止基本方針に基づき、いじめの

未然防止、早期発見、早期解消、そのほかのいじ

めの防止等のための対策を推進しております。本

市の具体的な取り組みの１つ目といたしましては、

いじめの問題の早期発見、早期解消を図るため、

学校には北海道教育委員会のいじめ問題の実態把

握及びその対応状況等調査におけるいじめの把握

のためのアンケート調査を適切に実施するようお

願いしております。本年の６月の同調査では、今

もいじめられているとの回答が１０件ありました。

この１０件について当該学校の教員が内容を聞い

て事実確認し、校内で検討した結果、いずれもい

じめとして認知する内容ではないと判断されてお

ります。

また、学校では同アンケート調査においていじ

めはどんな理由があっても許されないと思うと答

える児童生徒の割合を１００％にする取り組みを

進めております。本年６月の同調査では、１年前

の同時期と比べ、全小学校の平均が９ ６％から

９７％、全中学校の平均が９１％から９ ３％に

なるなどいじめは許されないことであるという認

識が児童生徒の中に浸透してきておりますが、ま

だまだ十分な状況であるとは言えないことが課題

であります。

さらに、いじめられたときに誰にも相談できな

い児童生徒がいることが指摘されていることから、

学校においてはいじめられたとき誰にも相談しな

いと答える児童生徒の割合をゼロ％にする取り組

みも進めております。本年の６月の同調査では、

１年前の同時期と比べ全小学校の平均が ８％か

ら４％に、全中学校の平均が１ ９％から１ １

％になるなど、いじめられたとき誰にも相談しな

いと回答した児童生徒の割合は減少傾向にありま

すが、いじめられたときに１人で悩みを抱え込む

可能性がある児童生徒がいることも大きな課題で

あります。

次に、具体的な取り組みの２つ目といたしまし

ては、いじめをなくすためにはよりよい人間関係

づくりを基盤とした集団づくりが大切なことから、

児童生徒のいじめを許さない意識や態度を一層高
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めるため、平成２６年度より名寄市小中学校いじ

め防止サミットを実施し、各学校の児童会、生徒

会活動による自発的、自主的な取り組みの活性化

を行っております。同サミットにおいては、全児

童生徒を対象に名寄市小中学校いじめ防止宣言の

定着状況に係るアンケート調査結果について意見

交流を行ったり、各学校のいじめ防止に係る取り

組みをよりよくするための話し合いを行いました。

同サミットを通して、参加した児童会、生徒会の

代表者が名寄市の全小中学校からいじめを根絶す

るという目標を確認するとともに、いじめを生ま

ない学校を必ずつくるという決意を新たにするこ

とができました。このサミットを踏まえ、各学校

では児童会、生徒会活動において学校のいじめ防

止集会等で同サミットの取り組み等を発表したり、

自校のいじめアンケート結果を校内に掲示するな

ど、いじめを絶対に許さない学校、学級づくりの

取り組みを推進しております。

なお、社会総がかりでいじめを根絶する取り組

みを推進することは大切であることから、同サミ

ットの取り組み等を市内の関係機関等が共有する

ため、本市の保育所や幼稚園、認定こども園、高

等学校等に案内し、一部の関係機関に参観をいた

だいたところであります。

このほか教育相談センターにおいては、児童生

徒や保護者からいじめ等に係る相談に対して学校

や関係機関と連携を図りながら適切な支援を行っ

ております。さらに、ハートダイヤルを通して教

育専門相談員が児童生徒や保護者等からの悩みに

ついて個人情報の管理に十分配慮しながら、電話

や面談によるカウンセリングを行っております。

今後も教育委員会といたしましては、学校や関係

機関等との一層の連携を図りながら、いじめの根

絶に向けて名寄市いじめ防止基本方針に基づくさ

まざまな取り組みを確実に実行するとともに、不

断の点検、評価により改善を加えながらいじめの

未然防止、早期発見、早期解消に努めてまいりま

す。

次に、大項目４、閉校に伴う学校用品のリサイ

クルについてですが、本年度は豊西小学校と東風

連小学校が閉校となりました。この２校の学用品

や教材、備品については、まず優先的に統合先の

名寄南小学校、名寄西小学校、そして風連中央小

学校に配分しています。その後市内全小中学校や

児童センターに呼びかけ、それぞれ必要な学用品

を引き取っていただきました。電子黒板やパソコ

ンなどの情報機器、机や椅子などの備品もそのほ

とんどを各学校に配分させていただき、リサイク

ルに出せるような学用品や教材、備品は余り残っ

てはおりません。また、各学校や公共施設で破損

等により使えなくなったときのために事務机やロ

ッカーなどはある程度ストックしておきたいと考

えております。今後閉校学校の再利用や校舎の解

体など状況が変化し、場合においてはリサイクル

やオークションについても検討していきたいと考

えておりますので、御理解をお願いいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 私からは、大項目の

３、平成２９年度予算編成について申し上げます。

小項目の１、主要施策について及び小項目の２、

新年度の予算規模についてあわせて申し上げます。

まず、現在の進捗状況についてでありますが、各

部からの要求を１１月２５日に締め切り、１２月

１日から財政課長査定を開始しているところであ

ります。各部からは、継続事業の名寄市立大学保

健福祉学部再編事業や北斗・新北斗公営住宅建設

事業のほか、道路改良事業、橋梁長寿命化事業、

老朽施設の改修などのハード整備事業のほか、第

２次総合計画の重点プロジェクトに掲げる事業を

初め、福祉、教育、防災など多くのソフト事業が

要求されてございます。とりわけ重点プロジェク

トに関する要求といたしましては、まず経済元気

化プロジェクトでは移住促進事業、住宅改修等推

進事業補助金や農業の担い手支援事業などの要求

がございました。また、安心子育てプロジェクト
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では、乳幼児紙おむつ用ごみ袋支給事業、認定こ

ども園運営事業など、冬季スポーツ拠点化プロジ

ェクトではピヤシリスキー場やピヤシリシャンツ

ェなどの施設改修のほか、地方創生推進交付金を

活用しながら、ジュニアアスリートや指導者の育

成、さらには合宿誘致事業などを展開する冬季ス

ポーツ拠点化事業などの要求があり、３つの重点

プロジェクトにおいてそれぞれ多岐にわたる予算

が要求をされております。今後これらの事業を精

査し、重点プロジェクトを初めとする主要施策に

ついて決定していく運びとなります。

お尋ねの想定される新年度の予算規模につきま

しては、昨日の答弁の中でも申し上げましたが、

現段階では当初予算ベースで２３０億円程度を想

定しているところでございます。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１５番（高橋伸典議員） ありがとうございま

した。再質問、また要望をさせていただきます。

まず、交通安全対策についてですけれども、き

のうの同僚議員からも２８年、６５歳以上が ５

２４名、そして返納された方が３２、前年度は３

９名ということで、本当にうちの父も８０ぐらい

までは車に乗っていまして、ちょこちょこ、ちょ

こちょこぶつけるものですから、もういいのでは

ないかと。買い物も連れていくし、病院も乗せて

いくからという部分で言っていたのですけれども、

やはり名寄市内の地方というか、郊外の方々は病

院に行くにも買い物に行くにも市役所に行くにも、

先ほど市役所の２階でちょうど会ったら、市役所

遠いねというふうに言われましたけれども、それ

だけ長い距離をかけてこういう病院、買い物、市

役所に来られて、きのう三島部長が公共交通の重

要性、バス路線の維持というふうに言われました

けれども、これが一番重要かなというふうに私は

思いますし、現状ここまで詰めてしまったら何か

おかしいのですけれども、今のバス路線で十分対

応できているというふうに感じますか。東西線を

含めて。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 私が答弁するのが適

当かどうか、ちょっと自信がないというか、実は

市内バスに乗ったことがないものですから、明ら

かな答弁はできませんが、先ほど高橋議員おっし

ゃられたとおり、支援策云々ではなくて高齢者の

ための足の確保ですか、こちらが大事だというこ

とで、きのうの答弁の中では市内の公共交通、こ

れ市街地を循環する徳田線とコミュニティバス、

それと郊外と市街地を結ぶ８系統の各路線バスが

運行をしておりますということでございますので、

私も一度使ってみたいなと考えておりますけれど

も、車だとドア・ツー・ドアというか、玄関から

玄関なのですけれども、それよりかははるかに不

便かと思いますが、ぜひ御利用いただければとい

うふうに考えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１５番（高橋伸典議員） 一回やっぱり市の部

長の方々も乗っていただいたほうがこの東西線を

含め、便利さどうなのかなというのがわかるかな

というふうに、東西線を含め約 ０００万円ぐら

いの補助金を出しているというふうに思っていま

すけれども、そうしないとバスは走っていただけ

ないのです。だから、それを有効に市民の方々に

使っていただくためにもやっぱり路線の見直しだ

とか、停留所の距離を半分にするだとかという改

善をしていかなければ、これは国土交通省に申請

出さないと無理だというふうに言われるのは知っ

ています、私の思いを言っているだけで。半分に

するだとか、やはり前地図を買って円をつくりま

したけれども、２００メーターの距離以内に入っ

ていない地域がたくさんあるわけなのです。その

方々をどうするかだとかという、いろんなやっぱ

り施策が必要だというふうに思います。そういっ

た意味でぜひ部長の方々に乗っていただきたいな

というふうに思います。
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そして、平成２１年から２７年まで免許返納さ

れた方々に住基ネットをサービスしましたという

ふうに言いました。もうすばらしいことなので、

それをやめたというのがなぜかなというふうに私

は思いますけれども、やはり名寄市の市民の安全

のためだとか、高齢者の事故を起こさないための

対策というのは若干のお金はかかるのは当然であ

ります。先ほど不均衡というのでしたら不均衡か

もしれませんし、いろんな面で市民の方が不均衡

な生活をされて、我慢してやられている方がたく

さんいるのです。あの人は補助金受けているのに

この人は受けていないで生活しているだとか、い

ろんな不均衡はあるのです。それをやはりまず一

番最初に市民の目線に立った安全対策をどうして

いけばいいのかという部分というのは、先ほどあ

りましたけれども、１日のコミュニティーのバス

券だとか、交通安全のグッズだとか、ここはある

市です。コミュニティバスの一日券を渡している

のです。１回だけ。交通安全グッズです。大した

金額ではないと思います。運転卒業証書、こんな

もの、パソコンですぐつくれると思います。そし

て、証明書に使うマイナンバーの写真を撮ってあ

げるだけだと。あとは自分でマイナンバーを送っ

てくださいと。これぐらいは、私はできるかなと

いう部分があるのです。まずは、やっぱり本当に

市民の方々の交通対策はしっかりやっていかなけ

ればいけないと思います。そうしないと、車放せ

ない方がたくさんいます。病院行かなければなら

ないから絶対外せないと、嫁を連れていかなけれ

ばならないから絶対無理だという方もいますけれ

ども、やはりそうしていかない限り高齢者の事故

もなくならないと思いますし、それに伴う、ひょ

っとして犠牲になる方々もいる可能性も１００％

ないとは言えないものですから、その対策が少し

でも可能であればなという思いはあるのですけれ

ども、部長、どうでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 交通安全を担当する

立場で言わせていただけるのであれば、運転に自

信がないとか、そういう状況であれば、そんなと

きは免許証をすぐに返納していただいて、車は運

転しないほうがいいと思っています。これは、誰

でもそうなのですけれども、事故を起こしたくて

起こしている人はいないのです。だけれども、報

道されているように事故が起こるととても悲惨な

結果を招くということになっておりますので、先

ほども公共交通乗ると言いました。バランス的に

お金をかけてタクシー券とか、道内でも何カ所か

そういう自治体あるようですけれども、なるたけ

お金を使わない範囲で何か誘導策みたいな促進策

というか、そういうものがないかどうか、ちょっ

と研究をさせていただきたいと思います。よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１５番（高橋伸典議員） よろしくお願いしま

す。本当に部長言われたように、私もお金ではな

いと思います。後ろの交通安全グッズだとか、卒

業証書だとか、一枚のマイナンバーの写真を撮っ

てあげて証明書にしてくださいという部分も可能

ではないかなというふうに思いますし、まず対策

としては本当にその方々の足になる公共交通の整

備をしっかりしていただくことをお願いしておき

たいなというふうに思います。

次に、いじめの部分に入らせていただきます。

平成２５年９月にいじめ対策推進法ができまして、

名寄も２６年４月の名寄市学校いじめ防止基本方

針がつくられ、いじめの防止、早期の発見、いじ

めに対する起きないこと、そして早期解消のため

の等々、またいじめ防止サミットだとか、定期的

にいじめのアンケートの措置をとるというのがポ

イントだというふうに書かれております。

それと、アンケートの中で先ほど小川部長が言

われた誰にも相談できない子供が小学校では去年

８％だったのが４％に減った。４％に減ったっ

て今の小学校の人数からいえば三、四十人いる可

能性になるのですか。中学校に関しては１ ９％
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から１ １％に減っても相当の数の人数の方々が

いるという部分になると思いますので、その方々

は、よく先ほどいろんなところの中学校の方々が

自殺してどうのこうの、後から遺書を見たらやっ

ぱり親に恥ずかしくて相談できないのです。子供

にも、友達にも相談できない。親はもう本当に、

私は親に相談してほしいなと思うのだけれども、

自殺して亡くなる子供って家に帰っても元気いっ

ぱいで、親に相談できないのかなという、そこが

私自身すごく心が痛むような感じがします。なぜ

学校でいじめられた部分、親と食事しているとき

でも言えないのだろうという部分あるのですけれ

ども、教育委員会としてこの名寄の今４％、１

１％の方々の声を聞いてどういう状況か、また対

策どうされているのか、もしわかればお聞きをし

たいなというふうに思うのですけれども。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 議員からありました

ように、誰にも相談できない、特に家庭でも相談

できないという子供がいるということは、大変私

どもも重く重要な課題だというふうに受けており

ます。パーセントが低くてもいるということであ

りますから、そういった子供たちがニュースとか

で見るとやっぱり自分の悩みを抱えて自殺をして

しまう、そういった痛ましい事故につながってい

るということがありますので、そういった子供た

ちをどうするかというのは大変学校でも苦慮して

いる状況でありますけれども、子供たち、さっき

のいじめ防止サミットをやっていますけれども、

児童会だったり、生徒会、子供同士のかかわり、

いじめを起こさない、そういった認識をしっかり

持って、子供同士が子供の変化というか、ちょっ

と何かきょう元気がないとか、そういったものを

気づくことも大事だと思いますし、やっぱり先生

も担任だったり副担任だったり、学校に入ってい

る先生方、複数の先生方が子供の状況を見る。ふ

だんと違う、挨拶の声が低いとか、そういったち

ょっとしたふだんとの違いを見逃さないでやると

いうことが大事だと思います。

ただ、そうはいっても大きな学校ではいっぱい

の子供、生徒数を抱えていますので、一人一人を

観察するのは難しい状況がありますので、そうい

った見た場合、家庭との連携といいますか、家庭

でも取り組む７つのポイントも出しておりますけ

れども、そういったことを家庭でしっかり取り組

んでもらって、家庭でちょっと何かおかしいなと

思ったところは学校にすぐ連絡いただけるような

家庭との学校との連携、そういったことも含めて

必要だというふうに思っています。そういったこ

とは、トータル的にみんなが意識的に行うこと、

議員からもありましたようにいじめはいつどこで

起きるかわからない。今なくてもあした起きるか

もしれない。そんなような状況でありますし、何

げない一言がいじめにつながるということもあり

ますので、そういった面ではそういった危機感と

いうか、そういった気持ちをしっかりそれぞれが

持って日常生活を送っていくということが大切だ

というふうに思っていますので、そういったこと

につきましては毎月校長会、教頭会やっている中

では教育長のほうから常に学校に定期的にやっぱ

り教職員含めて話をするようにしていますので、

今後も十分気をつけながら対応していきたいとい

うふうに思っています。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１５番（高橋伸典議員） わかりました。ぜひ

家庭と学校の先生との連携、またいじめの部分を

早期発見できる体制をつくっていただきたいなと

いうふうに思います。

それで、いじめ防止基本方針の策定について文

科省から通知があって、地方公共団体、また学校

が法の規定を踏まえた組織の設置と重大事態への

対応の必要な措置を行うということで、今ずっと

学校でいじめ防止基本方針に基づいて各学校つく

られているというふうに思うのですけれども、ち

ょっと名寄のいじめ防止基本方針の部分のインタ
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ーネットで開かせていただきました。そうしたら、

このように名寄中学校のいじめの防止基本方針も

ありましたし、西小もありました。南小もありま

した。風連中央小学校もありました、小学校では。

そして、中学校では名中と風連中だけがインター

ネットの部分で載っていたのですけれども、私の

勘違いですか。一応全校にはあるのでしょうけれ

ども、載せていないのか、そこら辺ちょっとわか

れば教えていただきたいというふうに思います。

済みません。智恵文もです。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） ちょっと私も、済み

ません。全部の学校のホームページ確認できなか

ったので、申しわけないのですが、基本的には小

中学校全校で策定をしております。その部分は、

公開していない学校があったのかもしれませんけ

れども、それについては先ほど言いましたように

家庭や地域にも広く情報発信をしなければという

ことでありますので、ホームページもその一つの

手段でありますので、私も確認して載せていない

学校があれば早急に載せるような対応を含めて対

応したいと思いますので、御理解お願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１５番（高橋伸典議員） 済みません。智恵文

も抜けていました。申しわけありません。

きっとできてはいると思うのですけれども、ま

だホームページに載せていないのかなという部分

だというふうに解釈いたします。

それで、昨年、２７年ですか、先ほど言わさせ

ていただいた過去最高のいじめの２０１５年、認

知をした２２万 ５４０件のいじめの過去最高の

ときに出た部分のいじめの部分というのは、まず

からかいや悪口が６ ５％、遊ぶふりをしてたた

く、蹴るが２ ６％、仲間外れ、集団による無視

が１ ６％、高校生はパソコンだとかスマートフ

ォンの誹謗中傷が１ ７％なのです。そして、朝

日新聞でスウェーデンと小中学校の比較をきっと

読んだ方もおられると思うのですけれども、日本

では仲間外れだとか無視、陰口といった暴力を伴

わないいじめの割合が高い。スウェーデンで約３

５０から５００人、日本で７００人を対象にいじ

めの被害の調査を行いました。仲間外れなどのい

じめが多いのは日本の特徴。韓国、オーストラリ

ア、カナダ、スウェーデンは、軽くぶつかる、た

たく、蹴るの暴力を伴ういじめの被害が多い。６

６％に対して日本は３ ８％。ところが、暴力

を伴わない仲間外れ、無視、陰口、これがスウェ

ーデンは２１％に対して日本は４４％、倍あると。

そして、研究所の方々は、スウェーデンでは仲間

外れなどを人権問題と捉える。法律で大人が巻き

込んでやめさせる取り組みを長年続けているので

すと、スウェーデンでは。でも一方、日本では、

校内暴力を経験した日本は暴力には厳しく大人は

言うけれども、仲間外れや陰口などは大人もして

いるから大丈夫と子供が感じているのではないか

と。原発事故で避難した子供を子供が賠償金をも

らっているのだろうといういじめをしているとい

う部分だそうです。だから、名寄もこういういじ

めはないというふうに私は思っております。先ほ

どのパーセントでいえば小中合わせて六、七十名

になるのですか、それぐらいの人数ですから学校

の職員または親の部分、ＰＴＡ含めればしっかり

と対応できる人数だと思いますので、しっかりい

じめ対策進めていただきたいなというふうに思い

ます。ぜひこの仲間外れ、無視、陰口、陰険な部

分はやっぱりなくす体制を学校、教育委員会とし

て取り組んでいただきたいことをお願いしたいと

思います。

最後に、平成２９年度の予算についてお伺いい

たします。先ほど臼田部長が重点プロジェクトの

部分で何点かほど言われました。概算要求で約２

３３億 ０００万円、１６億 ０００万円の差額

があって、予定では２３０億円になるという部分

であります。しっかりと市の財政状況だとか、合

併算定がえだとか、公債費の自腹増加分だとか、

そういうのを考慮して、また公共施設の老朽化も
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含めていろいろあると思いますけれども、この重

点プロジェクトの中、やっぱり先ほど臼田部長が

住民ニーズにのっとった施策を今回随分出されて

いるというふうに言われておりました。その中で

ソフト事業の部分で住民がこういうニーズが重要

なのですよね。また、今回安心子育てプロジェク

トの中でも新規事業があると思うのですけれども、

やはりお子さんを育てるお母さん方、お父さん方

がこの名寄で安心して子育てができるという状況

をつくっていかなければいけないので、この３重

点プロジェクトの安心子育てプロジェクトができ

て、いろんな施策があると思うのですけれども、

住民ニーズで一番これとこれとこれは住民の方々

からアンケート、また聞いて入れてほしいのだと

言われたというのをあれば教えていただきたいと

いうふうに思います。福祉関係が主だというふう

に感じてはいると思うのですけれども。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 高橋議員。

〇１５番（高橋伸典議員） では、ぜひこの３プ

ロジェクトをやることによって名寄が少しでも発

展することを願いたいというのと子供を育てる若

いお父さん、お母さんが本当に名寄に住んでよか

ったということをつくっていただきたいというこ

とをお願い申し上げ、以上で終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で高橋伸典議員の

質問を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

御苦労さまでした。

散会 午後 ４時４０分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 川 口 京 二

署名議員 熊 谷 吉 正
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平成２８年第４回名寄市議会定例会会議録

開議 平成２８年１２月１６日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１号 介護保険法及び介護保険

法施行令の改正に伴う介護保険関係条

例等の整備に関する条例の制定につい

て（市民福祉常任委員長報告）

日程第４ 議案第２７号 名寄市職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部改正に

ついて

議案第２８号 名寄市職員の育児休業

等に関する条例の一部改正について

日程第５ 議案第２９号 工事請負契約の変更に

ついて

日程第６ 議案第３０号 名寄市議会基本条例の

一部改正について

日程第７ 請願第１号 「現行の介護保険サービ

スの継続と介護従事者の処遇改善を求

める意見書」提出の請願（議会運営委

員長報告）

日程第８ 意見書案第１号 子ども医療費助成制

度の創設を求める意見書

意見書案第２号 ホームドアの設置と

「内方線付き点状ブロック」の整備促

進により駅ホームの安全性向上を求め

る意見書

意見書案第３号 安心な社会保障と強

い地域経済を構築するための地方財政

措置を求める意見書

意見書案第４号 地域防災力の向上と

災害に強い防災拠点の整備を求める意

見書

意見書案第５号 現行の介護保険サー

ビスの継続と介護従事者の処遇改善を

求める意見書

意見書案第６号 ＪＲ北海道宗谷線存

続を求める意見書

日程第９ 報告第１号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第10 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第11 委員の派遣について

日程第12 委員の派遣報告について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１号 介護保険法及び介護保険

法施行令の改正に伴う介護保険関係条

例等の整備に関する条例の制定につい

て（市民福祉常任委員長報告）

日程第４ 議案第２７号 名寄市職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部改正に

ついて

議案第２８号 名寄市職員の育児休業

等に関する条例の一部改正について

日程第５ 議案第２９号 工事請負契約の変更に

ついて

日程第６ 議案第３０号 名寄市議会基本条例の

一部改正について

日程第７ 請願第１号 「現行の介護保険サービ

スの継続と介護従事者の処遇改善を求

める意見書」提出の請願（議会運営委

員長報告）

日程第３ 意見書案第１号 子ども医療費助成制

度の創設を求める意見書
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意見書案第２号 ホームドアの設置と

「内方線付き点状ブロック」の整備促

進により駅ホームの安全性向上を求め

る意見書

意見書案第３号 安心な社会保障と強

い地域経済を構築するための地方財政

措置を求める意見書

意見書案第４号 地域防災力の向上と

災害に強い防災拠点の整備を求める意

見書

意見書案第５号 現行の介護保険サー

ビスの継続と介護従事者の処遇改善を

求める意見書

意見書案第６号 ＪＲ北海道宗谷線存

続を求める意見書

日程第９ 報告第１号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第10 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第11 委員の派遣について

日程第12 委員の派遣報告について

１．出席議員（１７名）

議 長 １７番 黒 井 徹 議員

副議長 １４番 佐 藤 靖 議員

２番 山 崎 真 由 美 議員

３番 野 田 三 樹 也 議員

４番 東 川 孝 義 議員

５番 川 村 幸 栄 議員

６番 奥 村 英 俊 議員

７番 高 野 美 枝 子 議員

８番 佐 久 間 誠 議員

９番 塩 田 昌 彦 議員

１０番 川 口 京 二 議員

１１番 山 田 典 幸 議員

１２番 大 石 健 二 議員

１３番 熊 谷 吉 正 議員

１５番 高 橋 伸 典 議員

１６番 佐 々 木 寿 議員

１８番 東 千 春 議員

１．欠席議員（１名）

１番 浜 田 康 子 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 倉 澤 富 美 子

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 臼 田 進 君

参 事 監 松 岡 将 君

市 民 部 長 三 島 裕 二 君

健康福祉部長 田 邊 俊 昭 君

経 済 部 長 川 田 弘 志 君

建設水道部長 中 村 勝 己 君

教 育 部 長 小 川 勇 人 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
松 島 佳 寿 夫 君

事 務 局 長

こども・高齢者
馬 場 義 人 君

支 援 室 長

営業戦略室長 水 間 剛 君

上下水道室長 天 野 信 二 君

会 計 室 長 常 本 史 之 君

監 査 委 員 上 田 盛 一 君
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〇議長（黒井 徹議員） 本日の会議に１番、浜

田康子議員から欠席の届け出がありました。

ただいまの出席議員数は１７名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

２番 山 崎 真由美 議員

１５番 高 橋 伸 典 議員

を指名いたします。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

市民の健康づくりについて外２件を、高野美枝

子議員。

〇７番（高野美枝子議員） 皆様、おはようござ

います。ただいま議長から御指名をいただきまし

たので、通告順に従い質問をさせていただきます。

ことしは、例年より根雪が早く、スキー場も無

事オープンいたしました。毎日除雪に追われてい

ますと厄介者の雪ですが、真っ青な名寄ブルーの

下、真っ白い新雪に粉雪のシュプールを描く姿は

非常に美しく、良質な雪に恵まれたこの地域に大

きな誇りと自信を新たにしているところでござい

ます。また、ことしは積雪に恵まれ、安心してジ

ャンプ大会を迎えられることは非常に喜ばしいこ

とでございまして、関係者の皆様の肩の荷がおり

たのではないかと推察するところでございます。

第２次総合計画では、冬季スポーツ拠点化推進

プロジェクトが重点プロジェクトとして取り組ま

れ、雪質日本一、名寄市のパウダースノーからも

オリンピック候補者やメダリスト、市民の健康が

育まれていることに大いに期待をしたいと思って

おります。

そこで、市民の健康づくりについて質問いたし

ます。名寄市には、保健センターがございます。

名寄庁舎から北にありますものですから、なかな

か訪れることがありませんが、市民の健康づくり

について大きな力を発揮しているところでござい

ます。保健センターの果たす役割について質問い

たします。

特に近年は、少子化が全国的に問題となってい

ますが、名寄市の健康について、また乳幼児の健

康づくりについてどのように取り組んでおられる

のか質問いたします。

また、不妊治療については、札幌市では第２子

まで制度が拡大されていますし、反復して妊娠は

しますが、その妊娠を継続できない不育治療につ

いても来年度から予算がつくようです。北海道新

聞に１０月７日から数回にわたり不妊治療につい

て特集が組まれ、連載記事をごらんになられた方

も多くいらっしゃることと思います。少子化や治

療する方の増加に対応するために各自治体でさま

ざまな助成が設けられ、高額な治療費を助成する

まちに転居された方の掲載もされていました。名

寄市での取り組みについてお知らせください。

乳幼児の指導はもとより地域における保健師の

指導は、名寄市民の健康を守る大変重要な役割で

ございます。地区担当制になって２年目を迎えて

います。この間の取り組みと成果についてお知ら

せください。

また、健康まつりなど名寄市立大学との連携が

なされているとお聞きしています。大学との連携

については大いに期待しているところでございま

すが、現状と内容についてお聞かせください。

次に、大項目の２、地域に愛される名寄市立大

学の将来構想について質問いたします。将来構想

については、加藤市長の行政報告で第２次総合計

画にあわせ国の動向を加味しながら年度内に基本

的な方針を目指すとの報告をいただいているとこ

ろでございます。定員確保、教員確保、大学運営

や財政、大学と地域との連携、地域定着などにつ
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いての将来構想についてお知らせください。

また、待望の新図書館が開館することにより、

コミュニティケア教育研究センターが当初の計画

を少し変更され、より地域に開かれ、密着した大

学となるよう取り組んでいるとのことですが、詳

しい内容についてお聞かせください。

今回の定例会で近隣市町村と定住自立圏形成協

定の一部を変更する協定の締結についてが議決さ

れました。今後士別市を初めとする近隣市町村と

の役割分担や連携、協力により圏域全体として生

活機能等を確保することが求められます。近隣市

町村はもとより、より市民に開かれた大学が求め

られるところでございますが、このことについて

お聞かせいただきたいと思います。

次に、大項目の３、市民が利用しやすい市立名

寄図書館について質問いたします。このことにつ

いては、以前にも質問させていただいたところで

ございます。昭和４５年に建築され、ことし４６

年が経過しました。やはり甚だ老朽化が進んでい

ると考えますが、その対策についてお伺いいたし

ます。

行政報告、生涯学習社会の形成の中で市長から

報告がありました、ことしで３８回目、長い間高

い人気で開催されてきました文学講座「夏目漱石

その人と作品」では、２０６名という多数の受講

がありました。高齢の方が２階に上がれないとい

うことで、去年まで市立図書館で開催してきまし

たが、ことしは場所が変わり駅前のよろーなで開

催され、非常に好評でございました。図書館利用

者の高齢化も進んでいまして、エレベーターやエ

スカレーターも必要とされているところでござい

ますし、またバリアフリー化も考えなければなら

ない状況でございます。名寄市第２次総合計画実

施計画案でも新規事業として市民が生涯にわたっ

て主体的に学び、充実した人生を送ることができ

る生涯学習体制を整備するため、名寄市立図書館

の改築に向けて検討していくことが示されました。

このことを受けまして、図書館のあり方について

お伺いいたします。

以上、この場からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） おはようござい

ます。高野議員からは、大項目３点にわたり御質

問をいただきました。大項目１は私から、大項目

２は大学事務局長から、大項目３は教育部長から

答弁させていただきますので、よろしくお願いし

ます。

大項目１の市民の健康づくりについて、初めに

小項目１の乳幼児の健康づくりについて申し上げ

ます。子供の健やかな発達を促し、よりよい生活

習慣を形成することは、成人期、高齢期など生涯

を通じた健康的な生活習慣を継続するための基礎

となります。生涯を通じて健やかで心豊かに生活

するためには、子供のころからの健康づくりが重

要です。近年の少子化、核家族化の進展、地域の

つながりの希薄化、共稼ぎ家庭の増加など子育て

家庭や子供の育ちをめぐる環境が変化し、子育て

に対する負担や不安、孤立感が増大しやすい状況

にあります。保健センターにおける母子健康支援

事業では、妊娠が判明した時点から母子健康手帳

交付、妊娠期を健康に過ごすことができるよう妊

婦一般健康診査費用の１４回分を助成、赤ちゃん

が生まれたらこんにちは赤ちゃん訪問として生後

４カ月までに全家庭を訪問し、さまざまな不安や

悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供をして

おります。また、のびのび親子教室など各種教室

では発育、発達、育児支援を行い、特に支援が必

要な家庭に対しては適切なサービスの提供につな

げております。

また、母子保健法に基づき４カ月から３歳まで

のお子さんの成長の節目に乳幼児健診を実施し、

お子さんの発育、発達を確認しており、さらには

虐待予防の視点からも必要な場合は早期から医療

機関や地域子育て支援センターを初めとする子育

て支援サービスなどの関係機関と連携し、継続支

援を行っております。
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乳幼児等の予防接種につきましては、予防接種

法に基づき定期予防接種を無料で実施し、ＢＣＧ、

四種混合などで１０種類、任意接種は全額自己負

担ですが、ロタウイルスなど４種類があり、望ま

しい時期により効果的かつ安全に接種できるよう

勧奨しながら接種体制の整備を図っております。

今後も子供が健やかに生まれ育ち、安心して子育

てができるよう妊娠、出産期から切れ目のない母

子健康支援に努めてまいります。

次に、小項目２の不妊治療について申し上げま

す。現在全国的な晩婚、晩産化に伴い、不妊治療

が年々拡大し、年間２１人に１人が体外受精で産

まれたと推計されており、当市における妊娠届け

出時の妊婦の平均年齢は３０歳前後でここ数年推

移しておりますが、初妊婦に占める３５歳以上の

妊婦の割合が平成２７年度は１ ７％となり、平

成１８年度の ７％に比べて増加しており、今後

も晩産化が進む可能性が高いと考えられておりま

す。平成１６年度に北海道による特定不妊治療費

助成事業が開始されてから平成２７年度までに当

市では１０４件の申請がされており、１回の治療

費が平均３０万円から５０万円とされる特定不妊

治療費及び男性不妊治療費は、道の助成を受けた

場合でもなお高額な自己負担が発生することから、

経済的負担の軽減を図る目的で特定不妊治療に係

る治療費を助成する方向で名寄市総合計画第２次

の実施計画事業に盛り込みながら、平成２９年度

予算の計上に向けて現在制度設計を行っておりま

す。

また、不育治療につきましては、厚生労働省研

究班によると不育症は一般的に２回以上流産、死

産あるいは早期新生児死亡がある場合と定義され

ておりますが、学会でも何回流産を繰り返すと不

育症と定義するかはいまだ決まっていない状況で

す。妊娠を経験した女性のうち２回以上の流産経

験がある方は ２％であることから、妊娠する方

の約４％が不育症の可能性があると言われており

ますが、不育症はいろいろなリスクとなる要因が

あり、それぞれの症例ごとの治療方針がまだ医学

的に定まっていないこと、ストレス等の要因が症

例を複雑にすること、赤ちゃんの染色体異常など

の偶発的な症例も多く含まれることなどから、検

査をしても明らかな異常がわからない方が６割以

上も存在し、難しい症例となっております。

また、専門医が少なく、スクリーニングも不十

分で、過剰な医療が行われているケースもある一

方で、カウンセリング等十分な相談を受けること

で妊娠に恵まれることがあるとも言われておりま

す。不育症の１次スクリーニング検査や治療は、

ほとんど保険適用されておりますが、一般に有効

性、安全性などが十分に確認されていない研究段

階の検査や治療については医療保険が適用されて

いないため、自己診療となっております。当市と

しては、不育治療については相談窓口や医療機関

での相談について周知を図りながら、今後の調査

研究状況を注視し、助成のあり方についても研究

してまいりたいと考えております。今後も不妊に

悩む夫婦に対し、治療の経済的負担軽減を図るな

ど支援の充実に努めてまいります。

次に、小項目３の保健師の地区担当制について

申し上げます。地区担当制につきましては、保健

活動を効果的に展開するために総合的な健康施策

に積極的にかかわる必要があることから、健康課

題を業務ごとではなく、個人、世帯や地域全体か

ら捉え、対応していくために、業務担当制の一部

を残しつつ、平成２７年度から導入いたしました。

担当地区については、民生委員児童委員担当地区

を基本に、一つには西地区、一つには南地区、一

つには北地区、一つには東地区と風連地区の４地

区に分け、担当保健師を配置するとともに、管理

栄養士も配置しながらそれぞれの地区との窓口や

顔として健康相談や訪問の際に地区の保健推進委

員さんと連携、情報共有しながら活動を行ってき

ております。

平成２７年度の実績としては、母子保健関係で

延べ８０８人、成人保健関係で延べ４２０人に家
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庭訪問を実施し、そのほかに各地区会館等で行う

健康相談を８９２回、延べ ５３５人、健康教育

を１８１回、延べ ６５１人に行いながら地区の

健康課題の把握に努め、健康の保持増進に向けた

支援を展開しております。保健センター内では、

地区業務調整会議等を開催し、情報の共有を図り、

一部署での対応が困難な事例については地域包括

支援センターやこども未来課など関係部署と連携

しながら支援を展開しております。２年目を迎え、

担当者の名前や顔を覚えていただき、地区からの

同じ保健師さんで相談しやすいなどの御意見があ

り、地区との距離がより近くなってきております

が、地区の規模や構成年齢によって健康づくりへ

の取り組みも違いがあり、地区の実情把握や活動

の活発化については５年から１０年の長いスパン

が必要であると考えております。

次に、小項目４の名寄市立大学との連携につい

て申し上げます。保健センターと名寄市立大学の

連携では、名寄市健康増進計画策定における部会

委員としての参画やアンケート調査においては集

計、助言をいただき、学生の皆さんには毎年実施

しております名寄市民健康づくりチャレンジデー

の参加やなよろ健康まつりにおけるノルディック

ウオーキング体験、ストレスチェック測定コーナ

ーの担当、食生活改善推進員による試食コーナー

への協力、ちびっこひろばへの協力をいただき、

広く市民に健康意識の普及啓発を図ることができ

ました。さらに、親子向けの食育セミナーでは、

児童学科の学生さんによる託児協力を受け、食育、

地産地消の推進を目的とした事業運営にも寄与さ

れております。

また、学生実習の受け入れでは、栄養学科の公

衆栄養学実習、社会福祉学科の社会福祉現場実習、

保健福祉学部の３年次生を対象とした専門職連携

についてのグループワークを行うフィールドグル

ープワークの実施、看護学科の講義など学生実習

指導等を行っております。今後も引き続き大学と

の連携を強化しながら、名寄市におけるさまざま

な地域課題の解決に取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 私からは、

大項目２点目の地域に愛される名寄市立大学を目

指してについて申し上げます。

初めに、小項目１点目の大学の将来構想につい

て申し上げます。大学教育に対する国の動向や本

学を取り巻く情勢などを踏まえ、第２次総合計画

にあわせて平成２９年度から今後１０年間におけ

る大学の目指すべき基本的な方針を示す名寄市立

大学の将来構想の平成２８年度内の策定を目指し

て、学長を委員長に部局長、学科長等で構成する

将来構想策定会議を大学内に設置し、協議研究を

進めております。

この間の取り組み状況についてでありますが、

当該策定会議は６月６日の第１回会議以降これま

でに８回開催し、各学科等における現状認識と課

題の洗い出し、さらには課題解決への方策などに

ついて検討を行うとともに、教職課程など全学的

な課題に対する今後の方針等について協議をして

まいりました。また、９月には中間報告として全

教員による教授会懇談会を開催し、意義や目的、

策定及び評価の手順、基本的フレーム等について

意見交換する中で将来構想についての全学的な意

識の統一を図りました。現段階で詳しい内容をお

知らせすることはできませんが、今後も当該策定

会議を中心に全学的な議論を重ね、本年度内には

将来を見据えた本学の目指すべき姿である将来構

想を示してまいりますので、御理解をお願いいた

します。

次に、小項目２のコミュニティケア教育研究セ

ンターについて申し上げます。地域社会の教育的

活用と地域貢献の推進などを目的に道北地域研究

所と地域交流センターを発展的に統合し、新たな

教育、研究及び地域貢献の拠点としてコミュニテ

ィケア教育研究センターを本年４月に設置をいた

しました。本センターは、地域との連携協働によ
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り保健、医療、福祉、保育、教育、産業振興、加

えて地域活性化等に関する課題解決に取り組み、

地域貢献に資する教育研究活動を行うことを目的

としております。

センター開設後８カ月が経過しましたので、こ

れまでの主な活動状況について申し上げます。ま

ず、圏域の自治体や保健、医療、福祉等関係機関

との連携協議については、外部評価をお願いする

諮問会議及びセンターの目的を達成するために必

要な連携基盤の整備や業務の連携推進について協

議する連携推進協議会をそれぞれ開催し、センタ

ー設置の目的や活動内容等について情報交換をい

たしました。また、学内では各学科の教員で組織

し、センター事業の企画運営を行う企画運営会議

を毎月開催し、運営内容について検討するととも

に、必要に応じて全教員から成る評議委員会を開

催し、センター事業についての全学的な協議を行

っております。

次に、本年度センターとして取り組んでいる事

業についてでありますが、地域の諸課題について

大学教員が研究を行う課題研究事業を７件、各種

イベントからの要請に応じた学生ボランティアの

派遣、エフエムなよろと連携し、広く市民に大学

の活動や教員を身近に感じでもらう企画、ｉｎｆ

ｏ名大、名大への大学教員への番組出演、北海道

が実施する冬季スポーツ拠点化アスリート育成事

業、ウインタースポーツコンソーシアム事業への

協力、郷土研究に関する覚書を締結している道北

の地域振興を考える会と連携した地域の諸課題に

ついての取り組みなどを行っております。

なお、今月の２５日から２日間の日程でウイン

タースポーツコンソーシアム事業の一つ、未来の

冬季スポーツアスリート発掘を目的とした子ども

スポーツカレッジ事業を本学を会場に市スポーツ

・合宿推進課や近隣町村と連携して実施する予定

となっております。今後もセンターが地域の課題

解決に資する研究の拠点、ケア専門職の継続教育

や市民の皆さんの生涯教育の拠点、地域交流や地

域活性化に資する活動の拠点となるべく積極的に

取り組んでまいりますので、御理解と御協力をお

願いいたします。

次に、小項目３点目の市民に開かれた大学につ

いて申し上げます。大学には、地域の知の拠点と

して地域住民の生涯学習や多様な活動を支える取

り組みが求められております。また、それと同時

にこうした地域貢献に係る取り組みを実施するこ

とで、大学、さらには教職員へや学生一人一人が

この地域に支えられ、育てられ、成長していくも

のだと考えております。本学は、本年度の社会保

育学科設置により栄養、看護、社会福祉、社会保

育とまさに子供から高齢者までケアのあり方を幅

広く研究できる学科構成となり、地域から期待さ

れているさまざまな取り組みが教育、研究などを

通して幅広く行える環境が整いました。これらの

特徴を生かしながら、先ほども申し上げましたコ

ミュニティケア教育研究センターを核として地域

のさまざまな課題の解決に向けて関係機関や地域

住民の皆さんと連携しながら取り組んでまいりま

す。

また、来年４月オープン予定の大学図書館につ

いて申し上げますと、基本的には学生や教員の専

門書が中心となります。図書館のような蔵書の構

成にはなりませんが、これまで２カ所に分離され

ていた図書室が統合されること、コミュニティケ

ア教育研究センターが新図書館の１階に設置され

ること、平成３０年度には図書館北側に新棟が完

成すること、加えて市立図書館との連携など新図

書館が学内外を問わず利用しやすい施設となるよ

う環境の整備に努めております。今後もこの地域

に名寄市立大学が存在してよかったと地域の皆さ

んに思っていただけるようなさまざまな取り組み

を行ってまいりますので、御理解をお願いいたし

たいと思います。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 私からは、大項目３、
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市民が利用しやすい市立名寄図書館であるために

についてお答えをいたします。

小項目１の老朽化対策ですが、市立名寄図書館

本館は旧名寄市の開基７０周年記念事業として昭

和４４年７月に新築工事に着手し、翌年の昭和４

５年８月に郷土資料室とプラネタリウム館を併設

した複合施設として開館した施設であります。そ

の後博物館と天文台の移設により単独施設となり、

本年で４６年が経過しております。その間外壁や

内部の改修を行ってきておりますが、中でも平成

６年には約 ０００万円をかけまして蔵書冊数の

増加に伴う構造上の問題から、２階にありました

一般閲覧室を１階の展示ホールに移設するという

大規模な改修を行っております。しかし、年数が

経過するとともに施設全体の老朽化が進んでおり、

平成２５年には約 ２００万円をかけて読書環境

整備のため窓の二重化や１階トイレの改修、２階

書庫への雨漏り対策を行っております。外回りの

傷みもひどく、昨年度は袖壁の剥離脱落によるシ

ート仮囲い工事、本年は南面外壁の一部剥離脱落

による部分的な改修工事を実施しております。

さらに、もともと複合施設であり、内部構造が

複雑でエレベーターも未設置のために３階を利用

するには階段を上りおりしなければならないとい

うことから、特に高齢者の方や体の不自由な方に

は御不便をおかけしているところであります。そ

のため、先ほど議員からもありましたように、今

年度からは文学講座などをよろーなで開催するな

ど利用しやすい工夫をしているところであります。

次に、小項目２の図書館のあり方についてです

が、近年中心市街地の空洞化が問題となり、平成

１８年にコンパクトシティー形成を目的とした中

心市街地の活性化に関する法律が制定されました。

これにより道内の市町村においては、老朽化が進

み建てかえ時期となった市民の利活用の多い施設

を中心部に集約し、にぎわいを回復させる事例が

増加しております。例えば北見市では、暮らし・

にぎわい再生事業を活用し、集客効果が高い施設

として挙げられた図書館が建設されております。

立地場所がＪＲ北見駅と直結していることから、

複合施設化は行わず、図書館本来の機能を高めた

施設整備となっております。一方では、新しくつ

くられる図書館の多くがほかの機能を含む複合施

設の傾向にあります。複合相手の整備方法のバリ

エーションが広がることで、広範な人々から関心

を寄せられ、大きな注目を集めております。

また、滝川市立図書館は、老朽化により平成２

３年に滝川市役所２階に移転、開館し、貸し出し

冊数は旧図書館の２倍となるなど、全国でも珍し

い市役所との複合施設として行政資料の収集、提

供等を効果的に加え、さらに市民の利便性も高ま

り、有効に活用されております。図書館本館の改

築につきましては、近年建設されている公共図書

館の目的や機能などを参考にしながら、誰でもい

つでも気軽に利用できる図書館を目指し、建設場

所やほかの施設との複合化などについて検討して

まいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 説明をいただきまし

たので、順次再質問させていただきます。

保健センターのお話にございました乳幼児の健

診についてでございますけれども、ほかの地域に

比べてもよくやっているとの評価もいただいてい

るところでございますが、やはり核家族で近くに

相談する人もいなく、不安の中で子育てをしてい

る方も多くいらっしゃいます。そのような方にど

のように寄り添い、取り組んでいるのか、現状を

お聞きします。

また、子供を授かったことの喜びと、また責任

と悩みもどんどん出てくるわけですけれども、そ

のようなことにどのように助言し、食べること、

洋服、着ること、住むことについても小さい子が

いることでたくさん悩みが出てきます。そのこと

についてどのように指導しておられるのかお聞き

いたします。

平成２８年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号



－153－

平成２８年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） ただいま核家族

によって不安な中で育児をされている方への支援

ということで御質問いただきました。センターと

いたしましては、１２カ月児を対象といたしまし

たのびのび親子教室を年１０回、１歳６カ月児か

ら１歳１１カ月児を対象といたしましたちびっこ

ひろばを年４コースを開催いたしまして、親子遊

びの体験を通して子供へのかかわり等振り返り、

子育て情報交換を通して母親の育児の不安を緩和

し、仲間づくりの機会となるよう実施をしており

ます。また、毎月第２、第４金曜日に親子ふれあ

いひろばを開催をいたしまして、発育、発達、育

児面での支援が必要と考えられる親子を対象とし

て、親子遊びを通して親子のスキンシップを図り

つつ、親同士の交流にもつなげてきておりまして、

育児を孤立化させないよう関係機関と連携を図り

ながら支援を続けております。

また、１歳６カ月健診や３歳児健診の案内や問

診票を送らせていただいたときに「ママの声を聞

かせて」という育児の悩みを記入できる用紙をあ

わせて送らせていただきまして、待合や問診等の

場面を利用いたしまして、相談内容により母子支

援専門員、保健師、管理栄養士、歯科衛生士、こ

ども発達支援センターの指導員による育児や発達

支援に関する個別的な相談を受けておりまして、

気軽に相談できる機会として利用されておりまし

て、重要な子育ての支援の場となっております。

今後の子ども・子育て支援及び母子保健策の推

進に当たりましては、平成３２年度末までに国が

設置を目指しております子育て世代包括支援セン

ターの開設に向けまして今後関係機関と連携しな

がら総合的な子育て支援体制の構築を図り、幼児

期から子育て期にわたります切れ目のない支援を

続けてまいりたいと考えております。安心して子

供を産んで育てられる社会全体から赤ちゃん、よ

うこそと言われるような環境整備に向かいまして、

今後とも検証を進めてまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 今ほど厚生労働省の

２０１５年からの子育て世代包括支援センターに

ついてのお話がございまして、整備を推進してい

くということでよろしいのかというふうに思いま

すけれども、具体的にどのように整備していくの

かお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 子育て世代包括

支援センターにつきましては、保健師と専門職が

妊産婦等の状況を継続的に把握しながら、必要に

応じて関係機関と協力しながら支援プランを策定

することによりまして、よりきめ細かな支援を行

っていくという制度でございますが、これにより

まして妊娠、出産期から子育て期にわたる総合的

相談や支援をワンストップで行えるような場所を

設定するということでございますので、今後２０

２０年の開設に向けまして具体的な検討に入って

まいりたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） やはり子育ての悩み

は子供だけでなくて、そこの背景にある両親、ま

た家族関係、地域、そのようなことが重複されて

ありますので、この包括センター、まだ道内では

１５自治体ということになっておりますけれども、

早い設置を希望いたします。

次に、不妊治療について、今回実施計画が示さ

れ、特定不妊治療費助成事業費が示されましたが、

この金額の根拠についてお尋ねいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 現在先ほども申

し上げましたが、制度設計中でありますので、助

成等の額がまだ確定はしておりませんが、道が実

施しております特定不妊治療費の助成事業による

助成の決定を受けた方を対象といたしまして、そ

ういうことを想定いたしまして考えております。

市民の不妊治療に係る助成の状況について、どの
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ぐらいのニーズがあるのか、保健所より毎年度の

申請件数についてデータの提供を受けておりまし

て、さらに昨年の８月から母子健康手帳の交付時、

妊婦一般健康診査受診票交付時の聞き取りの中で

不妊治療の有無について調査を行ってきておりま

す。平成２３年度から２７年度の５年間の実績で

ありますが、年間平均で１４件程度、それから北

海道と同程度の助成とした場合、１件当たり平均

約７万円程度の費用がかかるのでないかと積算を

させていただいております。

なお、個人や医療機関によって治療費の額に大

きく差が出ることから、実施に当たりましては制

度の周知や手続について保健所と連携、情報交換

しながら進めてまいりたいと考えています。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 基本目標ということ

で示された金額は、２９年度事業費１００万円、

３０年度１００万円、合計２００万円ということ

で示されているわけですけれども、もしかこれが

足りない場合、どのように考えられておられます

でしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 先ほども申し上

げていますが、詳細な制度設計がまだ終わってお

りませんので、今平成２９年度の予算編成に向け

て協議を行っていく中でどの程度の助成額になる

かというところが出てきますので、その額が確定

した後に件数の増減により助成額というか、事業

費全体の事業費額も変更となってくるというふう

に考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 私も非常に今まで求

められていたことでございますので、大いに期待

しているところでございます。不妊に悩む、不育

症に悩む、そういう方もたくさんいらっしゃいま

すので、温かい支援をいただきたいというふうに

考えております。

今保健所との連携ということでお話しいただい

たところでございますけれども、やはり道の保健

所との連携が非常に大事だというふうに考えます

けれども、そのことについて再度質問させていた

だきます。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 今も申し上げさ

せていただきましたが、不妊治療につきましては

道の事業との連携が大事だということで、今後と

も情報交換、連携を一層密にさせていただきたい

と思いますし、また一般的には本市でつくってお

ります健康増進計画への委員としての派遣ですと

か御助言、またデータの提供、分析なども行って

いただいたり、また道が所管しております特定疾

病、疾患などの相談をセンターが受けた場合は保

健所に速やかにつなぐような、そのような連携を

図らせていただいております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 国や道の動向を見つ

つ、名寄市としてしっかり進めていっていただき

たいというふうに考えております。

また、保健師さんの地域担当制なのですけれど

も、町内会ではいろいろなサロンとか催し物も開

催されているところですけれども、そのようなと

ころに行って指導しているということでございま

すよね。そのときにやはり栄養指導とか、生活習

慣病だとか、体がなかなか動かなくなってきたと

か、そういう話し合いも保健師さんとなされてい

ると思いますし、栄養士さんも一緒に行かれてい

るというふうに思っているのですけれども、その

活動の取り組みはどのような内容になっているの

かお聞きいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 田邊健康福祉部長。

〇健康福祉部長（田邊俊昭君） 各地区におきま

して栄養相談ですとか、老人クラブ、それから高

齢者学級での栄養、料理教室に保健センターの管

理栄養士が出向きまして、指導や支援を行ってお

ります。また、食生活や低栄養による生活に支障

がある場合につきましては、地域包括支援センタ
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ーと連携をとりながら、情報提供しながら適切な

支援を行っております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 少子高齢化に向けて

本当に保健センターの果たす役割は大きなものが

ありますので、これからもしっかりと取り組んで

いただくことを要望いたします。

次に、大学について質問させていただきます。

やはり学生確保が一番大切だというふうに思って

おりまして、新棟今つくっておりますし、図書館

もつくっております。学生確保について、また教

員確保についてどのようにお考えか、再度質問さ

せていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 今高野議

員からお話がありましたように、学生をしっかり

と確保していくということは、本学がずっとこれ

からも残っていく上で極めて重要だと思っており

ます。それには、１つとしては魅力ある大学づく

りを進めていくということで、１つは国家試験の

合格率などを、看護学科は今かなり高くていいの

ですけれども、例えば管理栄養士、社会福祉士な

んかは課題があるので、そこの引き上げ、あるい

は就職率の維持、それから本学の特徴であります

連携教育ですとか、地域との少人数教育の実践を

しっかりしていく。また、広報、入試活動ではホ

ームページ等の情報をしっかり発信していくこと

と高校訪問なども少しターゲットを絞ってこれか

らやっていく必要などがあるのかなと思うところ

です。

また、それにあわせまして、ハード面も今お話

がありましたように図書館ですとか新棟つくって

おりますので、しっかりとした教育内容の充実に

あわせてハード面もしっかりと整備をしていくこ

とで学生にとって魅力ある大学になるように今後

も努めてまいりたいと思っておりますし、それら

を将来構想の中でも議論をしているところでござ

います。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） やはり一番心配なの

は学生、教員の確保でございますので、しっかり

と取り組んでいただくことを要望いたします。

先ほどコミュニティケア教育研究センターのこ

とについて詳しく説明していただいたところなの

ですけれども、ケアの未来を開くということで非

常に幅が広いですし、まだ研究というか、題材と

いうのですか、もう本当に一生懸命なさって、私

も何回かお訪ねしてお話をお聞きしたところなの

ですけれども、非常に幅広くなさっているのです

けれども、これ地域でも期待しているものですか

ら、いろんな声もかかってくるのではないかと思

うのですけれども、名寄地域だけでなくて、いろ

いろ中川とか、また南のほうにもいらっしゃって

いるのではないかというふうに思うのですけれど

も、その辺はいかがでしょうか、お聞きいたしま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） センター

は、先ほども申し上げましたとおりことしの４月

に立ち上げたばかりで、十分な活動ができている

のかというのはこれからの部分もかなり大きいの

ですけれども、ようやく今年度から事務局職員を

１名配置することができまして、かなりかけ持ち

で事務局もやっているのですけれども、これから

徐々に学内での体制と事務局機能の充実に向けて、

御指摘の点も踏まえて検討させていただきたいと

思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 図書館に今度移られ

て、住民の方も気軽に入れるような、そういう組

織にするということですけれども、それに対応で

きるだけの準備とか、人はいらっしゃるのでしょ

うか。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 現時点で

センターには兼任のセンター長が１名と事務局は
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私と次長とが兼務で、専任の事務局の係長職が１

名、そして嘱託の職員が１名おります。当面は、

事務所を図書館に移行して、専任となるのは職員

１名と嘱託職員１名で対応するのですけれども、

図書館全体の配置とあわせまして、今すぐ増員は

なかなか難しいですけれども、市民の皆さんに不

便をかけないようにしっかりとその中で見直しを

含めて検討していきたいと考えております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 何度かお尋ねしてい

て、本当にすばらしい取り組みで、行動力のある

方が担当していらっしゃるなというふうに思いま

して、もっともっと地域でいろんな課題を吸い上

げて大学で研究していただけるのではないかと、

そういう思いを強くしておりまして、ぜひマンパ

ワーの面も考えていただきたいというふうに、財

政大変ですとか言っておきながらマンパワーもお

願いしますというような、ちょっとあれなのです

けれども、非常にすばらしい取り組み、例えば薬

草だとか、そういうところにもどんどん行って開

拓している。今回も子供のスポーツに取りかかっ

ている。いろんな食べることからスポーツから、

全てのことを網羅して、障害者から若い人から子

供から高齢者までという、本当に広いと思うので

す。これをいかにうまくコミュニティケア教育研

究センターが乗り切っていくかということで、余

り幅を広げてしまうと人数が足りないのではない

かというふうな思いをいたしましたので、検討し

て進んでいっていただきたいと思います。

あとは、大学図書館のお話も今出たところでご

ざいますけれども、開放時間だとか、土日の開放

だとか、バリアフリーとかについてはどのように

お考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 今新図書

館の開館に向けましては、学内に委員会を設置を

いたしまして時間等検討しておりまして、まだ現

段階で明確にということではないのですけれども、

１つは学生の期間中は期間を延長して開館できる

ように議論していることと土曜、日曜についても

全部ではないにしても、例えば土曜だけですとか、

一部を開館できるように内部で議論をしておりま

して、その間につきましては学生、教職員はもち

ろん市民の皆さんにも利用していただけるのかな

ということで、そういう準備をしております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 市民の方は、結構大

学に入りづらいというふうにおっしゃいますけれ

ども、一度入ると学生も本当に挨拶していただけ

ますし、非常に居心地のいい雰囲気の中にあると

いうふうに思うのですけれども、図書館も市民の、

近隣の地域の方がやはり期待しているところでご

ざいますので、入りやすい図書館ということにつ

いてどのようにお考えかお尋ねいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 入りやす

いというのは、図書館に限らず教職員、学生、全

ての方が挨拶といいますか、そういう部分が大切

になってくるのかなと思っております。先ほど申

し上げましたバリアフリーに関しましては、新図

書館は相当進んでおりまして、そこはそんなに心

配をしておりませんので、あとは中身の問題です。

いわゆる学長以下全教職員、そして学生が笑顔で

市民の皆さんに会ったときおはようございますと

いうようなことが言えるようなソフト面の充実が

大切なのかなと思っておりまして、引き続きその

ような方向で取り組んでまいりたいと考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 非常に笑顔で皆さん

挨拶をされて、気持ちのいい大学になっておりま

すので、引き続きどのような方がいらしても挨拶

をするとか、にこやかな態度で迎えていただくと

か、そのような対応をしていただきたいと思いま

すし、駐車場がどのように、学生は学生、外来者

は外来者、お客様はお客様というように区切られ
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ているのか、それともばらばらにとめていられる

のか、そこら辺お聞きしたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 現在今工

事をしておりますので、教職員については本館と

新館の西側といいますか、あそこを使っておりま

して、基本的に図書館ができますと利用者を中心

にしたいと思っておりますし、また新棟ができま

すとあそこにも３０台前後だったと思うのですけ

れども、駐車場がふえますので、その辺はきちん

とすみ分けができるように対応したいと考えてお

ります。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 大学につきましては、

厳しい財政管理のもと図書館や新棟の建設を進め

ているとのことですが、大学がどんどん新しくな

ってよかったという声がある一方で、財政的に、

また将来を見据えたときに本当に大丈夫なのかと

いう市民の方の声もお聞きするところです。市民

に向けた丁寧な説明で、市民に愛される大学であ

ることが必要かつ重要であると考えますが、どの

ようにお考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 松島大学事務局長。

〇市立大学事務局長（松島佳寿夫君） 何回か今

申し上げましたとおり、基本的には学内の教職員

が挨拶を含めてそういう対応ができるということ

と、あとは大学の全体の運営収支なども含めて市

民の皆さんにお知らせをしていって、よりよい大

学をつくっていくことが大切なのかなというふう

に考えておりますので、御理解をお願いしたいと

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 次、図書館について

質問させていただきます。

実施計画で図書館本館の改築は、新規事業で示

されましたが、いつごろからどのような形で取り

組みを開始するのかお伺いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今図書館の改築にお

きまして実施計画の中でも老朽化の図書館本館の

改築について、また施設等複合化や建設場所を検

討するというふうに前期、中期の中で行うとして

おります。これにつきましては、とりあえずは各

自治体で、先ほど滝川市と北見市の事例を話しま

したけれども、いろんな図書館の建て方、特に町

中ににぎわいづくりというような図書館づくりが

多いように思いますけれども、全国のそういった

図書館、どういった図書館、どういった機能を持

たせてやっているかというのはやっぱり情報を収

集していきたいというふうに思っています。それ

を図書館協議会がありますので、その中に情報提

供として渡しながら、名寄市にとってどういった

図書館がいいのかというのを話を進めていきたい

なと思っています。市民意見の取り入れも重要で

ありますけれども、それについては名寄市として

公共施設等の総合管理計画もありますから、場所

であったり、どういったものと複合化、複合する

施設のそういったもののある程度の方向性を出さ

なければ市民のワーキンググループとか、そうい

った中での議論というのはできないというふうに

思っていますので、先ほど申しましたように図書

館の職員だったり、図書館協議会の中で当面は議

論、検討を進めていきたいというふうに考えてい

ますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） それでは、公共施設

等総合管理計画の観点から、図書館についてどの

ようにお考えかお尋ねいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 公共施設等総合管理

計画の観点からということでありました。今小川

部長の答弁の中にもありましたように、公共施設

の総合管理計画については総体として１３％の縮

減を目指すということでありますので、他の施設

の機能などを含めた複合化の視点も含めて議論を

していかなければいけないだろうという考えをし
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てございます。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） しかしながら、老朽

化が激しく、壁は落ちてくる、高齢者が２階に上

がれない、本は多くて座るところもない、こうい

うところをやはり先に計画を立てて進めていくべ

きだと思うのですけれども、その点についてどの

ようにお考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 公共施設等総合管理

計画の中でもお示しをしているように、市内の公

共施設については多くの施設が老朽化していると

いう状況にあります。そういった中でありますの

で、決して図書館だけが古いというわけではなく

て、ほかにもありますので、そこについては市民

の皆さんの御意見を踏まえながら、あるいは庁内

での議論も十分踏まえながら、緊急を要するもの

から順次整備をしていかなければいけないだろう

と思っていますし、その整備の検討に当たっては

先ほどから繰り返しになりますが、複合化なども

含めて多角的な視点からの議論を進めていかない

といけないというふうに考えておりますので、御

理解いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 言っている意味はわ

かりますけれども、やはり削減、削減、老朽化さ

れたほかの施設も多いこともわかりますし、取り

壊さないといけない施設も多々あるのだろうとい

うふうに思います。でも、ここはやはり何が大切

で何を大事にしていくか。名寄市は教育のまちと

いうことで、昔から教育施設にはお金を本当に使

ってきた、そういう経緯もございます。本当に今

何が大事か。１３％縮減、それはもうわかってお

ります。わかっているけれども、やはり何を大切

にして何を最初にするのかということをお聞きし

ていますけれども、再度御答弁お願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 公共施設等総合管理計

画との兼ね合いでいきますと、総務部長からお答

えしましたとおり老朽施設が並んでおりますので、

これをどのように組み合わせ、あるいは複合化し

て総体的な施設を管理していくか、非常に大きな

問題だと思っています。今小川部長のほうからも

ありましたけれども、図書館の機能が従前より比

べていろいろとふえてきているというのも事実で

ありますし、市内全域を見渡しますとどういう建

設位置が望ましいのか、いろんなハードルがある

と思います。ただ、議論する段階において今どの

ようなハードルがあって、どのような施設が並ん

でいるのか、今後の財政課題の中で一覧表という

ことで示させていただきましたけれども、今後は

地図などを使ってより詳細な検討に入らなければ

ならないと思っておりますし、それを通じてどう

いうような順序で、あるいはどういうような施設

を複合化して機能をより高めるか、これ市も汗を

かきますし、市民の皆さんとともにつくり上げて

いく大きな課題だと思っておりますので、今後こ

の作業に着手していきたいと思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 修繕費にも随分お金

がかかっている状況でございますので、やはりこ

れは早目に取り組んでいただくことが必要かとい

うふうに思っております。私どもも視察にいろん

なところに行きまして、北斗市のかなで～る、ま

た南相馬市、東京都の江戸川区等々、いろんなと

ころに行っておりますけれども、やはり図書館に

対する市民の思いです。市民が集まってこんな図

書館が欲しい、こういうふうにしてほしい、夢を

語れる。将来こうなる。私が言ったことが図書館

に反映されている。そこの一つのところにも市民

の声が生きている。そういう図書館がやはり職員

も自信を持って説明をしていただくわけなのです

けれども、そのことについて部長、どのようにお

考えかお聞きいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今高野議員から視察
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もしたことも含めて話がありました。おっしゃる

とおり、市民に親しまれて子供から高齢者まで気

軽に足を運んで自分の時間を過ごす、そういった

ような施設が大変重要だというふうに思っていま

す。そして、一回建てますとやっぱり４０年、５

０年という長い期間利用される図書館でなければ

ならないというふうに思っていますので、そうい

った面では建設するに当たってはやっぱり十分市

民の意見を要望を取り入れることも大切ですし、

今回先ほど申し上げましたように当初は今の図書

館、２階に閲覧室あったものを１階に移すような

状況になりましたけれども、そういった将来的な

変化にもある程度対応できるような工夫改善もし

ながら、時々のニーズに合った図書館機能が保て

るような、そういったようなこともちょっと視野

に入れながら、図書館の建設のあり方について考

えていかなければならないかなというふうに思っ

ています。そういった面では、先ほど言いました

ようにいろんな全国的な図書館の事例を見ながら、

今後検討してまいりたいというふうに考えており

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 高野議員。

〇７番（高野美枝子議員） 私たちもしっかりと

近隣の図書館、また機会があればいろいろな図書

館を訪問いたしまして、よりよい名寄市の図書館

をつくるためにみんなで汗を流したいというふう

に考えております。

最後に、加藤市長にお聞きいたします。名寄商

工会議所から名寄市西３条南６丁目付近の公有地

を活用した公共図書館を含む複合施設の開発につ

いて提言されているところですが、このことにつ

いてどのようにお考えになっているかということ

と教育のまち名寄市として名寄大学は今その姿を

変えようと多額の資金をかけ、図書館、また新棟

の工事が進んでいます。名寄大学の将来展望につ

いてお聞かせいただきたいと思います。

また、図書館の件ですけれども、プラネタリウ

ムのある図書館はそのころ画期的で斬新、名寄市

民として本当に自慢の図書館でございました。市

立名寄図書館の将来構想について、市長はどのよ

うにお考えになっているかお聞きしたいと思いま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 大学図書館と市立図書館

のことのお尋ねがございましたけれども、まず忘

れてはならないのは平成１８年３月に名寄短大を

一部４年制化して、新たな名寄市立大学としてス

タートしてきたわけでございますけれども、ここ

数年ずっと大学基準協会から図書館の設置につい

て相当御指摘を強くいただいていたわけです。こ

の図書館がしっかりと機能していないと４大とし

ての機能を果たせないのでないかと厳しい御指摘

もいただきながら、財政的な面もあってなかなか

できなかった経過があると。ことし終わりますけ

れども、総合計画の中で後期計画の議論の中でど

うするのだという議論で大学図書館を優先し、お

互い一緒の機能にはならないので、市立図書館を

先送りするということを市民の皆さんと議論をさ

せていただいて、その優先順位をつけたという経

過があるということをまずお話をしておきたいと。

そのことも含めて、大学の運営経費の中で少しず

つ基金も積み立てをさせていただいて、今回よう

やっと名寄図書館を新しくすることができたとい

うことでございます。

これから２０１８年以降、１８歳人口が減少し

ていくという中で、大学も非常に厳しい競争にさ

らされる可能性も出てくると思います。一方で、

地方創生という中で地方で子供たちを育てて、そ

して地方を知って、できれば地方に人材を還元し

ていくという、この名寄市立大学の役割というの

は、私は名寄だけでない、本当に全国的にも非常

に意義のある施策だというふうに思っておりまし

て、このことをしっかりと進めていくことが地方

創生につながるということで柱の一つに掲げてき

たわけであります。地方が大学を育てて、大学が

地方をよくしていくという相互連関、循環をより
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進めていきたいというふうに考えております。

名寄市立図書館については、今ずっと皆さんか

らお話あったとおりで、これはやっぱり市民議論

をこれからしていかなければならないというふう

に思います。町中で、あるいは複合施設でという

ような御提言もいただいているのをぜひ参考にさ

せていただきつつ、全体を俯瞰して公共施設をど

う配置をしてくるか、あるいは教育の中でも生涯

学習あるいは児童を育てていく施設、いろいろあ

るので、こうしたことを見据えてどんな施設にし

ていったらいいのかというのを今後ぜひ市民の皆

さんともよく議論をさせていただいて、夢のある

ものをできるような検討をこれからスタートさせ

ていきたいというふうに思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で高野美枝子議員

の質問を終わります。

農業振興施策について外１件を、山田典幸議員。

〇１１番（山田典幸議員） ただいま議長より御

指名をいただきましたので、これより通告に従い

大項目２点について順次質問してまいります。

初めに、大項目１点目、農業振興施策について、

小項目１、本年の地域農業を総括して。本年もほ

ぼ全ての収穫作業が終了し、１年間の営農の成果

が問われる時期を迎えました。ことしの融雪期は

平年に比べ早く、その後も比較的安定した天候が

続き、順調に春作業が進みましたが、５月末の集

中豪雨、そしてひょうによる被害、その後６月に

かけての低温、長雨、そして８月には台風の影響

による大雨被害など不安定な天候により、農家の

方々にとっては大変苦労の多い年であったように

思います。そこで、本年の主要作物の状況と農業

施策の推進状況等を含め、本年の地域農業をどの

ように総括し、次年度に向けた取り組みを進めて

いくのか御見解を伺います。

次に、小項目２点目、中長期的視点に立った今

後の施策展開と将来の地域農業の姿について伺い

ます。昨今の地域農業を取り巻く情勢は、農家戸

数の減少や農業従事者の高齢化、農地集積の問題、

また近年では異常気象に伴う農作物被害が繰り返

されるなど課題が山積しています。国内農業全体

においても、近年目まぐるしく変化する国の農業

政策の中で、個々の農家においては依然として先

行きが不透明な中での生産活動を余儀なくされて

いる状況です。これらのさまざまな課題の解決に

向けて、国の農業政策の動向を注視しながら地域

農業の施策を推進していくことは必要不可欠であ

りますが、その一方で国の農政がどのように変わ

ろうとも、その動向に左右されない中長期的視点

に立った名寄市独自の農業施策の展開が必要とさ

れています。

また、今後の地域農業を担う若い担い手が将来

に希望を持って取り組むことができ、次の時代を

担う子供たちにとって魅力のある地域農業にして

いくためには、将来の地域農業の方向性、ビジョ

ン、あるべき姿を明確に定め、行政と関係団体、

そして農業者が共通認識を持って進んでいくこと

が今何よりも求められているのではないでしょう

か。そこで、次年度から始まる第２次総合計画ま

たは次期農業・農村振興計画の中でそれらをどの

ように具現化していくのか、考え方を伺います。

続いて、大項目２点目、教育行政にかかわって、

小項目１、地域とともにある学校づくりの推進に

ついて伺います。昨年中央教育審議会において、

新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校

と地域の連携、協働のあり方と今後の推進方策に

ついての答申がまとめられ、その中で現在の社会

情勢の変化や教育環境の動向を踏まえ、従来の開

かれた学校づくりからさらに一歩踏み込んだ地域

の人々と学校が教育目標やビジョンを共有して協

働するパートナーとなる地域とともにある学校づ

くりが求められたところであります。当市におき

ましても、地域とともにある学校づくりに向け、

既に幾つかの取り組みを進めているところと認識

をしておりますが、１つ目にコミュニティ・スク

ール導入等促進事業の進捗状況について、２つ目

に小中一貫教育推進に向けての現在の状況につい
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て、それぞれお知らせを願います。

次に、今後の名寄市立小中学校施設整備計画に

ついて伺います。当市においては、快適で安心、

安全な学校施設機能を確保し、充実した教育活動

を推進するため、名寄市立小中学校施設整備計画

に基づき計画的な施設整備を進めてきているとこ

ろであります。本計画は、平成２３年度から平成

２９年度までの７年間の計画期間で策定されてお

り、次年度、平成２９年度が最終年となっており

ます。そこで、本計画最終年度を迎えるに当たり、

これまでの計画に基づく施設の整備状況と今後の

学校施設の整備計画の考え方について見解を伺い、

壇上からの質問といたします。よろしくお願いい

たします。

〇議長（黒井 徹議員） 川田経済部長。

〇経済部長（川田弘志君） 山田議員からは、大

項目で２件の御質問をいただいております。大項

目１は私から、大項目２は教育部長からの答弁と

なりますので、よろしくお願いいたします。

大項目１、名寄市の農業振興施策について、小

項目１、本年の地域農業を総括してについてお答

えいたします。本年は、雪解けはやや早くなりま

したが、畑作物では降雨の影響により播種、移植

作業がおくれる形で春作業が進み、５月の末には

ひょうによる農作物やビニールハウスへ被害が発

生するとともに、大雨による冠水や流出の被害も

あったところです。６月の低温、日照不足により

生育のおくれが心配されましたが、８月に入り気

温も上がり、平年並みの生育に近づきました。し

かし、８月には発生した台風などによる大雨の影

響により一部の農作物において冠水や倒伏、流出

などの被害を受けるとともに、あぜや用排水など

の農業用施設にも被害が及んだところです。その

後各生産者による肥培管理、適期防除により一定

の収穫が確保され、全体としては平年並みの農作

物の供給が可能となりましたが、例年にない早い

積雪により大豆などの作物においては一部収穫が

困難な状況となっております。

作物ごとでは、道北なよろ農協の１１月での農

産物取り扱い見込みでは、本年計画に対してウル

チ米でやや下回るものの、モチ米、小麦、大豆な

どでは計画を上回る状況となっております。また、

青果ではアスパラ、スイートコーン、バレイショ、

カボチャで単収は低かったものの販売単価が上が

ったため、計画を上回りました。

以上、出荷状況等の報告とさせていただきます。

続いて、主要施策の推進状況について申し上げ

ます。農業・農村振興計画の策定につきましては、

検討委員会でまとめていただきました計画素案に

より農業委員会、農業振興対策協議会で議論をい

ただいてきました。今後青年、女性団体や生産部

会などと協議を重ね、最終的な検討委員会での議

論をいただき、計画案を策定し、農業・農村振興

審議会から答申を受けた後にパブリックコメント

にかけ、年度内の計画としていく予定であります。

労働力確保に向けた取り組みとしまして、雇用

労働力の確保における課題を明らかにするととも

に、他業種との連携の可能性を探るため、これま

でに農業者、ＪＡ、ハローワーク、除雪業者を対

象として聞き取り調査に取り組んでまいりました。

現時点での雇用労働力確保の課題としては、農作

業が天候に左右されるため、雇用契約期間内で安

定した収入が確保されない点や農作業そのものに

対する理解がなく、何をするかわからないため、

敬遠されている状況にあることが挙げられていま

す。引き続き調査、分析に取り組み、課題を明ら

かにするとともに、労働力確保に向けた方策につ

いて関係団体と協議を進めてまいりたいと考えて

おります。

有害鳥獣対策では、本年についてはエゾシカ、

ヒグマ、アライグマのいずれも捕獲頭数が昨年度

より増加している状況になっております。特にア

ライグマについては、捕獲された地区も拡大して

いるとともに、現在も酪農家の牛舎において出没

が確認され、捕獲されるなど、生息数の増加が懸

念されますので、今後においても防除登録者の拡
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大に向けた講習会を実施し、捕獲状況や効果的な

捕獲対策について周知を図り、取り組んでまいり

ます。

次に、小項目２、中長期視点に立った今後の施

策展開と将来の地域農業の姿について申し上げま

す。名寄市の農業の課題ですが、１０年前と比較

すると農家戸数については農林業センサスにより

ますと約２５０戸減少し、経営規模については２

０ヘクタール以上の農業者の割合が増加し、経営

規模が拡大する傾向にあり、こうした傾向は今後

も続くものと考えております。また、新規就農者

については、農業後継者の新規学卒やＵターンに

よる就農を中心に毎年１０名前後は確保されてお

り、地域おいて活躍をいただいているところです。

こうした状況を受け、全体として労働力不足の傾

向にあり、作付体系も作業が機械化されている土

地利用型作物へ変化するとともに、作業機械の大

型化に対応していない、農地の流動化が進まなく

なることが懸念されるところです。

農作物については、昼夜の温度差や冬の寒さを

利用した栽培など地域特性を生かした農業生産に

取り組まれ、市場において品質が高く評価される

とともに、モチ米においては日本一のモチ米産地

として知名度が定着しています。今後もこれまで

築き上げた信頼をもとにさらなる販路拡大を目指

すとともに、加工等により付加価値向上にも取り

組む必要があると考えております。

農村環境については、有害鳥獣による被害防止

対策に引き続き取り組むとともに、グリーン・ツ

ーリズムや食育活動を通して市民や市外へ農業、

農村の理解を深めていく必要があると考えており

ます。

こうした課題を踏まえ、これからの農業振興の

方向性については農業生産基盤の整備や土壌改良

による透排水性の改善や地力増進による収量、品

質の向上に取り組みを進めるとともに、既に市場

から高く評価されておりますモチ米を初めとする

農産物の販売拡大に向けて取り組みを進めてまい

ります。

また、付加価値向上に向けた取り組みとしては、

加工品の開発や製造に向けて他産業や研究機関と

の連携により取り組みを進めてまいりたいと考え

ております。

労働力不足を補うため、ＩＣＴ等の新たな技術

や省力化栽培などの導入に向け農業振興センター

において試験研究に取り組み、名寄に合った技術

の選択や技術普及に取り組んでまいります。

雇用労働力確保に向けては、雇用条件を整備す

ることで求人しやすくなることから、法人化の推

進やより長い期間雇用できるように作型の違う農

業者が連携して雇用できるような体制づくりの推

進、作業受委託やコントラクター組織の育成につ

いてＪＡや他産業との連携も視野に入れながら勧

めてまいりたいと思います。

農地の集積、不耕作地化への対策としては、引

き続き農業委員会と連携し、担い手への農地集積

に取り組むとともに、耕作放棄地とならないよう

農地の賃貸や作業受委託などにより管理を進める

必要があると考えております。また、定期的な不

作地、耕作放棄地の実態状況調査に取り組み、引

き続き対策について検討していきたいと考えてお

ります。

担い手対策としては、新規参入者の確保対策と

して就農体験の取り組みや就農モデルを示し、Ｐ

Ｒに取り組むとともに、研修期間、就農時、就農

後にそれぞれ支援策を設けて対応していきたいと

考えております。また、農業後継者については就

農初期と就農後一定期間がたち、経営継承の準備

段階の時期とに分け、ソフト、ハードの両面での

支援を通じ、担い手の育成を図るとともに、ＪＡ、

普及センター、農業委員会、指導農業士の方で構

成される名寄市農業担い手育成センターを中心に

新規就農者への支援体制を構築し、指導に当たっ

てまいりたいと思います。また、後継者の配偶者

確保に向けては、出会いの場を創出し、引き続き

支援に取り組んでまいります。
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有害鳥獣対策では、エゾシカ、ヒグマについて

は引き続き猟友会の方々の協力のもと駆除活動に

取り組むとともに、アライグマについては年々捕

獲頭数が増加している状況となっていることから、

捕獲体制の整備や出没情報の発信などにより、地

域の協力を得ながら対策の強化に取り組んでまい

ります。

また、グリーン・ツーリズムを通し市民や市外

へ農業、農村の理解を深めていくとともに、食育

活動では第３次となります食育推進計画を策定し、

健康づくりや食文化、環境などの面から農業や地

産地消への理解を深めたいと考えております。

また、中山間地域直接支払交付金など国の制度

を活用し、農地や水路などの農業用施設が持つ多

面的な機能の保全、管理に取り組んでまいります。

以上、今後の農業振興の主な考え方について説

明させていただきましたが、引き続き市内の農業

者の御意見いただきながら、関係機関、団体とも

十分連携し、取り組んでまいりますので、御理解

をお願いします。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 私からは、大項目２

の教育行政についてお答えをいたします。

小項目１の地域とともにある学校づくりの推進

について、初めにコミュニティ・スクール導入等

促進事業の進捗状況についてですが、智恵文小学

校と智恵文中学校におきましては従前より運動会、

体育祭を合同で実施したり、小学校と中学校のＰ

ＴＡ組織を一本化したりするなど小中の連携や学

校と地域の連携が進んでいることから、小中一貫

コミュニティースクールのモデル校には適してい

ると考え、調査研究を進めてまいりました。本年

度からは、文科省のコミュニティ・スクール導入

促進事業の指定を受け、まず教育委員会が設置要

領に基づき、保護者や地域代表者、学校関係者な

ど２０人で構成される智恵文小学校、智恵文中学

校コミュニティースクール推進委員会を組織し、

コミュニティースクール導入の取り組みを進めて

おります。

６月２９日に開かれました第１回推進委員会に

おいては、文部科学省のコミュニティ・スクール

導入等促進事業の講師を招いて講演会を行い、推

進委員のほか保護者や市内各小中学校の教職員な

ど約５０人の参加を得て、コミュニティースクー

ルにかかわる先進的な事例や関係法令について理

解を深めました。その後８月２３日の第２回推進

委員会では、智恵文小中学校の学校運営や学校評

価等の概要、小中連携の取り組み状況などについ

て意見を交流しました。１１月１６日の第３回の

推進委員会では、智恵文小中学校の教育目標や学

校づくりのビジョンを共有し、地域と一体となっ

て子供たちを育むため、目指す子供像や学校像に

ついて意見交流をしてきました。これまでの推進

委員会においては、各推進委員が学校づくりの当

事者意識を持ち、学校の課題を共有し、その解決

に向けた支援体制等について熱心な熟議が行われ

てきました。今後教育委員会といたしましては、

１２月下旬の第４回推進委員会において学校運営

協議会の規則や年間行事予定等について理解を深

めた後、１月の推進委員会において学校運営協議

会の組織づくりについて協議をします。

また、３月の教育委員会議においては、教育委

員会規則として学校運営協議会規則を制定する予

定であります。そして、次年度４月に智恵文小学

校、智恵文中学校をコミュニティースクールとし

て指定し、学校運営協議会をスタートさせていき

たいと考えております。

次に、小中一貫教育推進に向けての現在の状況

についてですが、智恵文小学校と智恵文中学校に

ついては、平成３０年の本格実施に向け、智恵文

小中学校の校長、教頭、教務主任、研修主任で構

成される小中一貫教育推進委員会を組織し、平成

２７年度から３カ年計画で取り組んでいるところ

であります。本年度の推進委員会では、智恵文小

中学校の全国学力・学習状況調査や新体力テスト、
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いじめアンケート調査結果などから児童生徒の実

態を明らかにし、目指す児童生徒の姿、いわゆる

１２歳、１５歳の姿について協議しました。また、

智恵文小中学校が連携して取り組んできました運

動会や地域行事などの成果と課題を踏まえ、小中

学校の円滑な接続を目指した教育活動の充実改善

に取り組んでいます。具体的には、生活、学習の

決まりや家庭学習、授業の進め方を系統的に指導

できるよう協議したり、小学校音楽科における中

学校教員による合唱指導や小中学校教職員合同の

研修会、授業参観などを行ってきました。

さらに、１１月２２日に開催されました初山別

小学校と初山別中学校の小中一貫教育研究大会に

小中学校教員４名、教育委員会職員２名が参加し、

算数科と数学科の授業参観や講演会を通して小中

連携による確かな学力の育成について研修を深め

ました。今後教育委員会といたしましては、智恵

文小学校、中学校の児童生徒や地域の実態を踏ま

え、９年間を通じた教育課程に基づいた系統的な

教育がより一層充実するよう指導、助言に努めて

まいります。また、学校関係者、保護者や地域住

民が学校づくりに関するビジョンを共有するため、

学校運営協議会においても熟議を重ねながら、小

中一貫教育の取り組みを推進してまいります。

次に、小項目２の今後の名寄市立小中学校施設

整備計画についてですが、学校は子供たちにとっ

て学習と生活の場であり、学校教育活動を実践す

るための基本的な教育施設です。このため、現在

本市においては平成２３年度４月に策定した小中

学校施設整備計画において計画的な施設整備の考

え方や進め方を示していますが、来年度で現在の

計画は終了します。平成３０年度からスタートす

る次期施設整備計画においても第２次総合計画の

個別計画と位置づけ、来年度末までに策定するこ

ととなります。策定に当たっては、名寄市立小中

学校適正配置計画と連動させ、将来の児童生徒数

の動向を踏まえた中での計画となるよう考えてい

るところであります。

また、老朽危険校舎の年次的な改築、改修とい

う視点からだけではなく、施設の長寿命化や新た

な学校の姿として注目されているコミュニティー

スクールへの取り組み、小中一貫教育の導入など

多様な教育スタイルに対応できる学校施設整備の

あり方などについても検討が必要と思われます。

その反面、市の財政状況を十分に考慮し、後年に

過大な負担を残さないという視点から、計画的な

効率的な学校施設の整備となるよう施設整備計画

づくりが求められると考えているところでありま

す。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） それぞれ御答弁をい

ただきましてありがとうございます。それでは、

再質問に入らせていただきたいというふうに思い

ます。

まず、農業振興施策から再質問させていただき

たいと思います。部長のお答えにありましたよう

に、８月の台風を初めとする、ことしも本当に気

象変動激しかったなというふうに思います。一部

若干作物に影響があった部分もあったのかなと思

いますけれども、お答えのとおり最終的には大方

平年並みで各作物終わったということで、いろい

ろとことしも天候に左右された年ではありました

けれども、本当によかったなというふうに率直に

思っております。また、同様お答えあったように、

特に野菜類を中心に価格がよかったという部分も

経営成果には全体的に反映されたということで、

非常によい傾向であったのではないかなというふ

うに、本当にまさに日ごろの努力と苦労が報われ

た年ではなかったかなというふうに感じていると

ころであります。

お答えの中で一部ありましたけれども、まずお

伺いしておきたいなと思いますのは、１０月２４

日でしたよね、たしか。この地域も本当に平年に

比べて早い積雪。１０月末は雪が降ることも多い

のですけれども、それがことしは最終的に根雪に
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なってしまったという、ちょっと異常な状況であ

ったなというふうに思います。少し大豆等の作物

に影響があったというようなお答えありましたけ

れども、実際の具体的な状況をどの程度まで把握

していられるのか、またもしそういった支援の要

請等あったのかないのか、そのあたりちょっと確

認も含めてお知らせ願いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川田経済部長。

〇経済部長（川田弘志君） １０月の大雪によっ

て大豆の関係で影響が出たということで、ＪＡと

の話の中では１０ヘクタールぐらいの状況がちょ

っとあったのかなという話は聞いてございます。

それで、誰々というのはちょっとお聞きしていま

せんけれども、影響はあったということで、その

後全体的な生産物の状況の中で、特に支援などの

要請はないというふうに伺っております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） １０ヘクタールぐら

い、何軒かの方がちょっと残ったようだというよ

うな情報だけはつかんでおりましたけれども、昨

日だったかな。報道にもありましたけれども、今

現在でも士別はもう１００町超えて大豆が収穫で

きないままであるというところであります。そう

いう部分でもことし１年いろいろと天候も厳しか

った状況ありますけれども、そういった部分、こ

の地域本当に救われていたなというか、恵まれて

いたなというふうに思います。個々の経営成果そ

れぞれあるかと思いますけれども、聞いている話

では全般的には昨年非常によかったという部分も

ありますけれども、ことしも同程度にいい状況で

はないかというような予測もあるようです。大変

な状況といえども、また来年もこういう状況にな

ればいいなというふうに本当に思っておりますの

で、いろいろと部長のほうからことしの地域農業

総括した中でお答えいただいて、それぞれの計画

の進捗状況もお話しいただきましたので、そのあ

たりはしっかりと改めて検証をいただいて、次年

度に向けて取り組みを進めていっていただければ

というふうに思います。

１番と（２）の重複する部分はありますが、農

業の関係、次期、第２次の総合計画にかかわって

ちょっと具体的な部分お伺いしたい部分もありま

すので、再質問させていただきたいというふうに

思います。今後農家戸数減少していく中で、規模

が大きくなり、そして労働力不足するという、や

はりそこら辺の見通しは当然想定されますけれど

も、総計の具体的な個別事業も先般示していただ

きましたので、その中で一部お答えの中にもあり

ましたけれども、労働力不足の解消に向けた取り

組みを進めていくということでお答えがありまし

た。先般いただいた資料の中で事業内容、労働力

の不足を補うための労働力確保に向けた制度の確

立と。コントラクター等の作業受委託組織の育成

ということで事業内容が記載されております。実

際このあたりは喫緊の課題かと思いますし、また

労働力調査等も含めて昨年度から取り組まれてい

るのだというふうに思いますけれども、そこらあ

たりの今後の労働力確保の対策について、次期総

計前期で継続して、それぞれ前期２９年度、３０

年度予算措置もされておりますけれども、もう少

し何か具体的な内容についてお知らせを願えれば

というふうに思います。お願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川田経済部長。

〇経済部長（川田弘志君） 労働力確保事業とい

うことでございまして、若干今の計画の関係でお

話をさせていただきたいと思いますけれども、本

年名寄市立大学の今野先生にお願いして調査活動

を行っていただいております。一応今月中に中間

報告をいただけるということでございますので、

それに基づいてあと数カ月の取り組みをさせてい

ただきたいということでございますけれども、先

ほどのお答えでも申し上げましたとおり、関係機

関でのお話をお伺いして、１点先進参考事例など

の調査も先生にしていただきまして、抽出でした

けれども、農家さんのお話を詳細にお伺いしてい
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る状況でございます。その中で現時点の課題を整

理していただいておりまして、これらの対応につ

いて今まとめていただいておりますので、それが

１２月に少し出るのかなというふうに思ってござ

います。

今後につきましては、さらに加工業者さん、高

齢者事業団さん、また農家さんも若干調整を行い

まして、先ほどいただいた対応課題の部分につい

て確認というか、そういった取り組みを少しやる

ということに、裏づけ調査をやっていくというふ

うになっております。最終的には、まず中長期的

な視点で見た名寄市の農業雇用労働力を取り巻く

状況の整理をしていただきまして、名寄市に合っ

た農業雇用労働力のマッチング案、それを少し御

示唆いただければというふうに思ってございます。

この関係では、この調査自体、市もそうですけれ

ども、ＪＡの営農部門とお話をさせていただいて

おりまして、先日もこの関係でお話をしましたけ

れども、２９年度に向けて農協が３０年度から新

しい計画の策定に入るということでございますの

で、その中で一定の考え方を示すということで考

えてございます。それがコントラクターがいいの

か、受委託がいいのかという、まだそこまでの詳

細は、この結果を見てから判断をさせていただき

たいということで、今後そのようなことで進まさ

せていただきたいと思います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） 労働力に関しては、

もうじき中間報告を受けるということであります。

しっかりとそのあたりは、状況整理していただい

て、喫緊の課題ともなっています。早い段階での

労働力確保に向けた体制の整備は、改めてお願い

をしておきたいというふうに思います。

また、もう少し大きな話の中でコントラクター、

作業受委託組織ということで今お答えがありまし

た。先ほどの御答弁の中にも労働力確保の中で法

人化の推進も進めていきたいということでありま

した。農村地域の中でそういったこれからいろん

な個々の農業形態だけではなくて、その地域に何

が望ましいのかは別としまして、コントラクター

組織があったり、また法人化をする組織があった

り、作業のみを受委託する組織があったりという

可能性も今後出てくるのだろうというふうに思い

ます。また、そういった組織によって、先般の総

合戦略の中でもこの中で記載されていましたけれ

ども、特に高齢農業者の持つ知識、技能を生かせ

る環境づくりの推進ということで、農業分野の総

合戦略の中でもうたっております。中身記載され

ておりますけれども、そういった組織体ができる

ことによって、当然作業のほう効率化、集約化、

労働力不足の解消という部分にもつながりますけ

れども、例えばこれから高齢になられてリタイア

されていく、私たちの世代から見たら本当に農業

の先輩という方々がそういう組織の中で、いろん

な事情でリタイアしなければならないけれども、

まだまだ元気もあるし、作業もできると。経営は

やめられるけれどもという状況も見受けられます

けれども、そういった方がそういった組織体の中

で例えば今まで培ってきたノウハウを若い方々に

その組織の中で伝授するですとか、そういったそ

れがまた労働力につながるというような可能性も

探れるのだというふうに思います。そういった可

能性も含めて何が望ましいのか、そのあたりはこ

れからＪＡも含めて検討されるということですけ

れども、そういったものも含めて地域に合った形

でそういった組織体も改めて検討していくべきで

はないかと思いますけれども、そのあたりの考え

方について部長のほうからお答えをまたいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川田経済部長。

〇経済部長（川田弘志君） 農業を御卒業いただ

いた方のその後の御活躍ということだと思います

けれども、その中では結構この部分は振興計画の

農業委員会さんだとか、多くの方からその御意見

いただいております。そういった部分で少し足り
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ない労働力をやっぱり技術も見識もお持ちでござ

いますので、有効に活用のほうをというお話はい

ただいてございます。具体的な部分は今ちょっと

持ち合わせてございませんけれども、先ほど言っ

たとおり例えば法人化の中でそういった方に御活

躍をいただくだとか、コントラクター、トラクタ

ーなど、先ほど近年ＧＰＳ等いろんな部分があり

ますので、御協力いただける可能性とか、そうい

った部分ではあるのかなというふうに思っていま

す。

さらに、新規就農やそういったところ、よくア

ドバイザー的な部分でそういった場面もやっぱり

考えられるのかなというふうに思ってございます。

いずれにしても、そういった御意見いただいてご

ざいますので、当然先ほど申し上げました労働力

確保事業の中でもそういった御意見もいただける

のかなというふうに思ってございますので、その

中で検討してまいりたいと思います。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） その辺可能性も含め

て、そういった声も実際にあるということであり

ますので、ぜひそのあたりは積極的に検討を進め

ていただきたいと思いますし、またこれはこの間

の定例会の中でも決算委員会の中でも、人と農地

の問題の解決もやはりあわせてやっていくべきだ

というふうに思います。そこはきょう深い議論は

避けますけれども、前回の質疑の中ではしっかり

と人、農地の問題も取り組んでいかれるというこ

とでありましたので、そことあわせて検討いただ

きたいというふうに思いますので、改めてお願い

をしておきたいというふうに思います。

次に、担い手の育成の関係でお伺いをしておき

たいというふうに思います。具体的な担い手の支

援事業ということで、従前ずっと継続して行われ

ている事業もたくさんある中ですけれども、特に

この次期総合計画の中では担い手育成支援事業と

いう中でそれぞれ、これは新規ですよね。２９年、

３０年、６００万円ずつの予算措置がされており

ます。これは、新規就農した農業者の経営面、栽

培技術面でのスキルアップ、また所得向上の作物

の導入に向けた支援ということであります。この

あたりの具体的な取り組みについて、既に予算措

置もされているということでありますから、具体

的な内容についてお知らせを願いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川田経済部長。

〇経済部長（川田弘志君） 担い手の支援策につ

きましては、継続も含めてまず担い手全般にわた

って、この間議員からも御質問いただいてござい

ます。まず、入り口から出口までがきちっとわか

るような施策体系が重要だと。研修に来ていただ

いて、最後は就農ができるという状況をつくると

いうことと、それと加えて指導体制です。そこの

ところが全て整った中で、恐らくそういったもの

を今の新規就農者で来られる方は市のホームペー

ジなどを見て来られる方が相当多くなってござい

ますので、そういったＰＲがぜひ必要なのかなと

いうふうに思ってございます。

その上に立って、支援策ということでございま

す。先ほど大まかな部分ちょっとお話しさせてい

ただきましたけれども、例えば就農初期というか、

その前段にはやっぱり体験で来ていただくものだ

とか、アルバイト的な部分でこちらに来ていただ

いて、そういったことが少し検討できないのかと

いうことでございます。それと、就農初期の部分

につきましては、それぞれ研修に入りますので、

住む関係だとか、それにかかわる資格だとかとい

う部分がございますので、そういったもので少し

支援ができないのかというところ、さらに基本的

には地域おこし協力隊を引き続き取り組んでまい

りたいというふうに思ってございますけれども、

そうでない部分で来られる方の対策も少し考えて

いかなければいけないのかなということです。そ

れと、就農後については、パターンの中だけでは

なくて１年目、２年目が相当厳しい経営になると

いうことでございます。当然国の支援もございま
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すけれども、そこのところに少し集中して支援で

きないのかというところを今検討をしているとこ

ろでございます。新規就農ということでございま

すので、大体そういう考え方でございます。

後継者対策については、先ほど申し上げました

けれども、そういった中身で、今ＪＡともその中

身先日ちょっとお話をさせていただいて、ＪＡと

ともにできる分野はないのかということも含めて

御検討をいただいている状況でございまして、い

ずれにしてもそういった御意見をいただいて、こ

の担い手対策の支援については担い手育成センタ

ーで最終的にまとめるという手順になってござい

ますので、その中で十分検討してまいりたいと思

います。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） わかりました。新規

就農者に向けての対策、また後継者を含む担い手

の対策ということでありましたので、ぜひそこは

しっかりと進めていただきたいと思いますし、従

前の事業の効果等も含めた検証もぜひしていただ

きたいと思います。従前の、今までの状況がどう

かというのは別としても、当然継続してずっとや

っているチャレンジ事業の内容等も含めて、また

新たに事業が出てきてもいいのだと思います。若

い担い手がどこかに研修に行けるような、そんな

支援ですとか、そういうのはやはりこれは再三再

四申し上げておりますけれども、若い農業者の意

見しっかりと把握して、効果的な施策展開をお願

いをしておきたいというふうに思います。

次期総計に基づく、また今策定中の次期農業・

農村振興計画、進捗状況はお話がありましたので、

確認させていただきましたけれども、まさに１０

年後の地域農業の姿、やはりしっかりと絵を描く

ことが大事なのだというふうに思います。この地

域でどのような作物がつくられて、主体に、中心

につくられる作物は何なのか、どのような経営形

態が中心となっているのか、そして先ほど申し上

げた労働力等がどう確保されて、そのためにはど

のような施設、設備が必要なのかというのは、こ

れはあるべき姿、ビジョンをしっかりと、これは

行政だけでやれということではなくて、関係団体、

特にＪＡ、そしてやはり農業者の皆さんと共通認

識を持つ中で、しっかりと１０年後の姿、一つ一

つの事業の積み上げで描いていっていただきたい

というふうに思います。そういった姿は、やはり

見えないと若い方これから先不安もまだまだ残る

のでしょうし、今後に向けての課題が多く残ると

ころだというふうに思っていますので、お願いを

したいと思います。

非常に課題の多い農業分野ですけれども、反面

私も決して悲観はしていません。非常に若い担い

手の方たくさんいらっしゃって、意欲にあふれて

能力を持った若い方がこの地域には本当にいっぱ

いいらっしゃいます。先般ＪＡ青年部の１０周年

記念ということで、私もＯＢですので、呼ばれて

出席をさせていただきました。その中で驚いたの

は、ちょうど合併して１０年、青年部も１０年た

ったのですけれども、私当初その本当に初期に部

長をやらせていただいたときには部員が１２７名

ぐらいだったかな。１２０人いたというところな

のですけれども、今現状で１３８人だということ

で、ふえているのです、１０年前よりも。こうい

う地域って多分どこ探してもないと思うのです。

周りの状況を確認しますと、部員が減って、特に

後継者、担い手が少なくなって青年部自体の活動

もできなくなっているという状況の中で、部員数

がふえているというのは本当にすごいことだなと

いうふうに私思っていますし、その若い担い手の

方の能力を生かすも殺すもやっぱり私たちの責任

だというふうに思っています。そういったしっか

りと先の姿を見据えた形でこの第２次総計、農業

分野も含めて次期農業・農村振興計画しっかりと

進めていただきたいと思いますが、改めてという

か、久保副市長のほうからその辺の決意について

お聞かせいただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 久保副市長。
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〇副市長（久保和幸君） 山田議員から担い手対

策の部分でさまざまなお考え承りましたけれども、

基本的に全く同じでございますので、冒頭それを

お断り申し上げたいと思います。

状況としては、中長期的な展望を持った農業施

策が必要だというのは、それは実際担い手対策に

かかわってのことですので、改めてその対策につ

いてはしっかり講じてまいりたいというふうに思

っています。現況では、ＴＰＰだとか、あるいは

国の政策でいうと経営安定対策の動向だとか、減

反だとか、もろもろあるわけでありますけれども、

中長期的に見ると人口減少は一途であると。さら

に、地球規模でいうと先ほども御指摘ありました

異常気象、地球環境でいうと温暖化ということも

あって、ここはそういう場面での押さえ方が必要

になってくると思います。それに伴って食料、世

界的ないわゆる人口増にかかわる食料の確保だと

かとなったときに、この名寄市の生産構造でいき

ますと良質で、かつ安全、安心な作物を生産でき

る環境下にあると。これは断言できると思います。

そしてまた、先ほどもさまざまな部分で食という

のはやっぱり魅力がないとその食を誇りを持って

やっていけないのではないかというふうに思って

いるわけでありますけれども、そこは先ほど私ど

もの担い手で活躍いただいている青年農業者の皆

さんはしっかりとそこのところを押さえていらっ

しゃるというふうに私も確信しているところであ

ります。魅力を持って、そして将来に向けて夢と

希望を描けるような、そういう施策を市長の手元

でしっかりと進めていきたいと思っていますので、

これは総合計画、さらには名寄市の新しい農業・

農村振興計画の中で展開をさせていただきたいと

思いますので、その決意を申し上げてお答えをさ

せていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） ありがとうございま

す。そういう形で進めていただきたいと思います。

改めてお願いしておきたいと思います。

時間の関係もありますので、次、教育行政につ

いて再質問をさせていただきたいと思います。そ

れぞれコミュニティースクールの状況、小中一貫

の状況についてお答えをいただきました。何かち

ょっと地域限定的な話になってしまいますけれど

も、私のおります地域のそういった取り組みにつ

いての状況も確認も含めてお答えをいただいたと

ころであります。コミュニティースクールについ

ては、次年度指定の予定で今進んでいるというこ

とで、推進委員会の状況も御答弁をいただきまし

た。この推進委員会の状況なのですけれども、申

し上げられる範囲で結構なのですけれども、特に

どのような象徴的な意見というか、出ていたのか

という部分、もし差し支えない範囲で把握できて

いれば教えていただければと思うのですが、私も

推進委員に入っていないものですから、一部間接

的に聞いている部分もありますけれども、その状

況についてわかる範囲で。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） これまで３回の推進

委員会を行ってきて、その状況ということですけ

れども、私ちょっと詳細な資料今手元にありませ

んけれども、この間小中連携の中で進められてい

た地域の実情を含めて、今後９年間を見据えての

……９年間ではないですね。済みません。コミュ

ニティースクールですから、地域が学校にかかわ

って運営を含めてやっていくということで、どの

ようなかかわり方含めて進めていくかという点と

か、これまで学校から地域にどのような地域の協

力というか、そういったものをどのようにしてい

くかという、そういったような、このコミュニテ

ィースクール、今まで以上に一体となった連携の

中でどういったことをやっていくというところが

多分議論として出てきているのかなというふうに

考えております。詳細については、ちょっと手持

ち資料ないので、後ほどまたお示ししたいと思い

ますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。
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〇１１番（山田典幸議員） それぞれ推進委員会

含めて、また小中一貫も具体的に平成３０年の本

格実施に向けての取り組みを進めているというこ

とでありました。その後に御質問申し上げた小中

学校の施設整備計画、ちょっとここは関連づけて

質問させていただきたいのですが、今本当にそう

いった部分で地域とともにある学校づくりという

ことで、ソフト面の準備というか、事前準備が順

調に進んでいるという中で、地域の中でも一部、

私もそろそろという気持ちもあるのですけれども、

ハード面の部分、ここもやはりある程度、一定程

度見えてこないと、ソフト面どんどん、どんどん

進んでいくに従って、そういった部分ついてこな

いと、最近逆に何かそういった部分、核心がぼけ

てしまうような気がしております。ぜひハード面

も含めて整備をお願いしたいということで、関連

づけてというのはそこは３０年以降の次期の小中

学校施設整備計画ということになるのですが、総

計の中でどうこうということではありませんけれ

ども、それも見据えた中で学校のハード面の整備、

これは事智恵文地域の学校にとどまらず、智恵文

小学校は特に４０年たっていますけれども、施設

整備に関しては名寄中学校が３９年、東中学校も

３５年たっているということで、やはりそのあた

りはそういった状況も含めて、優先順位等も含め

てしっかりと位置づけを次の計画の中でしていく

べきと思いますけれども、そのあたりのお考えに

ついてお答えをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 今コミュニティース

クール、小中一貫教育を進めるに当たって、ハー

ド面の整備もということの御質問でありますけれ

ども、小中一貫教育におきましては一体型、分離

型という対応がありますけれども、一番効率いい

のは一体型でやるのが９年間を通じて小学生から

中学生まで一緒の学びの校舎で行って、教職員に

ついても移動が少ない部分もあって効果的な教育

活動ができるかというふうに思っているところで

あります。ただ、そうなりますとすぐの整備につ

いてはなかなか難しさもあります。先ほど小中学

校の施設整備計画の話もさせていただきましたけ

れども、来年度策定ということでありましたけれ

ども、先ほど申し上げたとおりコミュニティース

クールであったり、小中一貫教育、こういったこ

とが市内全域に進んでいく状況にあろうかという

ふうに思いますので、そういったことを見据えた

中で、多分向こう１０年間だと思いますけれども、

計画づくりというものも必要だというふうに思っ

ています。

智恵文地区につきましては、智恵文中学校が昭

和６１年から６２年にかけての建設で、比較的新

しい形で、ただ智恵文小学校については昭和５１

年の建築ということで、旧耐震基準ということで

校舎も大分老朽化して、雨漏り等々で御不便をか

けているような状況があるということで、整備の

必要な時期にもかかってきている状況もあるかと

いうふうには思っていますので、そういった状況

も踏まえながら、例えば比較的新しい智恵文中学

校のほうに一体化するとかということも視野に入

れながら、今後整備計画または総合計画の個別事

業の中でも議論を進めてまいりたいというふうに

考えていますので、御理解をお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） そのような形でソフ

ト面の状況を踏まえた中で、次期の施設整備計画、

そこを踏まえた中でぜひ検討いただきたいと思い

ますし、今このような小中一貫コミュニティース

クール、やはり推進していくにはできれば一体型

が望ましいというような部長のお答えもありまし

た。そういった部分では具体的に今の智恵文中学

校の活用も視野に入れてということでありました

ので、ぜひそのあたりは地域と意見交換しながら

進めていっていただきたいと、ここはお願いして

おきたいというふうに思います。

そこで、問題になるのがやはり財政面なのだと

いうふうに思います。これは、教育委員会のほう
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ではなくて市長部局のほうになるのだと思います

けれども、財政面から先ほどの高野議員との質疑

の中でも財政の部分もありましたけれども、当然

厳しい財政の状況の中というのは重々承知してい

る中ですが、そういった状況の中でやはり特にモ

デル校として名寄市全体の学校のあり方を推進す

るという中でのモデル校ということですから、そ

のあたりは財政面もそこら辺も加味した中でぜひ

早期での計画というふうなことで進んでいってい

ただきたいという希望を持っているのですが、お

答えをいただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 先ほど来公共施設、今

文教施設、小中学校のお話でございます。非常に

平たい言い方しますと、小中学校を建てるときに

はかなり事業費がかかる。しかしながら、入って

くる補助金、交付金が少ないというようなのが実

態でありまして、差し引き分はお金を借りるとい

うことになります。ですので、財政面からいくと

なかなかハードルが高いという事業でありまして、

ほかの市町村を引き合いに出すのもなんですけれ

ども、小学校、中学校をもし事業化するとほかの

ハード物が少しストップするような、そういう傾

向も見てとれるのが実態であります。ただ、議員

おっしゃるとおりモデル校という位置づけ、それ

から場合によりますと地域の皆さんとともにつく

り上げる学校という位置づけがありますと、その

辺特定財源のほうの加味も少し探さなければなら

ないかなとは思っております。トータルでどの時

点でどういうような形で進めるかについては、こ

れ非常に慎重な議論が必要でありますけれども、

置かれた学校の状況については私どももよく承知

しておりますので、ここは少し先ほどの答弁もあ

りましたけれども、全体の中でまず議論を活性化

させることが重要と考えておりますので、その中

で丁寧に議論させていただきたいと思っておりま

す。

〇議長（黒井 徹議員） 山田議員。

〇１１番（山田典幸議員） もっと頑張ろうかな

と思いますけれども、理解はしつつも副市長も今

お答えの中で今の学校がやろうとしている役割も

踏まえつつということで言っていただいたと思い

ますので、そこは理解をしたいと思いますが、当

然児童生徒数の推移でいけば今がピークなのかな

というふうに思います。これから爆発的にふえる

ということでは、これは想定しづらい部分であり

ますけれども、やはり今そういった小中一貫コミ

ュニティーというような特色ある教育をしようと

しているという側面、また小規模校としての重要

な役割も担っているという部分も申し上げておき

たいと思います。それは、特認校であるというこ

とで、特別に支援が必要な児童生徒たちを市内か

ら受け入れているという部分も重要な位置づけと

してぜひ考えていただきたいなというふうに思い

ますし、やはり地域とともにある学校、反面地域

からすれば学校を核とした地域づくり、これから

しっかりとしていきたいと。しっかりとコミュニ

ティーを形成していきたい。先ほどの農業の話に

も関連していきますけれども、やはり産業があっ

て、若い人がそこに定着する。そして、結婚して

子供を産んで、やはり学校がないと子供を産もう

という、子供を産んでも教育する場所がなければ

若い人も定着しないのだというふうに思います。

そういった部分も踏まえて、また別な機会で議論

させていただくこともあるかと思いますが、ぜひ

御検討いただきたいということを申し上げて、終

わりたいと思います。ありがとうございました。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で山田典幸議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩をいたします。

休憩 午後 ０時０５分

再開 午後 １時００分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

介護人材の確保と指定管理について外２件を、
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奥村英俊議員。

〇６番（奥村英俊議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、順次質問したいというふうに思

います。

最初に、介護人材の確保と指定管理についてで

すが、名寄市が指定管理を行っている介護施設に

ついて、介護職員が不足していることにより定員

を充足させられない状況が続いており、これに関

する現状と問題点及び解決に向けての取り組みに

ついて具体的な提案もしながらさきの第３回定例

会で一般質問を行ってきたところですが、それ以

降これまでの経過及び具体的な取り組みの内容に

ついてお伺いいたします。

次に、名寄市総合計画第２次について伺います。

第３回定例会での総合計画の集中審議における市

長の総括発言、たしか４項目あったと思いますが、

実施計画にどのように反映されたかお伺いいたし

ます。

また、実施計画の策定に当たり、この短い期間

で大変な努力をいただいたのではないかと思いま

すが、市民の方の意見の反映はどのように行われ

たのかについてお伺いいたします。

３点目に、現在特定放射性廃棄物の最終処分に

ついて、国は年内にも地下に埋める地層処分に適

した科学的有望地を公表する方針です。処分を担

う原子力発電環境整備機構、ＮＵＭＯというそう

ですけれども、ＮＵＭＯでは札幌を含む各地で意

見交換会を開催いたしました。以前にも確認して

いることでありますが、北海道の条例においても

特定放射性廃棄物は持ち込まないと制定をしてお

り、こうした状況を踏まえて特定放射性廃棄物の

最終処分について市としての態度、対応について

再度確認させていただきます。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 奥村

議員からは、大項目３点にわたり御質問いただき

ました。大項目１は私から、大項目２は企画担当

参事監から、大項目３は総務部長からの答弁とな

りますので、よろしくお願いいたします。

それでは、大項目１、介護人材の確保と指定管

理について、小項目１、この間の取り組みと対応

策についてお答えを申し上げます。市では、介護

人材確保のための方策として介護職員初任者研修

に係る受講費の助成及び介護に関する資格をお持

ちの方で現在介護職員として就労していない方に

対し、市内介護保険事業所に就労していただく場

合、支度金の助成を行う介護人材確保緊急対策事

業を開始いたします。事業の内容といたしまして

は、１つ目が介護職員初任者研修への助成といた

しまして市内介護保険事業所での就労を確約され、

介護職員初任者研修を受講される方について、当

該研修の受講費８万 ０００円を上限に助成する

というものです。助成事業を行うに当たり、北海

道知事から当該研修の実施機関として指定を受け

ております上川北部地域人材開発センターに研修

の実施を依頼したところ、２月から３月の実施で

あれば高校生の受講も可能であり、人材確保につ

ながるのではとの御意見をいただき、名寄産業高

校やハローワークにも高校生の進路決定の動向や

市内の求人情報なども直接確認しつつ、本事業の

制度設計を進めてまいりました。

２つ目が既に介護福祉士の資格をお持ちの方や

介護職員初任者研修を受講済みの方で、事業実施

後に市内の介護保険事業所へ就労される方に対し

支度金として８万 ０００円を上限に助成するも

のです。いずれの助成制度につきましても市内の

介護保険事業所への就労を条件とするもので、平

成２９年１月からの事業開始を目指し、さきに議

決いただきました平成２８年一般会計補正予算に

て予算措置をしたところです。

なお、上川北部人材開発センターによる介護職

員の初任者研修の日程が平成２９年３月４日から

３１日までと決定したことから、市の助成事業と

あわせて市民の皆様に市広報等を通じ広く開催周
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知をしていくとともに、市全体での介護人材の確

保に向けた緊急対策事業として市内の介護保険事

業所への周知、協力の依頼やハローワークなどの

関係機関との連携を図りながら事業を進めてまい

ります。

また、名寄市が指定管理を委託しております名

寄市社会福祉事業団におきましては次の２点につ

いての取り組みを行っております。１つ目は、無

資格で介護職を希望する方の採用でございます。

事業団では、これまで正職員の介護士については

介護福祉士の資格の取得者、準職員については介

護職員初任者研修の資格取得者の条件のもと募集

をしておりましたが、準職員につきましては採用

条件を見直し、無資格の方についても募集を行っ

ております。このことにより、ホームページの更

新、ハローワークの登録、新聞での募集を行って

きたところです。この結果、しらかばハイツにお

きましてはこれまでにパートタイムの介護補助員

２名を採用しており、今後も介護の仕事に意欲の

ある人材の確保に努めてまいりたいと考えており

ます。

２つ目は、潜在的な介護人材の掘り起こしでご

ざいます。介護人材の掘り起こしに関する取り組

みとして、無資格の方についても準職員介護士と

して新たに募集することになったことに伴い、ハ

ローワークに希望する職種などを登録している方

にダイレクトメールで新たに事業団での募集内容

についてハローワークより通知を行っていただき、

求職登録者に対して情報提供を行い、介護人材の

掘り起こしを行っているところです。このほかに

も事業団を平成２９年３月に退職する職員２名に

ついて再任用職員として任用する予定であり、介

護人材を有効に活用する取り組みを実施している

ところでございます。

また、事業団職員の採用試験を９月に実施して

おり、その後も随時応募があれば採用試験を行っ

ておりますが、平成２９年度新規採用内定者数は

介護士６名で、現時点では職員定数を満たしてお

らず、今後も引き続き募集を行ってまいりたいと

考えております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（黒井 徹議員） 松岡企画担当参事監。

〇参事監（松岡 将君） それでは、私からは大

項目の２番、名寄市総合計画第２次について、小

項目の１、実施計画の策定にかかわってについて

申し上げます。

まず、さきの議会における総合計画の集中審議

における市長総括発言についてでございますが、

大きく４項目ありましたので、まとめて順に述べ

させていただきます。まず初めに、一層の市民議

論をという御指摘につきましては、この後も申し

上げますけれども、実施計画の策定に当たっての

市民との意見交換、それはもとより今後わかりや

すいダイジェスト版等を用いての市民への内容の

周知、各種の機会を捉えての市民との意見交換等

に一層努めてまいりたいと考えているところでご

ざいます。

２つ目に、市民憲章、都市宣言の反映、とりわ

け非核平和都市宣言についてでございますけれど

も、当市においてはこれまでも非核平和都市宣言

の趣旨にのっとり各種事業等を実施してきており、

また東日本大震災を契機として福島県南相馬市と

の交流を深めるなど、その精神はしっかりと市民

に浸透してきていると考えておりますが、今後も

市民憲章及び４つの都市宣言の意義、精神がさら

に広く浸透されていくよう庁内各部署並びに各関

係機関、団体が一丸となってさまざまな取り組み

を進めてまいりたいと考えております。

３つ目に、市長任期連動制の考え方についてあ

りました。こちら集中審議での総括発言の繰り返

しとなり恐縮ですけれども、市長公約、市長選挙

における議論を反映させやすくするための市長任

期連動制となっておりますけれども、一方でそれ

を踏まえた上で市民委員会で検討され、また議会

手続等を踏むというたてつけであるということを

御理解いただければと思います。
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最後、４つ目、地域自治区の考え方についてで

ございますが、実施計画におきまして町内会や地

域連絡協議会への補助、活動支援や地域コミュニ

ティーのあり方の検討等を掲げております。現在

組織されている地域連絡協議会の活動を推進する

ため、財政及び人的支援についての検討を行うと

ともに、地域課題や望ましい組織のあり方等につ

いて地域との協議や情報交換を重ねながら、協議

会の役割の明確化や地域課題解決に向けた組織と

して成熟を図ることが必要であり、あわせて将来

的な地域自治区への移行も含め検討してまいりた

いと考えております。

続きまして、小項目の２番、市民意見の反映に

ついてでございますが、実施計画の策定の期間に

当たりまして町内会連合会主催のまちづくり懇談

会におきまして基本構想、基本計画の概要につい

て紹介させていただく時間をいただきまして、こ

れに関連して実施計画の策定に当たり、有意義、

建設的な御意見、御提言など数多くいただいてい

るところでございます。総合計画は、策定してお

しまいではなく、市民委員会での毎年度の検証、

ローリングのプロセスはもちろんのこと、日々の

業務の中での市民とのやりとりも含めた市民との

コミュニケーションの中で推進されていくべきも

のであると認識しておりますところ、繰り返しと

なりますが、今後わかりやすいダイジェスト版等

を用いての市民への内容の周知や各種の機会を捉

えての市民との意見交換等一層努めてまいりたい

と考えておりますので、御理解をお願いいたしま

す。

私からの答弁は以上となります。

〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） 私からは、大項目の

３、特定放射性廃棄物の最終処分の動向について

申し上げます。

現在経済産業省では、原発の使用済み燃料から

出る高レベル放射性廃棄物の最終処分場の選定作

業について、当初の地方自治体による手挙げ方式

を改め、国主導で科学的根拠に基づいた有望地を

選定し、国が重点的な理解活動を行い、複数地域

に申し入れを実施することとしており、この科学

的有望地について年内にも公表するとの動きがご

ざいます。その一方で、北海道においては特定放

射性廃棄物最終処分場について、北海道における

特定放射性廃棄物に関する条例を制定しており、

条文の中で現在と将来の世代が共有する限りある

環境を将来に引き継ぐ責務を有しており、こうし

た状況のもとでは特定放射性廃棄物の持ち込みは

慎重に対処すべきであり、受け入れがたいことを

宣言すると規定しておりますので、当市といたし

ましてもこの条例が尊重され、市民の皆さんの安

全、安心が確保されなければならないと考えてご

ざいます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） それぞれ答弁をいただ

きました。ちょっと順番が逆になってしまうかと

思いますけれども、今臼田部長から答弁いただき

ました放射性廃棄物の関係について、改めて特定

放射性廃棄物の最終処分について従前と変わらず

北海道条例の尊重と市民の安全、安心の確保が必

要と、そういう認識を述べていただいたというこ

とで確認させていただきたいと思います。

その上でですけれども、先ほども言いましたけ

れども、国の動きとして特定放射性廃棄物の最終

処分について法制化して、実施主体である原子力

発電環境整備機構を設立し、処分地の選定を進め

ている状況だというふうになっていると思います。

エネルギー庁や処分場を建設するＮＵＭＯの幹部

は、条例があるからといって道内を候補地から外

すことはないと公言しているというふうに報道も

されていたと思います。現在深地層処分研究所が

ある幌延町がその候補地に挙がってくるのではな

いかというふうに言われているところであります

けれども、そのことに対する認識と今後の対応に

ついてお伺いしたいというふうに思います。

平成２８年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号
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〇議長（黒井 徹議員） 臼田総務部長。

〇総務部長（臼田 進君） ただいま再質問をい

ただきました。現在国では、平成１２年に高レベ

ル放射性廃棄物を地層処分するための制度として

最終処分法である特定放射性廃棄物の最終処分に

関する法律を成立をさせまして、その実施主体と

して先ほど奥村議員から御紹介がありました原子

力発電環境整備機構、通称ＮＵＭＯというそうで

ありますが、これを設置をしたということであり

ます。さらには、最終処分地の選定プロセスにつ

いても設定をしているということであります。平

成２６年には、科学的有望地の具体的な要件、基

準などについて検討することを決定しておりまし

て、検討結果として年内に候補地を発表すると、

そういった一連の動きになっているということで

あります。

今具体的に幌延の話も出ておりましたけれども、

ここには現在深地層の研究センターがございます

けれども、平成１２年１１月に北海道、幌延町、

当時の核燃料サイクル開発機構の中で３者の協定

が結ばれてございます。この中でうたわれている

ことがございます。研究期間中はもとよりですが、

研究終了後においても放射性廃棄物を持ち込むこ

とや使用することはないと。あるいは、深地層の

研究所を最終処分を行う事業実施主体へ譲渡した

り、貸与することはない。あるいは、研究終了後

は研究施設を閉鎖し、地下施設を埋め戻すこと。

３つとしては、研究実施区域は将来とも放射性廃

棄物の最終処分とはせずに、幌延町に放射性廃棄

物の中間貯蔵施設を将来とも設置することはない

ということが協定の中で結ばれておりますので、

この協定が遵守がされるものだというふうに思い

ますし、また新たな動きがある場合については当

然ここはしっかりと情報が公開された上で、十分

な議論がされた上で取り組みが行われるべきだろ

うというふうに思っております。いずれにしても、

道の条例、幌延町を含んだ３者の協定がございま

すので、このことがしっかりと遵守されるべきだ

ろうという考え方ということで御理解いただけれ

ばと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 当然そういうふうに考

えていただくべきものだというふうに思います。

部長からもありましたけれども、道の条例、そ

れから３者協定ですか、本当に重要なことだとい

うふうに思います。名寄と幌延の距離、直線で８

７キロ、８９キロぐらいなのですけれども、先

般の東日本大震災のときにおきまして、福島の第

１号原発の事故で地震や津波が及ぼす被害の恐ろ

しさというのはやっぱり私たちは学んだというふ

うに思います。この大震災の１０年前に決められ

たのですよね、地層処分がいいのではないかとい

うことで。それに基づいて今選定作業に入ってい

るようでありますけれども、この地震多発の国日

本、安全と言い切れるかどうか本当に不安でいっ

ぱいだというふうに思います。

新聞でも日本学術会議が昨年科学的知見を深め

たり、国民の合意形成を図るために高レベル廃棄

物を５０年間地上施設に暫定的に保管するという

提言をしたという記事を見ました。そういう意味

では、あえて地下に埋める、深地層に埋めながら

処分をしていくのだということでなくてもいいと

いうふうに思いますし、その中で現在研究センタ

ーがある幌延の名前も浮上するかというふうな状

況にもなっていると思いますので、そういったこ

とのないようにしていくべきだというふうに思い

ます。こうしたことからも、現状では処分地を絞

り込むことについては時期尚早ではないかという

ふうに思うところであります。市民の安全、安心

の観点からも、これは名寄市長の立場からも反対

ということを表明すべきだと思いますけれども、

いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 部長からもお話のあった

とおり、平成１２年１１月の３者協定、ここが明

確に遵守をされるべきものということで思ってお
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りますし、そうしたことをそれぞれの当事者から

も承っておりますので、見守っていきたいという

ふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 市長からも部長答弁と

同様のということでお話があったというふうに思

います。年内にというふうな話が出ているという

ふうに聞いています。現状まだ決まっていないと

いうことでありますけれども、そのときにはやは

りそれなりの対応をしっかり名寄市としても考え

ていただきたいというふうに思います。

次に、これもちょっと逆ですけれども、総合計

画のことについてお伺いをしていきたいというふ

うに思います。先ほどの答弁の中に町内会連合会

主催のまちづくり懇談会でいろんな意見をいただ

いたというふうに答弁があったというふうに思い

ます。実は、私も東地区のまち懇のところに行か

せていただきまして、当日は日本ハムの野球もあ

ったので、１０人ぐらいしか、私入れて１０人だ

ったのですけれども、そのときはまだ具体的な経

過にかかわる要望なり意見というのはそんなにな

かったというように私は記憶をしています。それ

がいいとか悪いとかではないのですけれども、先

ほど松岡参事監のほうからはいろんな意見が出た

ということでありましたので、具体的にどういう

意見があって、その意見が実際今回の実施計画の

中でどういうふうに反映されたのか。例えば事業

名であったり、事業の内容であったり、その辺を

ちょっとお示しをいただければと思います。

先ほどの答弁も私が聞いたのは実施計画にどの

ように反映されたかお伺いをしたのです。だから、

今回示されている、全て決まっているというか、

でき上がったわけではないと思いますけれども、

現状の中でどういうふうに例えば市長の総括発言

には盛り込まれているのか、そういうことを聞き

たかったし、そのほかの細かな市民の皆さんの意

見が今言ったようにどのように具体的に反映され

たか、そのことについてお伺いしたかったので、

重ねてその例について御答弁をいただければとい

うふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 松岡参事監。

〇参事監（松岡 将君） まず、先ほどの総括発

言についての反映ということにつきましては、例

えば１つ目と３つ目、市民意見をこれから一層や

っていくとか、３つ目の市長任期連動制のあり方

といったところにつきましては、計画全体の進め

方ですとかあり方の話ですので、実施計画の個別

の事業の内容の中でそれがこれであるというもの

ではないと思うのですけれども、例えば広報とか

広聴とかでいろいろやっていくという話であれば、

それは市民議論の一層の推進の一つではあると思

うのですけれども、これが１対１で対応するとか、

そういったものでないと思いますけれども、ただ

そういう総括発言で発言した内容を今後ともしっ

かりとやっていくということはまず御理解いただ

ければと思います。

そして、順番またこれ前後しますけれども、４

つ目の地域自治区の考え方につきましては実施計

画の表でいいますと、最初のページの基本目標の

Ⅰのところにコミュニティー活動の推進という基

本事業の中の基本計画事業、町内会などの活動支

援と連携、地域連絡協議会の活動支援、そして事

業名、それにさらにぶら下がる形で並びますけれ

ども、そういったところに、これは個別の話です

ので、具体にぶら下がっていると思います。

２つ目の都市宣言ですとか、それも１対１でど

れがどれというものではないのですけれども、そ

の精神をしっかりとこの実施計画をつくるに当た

っては意識をすると。あるいは市民憲章でいいま

すと、５つの並びというのがそもそも前のという

か、現行の第１次の総合計画からそうだと思いま

すけれども、これが基本目標の分野の分かれ方に

も対応しているということで、そういったところ

でその精神をしっかりと意識してつくられている

ということだと認識しております。

そして、具体の話としましてまちづくり懇談会
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の話がありましたけれども、確かに年々少しずつ

参加者が減少していると。これは、特殊な開催日

ですとか、あるいは天候とかの特殊事情を加味し

ても若干少なくなっているのは、それは承知のと

おりだと思います。ただ、参加者は多ければ多い

ほどいい意見が出るかということでもありません

けれども、当然たくさんの方に来ていただけるの

がいいことですので、こちら町内会連合会さんの

ほうと開催時期ですとか周知方法等今後とも相談

してまいりたいと考えております。

そして、この中で私の印象に残った意見など幾

つか述べさせていただきますと、例えば先ほど、

あるいはこの後また議論をされると思いますけれ

ども、介護人材不足の問題につきまして、別の会

場でしたか、参加されていた名寄市立大学の学生

さんのほうから自分たちをぜひこの問題に対して

参画させて使ってほしいという、何らかの形で自

分たちが役に立ちたいという意見を言っていただ

いたですとか、あるいはこれは御高齢の方からの

意見でしたけれども、高齢者といってもただ弱者

というわけではなくて、むしろ元気な高齢者もた

くさんいるのだから、そういう高齢者はまちづく

りに積極的に活用していってほしいといった御意

見をいただきました。

あるいは、財政面など先ほど来といいますか、

大変財政運営これから厳しいということを訴えて

おりますけれども、そういう話を聞いて参加され

た市民の方から、例えば投票所の設置は隣のまち

でやっているように統合して合理化できるところ

もあるのではないかですとか、あるいは除雪の方

法について余り人が通っていないところはもうや

らなくてもいいのではないかですとか、そういっ

たところをいただいて、私などもなかなかすごい

なと聞いておったところであります。そういった

意見、これを市としてまま計画に落とし込むとい

うのはなかなかできないですし、除雪は安全の観

点からやらなければいけないところは当然あると

思いますし、そういうところもありますけれども、

こういう市民の方に問題意識を持っていただいて、

それに対していろんな答えがあったということで、

そういう思いを受けとめながら、この実施計画、

個別のものについてそれぞれ策定をしていって、

また繰り返しになりますけれども、つくって終わ

りでなくて今後とも市民とコミュニケーションと

りながら進めていく、そういうところが大事であ

ると認識しているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 今ありましたように、

具体的に市民の方から上がった意見がどういうふ

うに反映されたり、考え方が盛り込まれているか

というのが今のように伝わらないと、ただ聞いた

だけという形にしかならないというふうに思いま

すし、こういう議会の場で取り上げたりすること

はあります。ふだんどういうふうに伝えるかとい

うことをもう少し工夫してもらって、市民の皆さ

んからお聞きした意見をこういう形で反映をしよ

うと考えているとか、されました、そういった見

えるような形でのプロセスというのは大事なので

はないかと思います。これからもいろいろ意見を

聞いたということでしょうから、その辺について

少し明確に方針化して市民の皆さんにどういうふ

うに伝えるか。最終つくり上げるまでの経過をこ

の後どういうふうに伝えるかということが大事だ

というふうに思いますので、ぜひそういうふうに

していただきたいというふうに思います。

具体的に市民憲章や４つの都市宣言関係も、具

体になっているのもあるのですけれども、全てが

そうかといったらそうではないというふうに、そ

れは私も思います。ただ、私たち市民連合・凛風

会、会派でこの総合計画にかかわっての意見交換

会を実は開催をしました。日程の関係でまだ１回

しかできていませんけれども、その中では市民憲

章や都市宣言、なかなか自分のものになっていな

いというか、中身も十分に伝わってきていないよ

というふうな意見が出ていたのです。そういう意

味では、この間いろんな形で市民の皆さんに伝え
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てはいただいている。理解をしたり、そういった

精神をどういうふうに生かすかということで、い

ろいろ努力していただいてはいると思いますけれ

ども、その割には市民の皆さんに浸透していない

というのが実際のところであります。そういう意

味で、そういった精神もどういうところに生かさ

れているのだとか、周知なり理解をしてもらう方

法についてもこの際総合計画とあわせてしていか

ないと、当然こういった宣言や市民憲章基本に、

ベースにあってそういう総合計画も組み立てとい

うか、なっているというふうに思いますので、そ

こをしっかりもう一度やるということも大事かな

というふうに思います。

それから、すごくやっぱり役所のつくり方とし

て文字面でずらずらとつくることになってしまっ

たのだというふうに思いますけれども、これは前

の集中審議というか、総括質疑や何かでもあった

のですが、なかなかどういうものか描けないとい

うか、イメージが湧かないのです。多少中身わか

っている人でもわからないというか、イメージが

湧かないのが実際ではないかというふうに思いま

す。意見交換会のときもその辺については、たと

え一つでも基本目標を大ざっぱに１０年たったら

こういうふうになるのだとか、こういうことを目

指しているのだ、こういう形のものをつくってい

くのだよというようなことをやっぱり示すべきだ

というふうに言われました。私もそのとおりだと

いうふうに思います。これ以降の市民の皆さんに

総合計画を理解してもらって、当然一緒にこれを

目標にしながら歩んでいただくことになりますか

ら、つくり込みも含めて一緒にしていただく。そ

のために、先ほど来わかりやすいダイジェスト版

を用意してというふうに言われていました。ただ、

そのダイジェスト版もダイジェスト版用意すると

いうのは何回も聞きましたけれども、具体的にど

んなものを用意するかというのは一回も聞いてい

ません。その考えている内容についてお答えを、

どんなものを具体的に考えているのか。これまで

の一生懸命つくってもらった資料ですけれども、

やっぱりわかりにくいので、そういうことではな

いというふうに思いますけれども、具体的にちょ

っとお示しをいただければというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今ダイジェスト版のお

話が出ました。それで、お話ちょっと前後します

けれども、いかにわかりやすく総合計画を市民の

皆さんに伝えるか、その前提として市民の皆さん

の意見をいかに集約していくかということであり

まして、まちづくり懇談会、非常に短い時間の中

でいろいろお話聞かさせていただきまして、松岡

参事監のほうからお答えしましたとおり、部分的

に入っているものもありますし、ほかの会場では

例えば農村地域の情報通信網の整備どうなのだと

いうようなお話もありましたし、そのあたりは市

全域での情報通信網、これは少しそういった考え

も盛り込んでみたり、あるいは除雪のお話もあり

ましたので、除雪のあり方の検討というところで

その辺は意識しながら進めるということで、少し

ずつでありますけれども、さらにレベルアップし

たいなというふうに思っています。

ダイジェスト版ですけれども、文字面で示すに

は恐らく限界があるのではないかなと思っており

ます。ですので、できるだけイラストですとかグ

ラフですとか、そういうものを使いながらがいい

かなというふうに思っています。それと同時に、

この１０年間総合計画進めていって、将来的に名

寄市がどういうような姿になるのか、これは表裏

一体なのですけれども、名寄市の最大の課題は何

なのか、ここをまず鮮明に打ち出す必要があるか

なと思っています。その上で場合によりましては、

いろいろなダイジェスト版つくるときでも市民の

皆さんの参画をいただければわかりやすいものが、

行政の目線ではなくて市民の目線でつくっていく

というのも非常に大事なことだと思っています。

企画中心にどういうような形かというのは練って

いる作業中でありますけれども、大きな課題であ
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り、総合計画進めていく上でも非常に大きなポイ

ントになりますので、ここは努力させていただき

たいと思っております。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 今ありましたように、

今回ずっと言われていますダイジェスト版つくる

こと一つとってもかなり大変な作業だし、重要な

ことなのだなというふうに思います。先ほど来言

われているように、やっぱりわかりやすくどうや

って考え方を伝えるか、皆さんに１０年後名寄が

どうなっているのかと想像してもらうかというも

のになっていなければならないというふうに思い

ます。それをどう活用して、副市長からもありま

したようにどれだけ多くの人にわかってもらうか、

見てもらったりするかということだと思います。

いつまでも意見を聞いてということでもないと思

うのです、つくり込み、最初の形というのは。毎

年のローリングというような話もありますけれど

も、つくり込みをしていくのには一定のいつまで

につくり込むというふうなこともちょっと市民の

皆さんに伝えておくべきだと。今考えている一定

のつくり込みの期間について、お考えがあればお

知らせをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） つくり込みの期間であ

りますけれども、きょう既に１２月１６日であり

ますので、本当に残された時間は余りないなと思

っております。今データの整理ですとか図形です

とか、いろんなアイデアは企画のほうで練ってい

る最中なのですが、この辺は作業日程、工程のほ

うがありますので、ちょっと漠然としております

けれども、できましたら２月のお尻ぐらいまでに

はある程度のものをつくらなければならないなと

思っております。そうしませんと年度末に間に合

わないので、そのあたりが一つのポイントになる

かなと思っておりますが、何せ作業が作業であり

ますので、場合によってはちょっと後ろ倒しにな

るかもしれません。ただ、できるだけ早くわかり

やすいものをつくらなければならないと思ってい

ますし、年度開始になりますとそのぐらいが一番

いいのかなと思いますが、多少の３月のマージン

というものは今とらさせていただいた上での発言

ということで御理解いただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 今言われたように、日

程的にはそういうふうになっていかなければ間に

合わなくなってしまうといいますか、ただそうい

う意味では時間が本当にない中でより多くの市民

の皆さんに理解をしてもらったりということがあ

ると思います。やはり意見をいただくということ

を考えたときに、たくさん聞いていただくだけで

はなくて、たくさんの方に意見をいただくという

ことに対しては、やはりこちらから思いを伝えな

ければそれに応えてはくれないというふうに思い

ます。そういう意味では、少し基本計画なりから、

先ほどあった１０年後に名寄市がどういうふうに

なっているか、どういうイメージを抱いているか

というのも含めてお伝えする必要があるというふ

うに思います。市長任期の連動というふうにも言

われていましたから、例えば市長の思いと市長が

考える名寄の１０年後というのをこの際お示しし

ていただければというふうに思います。それは、

それぞれダイジェスト版なんかをつくって説明す

るときにも市長の考えこういうことだよというこ

ともやっぱり伝えるべきだというふうに思います

し、その中で改めて市民の皆さんからいろんな意

見を聞いたものをまた最終盛り込んでいくという

ふうな形をとるべきかなというふうに思っていま

す。

例えば１０年後市立病院どうなっているかとか、

そういうふうな個別の課題や何かで少し市長のイ

メージを伝えるとかしてもいいのではないかとい

うふうに思います。これは、ちょっと私が考えた

ものですけれども、例えばこういうことです。１

０年前から取り組んだ名寄市まち医者移住計画、

補助金制度の成果で、来ていただいた皆さんが町
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中に市が提供したメディカルビルに開業し、待合

室ではきょうはＡさんが来ていないようだからぐ

あいでも悪いのかいなどと、これはちょっと冗談

ですけれども、病気の予防も含めて連日にぎわっ

ている。病院にぎわってはだめなのですけれども、

そういうこととか、さらにその中で開業医がふえ

て、ふえたことで病診連携が確立して、その結果

市立病院の機能強化が図られると。その中でさら

に、そういう状況になったので、神の手を持つと

言われたブラックジャック先生の招聘にも成功し

た。そうなると、これは道北圏域を飛び越えて長

年交流のあるサハリンからの患者さんの受け入れ

もできる世界の名寄市立病院と言われるようにな

ったとか、これは完全に物語かもしれませんけれ

ども、一つ一つの施策を打っていったときにそう

いうふうなことを想像できるような、名寄市の病

院事情、医療の状況がそういうふうになるのだと

いうようなことが想像できるような、あるいは市

長が考えているものはやっぱり伝えていくという

ことが必要ではないかと思います。

例えば大学のことも、今実際に地元就業の支度

金助成事業を始めるということになりました。そ

れによって市内に定住した市立大学の卒業生が例

えば起業チャレンジ奨励金制度、これあるかどう

かあれですけれども、を利用して大学時代の仲間

と有資格者のいる栄養管理の行き届いたベビーシ

ッター業を起業し、２４時間対応してくれること

から、夜間の勤務がある介護職員、医師、看護師

などに好評で、介護や医療関係の人材定着にも一

役買うなど評判の事業者となるなど、次々と若者

の起業者がふえ、まちは活気づいているとか、こ

ういったこととかを想像できるようなことにつな

がるような施策を盛り込んでいただくといったこ

とがいいのではないかと。例えば基幹産業の農業

の関係でいえば、それはちょっと考えたのは、基

幹産業の農業を支援するため、名寄市新エネルギ

ー・省エネルギービジョンに基づき取り組んだ太

陽光ミニ発電所事業で、各戸に取りつけた太陽光

発電システムから生み出される電力で全世帯がオ

ール電化の住宅となり、同時に進めたトイレの水

洗化事業とあわせて快適な生活様式が確立され、

発電の容量の大きさから融雪とハウス内冷暖房に

活用され、冬期間の作物の栽培も可能になり、農

家の事業内容にも大きな変化をもたらし、所得も

倍増した。また、農作業の機械も電気を動力とす

る大型機械、小型機械の実験開発の拠点となり、

大きな事業所の誘致に成功し、二酸化炭素の温室

効果ガスの排出量の減少にも貢献する名寄発の農

作業機械が全国で活躍するようになったみたいな

ことがあってもいいのではないかと。そういうや

っぱり少し想像できるような施策になるように皆

さんから意見を拾い出す、そういうことができた

ほうがいいのではないかと思いますけれども、市

長のお考えをお聞かせいただければと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） これダイジェスト版をそ

のようなことにつくり込めというお話ではなくて、

ちょっとなかなかイメージつかみにくかったわけ

ですけれども、当然今回総合計画をつくり込んで

いく中で、課題だとか目指すべき方向性のとりわ

け名寄らしさというか、名寄が向かうべき今まで

の特色だとか、それを生かしてこう伸ばしていく

のだというようなことは恐らく見えてきているの

だと思うのです。それをうまくピックアップをし

つつ、わかりやすくお示しをすると。さらには、

そこに市民の皆さんがこうなるかもしれないねと

いう夢を描けていけるようなことも、当然今お話

をいただいたということ、そういうエッセンスを

入れたらどうかということだと思います。ぜひそ

こは参考にさせていただいて、見てそうだよねと

いうことで皆さんがこれからのまちづくりをみん

なでやっていきたいと、こう思えるような、そん

なものにできる、そのことは大事な視点だという

ふうに思いますので、しっかりと受けとめさせて

いただいて、できる限りそういう思いが込められ

るように努力をしていきたいというふうに思いま
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す。ありがとうございました。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） せっかくですから、市

長が思っている名寄らしさというか、ぱっと浮か

ぶものって例えばどんなものがありますか。そう

いうことを訴えていっていただければいいかなと

思うので、ぜひそれだけはちょっとお知らせいた

だく。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 私がどうのこうのという

よりも、これまで総合戦略あるいは総合計画の中

で大体浮き彫りになってきていると思うのです。

そこをしっかりと具現化していくということでよ

ろしいのではないかというふうに思います。それ

が私の思いであると。冬季スポーツの問題にして

もそうだし、大学の問題にしてもそうだ。そうし

たことで結構出てきていますよね、問題となって

きているものが。

（「課題としてあるけどさ、名寄らしさって。市

長が思う名寄らしさってどんなもの」と呼ぶ者あ

り）

〇議長（黒井 徹議員） 正式に発言してくださ

い。

奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 済みません。市長が思

う、今課題としてそれぞれこの間ありますという

のはそのとおりだと思いますけれども、市民の皆

さんにメッセージとして市長が思っている名寄ら

しさ、こういうことがあるのだよということは伝

えてもらったほうがいいかなと思ったので、それ

についてお答えいただければと思いますけれども、

どうですか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） これまでも議論してきて

いる中で、冬が長いので、冬をいかに楽しんでい

こうかと。それを上手に利活用していこうであり

ますとか、名寄市には歴史的に積み上げた特有の

財産、大学だとか、病院だとか、こうしたものが

ありまして、そこをさらに生かしていくともっと

福祉も含めてよくなるまちではないかとか、いろ

んな思いがありますし、これは私の思いだけでは

なくてみんなが培ってきたものが言わせているの

だというふうにも思います。これは、この間の議

論の中でも積み上がってきているものであります

ので、改めて議論経過の中でしっかりとダイジェ

スト版にも反映させていきたいというふうに思い

ます。

また、新年に入りまして、私も広報で１月号に

自分の思いは述べるので、あるいは新聞でもそう

いう私なりの考えは示そうとは思いますので、そ

こもぜひ参考にさせていただきながら、また総合

計画というのはちょっとまたロングスパンなもの

ですから、これはしっかりと市民の皆さんにいた

だいた議論をもとにつくっていくべきものだとい

うふうに考えていまして、その中でみんながこう

やってまちづくりをつくっていこうというような

仕上がりになるようにぜひ努力をしていきたいと

いうふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 無理無理しゃべってい

ただきまして済みません。今ありましたように、

市長のその都度、その都度自分の思いを述べてい

るというふうには思いますけれども、せっかくの

総合計画という形で最上位のものをつくろうとし

ていますから、改めてその辺については今まで以

上に市長からも発言というか、していただいたほ

うがいいと思いますし、そのことも含めて盛り込

まれた、市民の皆さんと一緒につくったものとい

うふうになったほうがいいと思いましたので、そ

のことも強くお聞きしたところであります。

私たちも先ほど言いましたように、まだ１回し

か意見交換していません。この後も引き続き開催

をしていきながら、いろんな意味で計画づくりに

も参画したいというふうに思いますので、一緒に

つくり上げていきたいと思いますので、引き続き

理事者の皆さんについてもよろしくお願いをした
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いというふうに思います。

それでは最後に、介護の関係について、介護人

材の関係についてお聞きをしたいというふうに思

います。冒頭に馬場室長からありましたように、

具体的な対応策をそういう意味ではすぐに打った

というふうに思います。今回の補正含めて取り上

げていただきまして、すぐさま実行できるように

ということで、そういう意味ではスピード感のあ

る対応でありますし、実効性のあるものだという

ふうに思いますので、利用していただく人、これ

からということになると思いますけれども、少し

でも多くの人に利用していただけるように、ぜひ

私どもできる限りのことをしたいというふうに思

いますけれども、実効性の上がるようなものにつ

くり上げていくように再度お願いをするところで

あります。

そういう中で、ちょっと何点かお聞きをしたい

というふうに思います。施設の状況、指定管理し

ています特別養護老人ホームの入所の状況、それ

から入所の推移あるいは職員の状況について、こ

の間の変化についてあればお知らせをいただきた

いと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） ただ

いま議員から特養の入所状況、現状等についての

御質問だと思いますけれども、特別養護老人ホー

ム清峰園としらかばハイツの入所状況でございま

すけれども、清峰園につきましては入所定員１０

０人に対して現在９０名の入所、しらかばハイツ

では８０名に対し７０名の入所となっておりまし

て、依然として両施設を合わせて２０名のあきが

あるという状況でございます。また、職員につき

ましては、現在清峰園では介護職員の定数６０名

に対しまして５１名、しらかばハイツにおきまし

ては定数３７名に対して３１名となっておりまし

て、両施設合わせて１５名の介護職員が不足して

おりまして、９月に御報告させていただきました

状況のときと比較しまして同様な状況が続いてい

るという状況でございます。

清峰園におきましては、定員１０名のユニット

を１つ閉鎖させていただきまして、介護職員に合

わせた受け入れ態勢をとっていますが、しらかば

ハイツにつきましてはこの１２月及び来年２月に

４名の介護職員の退職を予定しているということ

で報告を受けております。退職の理由といたしま

しては、結婚によるものが２名、出産によるもの

が１名、体調不良によるものが１名ということで、

両施設合わせて今年度末におきまして１９名の介

護職員が不足する状況であるということで報告を

受けておりまして、大変厳しい状況であるという

ふうに認識しているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） ということになると、

４月の時点でも相変わらず職員については不足を

するということになるということになるのですね。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 先ほ

ど年度末で１９名ということでお話しさせていた

だきましたが、壇上で新規職員が６名、４月時点

で採用になるというふうにお話しさせていただき

ましたので、差し引き１３名の介護職員が不足す

るという状況で、現行の１５名よりも２名ほど改

善する状況にはありますけれども、そういった非

常に厳しい状況にあるというところは継続してい

るものでございます。

以上でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 不足の状況が続く。た

だ、４月に向けては新規の採用も含めて少し努力

していただいた形が出ているのではないかという

ふうに思いますけれども、そうなるとやはりどう

やって人材を確保するか、来ていただくか、採用

するかということになると思いますが、また今あ

りましたように退職されないような形をとるとい
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うのも一つの方策だと思います。先ほど来退職の

理由でいえばやむを得ない部分もあるかというふ

うに思いますけれども、改めて前回の定例会の中

では職員アンケートを実施して、その結果に基づ

いて取り組みをするのだというふうにお話があっ

たというふうに思いますけれども、その辺につい

て取り組みの状況、具体的に取り組んだことがあ

ればお知らせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 事業

団のほうで行いましたアンケート調査につきまし

ては、併設しておりますデイサービスセンターの

介護職員も合わせまして名寄地区で６３名、風連

地区で３４名、合わせまして９７名の方々に対し

て実施したということで報告を受けております。

今回のアンケート調査につきましては、複数回答

を含む選択方式による集計結果でございまして、

アンケート内容の結果では、主な内容では賃金や

手当等の設問に対しては改善を望む意見が最も多

く占めておりまして、また働く上での悩み、不安

や不満などの設問では介護職員の人材不足による

意見が上位を占めていたというような状況でござ

います。これらの調査内容の調査結果に踏まえま

して、事業団では改善に向けた対応策を検討して

おりまして、現場からの要望を受けて徐々にでは

ございますけれども、職員の採用試験にあわせま

して準職員の正職化を図っているといった状況に

なっているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） アンケートの答えの中

では、具体的な賃金や手当のことについても要望

があったというふうになっているのだと思います。

そういう意味で事業団独自のあれですから、どこ

まで言えるかというのはありますけれども、指導

する立場にあるという点からいえばそれぞれの独

自の賃金体系で明らかに賃金の関係ふえたのだと

いうふうな、そういったことが実感できるような、

そういったことについても指導すべきではないか

というふうに思いますけれども、それについては

いかがでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 今議

員からの御質問のとおり、事業団の賃金体系につ

きましては名寄市の賃金体系を参考に制定をして

いるということで、私ども独自で確認をさせてい

ただいた状況では、旭川市あたりではいろんなフ

リーペーパーで募集をしているというようなとこ

ろも参考にさせていただいていますけれども、私

どもの準職員で旭川市内の事業所さんの正職員と

大体同じぐらいの金額の設定をされているという

ふうに私どもとしては認識をさせていただいてい

るというところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） 具体的な賃金の体系な

り決めるということは当然ならないでしょうし、

どういう形で伝えるかというのは考えていただか

なければならない部分だというふうに思いますけ

れども、働いている人からの要望があるというこ

とでいえば少し実感できるような形で対応するべ

きかというふうに思いますので、それについてそ

ういうふうに要請をするところであります。

市のほうから事業団のほうに数名派遣をしてい

るのだというふうに思います。そういう意味では、

現場の状況を把握しながら職員の皆さんとしっか

りやりとりして、業務の改善や何かに努力をして

いただいているのだというふうに思います。その

中で現場の管理者からの要請や要望、そういった

ものは具体的にありましたか。

〇議長（黒井 徹議員） 馬場こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（馬場義人君） 事業

団におきましては、議会でも議決いただきました

公益法人等への名寄市職員の派遣等に関する条例

に基づきまして、清峰園に２名、しらかばハイツ
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に１名の管理者を派遣しまして運営を行っており

ます。介護人材を確保するために、現場からの提

言を受けまして、今まで正職員、準職員ともに採

用後半年間の試用期間は日額の賃金を支給してい

たわけですが、２８年４月１日以降の採用者から

給与規定の見直しを行いまして、月額賃金としま

して処遇改善を行っているところでございます。

〇議長（黒井 徹議員） 奥村議員。

〇６番（奥村英俊議員） そのほかにはなかった

のでしょうか。私の聞いたところでは、介護職員

だけではなくて、職種として看護師さんだったり、

いろんな職種の方が清峰園の中にいます。看護師

の増員も希望とか要望があるのだという話も聞い

たところであります。機能的には、そこがふえる

ことによって全体に介護の人たちの負担が軽減さ

れたりということもあるようでありますので、そ

ういったことも要望として出ているというふうに

お聞きしましたので、これを確認をしていただけ

ればというふうに思いますので、よろしくお願い

をしたいというふうに思います。

先ほど新規の採用者がということでお話があり

ました。聞くところによると、介護の専門学校で

あったり、大学も含めてなかなか専門学校自体が

定員割れしているとか、本当に人材の確保にそこ

からもう苦しんでいる、そういった状況だという

ふうにお聞きしています。新たな高卒の方や新人

の方採用することが何人かできるということであ

りますけれども、さらに例えば清峰園でいえば口

腔ケアとかみとりの関係ですごく利用者の方から

も高い評価を受けているのではないかというふう

に思います。私も直接そういうふうに、すごくい

いのだよというふうにお聞きをしました。そうい

った特徴的な施設の状況、取り組みをやっぱりこ

れから介護を目指す人たちにしっかり宣伝ではな

いですけれども、お伝えをしながら一緒に働いて

もらう気持ちになってもらう、そういうふうな取

り組みが必要ではないかと思います。そういう意

味では、これはもう中学生だったり、高校生であ

ったり、なるべく早い機会を捉えて直接職員の方

が訴えるような、そういった取り組みも必要かと

思います。これは、既に市立病院でも人材確保の

関係では看護師の皆さんみずからそういったこと

に取り組んでいるというふうに思います。名寄市

ではそういったいろんなノウハウもありますから、

それをしっかり今後取り入れていただければとい

うふうに思います。

ちょっと別な話になりますけれども、先ほど来

現状人材が不足をしているということでいえば、

指定管理している状況からいうといいという状況

ではないというふうに思います。ただ、指定管理

を外すとか、そういうことにもならないのではな

いかというふうに思いますけれども、満足な条例

上の指定管理の条件を満たしているというふうに

も言えないというふうに思います。そういう中で

風連のフロンティアハウスとの合併があるという

ふうにもお聞きをしました。現状なかなか安定し

て経営をしているというふうには思えませんので、

そういった中で合併が進んでいるということにつ

いてどうなのかお聞きをしたいというふうに思い

ますけれども、時間がないので、あわせて定員が

不足している、こういった状況が春まで続くとい

うことになりますけれども、これ以降の具体的な

考えている取り組み、それから現状の現在の状況

になっていることに対しての責任の所在とそうい

う意味で課題解決に向けての、これは名寄市挙げ

てということになると思いますので、市長の決意

も含めてお伺いをしたいというふうに思います。

私たちも黙ってあれせい、これせいと言っている

だけではなくて、やっぱり一緒に取り組まなけれ

ばならないというふうに思っています。これは、

名寄市全体として取り組む課題だというふうに思

っていますので、ぜひ市長の決意をいただきなが

らともに進んでいきたいと思いますので、よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） さまざまな御心配と御提
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言をいただきありかとうございます。

前回議会からできるあらゆる手段を知恵を出し

てやっていくという覚悟でこれまで取り組んでき

たつもりでありまして、先ほどの介護人材の支援

制度の立ち上げ、さらにはできる限り潜在あるい

は興味を持たれる方の掘り起こしということでや

ってきているわけですけれども、なかなか目先の

成果が出ていないということは事実でありまして、

非常に厳しい状況だと思います。なかなかやっぱ

りこれは即効性のあるもの、あるいは中でやれる

ことをということも、少しでも改善ということも

考えましたけれども、つけ焼き刃の、先ほど議員

がおっしゃるように政策、できることはやるのだ

けれども、しかし中長期的に見てできることをし

っかりと着実にやっていくということが必要なの

だろうというふうに思います。

事業団の関係でいうと、今事業団がやっている

すばらしい部分をＰＲをしてもっと外に、専門学

校やいろんなところに発信をしていくべきではな

いかというのはもう本当にそのとおりだと思いま

す。ここはさらに、今までも回っていますけれど

も、工夫をするように、さらには職員の皆さんが

そこで説明をすることでまた自分たちの仕事への

モチベーションにもつながってくるのではないか

というふうにも思いますので、ぜひ意見を参考に

し、取り入れるところは取り入れていきたいとい

うふうに思います。

フロンティアハウスとの合併は、もうかなり前

から積み上げてきたものでありまして、問題なく

進めていけるというふうに思いますけれども、こ

のことを通じてまた新たな可能性も追求していけ

るのではないかというふうにも思っています。何

よりも職場の環境がやっぱりみんながモチベーシ

ョン高めてやりがいを持ってやっていただく、そ

うした環境になれることが大事だというふうに思

います。報酬の関係もありましたけれども、これ

は全市的に見てなかなか今報酬をどうのこうのと

いうことは難しいわけでありますけれども、組織

でしっかりとモチベーションが高められていける

ようなことをこの合併を契機に組織の大きな刷新

も含めて検討していきたいというふうに考えてい

るところでございます。

いずれにしても、名寄市は病院もあって、大学

もあって、そして福祉施設、さらには人材開発セ

ンターとか、そういった意味でそうした介護人材

を支えていける基盤がしっかりとあるというふう

に認識していますので、それをしっかりと連携を

させて、今後ともこの課題解決に向けては全力を

もって邁進していきたいというふうに思いますの

で、引き続き議員の御指導、御鞭撻をいただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で奥村英俊議員の

質問を終わります。

国民健康保険の都道府県単位化に伴う市民負担

について外１件を、川村幸栄議員。

〇５番（川村幸栄議員） 通告順に従いまして、

質問をさせていただきます。

まず最初に、国民健康保険の都道府県単位化に

伴う市民負担について伺います。１つに、国民健

康保険制度の改革について、２０１８年度、平成

３０年度から実施されることとなっています国民

健康保険制度の改革について、１１月１日、全道

市町村説明会が行われたと聞いています。どのよ

うに変わるのかお知らせをください。

２つに、制度の改革内容の市民周知について伺

います。国民皆保険制度として進められてきた国

民健康保険制度ですが、制度の改革についてこの

間の市民周知はどのように行われてきたのか、そ

して今後実施までの１年間どのように市民に周知

していくのかお知らせください。

３つに、市民負担について伺います。道に移管

後の市町村ごとの保険料試算額が公表され、１１

月２日付の地方紙に掲載されました。市民からは、

保険税額がどうなるのかなど不安が広がっていま

す。今後の市民負担についてお知らせをいただき

たいと思います。
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大項目２つ目に、就学援助の充実について伺い

ます。１つに、保護者への周知について伺います。

新入学児童生徒の保護者への周知について、在校

児童生徒の保護者への周知についてどのように行

われているかお知らせください。

２つに、新入学準備金について伺います。さき

の決算審査特別委員会にて前倒しの支給を行って

いる他市の状況等を研究して、本市でも実現に向

けて検討をと要望してまいりましたけれども、本

市として今後どのように取り組まれようとしてい

るのかお聞かせいただきたいと思います。

以上、この場からの質問といたします。よろし

くお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 川村議員からは、大

項目で２点にわたりまして御質問をいただきまし

た。大項目１につきましては私から、大項目２に

つきましては教育部長からの答弁となりますので、

よろしくお願いします。

初めに、大項目の１、国民健康保険の都道府県

単位化に伴う市民負担について、小項目１の国民

健康保険制度の改革について、小項目２、制度の

改革内容の市民周知について、小項目３、市民負

担についての３点について、関連がありますので、

一括して申し上げます。国民健康保険は、国民皆

保険制度の根幹として重要な役割を果たしており

ます。加入者は、高齢の方や低所得の方が多く、

財政基盤が脆弱であるという構造的な問題を抱え

ております。加えて高齢化の進展や社会情勢の変

化に伴い、これまでのように市町村で長期に安定

した運営を行うことが大変難しい状況となってき

ております。このような中で、昨年５月に国保の

都道府県単位化が明記された持続可能な医療保険

制度を構築するための国民健康保険法等の一部を

改正する法律が成立をし、平成３０年度から国民

健康保険の財政運営の責任主体が市町村から都道

府県に移行し、都道府県が安定的な財政運営や効

率的な事業運営のための中心的な役割を果たすこ

とになりました。今後は、医療費の負担を都道府

県が担うことになるため、急激な医療費の上昇に

よる財政不安が解消される一方で、市町村は被保

険者の資格管理、保険料の賦課徴収、保険証の発

行、医療費の適正化に向けた保健事業等、地域に

おけるきめ細やかな事業を引き続き担うことにな

ります。これらの役割分担のもと、都道府県は市

町村ごとに年齢調整後の医療費水準や所得水準を

考慮して納付金の額を決定をし、その納付金を納

めるために必要な標準保険料率を市町村に提示、

公表をします。市町村は、これを参考に保険料の

賦課徴収を行うこととなります。

先日新聞報道等で北海道の第１回目の仮算定結

果が公表をされました。納付金を被保険者数で割

った１人当たりの保険料は、全道市町村の約半数

に当たる８５の市町村で上昇し、名寄市におきま

しても ７％の増加となりました。増加した市町

村の主な要因としましては、加入者の所得水準が

全道平均と比較をして高いことや前期高齢者の加

入割合に応じて交付をされている前期高齢者交付

金が市町村への直接交付から北海道へ一括交付と

なることで、前期高齢者の加入割合が高い市町村

は保険料が上昇をする傾向にあると言われており

ます。しかし、今回の仮算定は新制度への移行準

備の一環として、さらには一定の条件のもとで保

険料の変化を把握するためのものであって、実態

の納付金ではなく、あくまでも傾向としてつかん

でいただくものとされております。北海道では、

今回の仮算定の結果を参考に市町村との協議を進

めながら、激変緩和の考え方ですとか基礎データ

となる数字の精度を高める必要があるとしており

ます。来年１月に第２回目の仮算定が行われる予

定となっておりまして、その結果を踏まえ引き続

き北海道に負担の緩和を含めてさまざま要望をし

てまいりたいと考えております。

また、新制度におきましては、これまで同様軽

減や減免措置により被保険者の負担の軽減が図ら

れるほか、新たに今まで市町村単位だった高額医
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療費の多数該当が都道府県単位で引き継がれ、被

保険者の自己負担が軽減されることとなります。

次に、市民周知でございますけれども、今後と

も広報やホームページを通じて新制度の概要など

を市民の皆様に周知をしてまいりたいと考えてお

りますが、今後は現在の負担がどのように変わる

のか、とりわけ関心の高い負担にかかわる制度改

正が予定をされているということでありますから、

できるだけ早く丁寧にお知らせをする必要がある

と考えております。新年１月号の広報では、平成

３０年度から都道府県が国保財政運営の責任主体

となること、市町村は保険税の賦課徴収や保健事

業など市民に身近な業務を引き続き行うことなど

をお知らせをする予定ですので、御理解のほどを

よろしくお願いします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 私からは、大項目２、

就学援助の充実についてお答えいたします。

初めに、小項目１の保護者への周知についてで

すが、本市におきましては各小学校が新入学児童

を対象に一日入学を実施する時期に合わせ１月中

には各学校に就学援助制度についてのお知らせと

申請書を送付し、学校より在校生を含め保護者全

員に配付をしていただいております。申請書の受

け付けは、在校生は３月上旬まで、新入学児童生

徒は４月上旬までに学校に提出いただくことにな

っております。提出に当たっては、プライバシー

の確保に十分配慮していただくよう学校にお願い

をしているところであります。各学校からは、学

校長の所見をつけて教育委員会に申請してもらい、

教育委員会では申請をもとに認定事務を進め、４

月末までには申請者に認定の可否通知をしている

ところであります。

次に、小項目２の新入学準備金についてですが、

本市においては新入学用品費の支給については小

項目１でお答えしたとおり４月末の認定事務が終

わってからの手続となりますので、６月中に保護

者へ支給してきております。議員には、入学にか

かわってかかる費用への支弁と考えれば前年度中

に準備金という形で支給すべきとの考えをお受け

しますが、まず所得の捉え方が大きく影響してき

ています。現在は、前年の世帯全員の収入金額等

で認定事務を進めていますが、仮に前年度の３月

に新入学準備金を支給することになると、そのよ

りどころとなる収入金額は前々年のものになりま

す。新入学準備金については、前々年度の所得を

参考とし、他の品目については従来どおり前年度

の所得を用いるとなると認定事務が複雑になり、

申請者へも負担をかけることになります。

就学援助制度の充実ということでは、平成２７

年度からは医療費について認定前の４月分につい

ても医療券を支給し、助成を受けることを可能と

してきております。これは、齲歯などの継続治療

が必要な場合、医療券の支給をしないことにより

助成が受けられなくなることを避けるための措置

であります。新入学用品費については、６月と支

給時期は確かに遅くなりますが、就学援助の認定

を受ければ間違いなく支給されることになります

ので、当面は現状の取り扱いの対応としていきた

いと考えておりますので、御理解をお願い申し上

げます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） それでは、国民健康保

険の都道府県単位化に伴う市民負担から再質問を

させていただきたいと思います。

今回の都道府県単位化に向けて、私も何度か一

般質問等でも取り上げさせていただいてまいりま

した。市町村ごとに差がある保険料を平準化する

ことが最大の目的、こんなふうに言われています

けれども、この間私もいろいろ調べてきたところ

です。国民会議報告書、これを見てみますと、都

道府県単位化は医療提供体制の見直しを進めるた

めに行われ、国保財政の運営責任を都道府県が負

うことで効率的な医療提供体制、医療費の抑制を
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進める仕組みをつくるのだと、こんなふうに書か

れているかと思います。また、１０月２６日には

美瑛町で行われました上川管内の町村議会議員研

修会、ここにもオブザーバー参加として参加させ

ていただき、道の担当者からお話を聞き、学んで

きたところであります。またさらには、１１月１

日の先ほどもお話ししました全道市町村説明会の

資料を見せていただきながら、これからどう変わ

るのか、私たち国保加入者にどのような影響が及

ぶのか考えてきたところですけれども、どこを見

ても利用者である私たち市民の利便性が考えられ

たものではないというふうに、国民皆保険制度と

してさらによりよいものにしようという、そうい

った部分がなかなか伝わってきません。

では、何のための都道府県単位化をするのかと

いうふうにしていろいろ私なりに見ているのです

けれども、確かに負担の公平化、一律にしていく

ということなのですけれども、しかし地方自治体

が保険料の決定や収納などにかかわるというふう

に言われている。そして、この説明書の中には６

点ほど書かれているのですが、最後に保険料の収

納率向上というのが掲げられています。私はここ

のところが大きいのかなというふうに思っている

のですが、この点について何のために都道府県単

位化を行うのかと。先ほども持続可能な制度へと

いう御説明がありましたけれども、しかし負担の

公平化、医療費水準の地域差を考慮する云々、前

期高齢者交付金等の道への一括交付と。先ほど御

答弁いただいた内容なのですけれども、保険料の

収納率向上と、ここが掲げられていることについ

てどのように捉えているのかお聞かせをいただき

たいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 議員から御指摘をい

ただきました。とりあえず今回の第１回目の仮算

定では、どういう方向に進むのか、一番市民の関

心が高い負担のあり方がどういうふうになるのか、

これが残念なことに余り見えないということで、

先ほども申し上げました。来年の１月には２回目

の仮算定結果が公表されるということになってご

ざいます。保険税の決定は、引き続き市町村がや

るということになっておりますので、今後数字が

ある程度確定した段階では制度改正、運営協議会

に諮りながら税率を決めていかないとならないと

いうふうに考えております。

それともう一点、どうして収納率が入るのかと

いうことなのですけれども、これは従来から国保

制度、公平性を担保する。保険制度ですから、皆

さんがひとしく保険料を負担してまさかのときに

備えると、こういう制度でありますから、都道府

県化をしたという背景には被保険者を全体をふや

すと、こういう発想がございまして、それの流れ

の中で都道府県化ということが出てきたというふ

うに認識はしておりますけれども、どうしてここ

で収納率がということなのですが、収納率につい

ては先ほど申し上げました公平性を担保するとい

う意味で、従来とも取り組みがされている項目で

ございますし、今後とも公平性を担保するという

意味では収納率、これは１００％は難しいのかも

しれませんけれども、しっかりとして対応してま

いりたいと思っております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 国保加入者がこれから

高齢化が進む中で、当然国保の社会保険だとか、

また共済だとか、けんぽだとか、健康保険組合だ

とか、そういった部分での保険から、退職されて

多くの方が国民健康保険に加入していくというこ

とになるかなというふうに思うのですが、国保加

入者の変動といいますか、平成２７年６月１日現

在のを調べましたら、名寄市では ９９１世帯の

加入となっていました。あわせて調べたら、滞納

世帯が２０７世帯、短期証交付世帯が７０世帯と

あったところです。大きく広げて平成２８年版の

厚生労働白書を調べてみましたら、大体６５歳ま

での方の３分の１が国保加入、前期高齢者でいう
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と９割方国保に入っていると。その説明の中にこ

んなふうに書いていました。国民健康保険では、

他の医療保険制度と比べると加入者の平均年齢が

高いため、１人当たりの医療費は相対的に高くな

る。当然だと思うのですけれども、また平均所得

が比較的低いため、保険料収入は相対的に不安定

なものになっていると、こういうふうに説明書き

がありました、白書の中で。だからこそ、国の支

援が必要だと私は思っていて、常々言ってきてい

るのですけれども、この滞納者のところも先ほど

ちょっと御紹介しましたけれども、滞納者への対

応について、今現在名寄市資格証を発行せずに短

期証で発行していると。減免実績の状況等お知ら

せをいただきたいというふうに思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 今短期証の状況につ

いてお尋ねをいただきました。短期証の１２月の

交付状況ということなのですけれども、こちらが

６７世帯１１４人に交付ということで、割合とし

ては ８％ということになってございます。また、

従来ともそうなのですけれども、高校生以下のお

子さんというか、被保険者、これ１２世帯１８人

ということになっているのですけれども、こちら

のほうは３カ月ではなくて６カ月の期限のものを

交付をさせていただいております。

それと、滞納の状況ということであわせてお尋

ねがありました。当市は国民健康保険、市税もそ

うなのですけれども、高い収納率がありまして、

国保の収納率につきましては９ ７６％というこ

とで、全道の都市の中でも高い収納率となってご

ざいます。それで、現年度の中では１９５世帯が

滞納世帯ということになっておりまして、加入世

帯の割合にすると ３％という状況になってござ

います。

滞納についてどうかということでもお尋ねあり

ました。我々としては、先ほども申し上げました

公平性を担保するという意味合いからも納税相談

を中心にきめ細やかな対応を行っておりまして、

引き続き相談を基本にしながら、生活状況を把握

をしながら丁寧な対応をしていきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 今短期証だとか、また

高校生のいる世帯には６カ月の短期証をというよ

うなお話がされました。先ほど冒頭の御答弁の中

で、道に移管されても例えば法定軽減であったり、

減免だったり、こういったことはそのまま引き継

がれるとおっしゃったかというふうに思うのです

が、そのように受けとめていいのでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 軽減の制度や何かは

そのまま移されるということで、基本的に政令事

項でして、市町村の条例の中で決まるような格好

になっておりますので、今後とも変わらず軽減に

ついては市町村の中で決まるということになると

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 今滞納者の方々への対

応について、公平性を保つためにもということで

きめ細やかな対応、そして丁寧な対応を、納税相

談を受けていくというふうなお話があったところ

です。

１２月の広報に市税は納期内に、これ当然だと

いうふうに思いながらも、納税に困ったらまず相

談をと小さく書いてあるのです。前に昨年も言っ

たかと思うのですけれども、やっぱり相談のとこ

ろを大きくしていただきたいなというふうに思っ

ているのです。これを見て何人かから、確かに納

めなければならないのは当然だというふうには思

うけれども、相談のところが本当に小さくないか

と。スペースで、相談と書いたらスペースです。

部長がきめ細やかな丁寧な納税相談、こう言って

いる割には夜間窓口も、夜間窓口の日程は２６ペ

ージにということで全然違うページに書いてある

のです、日程が。この広報ですよ。１２月号。で

すから、やっぱりそういった部分でどうなのかな



－190－

平成２８年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号

というふうに思っていましたら、実は納めなけれ

ばならないと思いながらも病気をして、ちょっと

商売、商売をされている方です、休んでしまった

ので、払うことができないということで窓口に相

談に行かれたということでした。そこで、何とか

聞いたことがあった分納、１回分か、２回分か、

ちょっとそこ確認してこなかったのですけれども、

督促状が来ていて、それで思い切って窓口に相談

に行ったと。分納で何とかしてもらえないだろう

かと。少し多くしてもらって、少しずつ払うよう

にしたいのだという御相談に伺ったら、そのよう

なサービスはしていないと言われたということで

す。これ御本人から聞いてきた言葉なのです。で

すから、税金だし、何とか納めなければならない

と思って、そして相談に伺ったらそういった言葉

が返ってくると、本当にその言葉も高圧的に話さ

れたというふうに御本人はおっしゃっていました。

これは、私はそこに行っていないので、確認する

ことはできませんけれども、もう窓口に行く気に

なれないと。だけれども、周りの人にそうやって

言っていたらどんどん、どんどん滞納になってし

まうので、やっぱり行ったほうがいいということ

で、それから２度ほど窓口に行って分納してもら

うことになったというふうには言っていますけれ

ども、ただ納税意識、意欲をそぐようなことにな

っていないかということだと思うのです。そのと

きには、夜間窓口もありますよというような御案

内はなかったというふうなお話でした。この件に

ついて部長はどのように受けとめるでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 大変どうも失礼をい

たしました。

まずは、広報の関係、その辺はできることから

やるという意味では本当にすぐ直せる部分ですの

で、改善をしたいと思います。

それと、納税相談の件、基本的にそのようなこ

とはないというふうに思っておりました。ただ、

仕事の性質上、どうしてもなかなか難しい仕事で

はあるというふうには認識をしておりますが、だ

からこそ受ける我々としてはしっかりと相手の意

向を確認しながら、丁寧にやっぱり対応していか

ないとならないというふうに思っています。差し

支えなければ後ほど個別の案件教えていただけれ

ばと思ったりしていますけれども、今後ともその

ようなことがないようにしっかりと見守っていき

たいというふうに思っていますので、よろしくお

願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 確かに滞納してはなら

ないし、何とか少しでも納めていかなければとい

うことで、病気をしながら収入も減る中で、やっ

ぱり思い切って窓口へ行って相談をしていると。

そういったところら辺をやっぱり酌み取っていた

だかなければ、おくれた人が全て何かずるをして

とか悪意でということになるのかといったら、そ

うではないと思うのです。本当にごくわずかのと

ころが、悪意の人が全然１００％いないとは言い

ませんけれども、ほとんどの方はそういった事情

がある中で行かれているのだといったところかな

というふうに思います。

先ほどもお話ししたように、夜間窓口の問題も

やっぱりここに文章としてはお気軽に御利用くだ

さいというふうには書いてあるけれども、７時半

までですから、これも検討していただきたいとい

うふうには思うのですけれども、御商売されてい

ると７時まで仕事で、もう本当に慌てていかなけ

ればならないということになるやもしれませんの

で、時間の延長等も御検討いただければなという

ふうに思っているので、その部分についてお考え

をお聞かせいただければと思うのですが。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 夜間納税窓口という

ことで、これ基本的にはそんなにお客さんが来る

というような対応ではないのですけれども、そも

そも滞納者が少ないという背景もあるのですけれ

ども、滞納の方に連絡をとって相談をさせてくだ
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さいということで、最近は連絡をとって約束を取

りつけて、夕方６時ぐらいに来ていただくという

ような対応をとっているというふうに聞いており

ます。さらには、時間が遅くなるということでし

たら、例えば８時とか、その時間まで待って、そ

の上で対応するというようなこともやっておりま

すので、いずれにしても現場の状況を見ながら対

応できることは対応してまいりたいというふうに

思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 広報にもあります、待

っているだけでは税金は払ってもらうことはでき

ませんというふうな書き方をされていますけれど

も、本当に寄り添って、やっぱりそういうやりと

りもしながら都合のいい時間に来てもらうという、

そういう心遣いしていただくことが重要だなとい

うふうに思っていますので、ぜひともよろしくお

願いしたいと思います。

それとあと、滞納を防ぐための対策といいます

か、収納率を上げるための対策のところだという

ふうに思うのですが、先ほども御紹介した美瑛町

での町村議員研修、この説明の中にちょっと気に

なる部分がありました。例えば収納環境の整備と

いうことで、コンビニ納付、クレジットカード納

付促進、名寄市でもそれが可能になっているわけ

ですけれども、私もこのときには本人の利便性も、

利用される方の利便性も含めて必要な部分もある

かなというふうに思いながら反対はしなかったの

ですが、ここに至って説明文の中に、見ますとや

っぱりここを強調しているということです、コン

ビニ納付、クレジットカード納付の。それが調整

交付金のメニューの拡充ということで、それで保

険者努力支援制度の交付額増へつなげるというふ

うなことになっているのです。それが非常に気に

なるところであります。コンビニ納付ですと利用

料がかかってくるわけですから、本人の負担にな

りますし、これは何か補助をというふうなことも

書かれていますけれども、それがそういうふうに

なるのかどうか、ちょっと見えてきません。ただ、

こういう事業をしている大手の企業にお金が回っ

ていくというふうになるのかなというふうに私は

危惧をしているのです。利用者の利便性というふ

うにばかり、そこだけを強調しているのですけれ

ども、本当にそれだけなのかどうかというところ

ら辺が非常に不安といいますか、危惧を感じてい

ます。このところについてお考えをお聞かせくだ

さい。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 議員からは、コンビ

ニ収納の件での質問かなというふうに捉えました

けれども、名寄市はクレジット収納、これは導入

してございまして、昨年度の実績で３７世帯が使

っているというような実績もございます。ただ、

コンビニ収納に関しましては、過去検討した経過、

議論した経過実はございまして、こちらのほうは

クレジット収納は利便を供与するということで、

納める方がお金を払って収納するという格好なの

ですが、コンビニ収納は税金のほうで手数料を払

うというようなことがあって、それはちょっと違

うのでないのかという議論があって導入にならな

かった、そんな経過がございます。ただ、若い人

を中心にコンビニに行ったついでにお金を払うと

いうようなニーズも何かあるというふうに伺って

おりますので、現場、税務課のほうとも状況を確

認をしながら対応してまいりたいというふうに考

えております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） これ道の担当者の方が

来て御説明いただいた部分にコンビニの、クレジ

ットカード納付の促進と書いてあるのです。これ

道の資料です。ということですので、ちょっと御

確認。促進ですから、こういうのもありますよと

いうのではないのです。ということで、ちょっと

確認をしていただければというふうに思います。

それで、この間の対応のところで、滞納のとこ
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ろで確認をさせていただきたい点が１つあります。

滞納がかさむと差し押さえがされるのですよとい

うことなのですけれども、預貯金の差し押さえと

いうこともあるわけですけれども、今給料だとか

年金ほとんど銀行振り込みになっていて、生活費、

お財布がわりに使っているという方も少なくない

というふうに思うのです。そういったときに預貯

金の差し押さえ、もちろん差し押さえについては

日常の生活に差しさわりのないということになっ

ていますけれども、そういった部分どのようにし

て判断をしてされているのか伺いたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 差し押さえに当たっ

て生活に支障のない範囲できちんと執行されてい

るかということなのですが、計算上生活費を除い

た上で差し押さえするというふうに決まっており

ますので、そのあたりは大丈夫かというふうに思

っております。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 大丈夫かと思うと。例

えば年金の支給日に年金が入って、そのままとい

うようなことはないのかどうか御確認をいただき

たいと思いますが、それはないというふうに押さ

えているということでしょうか、部長は。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 済みません。説明が

不十分だったと思うのですけれども、一応計算上

生活費を除いて差し押さえをするということです

から、給料もそうですし、年金もそうですし、生

活できないような差し押さえはしていないという

ことで御理解いただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） そこを徹底していただ

きたいなというふうに思っていますので、よろし

くお願いします。

あと次、国保支援金についてなのですけれども、

２０１５年度 ７００億円かな、全国でです。２

０１６年度もほぼ同額というふうに言われていて、

昨年の４定でもこの件について伺いましたら、軽

減措置の中で２割軽減がふえたのですというよう

な御説明があったかと思います。再度お伺いをし

たいと思うのですが、この部分はどのように使わ

れたのかお聞かせをいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 決算委員会でもお尋

ねをいただきました。平成２７年度から保険者の

基盤強化のための財政支援ということで、軽減対

象者の数に応じて全国マクロでは ７００億円の

財政支援が行われたということで、名寄市におき

ましては ６００万円の交付を受けたところでご

ざいます。そのときにも説明はさせていただきま

したが、現状では不足する医療費の支払いのほう

に充てているという状況でございます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 先日、１２月８日付の

北海道新聞だったのですけれども、国保支援金が

減額方針だということで、これに対して憤りを感

じている首長さんがいて、道や市長会などを通じ

て減額回避に向けて急遽中央への要請行動を行う

というふうな危機感を強めているという報道があ

ったわけですけれども、名寄市としては減額方針

の確認、またどのように取り組むかについてお考

えをお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 今 ７００億円とい

うことで説明をさせていただきました。広域化が

平成３０年度でなった時点ではプラス ７００億

円ということで、総額 ４００億円が支援をされ

るという状況になってございます。ただ、最近の

報道を見ますと、これが減らされるのではないの

かというような報道が一部あるのです。ただ、平

成２２年に広域化の議論が実は始まっていまして、

この間国からの財政支援がないということがあっ

て、今まで引っ張ってしまったという経過もあり

ますので、現状 ４００億円を表現は悪いのです

けれども、値切るというような格好になるのであ
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れば、地方六団体とか知事会含めてどういうふう

に対応していくのか、ちょっと不透明になってく

るのかなと思いますけれども、いずれにしても

４００億円だけでは我々は足りないというふうに

認識をしておりますので、そのようなことがない

ように一層の要望活動が必要なのかなというふう

に認識をしております。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 一定の要望活動が必要

かなということでありましたけれども、今御紹介

したようにこの報道の中では危機感を強めている

というふうな報道になっていましたけれども、こ

れちょっと加藤市長に聞いてよろしいでしょうか。

危機感を感じているという方もいらっしゃる中で、

一定の要望も必要かというところの差、どのよう

にお考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 今まさにこれ地方の団体

と厚労省で協議をしている真っ最中ということで

ありますので、このことをしっかりと見守ってい

きたいというふうに思っていますけれども、財源

が減らさせることに関しては我々危機感を感じて

いるところでありまして、しっかりとこの行く末

を見据えた中で、結果を踏まえてまたできる対応

をしていきたいというふうに考えているところで

ございます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 状況を把握しながら、

いろいろそういった情報収集に努める等々、そう

いった御答弁が多いのですけれども、国民健康保

険命にかかわる制度でありますので、やはり危機

感を持って取り組んでいただきたいというふうな

ことを強く求めたいと思います。

あと、市民負担についてなのですけれども、先

ほどお話がありましたように仮試算で１人当たり

７％の増、モデル世帯で、所得２００万円で夫

婦２人と、こういったところ、この方々が ４％

の減というふうな試算が出ているところですけれ

ども、今後今御説明あったように来年、年明けて

４月ごろに再提案があるかもしれないということ

なのですが、やはり非常に大きな増になるのかな

というふうに思っているのですが、この部分につ

いてはっきりしていませんから、どのように市民

にお知らせするのかというあたりでは非常に難し

い部分があるかというふうには思うのですが、ど

のように市民の皆さんにお知らせをし、理解をし

ていただくかといったところは御準備されている

のでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 三島市民部長。

〇市民部長（三島裕二君） 今御指摘をいただい

たとおりなのですが、お金にかかわる部分だとい

うことで、安直に公表もできない部分もあります。

それと、さらには実際の税率の計算、表面上の計

算だとたやすいのですけれども、実際に税率を改

正するということになると、実際のデータにはめ

込んで、軽減措置でございますので、軽減措置に

なった後の実際の負担ということでシミュレーシ

ョンをしないとならないということもありますの

で、少し時間がかかっております。ただ、時間が

かかってもこういう考えでやるのだということで、

運営協議会の中で一定程度諮った中で公表はでき

るのかなというふうに考えておりますので、少し

時間が必要なのかなというふうに思っております。

以上です。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 平成３０年度からとい

うことですから、あと１年とちょっとしかありま

せんので、非常に厳しいスケジュールかなという

ふうに思います。再提案は４月ごろと言っていま

した。この資料を見たところでは、８月ごろに運

営方針の決定というふうに書かれていました、ス

ケジュールとして。この後に具体的な保険料が決

まってくるのかなというふうに思っていたのです

けれども、やはり公表できる範囲内で広く市民の

皆さんにお知らせをして理解を求めて、理解をし

ていただけるかどうかはちょっと私にもわかりま
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せんけれども、そういうふうにして努めていただ

くことを強く求めていきたいと思います。

次に移りたいと思います。就学援助の充実につ

いてであります。先ほど何度かお話をさせていた

だいてきました新入学準備金の取り扱いについて

なのですけれども、この間就学援助についてはあ

らゆる部分で申請書の配付のあり方、また対象項

目の拡充などなどたくさん要望させていただいて

まいりました。先ほどの医療費のこともそうなの

ですけれども、それを一つ一つ実現していただい

てまいりましたので、保護者の方々からも大変喜

ばれているところではあります。ただ、子供の貧

困の問題、これも毎度お話ししますけれども、６

人に１人が貧困状態にあると言われています。国

も以前も御紹介したように子供の貧困対策大綱つ

くるなどして子供の貧困対策を掲げなければなら

ないというような状況になっているといったとこ

ろですけれども、しかしその対策は十分かという

と、私はそうはなっていないというふうに受けと

めています。当市において、先ほどもお話があっ

たように就学援助の中身は充実していただいてき

てはいますけれども、就学援助の利用がふえてい

ないといったところでちょっと違和感を感じてい

ます。子供の貧困が見えない、見えづらいという

ふうに専門家の方々からは意見を聞いているとこ

ろであります。貧困のあらわれ方がいろいろであ

るということだというふうに研究者の方々から言

われています。こういったことなのかなというふ

うに思っています。ですから、この就学援助制度、

必要としている子供たちが漏れなくきちんと利用

できているかどうかといったところが非常に気に

なるところであります。ですから、周知について

はあらゆる場面で徹底的に行ってほしいというこ

とであります。この点について再度伺います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 就学援助制度の周知

について、先ほど述べたとおりであります。議員

がおっしゃるとおり、伸びていない状況、それが

本当に貧困、名寄の生活状況を含めてどうなのか

ということは私把握していないところであります

けれども、言われたようにただ制度がわからなく

て申請していないというふうになった場合は大変

なことでありますので、学校とも連携をとりなが

ら、保護者にはこういう制度があるというのを今

後もしっかり周知する、そういったことに努めて

まいりたいというふうに思いますので、御理解を

お願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） ことしの９月３０日に

北海道教育委員会教育長の名で就学援助事業の実

施についてという通知が出されているところであ

ります。この１番目に保護者への周知は十分に行

っていますかというふうに掲げられています。こ

こにも書いてあります。市町村教育委員会は、保

護者に対して就学援助制度に関する書類を配付し、

この制度の趣旨及び申請手続について周知徹底を

図りましょうというふうに書かれています。それ

で、ここは傍線で引いてあるというぐらい徹底し

てというふうに書かれているのです。これが一度

皆さんにお渡ししたからオーケーということでは

なくて、あらゆる場面で出していただくというこ

とが非常に重要かなというふうに思っています。

制度の広報を行う際は、認定の目安となる所得の

額表示するなど、支給要件をわかりやすく示すこ

とが必要です。これも傍線が引いてあります。こ

れは、名寄市の説明文の中にもきちっと書いては

いただいてはいるのですけれども、やはりこの制

度が多くの保護者の方々に徹底されているのかど

うかというところら辺が私はちょっと疑問が残る

ところです。ですから、いろんな場面でというと

ころら辺が必要かなというふうに思っているので

すが、再度お聞きします。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 徹底して全員に就学

援助制度の資料を見て確認したかという調査等は

していませんので、どこまで、浸透度というのは
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把握できていない部分はありますけれども、一度

渡したからといって徹底されているかというとそ

うではないということで、道教委からそういった

指示が出ているのだというふうに思います。いろ

んな場面でということは、どういう場面で徹底で

きるかというところもありますので、例えば参観

日だとか、そういうところで説明しても全員が来

ているわけではありませんので、有効な徹底の方

法というのは学校とも相談しながら、効果的なも

のを模索しながら対応していきたいと思いますし、

資料につきましてもこの間ちょっと改善をしてき

ている部分もあるかと思いますけれども、また何

かわからない点とか御指摘議員からも受ければ常

に改善しながら、よりわかりやすいものにしてい

きたいというふうに思いますので、今後とも御意

見等もよろしくお願いいたします。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 東京八王子市なのです

けれども、ここでは新入学児のための健康診断行

われます。そのときに健康診断の案内と一緒にこ

の就学援助の制度がありますよという御案内をし

ているのです。そういったこともやはり参考にし

ていただければなというふうに思います。

それで、先ほどの道の教育長の通知の中に、２

番目です。認定、支給時期等は適切ですかという

ふうにあります。児童生徒が援助を必要とする時

期、括弧して新入学児童生徒学用品費、修学旅行

費等に速やかに給与することができるよう十分配

慮する必要がありますと、こう書かれています。

このことについて先ほど御答弁もありましたけれ

ども、配慮はする必要がありますと書かれていま

すが、配慮はなされていないというふうに受けと

めているのですが、いかがお考えでしょうか。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 就学援助制度という

ことで、うちの基準、これは全国的に同じ基準だ

と思いますけれども、前年度の世帯の収入、所得

に応じて認定をしているということでありますの

で、それが決定するは４月ということで、どうし

ても認定決定するのは４月末になるということで

あります。それの前に決定をして支給するとなる

と、また就学制度ではなくて違う形の何らかの制

度設計が必要なのかなというふうにちょっと考え

ているところでありますので、その辺の状況等、

ほかの市町村の状況ももしあれば情報も今後入れ

ていきたいというふうに思っているところであり

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 他の市町村のところの

状況なのですけれども、東京八王子市では非常に

懇切丁寧な御案内をされています。先ほども言っ

たように、９月中旬に就学時健康診断があるので

すが、その案内と一緒に申請書が同封されている

ということです。そして、２月中旬には支給決定、

不決定の通知を御家庭に送付していて、３月には

新入学準備金を支給しています。これは小学生で

す。中学生もあります。別々に説明がされている

のです。これ親切です。本当にわかりやすい。中

学生は、以前にもお話ししたように、小学校から

大体同じように準要保護という形で就学援助を受

けているわけですから、非常に支給しやすいのか

なというふうに私は思っているのです。

他市の状況ですが、例えばことし１２月に入っ

てからなのですけれども、急遽苫小牧市、室蘭市、

ここが３月中に入学準備金を出すというふうにさ

れています。それから、八王子市は今言いました。

群馬県太田市、ここも入学準備金を年明けて２月

から３月に前倒ししてというふうに書かれていて、

ここは子育て支援も含めて小学校は２万４７０円

なのですけれども、これを４万円、中学生では２

万 ５５０円を５万円へ増額して支給というふう

な例もあります。この点をぜひとも参考にしてい

ただいて、位置づけに向けて取り組んでいただき

たいというふうに思うのですが、お考えをお聞か

せください。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。
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〇教育部長（小川勇人君） ことしは１１月には

全道の都市の学校教育の主管課長会議があって、

そのときにうちのほうから就学援助制度の入学準

備金についての皆さんからのお問い合わせしたと

きには、そのときはまだ実施する方向はないとい

うことだったのですけれども、今議員からことし

の１２月の定例会ですか、の中で苫小牧市、室蘭

市が３月から支給するというふうになったという

情報を得ました。先ほどもちょっとお話ししまし

たけれども、基本的には前年度の収入でやってい

る認定時期の関係があったり、３月に支給して、

３月末に転出入、移動する方もおられるという、

入学というのは４月に入ってから確定ということ

もありますので、そういった中で事前に支給する

と後から還付をしてもらうのかどうかというとこ

ろも出てきますし、仮払いということでやってい

れば、その辺の制度内容がわかりませんけれども、

いずれにしましても今聞いた部分については今後

どういう制度設計でやるのか情報を得ながらいき

たいというふうに思いますので、よろしくお願い

します。

〇議長（黒井 徹議員） 川村議員。

〇５番（川村幸栄議員） 私は、新入学準備金の

ことを取り上げたのは今回が初めてではないとい

うことを申し上げたいというふうには思います。

やっぱり子供たちの学ぶ権利をきちっと保障する。

それから、子育て支援という観点からも就学援助

制度の充実が非常に求められているかなというふ

うに思っています。そこのところが例えば前年度

の収入、前々年度の収入というところら辺で、そ

こでとどまっているということで、どうなのでし

ょうか。そこがやはり子供の教育を受ける権利や

憲法では義務教育は無償としているというふうに

書かれていますし、それに基づいて就学援助制度

がつくられているといったところ、ここのところ

が私はもう先に立って研究なり検討なりしていた

だくことが子育て支援といいますか、総合計画第

２次の中にも含まれている安心できる子育ての中

に含まれるのではないかというふうに思うのです

けれども、その点についてお考えをお聞かせをい

ただいて、終わりたいと思います。

〇議長（黒井 徹議員） 小川教育部長。

〇教育部長（小川勇人君） 基本的には、学校教

育の部分では言われています貧困という世帯への

支援ということで、この間就学援助費の実施をし

てきている。子育て支援となると、ちょっとまた

先ほど言ったように制度設計も含めて変わってく

るかというふうに思います。冒頭の答弁でも申し

たとおり、時期は少しおくれていますけれども、

支給はしっかりしているということですので、そ

こは御理解をいただきたいという思います。

ただ、入学に当たっての準備金がどうしても必

要で、そのお金がなかなかできないという状況も

あって３月の支給という議員の御意見だというふ

うに受けとめていますので、先ほども申し上げま

したとおり各市町がどういった制度設計でやって、

どういったことでやっているか含めて、やっぱり

基準というのは大事だというふうに思います。前

年度の収入を受けて、場合によっては前年度所得

がふえている状況もあって、そういう人たちに支

給すると不公平感というのも当然出てくるかと思

いますので、行政としては一定の基準を設けてこ

れは対応していかなければならない状況と思いま

すので、ほかの自治体がどういうふうにやってい

るかというのは情報を収集しながらいきたいと思

いますので、御理解をお願いします。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で川村幸栄議員の

質問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結いたします。

１５時１０分まで休憩をいたします。

休憩 午後 ３時０３分

再開 午後 ３時１１分

〇議長（黒井 徹議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

日程第３ 議案第１号 介護保険法及び介護保
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険法施行令の改正に伴う介護保険関係条例等の整

備に関する条例の制定についてを議題といたしま

す。

付託いたしました委員会の審査経過及び結果の

報告を求めます。

市民福祉常任委員会、熊谷吉正委員長。

〇市民福祉常任委員長（熊谷吉正議員） 議長よ

に御指名をいただきまして、これから報告をさせ

ていただきますけれども、事前に各議員に配付し

ているペーパーがございますけれども、ごく一部

適切な表現に置きかえている部分もございますの

で、報告の中でお聞き取りをいただきたいという

ふうに思います。

平成２８年１１月３０日開会の第４回定例会に

おいて付託されました議案第１号 介護保険法及

び介護保険法施行令の改正に伴う介護保険関係条

例等の整備に関する条例の制定について、審査の

経過と結果の報告を申し上げます。

委員会は、１２月１２日に開催し、田邊健康福

祉部長を初め担当職員の出席を求め、本条例案の

内容について詳細な説明を受けた後、審査を行い

ました。

付託された議案第１号は、提案理由の説明にも

ありましたように、主な改正内容として名寄市介

護保険条例においては平成２９年４月事業開始予

定の介護予防・日常生活支援総合事業の実施に当

たり条例で規定する介護予防通所介護を第１号通

所事業に変更すること、介護保険料の段階判定に

際し介護保険料につきましては３年間同一の保険

料率を用いることとされておりますが、特例的に

平成２９年度から新しい所得指標を用いることが

できるようになること。２点目は、名寄市高齢者

自立支援事業条例において自立支援デイサービス

の利用料について１回 １００円（食費５００円

を含む）の実費相当分の５００円を除き総合事業

における単価設定をもとに１回４００円に変更す

る。３点目は、名寄市在宅老人デイサービスセン

ター条例では介護予防通所介護に係る介護予防サ

ービス費もしくは特例介護予防サービス費を第１

号通所事業に係る第１号事業支給費に変更であり

ます。

委員からの質疑では、自立支援デイサービスの

利用料の設定の考え方について、月当たりのもの

を４回で割って１回の利用料を算出したのか、所

得の考え方では合計金額から長期及び短期譲渡所

得を引くということかという問いに対し、要支援

１の月額包括報酬１万 ４７０円を月当たり４回

とし、１回当たりの事業費の １１７円から積算

しました。介護保険法施行令改正では、長期及び

短期譲渡所得に係る特別控除額を控除できるよう

になった。現行は、土地の収用など本人の責めに

帰さない理由による場合でも介護保険料が高額に

なることもあった。本来介護保険料は３年間同一

の保険料を用いるとされていたが、特例として平

成２９年度から新しい所得指標を用いることがで

きるようになったとの答弁がありました。

名寄市の介護予防・日常生活支援総合事業は、

来年４月からの実施となるが、その優位性につい

て、議案提案では３条例が一括整備となった根拠、

多様な一般介護予防事業を取り組めなかった経過

はという問いに対し、平成２９年４月移行に当た

り国と北海道からのワークシートで試算した結果、

要支援認定者の増加に伴いデイサービスの利用が

増加し、事業所もふえた。その時点で移行するよ

りも予防事業のほうが国の補助金等が多く有利で

あるとともに、事業の上限額でも平成２９年度が

有利と判断。多様なサービスについては、生活支

援ネットで提案していただいているが、予算と制

度設計の関係もあり、検討中。まず、訪問型サー

ビスと通所型サービスについて確実に開始できる

ようにした。３条例一括整備については、法制担

当と協議したとの答弁がありました。

法の改正に伴い、市町村の役割が多忙になり、

各事業所等との連携などは重要だが、新たなサー

ビスの対応、先進地における買い物支援、１００

歳体操等今後の取り組みはどうか、介護保険条例
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改正で第９条の２項から６項については例えば現

行条例の１２０万円以上から１９０万円未満とい

う幅があったが、今回の改正で幅がなくなった理

由はという問いに対し、通所型サービスＡは制度

が始まったばかりで、希望をとったが、実施する

事業所がないことと単価が低く事業にならないが、

今後緩和した基準でのサービスを阻止するもので

はない。ケアマネージャーと病院との連携を図り、

研修や退院支援の勉強会を進めている。第９条の

件は、施行令の改正で準則の記載に改正したとの

答弁がありました。

以上、付託議案第１号 介護保険法及び介護保

険法施行令の改正に伴う介護保険関係条例等の整

備に関する条例の制定については、採決の結果、

原案どおり可決すべきものと決定しました。

以上、報告を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） これより、委員長報告

に対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

これより採決を行います。

本件は委員長報告のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は委員長報告のとおり可決

されました。

暫時休憩をいたします。

休憩 午後 ３時１８分

再開 午後 ３時１９分

〇議長（黒井 徹議員） 再開いたします。

日程第４ 議案第２７号 名寄市職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部改正について、議

案第２８号 名寄市職員の育児休業等に関する条

例の一部改正について、以上２件についてを一括

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２７号 名寄市職

員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に

ついて、議案第２８号 名寄市職員の育児休業等

に関する条例の一部改正について、一括して提案

の理由を申し上げます。

本件は、本年８月８日の人事院勧告において育

児休業法改正の意見の申出及び勤務時間法改正の

勧告が公表され、平成２９年１月１日付で地方公

務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介

護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に

関する法律が改正されることに伴い、名寄市職員

の取り扱いについても同様の措置を講ずるために

条例の一部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、議案第２７

号外１件について一括質疑に入ります。御発言ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２７号外１件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２７号外１件は原案のとおり可

決されました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第５ 議案第２９

号 工事請負契約の変更についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。
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加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２９号 工事請負

契約の変更について、提案の理由を申し上げます。

名寄東小学校校舎改修工事につきましては、本

年８月１２日に大野組・坂下経常建設共同企業体

と２億 １４０万円で契約をし、現在施工中です

が、本件は内部及び外部の一部に仕様変更が生じ

たために、設計を変更して当初の契約金額に８１

９万 ２００円を加えた２億 ９５９万 ２００

円で当該企業体と変更契約を締結しようとするも

のでございます。

名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を求めるものでございます。

細部につきましては、建設水道部長より説明を

させますので、よろしく御審議くださいますよう

お願いを申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） 追加説明を中村建設水

道部長。

〇建設水道部長（中村勝己君） 議案第２９号の

市長提案の追加説明を申し上げます。

名寄東小学校校舎改修工事につきましては、本

年８月１２日の議決後の翌日から工事に着手し、

現在平成２９年３月１４日の完成に向けて施工中

でありますが、このたびの建築工事の内部及び外

部の一部に仕様変更が生じたことから設計変更が

必要となりましたので、その概要について御説明

申し上げます。

初めに、内部の仕様変更では、教室について既

存床材をタイルカーペットに張りかえることにな

っておりましたが、学校側からの要望により長尺

シート張りに変更するものでございます。

次に、外部の仕様変更では、児童用玄関の階段

タイル補修については従前と同じ材料で復旧する

補修扱いとし、改修工事費には計上しておりませ

んでしたが、階段部分のタイル等が凍害により剥

離による階段機能が損なわれている状況であるこ

とから、児童の安全を図るため改修するものでご

ざいます。また、屋根板金の防水については、板

金にウレタン防水塗装で仕上げることになってお

りましたが、ジョイント部の劣化が確認されたこ

とから、補修用にコーキングを打つ工事を追加し

た上で防水塗装を行うものでございます。加えて、

既存塔屋の壁面はサイディング面にウレタン防水

塗装で仕上げることになっておりましたが、トッ

プライト周辺のサイディングの雨じまいが悪いこ

とから、一度サイディングを撤去し、下地の防水

処理を行った上で既存サイディングを張り直して

ウレタン防水塗装で仕上げるものでございます。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２９号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２９号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第６ 議案第３０

号 名寄市議会基本条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

山田典幸議員。

〇１１番（山田典幸議員） 議案第３０号 名寄

市議会基本条例の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

本条例は、平成２１年４月から施行され、市民
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の意思を的確に反映させる議会運営の基本姿勢を

明らかにするとともに、議員間の議論の活性化、

議会の政策立案活動における市民参加の推進、市

政の推進にかかわる市長を初め執行機関との緊張

関係の保持など、議会及び議員の活動原則を盛り

込み、これまで実践してきているところでありま

す。

近年人口減少や少子高齢化の進展、単身世帯の

増加、個人の生活様式の多様化など地域社会を取

り巻く環境の大きな変化に伴い、地域で相互に支

え合う意識や連帯感の希薄化が進行しており、ひ

とり暮らしの高齢化の増加、子育ての孤立化、子

供、高齢者、障害者の虐待やひきこもりの問題な

ど社会的孤立が生じやすい社会環境となっていま

す。これまで健康、子供、高齢者、障害者といっ

た分野別の計画がつくられてきました。しかし、

支援を必要とする人が分野に関係なく必要なサー

ビスを利用しながら自立した生活ができるよう各

個別計画をつないですき間を埋めるとともに、地

域福祉にかかわる法律や社会保障制度の変更も踏

まえて、第１期計画を見直し、第２期名寄市地域

福祉計画を策定し、地域において総合的に推進す

ることを目指すこととしています。

以上のことから、市議会といたしましても本条

例第１０条において地方自治法第９２条第２項に

基づく議決事件を規定し、執行機関とともに責任

を担いながら計画的かつ透明性の高い市政運営に

努めるため、新たに第５号として地域福祉計画を

追加するものであります。

以上、名寄市議会基本条例の一部改正について

提案の理由とさせていただきます。

〇議長（黒井 徹議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第７ 請願第１号

「現行の介護保険サービスの継続と介護従事者

の処遇改善を求める意見書」提出の請願を議題と

いたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

議会運営委員会、山田典幸委員長。

〇議会運営委員長（山田典幸議員） 議長より御

指名をいただきましたので、今定例会初日に当委

員会に付託されました請願第１号 「現行の介護

保険サービスの継続と介護従事者の処遇改善を求

める意見書」提出の請願について、委員会での審

査の経過と結果を御報告申し上げます。

委員会は、１２月７日と１２月１５日の計２回

開催し、紹介議員から請願の趣旨について説明を

受けた後、審査を行いました。

委員からは、請願の趣旨、内容ともに理解でき、

賛同できる、ほか同様の意見が出されました。

以上、請願第１号 「現行の介護保険サービス

の継続と介護従事者の処遇改善を求める意見書」

提出の請願については、採決の結果、全会一致で

採択とすべきものと決定をいたしました。

以上、付託されました請願の審査経過並びに結

果についての御報告といたします。

〇議長（黒井 徹議員） お諮りいたします。

請願第１号については、質疑、討論を省略し、

直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。
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これより採決を行います。

請願第１号に対する委員長の報告は採択です。

請願第１号は委員長報告のとおり決定することに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、請願第１号は委員長報告のとおり採択

することに決定をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第８ 意見書案第

１号 子ども医療費助成制度の創設を求める意見

書、意見書案第２号 ホームドアの設置と「内方

線付き点状ブロック」の整備促進により駅ホーム

の安全性向上を求める意見書、意見書案第３号

安心な社会保障と強い地域経済を構築するための

地方財政措置を求める意見書、意見書案第４号

地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を

求める意見書、意見書案第５号 現行の介護保険

サービスの継続と介護従事者の処遇改善を求める

意見書、意見書案第６号 ＪＲ北海道宗谷線存続

を求める意見書、以上６件を一括議題といたしま

す。

お諮りいたします。意見書案第１号外５件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

意見書案第１号外５件を原案のとおり決定する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号外５件は原案のとおり

可決されました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第９ 報告第１号

例月現金出納検査報告についてを議題といたし

ます。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１０ 閉会中継

続審査（調査）の申し出についてを議題といたし

ます。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申し出のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、申し出のとおり決定をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１１ 委員の派

遣についてを議題といたします。

お諮りいたします。お手元に配付のとおり、委

員を派遣することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（黒井 徹議員） 異議なしと認めます。

よって、委員の派遣が決定をいたしました。

〇議長（黒井 徹議員） 日程第１２ 委員の派

遣報告を行います。

派遣された委員の報告を求めます。

経済建設常任委員会、奥村英俊委員長。

〇経済建設常任委員長（奥村英俊議員） 議長よ

り御指名をいただきましたので、平成２８年度の

経済建設常任委員会の行政視察について報告いた

します。

当委員会では、議会基本条例の前文に従い、年

度当初に委員会としての年間の課題を決め、課題

解決に向けた調査研究、議論を進めることとし、

除排雪の調査研究をテーマとした上で１０月２４

日、２５日の２日間で道内、深川市、旭川市、滝

川市、美唄市の４市において視察研修を行いまし

た。

視察項目については、１、出動基準、除排雪の
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体制など基本的な除排雪の方法について、２、特

徴的な取り組みについて、３、除排雪にかかわる

補助制度、４、除排雪にかかわる民間サービスの

状況、５、個別の間口除排雪の取り組みについて、

６、苦情の状況、対応、解決方法についてを共通

項目とし、各市の状況を伺い、意見交換をさせて

いただきました。

各市の状況ですが、深川市では新雪出動基準は

積雪１０センチメートルと名寄市と同一ですが、

新雪が多いときはスクールバス路線等、幹線道路

の除雪を断続的に日に四、五回行っており、排雪

は年三、四回実施しているとのことです。１３名

による市直営の除排雪部門を設けており、除雪後

は幹線道路の排雪を適宜行っており、苦情があっ

た場合の排雪作業にも対応していること、市広報、

ホームページを通じ除排雪作業に対する情報提供

をし、市民周知を図るなどの取り組みがなされ、

平成２８年度の除排雪予算は３億 ３００万円と

当市より少ない状況にあります。

また、市民への対応として、平成２７年９月か

ら地方創生事業を活用した除雪サービスセンター

を深川振興公社に委託、設置し、除雪に関する相

談、福祉除雪サービスの申請、除雪事業者募集な

ど除排雪のあらゆる問題に関し業務の窓口の一元

化を図り、冬の除雪がつらいなどの理由で都市部

へ移住することに歯どめをかけ、高齢化や人口減

少に負けないまちづくりを目指しているというと

ころは、当市にも大いに参考になると考えます。

次に、旭川市では旭川市雪対策基本計画、平成

２７年から３６年までを策定し、除排雪体制を体

系的にまとめ、指針としており、幹線排雪は車線

ごとに基準値を設け、車道、歩道の確保を図り、

生活道路も幅員管理基準を設け実施しているそう

です。特徴的な点としては、地域での取り組みに

よる地域協働の雪対策があり、当日は永山第３地

区市民委員会、これは１７の町内会を束ねた組織

で ５００世帯のところであります、の方の出席

をいただき、話を聞くことができました。その永

山第３地区市民委員会では、市民委員会として雪

捨て場の確保をしており、敷地の清掃、融雪剤散

布や草刈りなどを行うことによってその地権者の

信頼を得て町内の空き地１１カ所、約 ０００坪

を無償で借り、ダンプ４００台ほどの雪捨てを可

能にしているそうです。また、道路パトロール、

交差点の見通しや歩道の砂散布、除雪弱者の自宅

周辺の除雪などの取り組みをしており、体系化さ

れた基本計画で重点的に除排雪の対策を進めてお

り、市民と協働により持続する雪対策を目指して

いると説明いただきました。除雪予算は約２７億

円と財政規模は違うものの、雪対策基本計画の策

定や地域との協働による雪対策は当市でも取り組

むべき課題だと感じました。

次に、滝川市では平成２７年度は５億７００万

円という予算規模で、事業者１６社加盟の１組合

に委託し市内を３地区の大きな工区制、ゾーン型

として発注し、除排雪に当たっています。除排雪

の出動基準は車道、歩道除雪では積雪１０センチ

と当市と同じですが、直営の道路パトロールを実

施し出動の判断をしており、また排雪については

通常の除雪作業及び拡幅除雪などで幅員確保がで

きなくなると予想される場合に実施しているそう

です。生活道路の排雪は実施していないが、年二、

三回小型ロータリー１０台で拡幅除雪を実施し、

また交差点の事故防止を目的に、道路幅員、見通

し確保のためにシーズン２回を限度として交差点

排雪を実施しているそうです。

補助制度として特徴的だったことは、市道のう

ち市内中心街を形成し、地域住民組織の確立され

た路線であり、排雪回数を原則シーズン５回以上

自主的に計画、実施可能で申請のあった団体に事

業費の２分の１以内の額を補助金として交付する

という市道排雪モデル事業や町内会などの地域住

民で組織された団体に無償で３１馬力の小型除雪

機を貸し出す小型除雪機貸与事業、また排雪作業

が可能な路線であり、申請のあった団体に対して

市道除排雪委託業務を実施し、事業費の５分の１
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の経費を地元負担とする市道排雪事業、町内会排

雪と言っています。それから、私道の除排雪事業

に対しても幅員４メートル以上かつ受益戸数がお

おむね５戸以上で申請のあった団体に事業費の４

分の１以内の補助などがありました。

そのほかの部分として、福祉除雪サービスは社

会福祉協議会に委託しており、６５歳以上のひと

り暮らしの方または夫婦世帯で除雪が困難な方を

対象とし、介護保険に応じて、９段階ですけれど

も、１カ月につき ２５０円から ０００円の利

用料で玄関前の除雪サービスが利用可能であり、

３８０世帯が利用しているということ、また貸与

車両の整備について民間に依存している除雪専用

トラック、歩道除雪ロータリー、大型ロータリー

については社会資本整備総合交付金、これ３分の

２の補助があります。それと、防衛補助、７５％

の補助を活用して増強、更新をしているなど幹線

道路への対応は当市と同じ状況ですが、生活道路

の対応について基本的に排雪が行われていないこ

とに驚いたところです。

生活道路の幅員確保のために、小型ロータリー

１０台で拡幅除雪をシーズン中二、三回行ってい

る点は、当市実施の拡幅除雪と排雪をあわせるこ

とで生活道路の幅員確保が図られ、当市の住民要

望にも応えられるのではないかと考えます。また、

技術講習会を行い、オペレーターの育成を行って

いることや空知地区の担当者が集まって除排雪の

会議が開催されること、補助金、交付金等を積極

的に活用しながら機材の増強、更新を行っている

ことなど参考になる点が多かったと感じます。

最後に、美唄市の取り組みですが、道路の除雪

は市内４ブロックに分け、委託契約をしており、

支払いには委託業務前金払い制度を設け、除雪委

託業務契約後請求日から１４日以内に契約額の４

０％以内を限度に前金払いを実施しています。ま

た、一部商店街の除排雪については、中心市街地

除排雪事業として商工会議所等が中心となって関

連部署等が構成している美唄市除雪連絡会議と委

託協定を交わし、７ブロックで実施しているそう

です。除雪の出動基準は、新雪の除雪は積雪が車

道では１３センチ、歩道では１０センチ以上にな

ると予想される場合に出動し、路面圧雪が５セン

チ以内に保持するよう作業を行い、この１０年間

の平均除雪回数は車道で年間６６回、歩道で年間

５３回となっているそうです。また、幹線道路に

ついては、ショベルカーで幅寄せし、通行の確保

をしており、２車線確保できなかった場合はロー

タリー等を使い路肩に片積みして車線を確保する

方法をとり、片積みが難しく雪山が高くなる場合

には排雪作業を行い、歩道にたまった雪なども交

差点が見通せる高さ１メートル程度とし、年間１

回程度かき出しを行い、カットした後に積もるよ

うであればさらに排雪をするような方法をとって

いるそうです。生活道路や幅員の狭い道路につい

ては、基本的にはショベルにて幅寄せして通行を

確保する方法をとっているそうですが、美唄市は

地域に空き地等が多くあり、そういった雪を空き

地に押し込み、押し込むことができなくなると排

雪するというような方法をとっているとのことで

した。排雪については、幹線道路では多いところ

は８回程度のところもあるが、平均二、三回を目

安として排雪をしており、また生活道路について

は空き地に雪が押し込めなくなったら１回程度、

多ければ２回を２５路線で実施しているそうです。

空き地に押し込んでいる雪山は５１２カ所で、平

成２７年度は直営による排雪が１２７カ所、業者

に委託したものが３８３カ所で排雪作業を実施し

たとのことです。

また、美唄市では高齢者及び身体障害者で構成

される世帯が居住をする住宅において、道路除雪

作業後の間口残雪処理が困難な世帯を支援する、

美唄では門口と言っていましたけれども、美唄市

間口除雪事業条例を制定し、福祉予算で市独自の

間口除雪を実施しております。平成２７年度は、

計１７２戸の申し込み件数があり、さらに福祉除

雪事業として、積雪による家屋倒壊の防止や緊急

平成２８年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号
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時の避難路確保のため、住宅の屋根の雪おろしや

窓周りの除雪を世帯全員が６５歳以上の居住世帯、

重度の肢体不自由者または視覚障害者でひとり暮

らしか１５歳以下のお子さんとの世帯、寡婦、病

弱者でひとり暮らしの世帯または母子世帯で１５

歳以下のお子さんとの世帯の対象者を福祉予算で

実施しているとのことでした。美唄市の独自の間

口除雪事業は、今日の高齢化が進む中で前向きな

取り組みであり、当市においても課題の部分とな

っており、今後美唄市の取り組みも参考に検討す

べきと考えます。

以上、今回４カ所での視察研修を行ってきまし

たが、今後も道内の各地域での先進的な取り組み

を参考にし、名寄市の除排雪に取り入れていく具

体的な事案を提案するために、委員会として協議

を進めていきます。

以上、経済建設常任委員会の視察報告といたし

ます。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で委員の派遣報告

を終わります。

〇議長（黒井 徹議員） 以上で今期定例会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、平成２８年第４回定例会を

閉会いたします。

大変お疲れさまでした。

閉会 午後 ３時４８分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 黒 井 徹

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 高 橋 伸 典

平成２８年１２月１６日（金曜日）第４回１２月定例会・第４号
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質 問 通 告 表 （一般質問）

平成２８年第４回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 山 崎 真由美 １ 若年世代のまちづくりへの意識を高める取り組みについて

（Ｐ ３４） (1) 選挙権年齢引き下げと投票率について

(2) 地域の課題解決に主体的に関わる力を育む取り組みについて

(3) こども議会（仮）の開催について

(4) こどもまちづくりサミット（仮）の開催について

２ スポーツ・合宿の振興について

(1) ウィンタースポーツコンソーシアム事業について

① ローラースキー競技会の成果と課題について

② 今後の展望について

(2) 地元ジュニアに対するスポーツ振興について

(3) ボランティアスタッフによるスポーツ振興について

(4) スポーツ・合宿施設等環境整備について

２ 大 石 健 二 １ 新年度予算編成から

（Ｐ ４６） (1) 平成２９年度予算について

① ２９年度予算の概要は

② ２９年度予算の主要施策等は

③ ２９年度予算編成で懸念される課題等は

２ 行財政運営に関して

(1) 民間会社的発想による行財政運営等から

① 営業戦略室を例に見る組織の活性化と人材の活用等について

(2) ちょっと暮らし（お試し移住）から

① これまでの経過と今後の展望等について

３ 市民の声から

(1) 除排雪等から

① 今冬の除排雪体制について

② 除排雪の過重労働による転出増とその対策について

平 成 ２ ８ 年 第 ４ 回 １ ２ 月 定 例 会
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３ 佐久間 誠 １ 観光事業の充実について

（Ｐ ５７） (1) 冬季イベントとして北の天文字焼きの「知名度」向上を

(2) 北の天文字焼きのギネス挑戦への支援策について

(3) ピヤシリ山の夏季間の活用と宣伝方法について

２ 宗谷本線の維持・存続をはかる取り組みについて

(1) 国・道・ＪＲ等へのこれまでの要請経過について

(2) 今後の維持・存続運動の視点について

３ 再生可能エネルギーの利活用について

(1) 名寄市の再生可能エネルギー施策について

(2) 今後の公的施設等への利活用の考え方について

４ 川 口 京 二 １ 公立高校間口削減について

（Ｐ ６７） (1) 名寄産業高校間口について

(2) 今後の対応について

２ 交通安全について

(1) 交通事故の現状と近年の比較について

(2) 高齢者による事故の発生状況と特徴について

(3) 高齢者に対する安全教育について

(4) 高齢者の運転免許証の自主返納の現状について

(5) 一時停止の道路標識について

３ ＥＮ―ＲＡＹホールについて

(1) 利用状況と目標値の達成状況について

(2) イベントのＰＲについて

(3) 喫煙場所について

４ 浅江島公園について

(1) 公園の整備について

(2) 文化センターと一体したイベントの実施について

(3) 街灯について

５ ファミリー・サポート・センターについて

５ 塩 田 昌 彦 １ 大学経営の現状と将来展望について

（Ｐ ７８） (1) 保健福祉学部の地方交付税措置単価について

(2) 平成２７年度決算の状況と今後の見通しについて

２ ウィンタースポーツコンソーシアム事業の継続開催について

(1) 継続開催の可能性について

(2) 公道を使用してのローラースキー競技会の周知と運営協力のあり
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方について

３ 住宅改修等推進事業について

(1) 助成事業の取り組みによる効果と課題について

４ 豊西小学校の閉校により変更された通学路の安全対策について

(1) 通学路の歩道除雪について

(2) 関係部署との協議状況とその対応について

(3) 夏季と冬季の通学路変更の考えについて

６ 佐 藤 靖 １ 名寄市の財政展望にかかわって

（Ｐ ９２） (1) 平成２９年度予算編成にかかわる市長訓令・事務連絡、名寄市総

合計画（第２次）、中期財政計画及び名寄市における財政課題の

整合性について

(2) 公共施設等総合管理計画と名寄市行財政改革推進計画策定方針

（案）の連動性について

(3) 財政規律（ガイドライン）の考え方について

２ 各種計画策定のあり方にかかわって

(1) 計画策定の基本的認識について

(2) 合意形成のあり方について

(3) 各計画連動性のあり方について

３ なよろ温泉サンピラーの将来展望にかかわって

(1) 庁内検討組織の協議経過について

(2) 総合計画（第２次）の前期計画に盛り込んだ施設改修を「継続」

とした考え方について

(3) 経営見通しと市民ニーズについて

４ 名寄市立総合病院の将来展望にかかわって

(1) 経営状況と見通しについて

(2) 医業収益確保と経費節減の具体策について

(3) 平成２９年度の医療スタッフ体制について

７ 佐々木 寿 １ 公共施設の再生について

（Ｐ１０５） (1) 公共施設等総合管理計画における目標値１３％縮減の見通しにつ

いて

(2) 市民の行政サービス維持、財源確保の考え方について

２ 介護事業について

(1) 家族介護支援事業の現状及び将来の考え方について

(2) 介護休業制度の周知と利用促進について
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３ 民生委員・児童委員の活動について

(1) 民生委員・児童委員の認知度向上について

(2) 民生委員・児童委員の活動中の補償について

８ 野 田 三樹也 １ 小中学校の施設・設備の維持管理について

（Ｐ１１６） (1) 学校トイレ洋式化への対応について

(2) 小中学校のグラウンド整備について

２ 各町内会と行政との連携について

(1) まちづくり懇談会の意見に対する行政としての対応について

(2) 町内会における除排雪に対する支援について

(3) 子ども会育成連合会の活動状況と行政としてのかかわり方につい

て

３ 高齢者への支援について

(1) ＥＮ―ＲＡＹホールを利用する高齢者への対応について

(2) 買い物弱者への対応について

９ 東 千 春 １ 名寄市のごみ及びし尿処理のあり方について

（Ｐ１２４） (1) 市民生活に望ましいごみ分別のあり方は

(2) リサイクルと費用のバランスの考えについて

(3) 老朽化が進む炭化センターの今後について

(4) ごみ焼却と木質バイオマスの混焼発電について

(5) 衛生センターの老朽化と今後の対応について

２ ＪＲ北海道の路線存続への取り組みについて

(1) ＪＲ及び国や道に対する要望について

(2) ＪＲのこれまでの集客努力と今後の対応について

(3) 上下分離方式に対する評価について

(4) ＪＲが存続するためにはどのようなことが必要か

(5) 存続に向け地域住民との協働による自治体連携について

１０ 髙 橋 伸 典 １ 高齢者ドライバーの安全対策について

（Ｐ１３５） (1) 認知症やてんかん等の病気を有するドライバー対策について

(2) 運転免許証自主返納への本市の対策は

２ いじめ防止の取り組みについて

(1) いじめ防止基本方針について

(2) いじめ防止の活動と対策について

３ 平成２９年度予算編成について
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(1) 主要施策について

(2) 新年度の予算規模について

４ 閉校にともなう学校用品のリサイクルについて

１１ 高 野 美枝子 １ 市民の健康づくりについて

（Ｐ１４７） (1) 乳幼児の健康づくりについて

(2) 不妊治療について

(3) 保健師の地区担当制について

(4) 名寄市立大学との連携について

２ 地域に愛される名寄市立大学を目指して

(1) 大学の将来構想について

(2) コミュニティケア教育研究センターについて

(3) 市民に開かれた大学について

３ 市民が利用しやすい市立名寄図書館であるために

(1) 老朽化対策について

(2) 図書館のあり方について

１２ 山 田 典 幸 １ 農業振興施策について

（Ｐ１６０） (1) 本年の地域農業を総括して

(2) 中長期的視点に立った今後の施策展開と将来の地域農業の姿につ

いて

２ 教育行政にかかわって

(1) 地域と共にある学校づくりの推進について

① コミュニティ・スクール導入等促進事業の進捗状況について

② 小中一貫教育推進に向けての現在の状況について

(2) 今後の名寄市立小中学校施設整備計画について

１３ 奥 村 英 俊 １ 介護人材の確保と指定管理について

（Ｐ１７１） (1) この間の取り組みと対応策について

２ 名寄市総合計画（第２次）について

(1) 実施計画の策定にかかわって

(2) 市民意見の反映について

３ 特定放射性廃棄物の最終処分の動向について

(1) 名寄市の態度・対応について
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１４ 川 村 幸 栄 １ 国民健康保険の都道府県単位化にともなう市民負担について

（Ｐ１８５） (1) 国民健康保険制度の改革について

(2) 制度の改革内容の市民周知について

(3) 市民負担について

２ 就学援助の充実について

(1) 保護者への周知について

(2) 新入学準備金について
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平成２８年第４回名寄市議会定例会議決結果表

平成２８年１１月３０日～平成２８年１２月１６日 １７日間

本会議時間数 １６時間３６分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

介護保険法及び介護保険法施行令の改正に伴 28.11.30 28.12.12 28.12.16

第 １ 号 う介護保険関係条例等の整備に関する条例の 市 民 福 祉 常 任 委 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

制定について

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ２ 号

締結について（和寒町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ３ 号

締結について（剣淵町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ４ 号

締結について（下川町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ５ 号

締結について（美深町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ６ 号

締結について（音威子府村） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ７ 号

締結について（中川町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ８ 号

締結について（幌加内町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 ９ 号

締結について（西興部村） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 １ ０ 号

締結について（枝幸町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 １ １ 号

締結について（浜頓別町） ― ― 原 案 可 決

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の ― ― 28.11.30
第 １ ２ 号

締結について（中頓別町） ― ― 原 案 可 決

― ― 28.11.30
第 １ ３ 号 工事請負契約の変更について

― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について（名寄市北国雪国 ― ― 28.11.30
第 １ ４ 号

ふるさと交流館） ― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

指定管理者の指定について（名寄市畜産物処 ― ― 28.11.30
第 １ ５ 号

理加工施設） ― ― 原 案 可 決

― ― 28.11.30
第 １ ６ 号 損害賠償の額を定めることについて

― ― 原 案 可 決

平成２８年度名寄市一般会計補正予算（第４ ― ― 28.11.30
第 １ ７ 号

号） ― ― 原 案 可 決

平成２８年度名寄市国民健康保険特別会計補 ― ― 28.11.30
第 １ ８ 号

正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

平成２８年度名寄市下水道事業特別会計補正 ― ― 28.11.30
第 １ ９ 号

予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

平成２８年度名寄市個別排水処理施設整備事 ― ― 28.11.30
第 ２ ０ 号

業特別会計補正予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

平成２８年度名寄市食肉センター事業特別会 ― ― 28.11.30
第 ２ １ 号

計補正予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

平成２８年度名寄市病院事業会計補正予算 ― ― 28.11.30
第 ２ ２ 号

（第１号） ― ― 原 案 可 決

名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に ― ― 28.11.30
第 ２ ３ 号

関する条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一 ― ― 28.11.30
第 ２ ４ 号

部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市教育委員会教育長の給与、勤務時間そ ― ― 28.11.30

第 ２ ５ 号 の他の勤務条件に関する条例の一部改正につ ― ― 原 案 可 決

いて

名寄市職員の給与に関する条例の一部改正に ― ― 28.11.30
第 ２ ６ 号

ついて ― ― 原 案 可 決

名寄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例 ― ― 28.12.16
第 ２ ７ 号

の一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市職員の育児休業等に関する条例の一部 ― ― 28.12.16
第 ２ ８ 号

改正について ― ― 原 案 可 決

― ― 28.12.16
第 ２ ９ 号 工事請負契約の変更について

― ― 原 案 可 決

― ― 28.12.16
第 ３ ０ 号 名寄市議会基本条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

報 告 ― ― 28.12.16
例月現金出納検査報告について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

意 見 書 案 ― ― 28.12.16
子ども医療費助成制度の創設を求める意見書

第 １ 号 ― ― 原 案 可 決

ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロッ ― ― 28.12.16
意 見 書 案

ク」の整備促進により駅ホームの安全性向上 ― ― 原 案 可 決
第 ２ 号

を求める意見書

意 見 書 案 安心な社会保障と強い地域経済を構築するた ― ― 28.12.16

第 ３ 号 めの地方財政措置を求める意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整 ― ― 28.12.16

第 ４ 号 備を求める意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 現行の介護保険サービスの継続と介護従事者 ― ― 28.12.16

第 ５ 号 の処遇改善を求める意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ― ― 28.12.16
ＪＲ北海道宗谷線存続を求める意見書

第 ６ 号 ― ― 原 案 可 決

請 願 「現行の介護保険サービスの継続と介護従事 28.11.30 28.12.15 28.12.16

第 １ 号 者の処遇改善を求める意見書」提出の請願 議会運営委 採 択 と す べ き 採 択

― ― 28.12.16
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定

― ― 28.12.16
委員の派遣報告

― ― 報 告 済


	目次
	平成28年11月30日（水曜日）第４回定例会・第１号
	議事日程
	本日の会議に付した事件
	出席議員
	欠席議員
	事務局出席職員
	説明員
	開会・開議宣告
	日程第１ 会議録署名議員指名
	日程第２ 会期の決定
	日程第３ 行政報告
	副市長の訂正発言
	日程第４ 議案第１号 介護保険法及び介護保険法施行令の改正に伴う介護保険関係条例等の整備に関する条例の制定について
	日程第５ 議案第２号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（和寒町）、議案第３号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（剣淵町）、議案第４号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（下川町）、議案第５号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（美深町）、議案第６号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（音威子府村）、議案第７号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（中川町）、議案第８号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（幌加内町）、議案第９号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（西興部村）、議案第10号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（枝幸町）、議案第11号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（浜頓別町）、議案第12号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について（中頓別町）
	日程第６ 議案第13号 工事請負契約の変更について
	日程第７ 議案第14号 指定管理者の指定について（名寄市北国雪国ふるさと交流館）、議案第15号 指定管理者の指定について（名寄市畜産物処理加工施設）
	日程第８ 議案第16号 損害賠償の額を定めることについて
	日程第９ 議案第17号 平成28年度名寄市一般会計補正予算（第４号）
	日程第10 議案第18号 平成28年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	日程第11 議案第19号 平成28年度名寄市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
	日程第12 議案第20号 平成28年度名寄市個別排水処理施設整備事業特別会計補正予算（第１号）
	日程第13 議案第21号 平成28年度名寄市食肉センター事業特別会計補正予算（第１号）
	日程第14 議案第22号 平成28年度名寄市病院事業会計補正予算（第１号）
	日程第15 議案第23号 名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、議案第24号 名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について、議案第25号 名寄市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正について、議案第26号 名寄市職員の給与に関する条例の一部改正について
	日程第16 請願
	休会の決定
	散会宣告

	平成28年12月14日（水曜日）第４回定例会・第２号
	議事日程
	本日の会議に付した事件
	出席議員
	欠席議員
	事務局出席職員
	説明員
	開議宣告
	日程第１ 会議録署名議員指名
	日程第２ 一般質問
	山崎真由美議員
	大石健二議員
	佐久間誠議員
	川口京二議員
	塩田昌彦議員

	散会宣告

	平成28年12月15日（木曜日）第４回定例会・第３号
	議事日程
	本日の会議に付した事件
	出席議員
	欠席議員
	事務局出席職員
	説明員
	開議宣告
	日程第１ 会議録署名議員指名
	日程第２ 一般質問
	佐藤靖議員
	佐々木寿議員
	野田三樹也議員
	東千春議員
	高橋伸典議員

	散会宣告

	平成28年12月16日（金曜日）第４回定例会・第４号
	議事日程
	本日の会議に付した事件
	出席議員
	欠席議員
	事務局出席職員
	説明員
	開議宣告
	日程第１ 会議録署名議員指名
	日程第２ 一般質問
	高野美枝子議員
	山田典幸議員
	奥村英俊議員
	川村幸栄議員

	日程第３ 議案第１号 介護保険法及び介護保険法施行令の改正に伴う介護保険関係条例等の整備に関する条例の制定について
	日程第４ 議案第27号 名寄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について、議案第28号 名寄市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
	日程第５ 議案第29号 工事請負契約の変更について
	日程第６ 議案第30号 名寄市議会基本条例の一部改正について
	日程第７ 請願第１号「現行の介護保険サービスの継続と介護従事者の処遇改善を求める意見書」提出の請願
	日程第８ 意見書案第１号 子ども医療費助成制度の創設を求める意見書、意見書案第２号 ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロック」の整備促進により駅ホームの安全性向上を求める意見書、意見書案第３号 安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める意見書、意見書案第４号 地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める意見書、意見書案第５号 現行の介護保険サービスの継続と介護従事者の処遇改善を求める意見書、意見書案第６号 JR北海道宗谷線存続を求める意見書
	日程第９ 報告第１号 例月現金出納検査報告について
	日程第10 閉会中継続審査（調査）の申し出について
	日程第11 委員の派遣について
	日程第12 委員の派遣報告
	経済建設常任委員長報告

	閉会宣告

	質問文書表
	議決結果表

